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符 引 織 の 少 動 と 関係 


| 特務 機関 NERV 


国連 直属 の 非 公 開 組 織 だ が 、 国 連 に 直接 的 な 影響 
力 は まっ た く な く 、 実質 的 に は ゼー レ の 支配 下 に あっ 
た 特務 機関 。 最 高司 令 官 、 遼 ゲン ドウ を 中 心 に 使徒 
の 残 減 及 び 「 人 類 補完 計画 ] の 遂行 を 主務 と する が 、 
ゲン ドウ が 己 の 望む か た ち で の 人 類 補 完 計 画 遂行 を 
目指 し た こと で 徐々 に ゼー レ と の 和則 が 深まる 。 


上 人 工進 化 研究 所 / 調 査 機関 ゲ ヒ と ルン 


箱根 芦野 湖畔 に 建設 され た 国連 直轄 の 人 工進 人 研 
究 所 。 ゼ ー レ の 下部 組織 で NERV の 前 身 で も ある 調 | < 『/ ご 
査 機関 が ヒル ン は 、 同 施設 を 隠れ 義 に し て いた 。 な お 、 
両者 は 遅く と も 2003 年 まで に は 発足 し て いた と 思わ Ye 1 


れ 、 和 ゲ ンド ウ が その 責任 者 を 務め て いた 。 仙 シ ンジ 綾 小 レ イ 


ゼー レ / 人 類 補 完 委員 会 


人 類 補完 計画 の 完遂 を 目指 す 国際 秘密 結社 。 国 連 
直属 の 諸 問 機関 で ある 人 類 補完 委員 会 を 介し て NERV 
の 活動 を 指揮 し た 。 人 類 補 完 計画 の 完遂 を 至上 命題 
と し て お り 、 同 計画 の 遂行 に あたっ て いる NERV の 最 
高司 令 官 、 各 ゲン ドウ の 行動 を 注視 し て いる 。 


| 国連 / 国 連 


全 世 界 の 指導 者 的 立場 に ある 国際 機構 。 加 盟 各国 
は 自国 の 軍隊 を 派遣 、 国連 が これ を 再編 成 し た の が 国 
連 軍 で ある 。 な お 、 対 使徒 戦 の 全権 は NERV に ある た 
め 、 国連 軍 は サポ ー ト に 回 る こと を 余儀 な くさ れ た 。 


| 日 本 国政 府 / 戦 略 自 衛 隊 


日 本 国 を 統治 する 内 閣 や 中 央 官庁 な どの 統治 機関 | EVA 適格 者 
の 総称 。 国 連 軍 に 編入 され な い 直属 の 軍事 組織 、 戦 | | 濡 カチ ル 
略 自衛 隊 を 保有 し て 有事 に 備え て いる 。 超 法規 的 に 
保護 され た NERV と の 関係 は 良好 と は 言い 難い 。 
革 第 3 新 東京 市 立 第 索 中 学校 | ッ ト た り 得 な く テ 

| た アス カ に 代わ り 、 人 類 補 完 委員 

第 3 新 東京 市 北部 に 位置 する 市 立 中 学校 。 礎 シン | 会 か ら 直 接 送り 込ま れ た 適格 者 カ EVA 弐号 機 専 属 操縦 者 
ジ ら が 所 属す る 2 年 A 組 に は 適格 者 候補 が 集め られ て | ヲ ル 。 彼 の 存在 は シン ジ に 決定 的 事 洲 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
いた が 、 そ の 情報 は 極秘 と され て お り 、NERV 内 で も | な 影響 を 与え 、 物語 の 終局 を 左右 


一 部 の 人 間 し か 知る こと は な い 。 | する こと と な る 


ア ・ 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 
へ 、、 識 4 洞 木 ヒ カリ 
第 3 新 東 京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 第 3 新 東京 市立 第 才 中 学校 2 年 A 組 フォ ー ス チル ドレ ン と し て 選定 され た トウ ジ は 、 妹 
相田 ケン スケ 鈴原 トウ ジ を NERV 本 部 付属 の 医学 部 に 転院 させ る こと を 条 


件 に EVA に 乗る こと を 承諾 。EVA3 号 機 に 搭乗 する 


WTIHL KUHH 認 HMI HHUIIELE 


NERV 発 足 以前 、 そ の 前 身 で も ある ゲ ヒ ル 
ン に て ゲン ドウ ら と 活動 を 共に し て いた ユ 
イ と ナオ コ 。 両者 と も すでに 死去 し て お り 、 
NERV に 所 属す る こと は な か っ た 


マキ ニー マ マエ HE 一 ざさ ギヤ 


最高 部 人類 補完 委員 会議 胡 
キー ル ・ ロ ー レ ン ツ 


人 工進 化 研究 所 ゲ ヒル ン 
要 ユ イ ( 履 人 ) 加持 を 使う な ど し て 
NERV の 監視 を 強化 
全 使徒 導 小 後 は NERV 


と の 確執 が 表面 化す る 


人 工進 化 研究 所 / ゲ ヒル ン 
赤木 ナオ コ ( 政 人 ) 


副 司 令 官 
冬 月 コウ ゾウ 


技術 開発 部 技術 局 一 課 
赤木 リツ コ 


戦術 作戦 部 作戦 選 第 一 課 
募 城 ミサ ト 


中 央 作戦 司令 室 付 
青葉 シゲ ル 


ァ デ / 則 . 


| M 
中 央 作戦 司令 部 作戦 第 一 課 
日 向 マ コト 


特殊 監 宮 部 他 良識 の ある 大 人 と し て シン ジ や アス カ に 影響 を 与え た 加持 技術 開発 部 技術 局 一 課 
加持 リョ ウジ その 裏 で は ゲン ドウ の 指令 で 極秘 の 任務 に 従事 する と と も に 、 伊 吸 マヤ 
ゼー レ か ら は ゲン ドウ の " 鈴 " と し て の 役目 を 与え られ て いた 


キャ ラク ター 
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EVA 初 号機 を 操縦 する “第 3 の 適格 者 "。 
多く の 人 間 と の 繋が り と 父 と の 葛藤 の 果て に 、 
人 類 補完 に お ける 最 重 要 人 物 と な る 。 


EVA 初 号 機 の 適格 者 一 サー ド チ ルド レン で ある 和 シン ジ は 、 
EVA に 乗る こと で 、 自 ら の 存在 理由 を 求め 続け た 。EVA に 乗る 
明確 な 理由 を 持た な か っ た 彼 は 、 そ ん な 自分 の あり 方 に 疑問 を 
持ち 、 同 じ 適 格 者 で ある レイ や アス カ に EVA に 乗る 理由 を 問う 
よう に な る 。 そ し て 、 第 10 使 徒 残 減 後 、 父 デン ドウ に 「 よ く や っ 
た な 」 と いう ひと 言 を か けら れ 、「 誰 か が 自分 を 認め て くれ て いる 」 
と いう 確信 こそ が 自分 が 湯 望 し て いた も の だ っ た と 気づく 。 最 
終 的 に ゲン ドウ と シン ジ の 和解 は は な ら な か っ た が 、 そ の 父 に 与え 
られ た EVA 初 号 機 が シン ジ の 成長 を 促し 、 居 場所 を 生み 出す こ 
と に 繋が っ た 。 心 の 拠り 所 を 模索 する シン ジ は 、 他 人 を 求め な 
が ら も 他人 に よっ て 傷つく こと を 怖 れ る と いう アン ビバ レン ス を 
抱え て いた が 、 心 を 閉ざし が ちな 彼 を 立ち 直ら せ た の も また 、 初 
号機 を 媒介 と し た 人 間 と の 繋が り で あっ た 。 その 繋が り が 自分 
を 形成 し て いる の だ と 気づい た 時 、 シ ンジ は 人 類 補完 の 方 向 性 
を 決め る 重要 な 役割 を 果たす こと と な っ た 


シン クロ テス ト で トッ プ の 数 値 を 記 
録 し た こと を 知り 、 満 面 の 笑み を 浮 
か べた シン ジ 。 適 格 者 と し て の 自身 
の 成長 を 実感 し 、 後 の 使徒 戦 で は そ 
れ ま で に な か っ た 積極 性 を 見 せ た 


人 類 補 完 の 最 中 、 精 神 世界 の 中 で 自 
分 の 内 面 と 向き 合う シン ジ 。 彼 は 、 
様々 な 思考 が 錯 線 す る 世界 の 重く 
生々 し い 苦 悩 の 中 で 、 自 分 自身 を 青 
定 し 、 自 ら の 居場所 を 求め た 


PEHSIHHL HHTH 

圏 名 前 : 古 シ ンジ 

較 年 齢 : 14 歳 

較 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.2001/06/06 

血液 型 :A 型 

大 所 属 : NERV/EVA 初 号機 専属 操縦 者 
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Il 


基本 的 な シン ジ の 性 質 は あく まで も 内 向 的 な も の で ある 。 

し か し 、EVA 初 号機 専属 操縦 者 と いう 特殊 な 立場 を 中 心 に 
構築 され た 人 間 関 係 に お いて は 、 特 に 繋が り の 深い 他 の 適 
格 者 や 上 司 で ある 葛城 ミサ ト は も ちろ ん 、 初 号機 専属 操縦 者 
で ある 自分 に さま ざま な か た ち で 教示 を 与え る 加持 リョ ウジ 
の 存在 が 、 心 を 閉ざし が ちな シン ジ に よい 影響 を 与え 、 人 間 
と し て の 成長 を 促し た よう だ 。 た だ し 、 第 13 使 徒 戦 に お いて 
は 、 結果 的 に 親しい 友人 だ っ た 鈴原 トウ ジ を 負傷 させ て し ま 
う 。 ま た 、 短 期間 の うち に 友情 を 深め た 潜 カ ヲ ル の 正体 が 
使徒 で あっ た こと を 知っ た 際 は 、 そ れ を 手 酷い 裏切り と 感じ 
る 結果 と な り 、 シ ンジ は 心 に 大 き な 傷 を 負っ た 。 な お 、 彼 に 
は 母 の 記憶 が な い は ず だ が 、 無意識 の うち に 母 が 大 き な 存 在 
と な っ て お り 、 自 分 を 否定 する 父 と は 対照 的 に 、 母 は 自分 を 
育 定 し 優し くし て くれ る 存在 と し て 認識 し て いる 節 が ある 
幼い 頃 に その 愛情 を 十分 に 受け られ な か っ た た めか 、 近 し い 
異性 に も 同じ よう な 性 質 を 求め る 傾向 に あっ た よう だ 


逃げ 出し た 後 自ら 戻り 、 
父 に 嘆願 し 再び EVA 
に 乗る こと を 選ん だ シ 
ンジ 。 成 長 の あと が 見 
られ る 行動 だ っ た 


計り き 


初出 撃 と な っ た 第 3 使徒 サキ エル 租 来 時 以降 、 シ ンジ は 
EVA 初 号 機 専 属 操縦 者 と し て 活動 し 、 め ざま し い 活 躍 を 見 
せ た 。 初 号機 と の 高い 適合 性 を 持っ て いた こと は も ちろ ん 、 
自己 主張 の 少な い 彼 の 性 格 が 、 作 戦 に 忠実 に 行動 する と い 
う 点 で 操縦 者 に 適し て いた と も 言え る だ ろう 。 以 降 、 す べ て 
の 使徒 を 残 滅する まで 、 シ ンジ は エー スパ イロ ッ ト と いっ て 
よい 活躍 を 見 せ た 。 な お 、 シ ンジ が 乗る 初 号 機 は 、 ゼ ー レ が 
主導 する 人 類 補完 計画 に お いて 依り 代 の 役割 を 果たし た 
トウ ジ の 負傷 や カヲル の 裏切り に よっ て 心 に 大 き な 傷 を 負っ 
た シン ジ は 、 ミ サト の 命 を 賭し た 叱 喧 な ど に よっ て 一 度 は 立 
ち 直 りか けた が 、 凄 惨 を きわ め る 弐号 機 の 姿 を 見 た 瞬間 に 
精神 月 壊 寸前 まで 追い に 込ま れる 。 そ の 結果 と し て 、 心 の 補 
完 を 行う 人 類 補 完 計 画 に と っ て 必要 な 、 欠 けた 心 を 持っ た 
依り 代 と し て の 初 号機 操縦 者 を 完成 させ る に 至っ た 。 ち な 
み に 人 類 補完 計画 進行 時 、 す べ て の 人 類 が L.C.L. の 海 に 溶け 
込ん だ 時 に も 意識 を 持ち 続け た こと か ら 、 シ ンジ に は 「 最 初 
の 人 」 と し て 人 類 の 命運 が 託さ れ た と も 考え られ る 。 父 が 発 
案 し た 計画 に 巻き 込ま れ た か た ち で 、 奇 し くも 息子 で ある シ 
ンジ が 計画 の 行く 先 を 決め る 執行 者 と な っ て いっ た の で ある 


生き る 気力 すら 失っ た 
シン ジ を 一 喝 す る ミサ 
ト 。 彼 女 は 結果 的 に 、 
命 を 賭し て シン ジ の 心 
を 動か し た 


アス カ の 無惨 な 姿 を 見 
せつ けら れ た シン ジ 。 
誓 き わた る 彼 の 絶叫 に 
よっ て 、 人 類 補 完 計画 
の 幕 が 開か れ た 


園 綾波 レイ と の 関係 


硬 ゲ ンド ウ に 深い 信頼 を 寄せ な が ら も 、 シ ンジ に 対し て 好 
意 を 持ち は じ め た 綾波 レ イ 。 シ ンジ と の 関わ り 合 い に よ っ て 
自分 の 感情 と 明確 な 意志 を 得 た レイ は 、 人 類 補 完 計 画 発動 
時 、 ゲ ンド ウ を 裏切り リリ リス と 融合 する 道 を 選ん だ 。 


初 号機 を 依り 代 と し た 人 類 
補完 計画 進行 時 、 シ ンジ と 
ー 体 化し よう と する レイ 
シン ジ は それ を 拒み 、 他 人 
の 存在 する 世界 を 選択 し た 


同僚 ・ 好 意 


較 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー と の 関係 


同じ 適格 者 で あり 、 同居 人 で も ある 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レ 
ー。 シ ンジ は 正反対 と も いえ る 性 質 の 彼女 を 、 時 に 異性 と 
し て 意識 する こと も あっ た 。 た だ し 、 精 神 世界 で は 彼女 に 心 
情 を 吐露 し 、 救い を 求め る も 、 に べ も な く 拒絶 され て いる 。 


!! 


人 類 補完 計画 が 未完 に 終わ 


アス カ は 、 シ ンジ が 望ん だ 
他人 の 存在 する 世界 に お け 


る 最初 の 他人 と な っ た 。 
友 1 5 
- 鈴原 トウ ジ 
友情 と 罪悪 感 人 


公 ・ 玩 
確 ゲン ドゥ 呈 演 
部 下 ・ 無 関心 ? 
上 上司 ・1 
葛城 ミサ ト 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


っ た 世界 に 横たわる ふた り 。 


マキ マエ H を ーー で ざさ イヤ 


エヴァ ン ゲ リオ ン 


UHHEELIIMIH 


対 使徒 戦 用 兵器 と し て の 名 を 裏切ら な い | 

結果 を 残し た EVA 初 号 機 は 、 専 必 操 終 者 で | NERV_ 
ある 和 シ ンジ が 危機 に 陥る た び 、 想 定 外 の 能 旨 
力 を 発現 する 特異 な 機体 だ っ た 。 操 縦 者 の 
制御 を 離れ る “暴走” と 呼ば れる 状態 と な っ 
た 同機 は 、 絶 対 的 な 力 で 使徒 を 層 っ て いる 。 
暴走 の 発現 は 「 魂 の な い EVA に は 人 の 魂 が 宿 
ら せ て ある 」 と 赤木 リツ コ 博 士 が 語る よう に 、 
宿 さ れ た 魂 が 暴走 と いう か た ち に よっ て 初 号 
機 の 真 の 力 を 引き 出し 、 操 縦 者 を 守 ろ うと し 
た 結果 で あっ た と も 考え られ る 。 ま た 、 ア ダ 
ム の コピ ー と され る EVA だ が 、 ゼ ー レ の 言 に 
よる と 初 号機 の み は 人 類 の 始祖 と され る リリ 
ス か ら 造 られ た 「 分 身 」 で ある と いう 。 ゼー レ 
に と っ て の 初 号機 は リリ ス の 予備 で あり 、 結 
果 的 に 人 類 補完 の 中 心 を 担う こと と な っ た 。 
一 方 初 号機 は 、 ゼ ー レ と は 異な る 人 類 補完 を 
目論ん で いた 和 ゲ ンド ウ に と っ て も 、 他 の 
EVA と は 一 線 を 画す 特別 な 機体 で あっ た 。 
これ は 、 初 号機 が 彼 の 計画 に 必須 だ っ た だ け 
で な く 、 初 号機 接触 実験 中 に 消失 し た 彼 の 
妻 、 硬 ユイ と も 無関係 で は な い だ ろ う 。 


IHTH 


機 体 : EVA-01 TEST TYPE 
初 号 機 


搭乗 者 : 3rd Children 
遼 シン ジ 
主 装備 : パレ ッ ト ラ イフ ル 
ハン ドガ ン 
プロ グレ ッ シ ブ ナイ フ 他 


徒 と の 交 和 戦記 録 (第 捨 較 苦 一) 
時 第 12 使 徒 レ リ エ ル 


第 13 使 徒 バル ディ エル 


| 第 14 使 徒 セ ル エル 


店 第 16 使 徒 アル ミサ エル りみ 
第 17 使 徒 タブ リス _ 一 単 独 に て 残 減 


汎用 人 型 決戦 兵器 


人 壮 人 間 エヴァ ン ゲ リ オ ン 


EMHWELIH 
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NERV 本 部 が 所 有する EVA の 中 で 最も 多く の 戦闘 記録 を 
有する EVA 初 号機 。 そ の 戦闘 に お いて 様々 な 武器 を 使用 し 
た EVA 初 号 機 は 、 テ スト タイ プ と いう 本 来 の 役目 を 果たし 、 
実戦 で の 活動 デー タ 収 集 に 大 きく 貢献 し た 。 また 、 初 号機 は 、 
対 使徒 戦 の 最 中 に し ば し ば 暴走 する と いう 他 の 機体 に は 見 
られ な い 特 徴 も 有 し て いた 。 制 御 下 に な いと は いえ その 標的 
は あく まで 使徒 で あり 、 無 差 別に 暴れ た 事実 は な く 、 対 使徒 
兵器 と し て の 役割 は 果たし て いた 


較 格闘 武器 類 


作戦 行動 時 は 銃火 器 類 を 用 いた 中 一 遠 距離 で の 戦闘 の み 
な ら ず 、 近 接戦 闘 に な る 場合 も 少な く な か っ た 。 そ うい っ た 際 、 
初 号機 は 格闘 武器 と し て 内 蔵 兵 器 で ある プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ 
イフ を 使用 し 、 敵 の コア に 直接 攻撃 を 加え た 


小型 な が ら 、 対 使徒 戦 に お 
いて 最も 活躍 し た プロ グレ 
ッ シ ブ ・ ナ イフ 。 ウ ェ ボ ポ ボン ・ 
ベイ に 収納 され て お り 、 速 
や か に 手 に 取る こと が で き 
庄 


初 号機 固定 装備 の プロ グレ 
ッ シ ブ ・ ナ イフ (PK-01) 
高周波 が 流さ れる こと で 刃 
が 振動 を 開始 。 分 子 レ ベル 
で 物質 を 切断 する 


人 作 E の 池間 


起動 に 成功 し 、 実戦 投入 され た 初め て の EVA で ある 初 
号機 。15 年 ぶり に 現れ た 第 3 使徒 を 含め 、 多 く の 使徒 を 単 
独 で 残 減 す る 高い ボテ ン シ ャ ル を 見 せ た 。 し か し な が ら 、 幾 
度 か の 戦闘 に お いて 本 来 動か な い は ず の 機体 が 再起 動 し 、 操 
縦 者 の 意志 と は 無関係 の "暴走 " を 見 せ た 。 こ の 暴走 が 勝利 
の 要因 と な る 場合 が 多く 、 その 戦果 は 必ず し も シン ジ の 実力 
と EVA の 基本 性 能 に よる も の ば か り で は な い 。 暴走 に つい て 
は 、 い ずれ も 操縦 者 、 シ ンジ の 危機 に お いて 発現 。 初 号機 に 
は 実験 中 に シン ジ の 母 ユ イ を 取り 込ん だ コア が 使わ れ て いる 
も の と 思わ れ 、 暴 走 と 何ら か の 関係 が ある と 推察 され る 。 ま 
た 、 第 13 使 徒 戦 に お いて は 初め て で ダミー シス テム が 起動 され 
た が 、 そ の 破壊 衝動 と も 言う べき 凶暴 さ は 暴走 と 酷似 し て 
いた 。 それ が 人 間 の 制御 下 に な い 状 態 の EVA 本 来 の 変 と も 
考え られ る が 、 そ の 真 偽 は 定か で は な い 。 な お 、 初 号機 は 第 
14 使 徒 戦 に お いて 敵 の S" 和 機関 を 取り 込み 、NERV 本 部 所 有 
の EVA と し て は 初め て の S* 機 関 搭載 機 と な っ て いる 


園 専属 操縦 者 ・ 梓 シン ジ 

初 号機 に 搭乗 し た 際 、 シ ンジ は そこ に 「 母 」 を 感じ る こと 
も あっ た 。 第 12 使 徒 レ リエ ル と の 戦闘 時 や 、 肉 体 が L.C.L. に 
融合 し て し まっ た 時 な ど | 自身 の 内 面 と 対 財 する よう な 出来 
事 ] の 最 中 に は 、 決 まっ て 母 の イメ ー ジ が 現れ て いる 。 初 号 
機 に ユイ の 魂 が 宿っ つて いる か は 定か で は な い が 、 シ ンジ の 意 
識 下 で 母 の 存在 が 大 き な も の で ある こと は 間違い な い 


シン ジ に 危機 が 迫っ た 
際 に は 、 自 ら 動 き 出す 
こと も あっ た 初 号機 
それ が 母 の 意志 だ っ た 
か は 定か で は な い 


還 銃火 器 類 


初 号機 は 、 使 徒 と の 戦闘 に お いて スタ ンダ ー ド な パレ ッ ト 
ライ フル 、 ハ ンド ガン と いっ た 実弾 系 の 銃火 器 を 使用 。 ま た 、 
陽電子 系 銃火 器 と し て は 第 5 使徒 戦 に 使用 し た ポジ トロ ンス 
ナイ パー ライ フル を 使用 し た 。 な お 、 後 者 は 戦略 自衛 隊 つ く 
ば 技術 研究 本 部 か ら 微 発し た 自 走 陽電子 砲 を 改良 し た も の 
で あり 、 大 電力 を 必要 と する 汎用 性 が 低い 銃火 器 だ っ た 
汎用 性 の 高い パレ ッ ト ラ イ 
フル 。 し か し 、 使 徒 を 倒す 
ほど の 威力 は 期待 で きず 、 


お も に けん 制 用 と し て 使用 
され て いる 


大 電力 を 必要 と する ポジ ト 
ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル 
の ち に 改良 され 、 外 部 電源 
を 必要 と し な い 大 出力 ボ ポジ 
トロ ン ラ イフ ル 改 と な っ た 


バレ ッ ト ラ イフ ル 


ポジ トロ ンス ナイ バ パー ライ フル / 


較 EVA 初 号 機 の 交戦 記録 


NERV 本 部 に と っ て も 初戦 と な っ た 第 3 使徒 戦 を 皮切り に 、 
最後 の 使徒 と され た 第 17 使 徒 と の 戦闘 まで 戦い 抜い た 初 号 
機 。 そ の 戦闘 数 、 婚 減数 は EVA の 中 で も 最多 を 誇り 、 実 に 
11 体 の 使徒 と 戦闘 し 9 体 も の 使徒 を 仕留め て いる 


目 第 3 合 徒 サキ ェ ル 戦 
初陣 で シン ジ が 満足 に 動か せな か っ 
た た め 、 初 号機 は 光 の 槍 で 頭 部 を 貫通 
され 活動 を 停止 し 、 直 後に 暴走 。 追 い 
詰め られ た サキ エル は 自爆 する が 、 初 
号機 は 無事 に 生還 し た 


罰 第 4 合 徒 シャ ムシ ェ ル 戦っ 

シン ジ は 戦場 に いた トウ ジ と ケン ス 

ケ を 収容 し た 後 、 ミ サト の 刀 却 命令 を 

聞か ず 、 プ ログ レッ シブ ・ ナ イフ を 用 

いて 使徒 に 反撃 。 内 蔵 電源 が 切れ る 直 
前 に 、 辛 くも 勝利 を 収め た 


上 第 3 使 徒 テ ミエ ル 戦 _ AMIEE 
初戦 は 戦う 間もなく 敗北 。 そ の 後に 
発動 され た ヤシ マ 作 戦 に て 、 ポ ジ ト ロ 
ンス ナイ パー ライ フル で 砲手 を 担当 
レイ の 零 号機 が 敵 の 加 粒 子 砲 を 防い で 
いる 間 に 、 二 射 目 で 使徒 を 打ち 抜く 


罰 第 7 便 徒 イス ラフ ェ ル 戦 
弐号 機 と の 初 の 共同 作戦 。 初 戦は 予 - 

期 せ ぬ 分 裂 能 力 に より 敗北 する も る 、 シ 
ンジ と アス カ は ユニ ゾン に よる 攻撃 を 
特訓 。 再 戦時 に は 使徒 の コア へ の 二 点 
同時 過重 攻撃 を 決め 、 残 減 に 成功 する 


目 第 9 使徒 マト リエ ル 戦 - 
初 の EVA3 機 に よる チー ム プ レイ に 
お いて 、 オ フェ ンス を 担当 。NERV 本 
部 に 溶解 液 に よる 攻撃 を 加え る 使徒 に 
対し 下部 か ら 接近 し 、 パ レッ トラ イフ 
ル の 一 斉 射 に より 残 減 する 


只 WT TEWHHHIELE 


FVA 初 号機 


還 暴走 


暴走 状態 の 初 号 機 は 驚異 的 な 性 能 を 発揮 。 獣 の よう な 攻 
撃 性 を 持つ と 共に AT. フ ィ ー ル ド を 自在 に 操り 、 直 接 的 な 
打撃 な ど に より 使徒 に ダメ ー ジ を 与え る こと を 可能 に する 。 
また 、 内 蔵 電 源 が ゼロ の 状態 で あっ て も 活動 する 人 智 の 及ば 
な い 存 在 と 化す 。NERV 最 高司 令 官 で ある 各 ゲン ドウ は 、 こ 
の 暴走 を 想定 内 の 現象 と し て 捉え て いた よう だ 。 な お 、 EVA 
が 素 体 の 上 に 纏う 装甲 は 、 単なる 防御 用 の 装甲 板 で は な く 、 
EVA 本 来 の 力 を 抑え る た め の 拘 束 具 の 役割 る 兼 ね て いる 。 
第 12 使 徒 の 虚数 空間 に 取 
り 込 まれ た 初 号 機 。 生 命 維 
持 機能 が 切れ 内 蔵 電源 も ゼ 


ロロ と な っ た 状態 で 稼動 し 使 
徒 を 内 部 か ら 破壊 し た 。 


/ い 素 体 頭 部 


頭蓋 装甲 破損 時 


暴走 時 の 頭 部 


肖 第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル 戦 
自身 を 質量 爆弾 と し て 落ち て くる 使 
徒 を 受け 止め ある た めい ち 早 く 落 下地 点 
に 到着 。A_T. フ ィ ー ル ド を 全開 に し 、 
後 着 の 2 機 が 敵 の コア を 破壊 する まで 
使徒 を 支え 続け た 


目 第 2 使徒 レ リ エル 戦 E 
先行 し て 使徒 の 足止め を 試み る も 、 
失敗 。 使 徒 が 形成 する ディ ラッ ク の 海 
に 囚われ る 。 シ ンジ の 生命 が 尽き よう 
と する 和 那 に 初 号 機 が 暴走 し 、 使 徒 を 
内 側 か ら 破 壊し て 脱出 し た 


目 第 13 使 徒 バ ルディ エル 戦 が ARDTEFIT 
使徒 に 寄生 され た 3 号機 に 自分 と 同 
じ く 子供 が 乗っ て いる こと を 知り 、 攻 
撃 を 中 路 す る シン ジ 。 ゲ ンド ウ が ダミ 
ー シ ス テム の 起動 を 強行 させ 、 初 号機 
は 暴走 時 の よう な 力 で 使徒 を 姓 頭 し た 。 


目 第 4 使徒 セ ルレ エル 戦 
中 央 作戦 司令 室 ま で 侵入 し た 使徒 を 、 
ジオ フロ ント まで 引き 戻す 。 戦 闘 を 有 
利 に 進め た も の の 、 活 動 限界 に 達し 
暴走 を 発現 。 さ ら に 使徒 を 捕食 する こ 
と で 、S* 機 関取 り 入 れ た 


目 第 6 使徒 アル ミサ エル 戦 

雲 号機 の 危機 を 受け 、 凍 結 を 解 か れ 

て 参戦 。 プ ログ レッ シブ ・ ナ イフ で ダ 

メー ジ を 与え る も 、 使 徒 に 侵食 され て 

危機 に 陥る 。 最 終 的 に は 零 号機 の 自爆 
に より 難 を 逃れ た 


弐号 機 を 操っ て ター ミナ ルド グマ へ 
と 向かう 使徒 を 追跡 。 足 止め 役 の 弐号 
機 と プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ で 交戦 
これ を 打ち 倒し 、 自 ら 死 を 望ん だ 使徒 
を 手中 に 収め て 握り つぶ し た 


0 


マキ ニコ エ H を ーー で NN ユ え ヤ 


キャ ラク ター 5 提 還 語 馬 記 
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他人 と の 絆 を 求め た “第 1 の 適格 者 ”。 
造ら れ た モノ で ある 彼女 は 、 最後 に 人 類 の 道標 と し て 
消え ゆく こと を 望ん だ 。 


同じ 姿 、 同 じ 記憶 、 同じ 使命 を 与え られ た 3 人 の レイ 一 一 様々 
な 計画 と 並行 し て 造ら れ た モノ 。 それ が ファ ー ス トチ ルド レン 、 
綾波 レイ で ある 。 与え られ た 役割 を 淡々 と こなす 彼女 の 無 表 情 
さ の 裏 に は 、 NERV が 隠し 続け て きた 真実 が あっ た 。 地 下 の プ ラ 
ント で 保存 され て いる 、 無 数 の レイ の [容れ 物 ] た ち 。 こ の 事実 
を 知る 者 は NERV に も ご くわ ず か し か 存在 し な い が 、 彼 ら に と っ 
て の レイ と は 使い 捨て が で きる 「 モ ノ 」 だ っ た の で ある 。 ヒ ト の 
造り し モノ と し て EVA に 搭乗 し 、 時 と し て 重傷 を 負う ほど の 危 
険 を も 省 み ず 任務 に あたっ て きた レイ 。 し か し EVA に 乗る こと 
で 他人 と の 絆 を 築い た 彼女 は 、 自 ら の 意思 と も 言え る も の を 得 
た 。 そ の 結果 、 彼 女 は 和 ゲン ドウ の 人 形 で ある こと を や め 、 第 2 
の 使徒 と も 言わ れる リリ ス へ と 呈 る 選択 を する 。 ヒ ト の 造り し 
EVA に 乗る 、 ヒ ト の 造り し 綾波 レイ 。 人 間 と の 接触 に より 3 人 
目 に し て 初め て 自我 を 得 た 彼女 は 、 新 し い 人 類 の 道標 と し て 消 こ 。、 エー マ 
え ゆ く こ と を 望み 、 その 存在 に 幕 を 下ろ し た 人 


レイ が ヒト で は な い 、 と いう 事実 を 
示す 地下 の プラ ント 。 そ こ に ある レ 
イ の 形 を し た モノ は 、 レ イ の 薄 の 「 容 
れ 物 ] で ある と 共に 、 ダ ミー ブラ グ 
に も 転用 され て いた よう だ 


初 号機 を 依り 代 と し た 人 類 科 完 計画 ーッ ァ ン 


進行 時 に 、 リ リス と 融合 し た レイ 

地表 に 存在 し て いた 無数 の 生命 体 は 職 2 
赤い 球体 状 に な り 、 レ イ の 手中 へ と 

流れ 込ん で いっ た TS IT TH まり 


PEHSIMHHL IHTH 

固 名 前 : 綾波 レイ 

園 年 齢 : 14 歳 

園 国 逢 : 不明 

較 生年 月 日 : 不明 

還 血液 型 : 不明 

画 所 属 : NERV/EVA 零 号機 専属 操縦 者 
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綾波 レイ は 「 モ ノ | と し て 生み 出さ れ 、 適 格 者 と し て 生か 
され 続け て きた 。 彼女 に と っ て は EVA に 乗る こと が 生 の すべ 
て で あり 、EVA に 乗る こと で 築 か れる 和 ゲ ンド ウ と の 繋が り 
に 自身 の 拠り 所 を 見 出し て いた よう だ 。 し か し 、 和 シン ジ と 
の 出会い に よっ て 彼女 の 内 面 に 微妙 な 変化 が 生ま れ た 。 対 
等 な ひと り の 人 間 と し て 自分 に 接し て くる シン ジ に 対し 、 レ 
イ は 他 と は 違う 感情 を 抱い て いた よう で ある 。 レイ は シン ジ 
と の 関わ り 合 い に よ っ て 、 自 分 の 感情 と 明確 な 意志 を 得る 
が 、 そ の 自我 こそ 、 レ イ が 存在 の 根底 で 欲し て いた も の だ っ 
た の だ ろう 。 ま た 、 レ イ が 実際 どこ まで 自身 の こと を 理解 し 
て いた の か は 定か で は な い が 、 潜 カヲル と の 出会い に よっ て 、 
それ まで 漠然 と し て いた 自分 の 立場 が ヒト より も 使徒 に 近い 
存在 な の だ と 悟っ た よう で も ある 。 新 た な 人 間 関 係 と 自我 
を 得 た レイ は 深い 信頼 を 寄せ て いた ゲン ドウ の も と を 離れ 、 
明確 な 意思 を も っ て リリ ス と 融合 。 人類 補 完 計画 の た め の 
依り 代 に な っ た 初 号 機 一 一 シン ジ の も と へ と 向かっ た 


新た な 人 間 関 係 の 中 で 
自分 が 何 の た め 、 誰 の 
た め に 生き て いる の か 
と 自問 し 続け る 
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ゲン ドウ の 側 に 置か れる よう に な っ て か ら 、 人 類 補 完 計画 
を 完成 させ る た め の パ ー ツ と し て 、 使 徒 を 倒す た め の 人 形 と 
し て 、 さ ら に は 和 ユイ の 身代わり と し て 存在 する こと と な っ 
た レイ 。 感情 が 希薄 で あり 「 自 分 に は な に も な い 」 と 口 に し 
て いた レイ だ が 、 使 徒 と の 戦い や そこ か ら 生 まれ た 人 間 関 係 
の 中 で 、 徐 々 に 変化 する さま を 見 せ た 。 第 16 使 徒 と の 戦闘 
の 最 中 に 自分 自身 の 内 面 と 向き 合っ た レイ は 、 ひ と り で いる 
こと を 怖 れ る 「 寂 し い ] と いう 感情 を 知っ た 。 ま た 、 第 16 使 
徒 の 意表 を つい た 動き に 押さ れ 、 レ イ 自 身 も 体 の 一 部 を 侵 
食 さ れ た 際 、 シン ジ へ の 思い が 初 号 機 へ の 侵食 攻撃 に 繋が る 
と 悟っ た 彼女 は 、 自 ら の 意志 で 零 号 機 を 自爆 させ て いる 
な お 、 ゼ ー レ が 主導 する 人 類 補 完 計画 発動 直前 、 レ イ は ゲン 
ドウ を 裏切り 、 リ リス と 融合 する 道 を 選ん だ 。 黒 き 月 を 胸 
に 抱い て を 生やし た リリ ス は 、 ア ンチ A.T. フ ィ ー ル ド を 展 
開 。 全 人 類 を LC.L. の 海 へ と 誘っ た 。 さ ら に 世界 の 始ま り 
と 終局 が も た ら さ れる か の よう に 思わ れ た と き 、 レ イ は シン 
ジ に 向かっ て 語り か けた 。 リ リス と な っ た レイ は 新しい 人 類 
と な る シン ジ に 道 を 示し 、 結果 的 に 人 類 補 完 計 画 は 、 シ ンジ 
の 意志 に 基づい て 未完 に 終わ る こと と な っ た 


ゲ ヒ ルン を 訪れ た 子供 
の 姿 の レイ 。 ゲ ンド ウ 
1 は 「 知 人 の 子 ] と 紹介 
し た が 、 赤 木 ナ オ コ は 
ユイ の 面影 を 見 て いた 


黒き 月 か ら 溢れ 出 た 赤 
い 液 体 を 浴び 、 地 表 に 
落ち て いっ た レイ の 体 
その 周囲 で は 、 多 く の 
生命 が 輝い て いた 


ーー ーーーー 一 ーー = 呈 


3 人 目 と され る レイ は 、 


園 巡 シ ンジ と の 関係 

古 ゲン ドウ と の 関係 に 疑問 を 持ち な が ら も 、 レ イ に 好意 を 
持ち 、 時 に 母親 を 感じ る こと も あっ た シン ジ 。 レ イ に と っ て 
も 彼 の 存在 は 大 きく 、 人 類 補 完 計 画 発動 直前 、 ゲ ンド ウ を 
裏切り 「 古 君 が 呼 ん で る | と 咳 い て シン ジ の も と に 向かっ た 


シン ジ に 対し て 言っ た 「 あ 
り が と う 」| と いう 言葉 を 反 
匂 す る レイ 。 シ ンジ と の 関 
係 が 深まる に つれ 、 人 間 的 
な 表情 が 多く な っ て くる 


ル 人 物 相関 図 (第 拾 四 話 ~) 


国 巡 ゲ ンド ウ と の 関係 


末 ユイ を 失っ た 後 、 レ イ を 側 に 置く よう に な っ た ゲン ドウ 。 
ゲン ドウ が 執着 し て いた の は 自分 で は な か っ た こと に 気づい 
た レイ は 人 類 補 完 計 画 発動 直前 、「 私 は あな た の 人 形 じ ゃ な 
い ] と 咳 き 、 深い 信頼 を 寄せ て いた ゲン ドウ を 裏切っ た 。 


W 


計画 発動 の 直前 に 、 ゲ ンド 
ウ を 拒否 する レイ 。 ゲ ンド 
ウ の 計画 は 発動 直前 で 彼 の 
手 を 離れ 、 シ ンジ た ち へ と 
託さ れる こと と な っ た 。 


同僚 ・ 好 意 同僚 ・ 好 意 


・ 深 い 信 頼 


部 下 ・ 退 如 


司 ・ 無 関心 


同僚 ・ 無 関心 


同僚 ・ 競 争 心 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


て マエ HE を 一 さび ユキ 


Nd 


エヴァ ン ゲ リオ ン 
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汎用 人 型 決戦 兵器 


人 道人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


( 叶 ) 敬 ぐ ポテ シー ロ 


第 5 使徒 の 加 粒子 砲 に よる 攻撃 で 外部 装甲 
が 融解 、 後 に 青い ボディ へ と 換装 され た EVA 
零 号機 ( 改 ) と な っ て 使徒 と の 戦い に 臨む こ 
と に な っ た EVA 零 号 機 。 第 9 使徒 戦 以降 は 安 
定 し た 稼動 を 見 せ 、 僚 機 の バッ クア ッ プ を 担 
当 す る こと が 多かっ た 。 こ れ は 専属 操縦 者 の 
戦闘 適性 、 あ る い は 単純 に 作戦 上 の 役割 分 担 
の た め と も 思わ れる が 、 試 作 機 と し て は 十分 
実戦 に 耐え 、 一 定 の 戦果 を 残し た 点 は 評価 
に 値する と 言え る だ ろう 。 な お 、 機 体 相 互 互 
換 試験 の 際 に サー ド チ ルド レン が 搭乗 、 制御 
不能 と な っ た が 、 こ れ は 本 来 乗 り 手 を 選ぶ 
EVA の 性 質 上 、 想 定 さ れ 得 る ケー ス と いう ベ 
き で あろ う 。 ま た 、 起 動 実験 の 際 は ファ ー ス 
トチ ルド レン の 精神 状態 に 問題 が あっ た と す 
る 見 解 も あり 、 実際 の と ころ 機体 自体 は 正常 
で あっ た と も 考え られ る 。 制御 不能 と な っ た 
零 号機 に は 敵意 の よう な 意志 が 見 受け られ 、 
その 際 、 赤 木 リツ コ 博 士 は 「 零 号機 が 殴り た 
か っ た の は 、 私 ね 」 と 独白 し て いる 。EVA に 
は 人 間 の 魂 が 宿 さ れ て いる と も 言わ れ て いる 
が 、 リツ コ の 言葉 の 真意 は 定か で は な い 。 


再 肝 役 ダダ 果たし た 
プロ 相 タ イプ 


HTH 


機 体 : EVA-00' PROTO TYPE 
零 号機 ( 改 ) 
搭乗 者 : 1st Children 
綾波 レイ 
主 装備 : スナ イ パ ー ラ イフ ル 
パレ ッ ト ラ イフ ル 
プロ グレ ッ シ ブ : ナ イフ 他 


使徒 と の 交 和 戦記 録 (第 捨 四 話 一 ) 
第 12 使 徒 レ リエ ル 
第 13 使 徒 バ ルディ エル 
第 14 使 徒 ゼ ル エ ル 
第 15 使 徒 ア ラ エル 単独 に て 残 減 
言 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 自爆 に て 姓 減 
第 17 使 徒 タ ブリ ス - 交戦 せ ず 
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NERV 本 部 が 所 有する EVA の 中 で は 、 お も に 実験 や 研究 
に よる 情報 収集 を 目的 と し て いた 零 号機 。 同 機 が こなし た 
実験 の ほとん ど は 前 例 が な く 、 想 定 外 の 事故 が 発生 する 危 
険 性 も 争 ん で いた 。 な お 、 実 戦 に 耐え 得る 能力 を 十分 に 有 
し て いた 零 号 機 は 、 戦闘 に お いて 様々 な 兵器 を 使用 、 実戦 で 
の デー タ 収 集 に も 貢献 し た 。 零 号機 は プロ ト タ イ プ ゆ え に 単 
独 で の 戦果 は ほとん ど な い が 、 専属 操縦 者 の 四 実 な 運用 に よ 
り 、 チー ム プ レイ が 必要 な 局面 で は 重要 な 働き を 担っ た 


較 失敗 作 


完成 まで に 14 年 の 歳 月 を 必要 と し た エヴァ ン ゲ リオ ン 
その 試作 機 で ある 零 号 機 の 完成 まで に は 様々 な 失敗 作 が 建 
造 さ れ 、NERV 地 下 に ある ター ミナ ルド グマ に は 、 頭 部 と 脊 
髄 の み の 山 吹 色 の 機体 が 数 多く 放置 され て いる 


複眼 の 頭 部 な ど が 見 受け ら 
れ 、 そ の 試行 鯉 議 の ほど が 
器 え る 


失敗 作 が 多く 、 膨 大 な 予算 
と 犠牲 を 必要 と し た 零 号機 
ター ミナ ルド グマ の 一 信 に 
は 、 ま る で 墓場 の よう な 光 
景 が 広がっ て いる 


特殊 ベー クラ イト で 凍結 され て いた た め 、15 年 振り の 使徒 

来襲 時 に は 出撃 で き な か っ た 零 号 機 。 第 5 使徒 戦 で 凍結 を 解 
除 さ れ 防 御 を 担当 する も の の 、 そ の 戦闘 で 敵 の 加 粒 子 砲 に 
より 装甲 が 融解 。 再 就役 に あたり 青い 装甲 へ と 換装 され た 
零 号機 ( 改 ) と な り 、 対 第 9 使徒 戦 か ら 戦線 に 復帰 し た 。 再 
就役 時 の 装甲 は 弐号 機 と 同様 の も の に 改 状 さ れ て お り 、 防 
御 面 や メン テ ナ ン ス 性 が 向上 。 ま た 、 肩 部 ウェ ポン ・ ベ イ 華 
ハー ド ポ イン ト に より プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ 、 非 常用 電池 、 
ハー ド ケ ー ス と いっ た 装備 の 拡張 性 も 得 た 。 そ の た め 十 分 に 
実戦 可能 な 機体 性 能 を 獲得 し 、 後 の 使徒 戦 、 特 に 弐号 機 の 
戦闘 力 が 低下 し た 中 で の 戦い に お いて 重要 な 役割 を 果たし 
た 。 零 号機 は NERV 本 部 が 所 持 す る 3 機 の EVA の 中 で 、 実 戦 
回 数 は 最も 少な い が 、 チ ー ム プレ イ に お いて は 初 号 機 、 弐 号 
機 を 援護 する な ど 堅 実 な 役割 を 果たし た 。 さ ら に 第 15 使 徒 
は ロン ギ ヌ ス の 槍 を 用 いて 単独 で 残 減 。 第 16 使 徒 は 自爆 と 
いう 強硬 手段 を 用 いて 残 滅する 働き も 見 せ て いる 


還 専属 操 縦 者 ・ 綾 波 レ イ 


他 の 適格 者 の よう に 機体 自体 へ の 思い 入れ は 見 受け られ 
な いも の の 、 自 分 が 零 号機 に 乗る 理由 を 「 人 と の 絆 ] と 話す 
レイ 。 彼女 は 、 か つて 起動 実験 の 事故 の 際 、 自 分 を 救出 し 
て くれ た 礎 ゲ ンド ウ と の 絆 を 強く し た 。 第 5 使徒 残 減 後 、 そ 
の 時 と ほ ば 同じ 形 で ゲン ドウ の 息子 で ある シン ジ に 救出 され 
た レイ は 、 彼 と の 絆 も 強く し て いく こと と な る 


初 号機 へ の 侵食 攻撃 を 
阻止 する た め 、 自 爆 の 
道 を 選ん だ レイ 。 シ ン 
JJ" ジ に 対し て は 特別 な 感 
N 情 を 抱い て いた よう だ 


完成 し た 零 号機 は 単眼 だ が 、 
数 多 の 失敗 作 の 中 に は 双 眼 、 


還 銃火 器 類 


零 号機 の 戦闘 スタ ンス は 、 お も に 銃火 器 を 用 いた 僚機 の 
バッ クア ッ プ で ある 。 レ イ の 沈着 冷静 な 性 格 も サポ ー ト 役 に 
向い て いる と 考え られ る 。 そ の た め 、 射 程 、 威 力 共 に パレ ッ 
トラ イフ ル を 上 回 る スナ イ パ ー ラ イフ ル や 、 ス タン ドア ロー ン 
型 に 改良 され た ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル 改 な ど 、 僚 機 
の 援護 に うっ て つけ な 銃火 器 を 使用 する 機会 が 多かっ た 

N 賠 [| スナイパー ライ フル で の 遠 

| | 距離 射撃 態 替 を と る 零 号機 

レイ の 戦闘 適性 ゆえ か 、 使 

徒 と の 実戦 に お いて 援護 を 
担う こと が 多かっ た 


第 15 使 徒 戦 で は 、 ボ ポジ ト 
ロン 20X ラ イフ ル 以 上 の 長 
射程 持つ 大 出力 の ポジ ト 
ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル 改 
を 使用 し た 


TP 爆弾 


ウン と ジィ 


か 


ポジ トロ ンス ナイ バー 
ライ フル 改 


較 EVA 初 号 機 の 交戦 記録 


第 5 使徒 戦 に 投入 され た 後 は 、 改 修 の た め 第 9 使徒 戦 か ら 
再 就役 し た 零 号機 。 使 徒 と の 戦闘 数 は 8 回 、 残 減数 は 2 体 と 
少な い が 、 爆弾 の 使用 や 自爆 な ど 、 そ の 危険 を 省 み な い 攻 
撃 は 他 の EVA で は な し 得 な か っ た と 言え る だ ろう 


四 第 5 合 徒 ラミ ェ ル 戦 -。。。。。 

起動 実験 に 成功 し て 間もなく 、 調 整 ち も まま な ら な い 機 体 で 

ヤシ マ 作 戦 に お ける 防御 役 を 担う 。 そ の 際 、 初 号機 の 第 一 射 

と 敵 の 第 一 射 は 、 互 い に 干 渉 し 合い 外れ て し まう 。EVA 専 

用 耐熱 光波 防御 兵器 を 用 いた 零 号機 が 敵 の 第 二 射 を 防い で い 

る 間 に 、 初 号機 が 敵 を 打ち 抜い た 。 た だ し 、 零 号機 は 英 の 加 
粒子 砲 に よっ て 装甲 が 融解 、 大 破 し た 


第 9 使徒 マト リエ ル 戦 _ ATRF 

EVA3 機 の チー ム プ レイ に お いて バ 

ッ ク ア ッ プ を 担当 。 敵 の 溶解 液 を 受け 

縦 穴 に 落下 し た パレ ッ ト ラ イフ ル を 回 

収 。 オ フェ ンス 担当 の 初 号 機 へ と パス 
する 役目 を 担っ た 。 


目 第 1 使徒 サハ クィ エル 戦 - 

自身 を 質量 爆弾 と し て 落ち て くる 使 アン 

徒 を 受け 止め る た め 落 下地 点 に 急行 。 

プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ で 英 の A.T. フ 

ィ ー ル ド を 切り 開き 、 弐 号機 の 攻撃 を 
アシ スト し た 。 


目 第 2 使徒 レ リ エ ル 戦 


敵 と 距離 を 置き 、 ス ナイ パー ライ フ 
ル に よる 遠 距離 か ら の 狙撃 に よる バッ 
クア ッ プ を 担当 。 初 号機 が 虚数 空間 に 
飲み 込ま れ た 際 に 退却 し 、 初 号機 の 救 
出 作戦 の た め 待機 し た 。 


用 ド FSSEHIIHL EHHHWEEIH 


EVA 雰 


較 特殊 兵器 


零 号機 は 格闘 武器 、 銃火 器 な どの 通常 兵器 の ほか に も 、 rf 
爆弾 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 と いっ た EVA の 制式 装備 に 該当 し な い 
特殊 兵器 を 使用 し て いる 。 人 間 の 手 と 同じ 形状 の 手 部 に よ 
り 様 々 な 機構 の 武器 を 運用 で きる 、EVA な ら で は の 柔軟 さ 
を 表し て いる 。 使徒 と いう 未知 の 存在 に 対し 臨機 応変 の 対 
処 を 施す に は 、 人 型 の 兵器 が 最適 で あっ た と 考え られ る 。 な 
お 、 これ ら の 特殊 兵器 を 使用 し た EVA は 零 号機 の み で あり 、 
同機 及び 専属 操縦 者 は 特異 な 存在 で あっ た こと が 豚 え る 。 
AT. フ ィ ー ル ド に 対す る 絶 
対 的 な 突破 能力 を 持つ ロン 
ギ ヌ ス の 槍 。 投 衝 時 に は ニ 
股 の 先端 が 収束 し 、 第 15 
使徒 の A._T. フ ィ ー ル ド を 突 
破 し た 。 


ン ギ ヌス の 槍 


= 唱 , 
/ 


由 第 13 使 徒 バ ルディ エル 戦 
使徒 に 寄生 され た 3 号機 を 待ち 伏せ 
て 背後 を 取る が 、 攻 撃 を 鷺 路 し た 隙 に 
組み 敷 か れ 、 使 徒 に よる 侵食 を 受け た 
た め 左 腕 部 を 切断 。 そ れ に 伴う パイ ロ 

ッ ト の 負傷 に より 活動 不能 と な る 。 


導 第 14 使 徒 ゼ ル エ ル 戦 3 
ます 弐号 機 が ジオ フロ ント に 侵入 し た 使徒 を 迎撃 する も 、 
完 劇 な きま で に 敗退 。 急 、 堆 号機 が 左腕 部 の 修復 も 終わ っ 
て いな い 状 態 で の 出撃 を 余儀 な くさ れる 。 零 号機 は 侵攻 を 続 
ける 敵 に 対し 、n* 爆 弾 を 抱え て の 特攻 を 敢行 。 敵 の コア に 直 
接触 れ て 起爆 させ よう と 試み る も 防御 され て し まい 、 爆 風 の 
中 、 敵 の 刃 状 の 腕 部 で 顔 部 を 切断 され て 活動 を 停止 し た 。 


目 第 5 使徒 アラ エル 戦 

ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル 改 を 

用 いて 衛星 軌道 上 の 敵 に 長 々 距離 射撃 

を 試み る も 、A.T. フ ィ ー ル ド を 軸 け ず 

失敗 。 その後 、 ロ ン ギ ヌス の 檜 を 投 徹 
し て 残 減 に 成功 する 。 


目 第 16 使 徒 アル ミサ エル 戦 
スナ イ パ ー ラ イフ ル に よる 遠 距離 か ら の 先制 攻撃 を 狙う も 、 
近接 戦闘 に 持ち 込ま れ 、 敵 の 侵食 攻撃 を 受け る 。 凍結 を 解 か 
れ 、 援 護 の た め に 出撃 し た 初 号機 へ の 侵食 攻撃 を 阻止 する た 
め 、A.T. フ ィ ー ル ド を 反転 させ て 使徒 を 抑え 込み 自爆 、 残 減 
し た 。 な お 、 生 存 の 見 込み は な いと 思わ れ て いた 操縦 者 は 後 

に 発見 され 、 生 選 を 果たし て いる 。 


) 
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機 () 


さく エ H を 一 凍 さ ヤ 


ヾ マキ ご ニ 


ャ ラク ター 


キ 
HHWHETEH 


と 物流 アス カ ・ 
フン グレ ー 


EVA の 操縦 に 誇り を 持つ “第 2 の 適格 者 "。 
| 使 舗 と の 度 重 な る 戦闘 、 そ し て EVA 量産 機 と の 
| 戦い の 果て に 強い 喪 失 感 を 覚え る こと と な る 。 


自信 に 満ち 溢れ た 明朗 快活 な 適格 者 一 一 、 そ れ が EVA 式 号 機 
の 専属 操縦 者 、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー で ある 。EVA に 乗る 理 
由 を 「 自 分 の 才能 を 世に 示す た め 」 と 口 に し て いた アス カ は 、 
EVA に 乗る こと で し か 自身 の 存在 価値 を 認め られ ず 、 異 常 な ほ 
ど に 高い プラ イド を 持っ て いた 。 そう いっ た 彼女 の 性 質 は 、 母 に 
関す る トラ ウマ か ら 生 まれ た 「 自 分 が 一 番 で な けれ ば 、 誰 も 見 て 
くれ な い 」 と いう 思考 に 起因 し て いる と 考え られ 、 さ ら に 突き 詰 
め て いけ ば 「 他 人 に 自ら の 存在 を 認め て も らい た い 」 と いう 仙 え 
に も 似 た 気持 ち が 見 て 取れ る 。 ア スカ は 、 実 は 不安 定 な 精神 を 
秘め た 非常 に 脆い 存在 だ っ た と 言え る だ ろう 。EVA に 乗る こと や 、 
それ に 付随 する 人 間 関 係 一 一 特に 自分 より も 活躍 し て いる 古 シ 
ンジ と の 関係 に より 、 アス カ の 精神 は 少し ずつ 安定 を 失い 、 つい 
に は 崩壊 し て いく 。 彼女 を 支え て いた の は EVA に 乗っ て 戦っ て 
いる と いう 事実 だ っ た が 、 そ の 戦い の 果て に あっ た の は 「 誰 も 自 
分 を 見 て くれ な い 」 と いう 失意 だ け だ っ た 


精神 汚染 の 影響 で 人 形 を 自ら の 娘 と 
思い 込ん で いた 母 。 実 の 母親 に 娘 と 


と 見 て で もらえ な か っ た こと は 、 幼 い ア 
y スカ の 性 質 の 形成 に 大 き な 影 響 を 与 
売 7 な 上 ボ S 誠 


第 14 使 徒 と の 戦い に お いて 完敗 を 
喫し た アス カ 。 こ の 事実 は 自身 が 考 
える 彼女 の 存在 意義 を 大 きく 揺るが 
し た 。 精神 的 な 脆 さ を 露呈 し 、 続 く 
第 15 使 徒 に も 敗れ た アス カ は 、 以 
降 、 ほ ば ぼ 戦 力 外 の 存在 と な る 。 


PEH5HWHL HHTH 

画 名 前 : 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 

圏 年 齢 : 14 歳 

圏 国籍 アメ リカ 合衆国 

男 生年 月 日 : AD.2001/12/04 

園 血液 型 :A 型 

画 所 属 : NERV/EVA 弐 号機 専属 操縦 者 


| Fukano(M EMHNHETEH 
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| 人 和則 関係 


プラ イド が 高く 、 積極 的 な 性 格 の 持ち 主 で ある アス カ 。 た 
だ し 、 そ れ が 強 す ずる が た め に 、 精 神 的 に 不安 定 な 状態 の 時 
に は EVA に 乗る こと すら まま な ら な い 状 態 に 追い 込ま れ て し 
まう 脆 さ も 持っ て いた 。 そ うい っ た アス カ の パー ソナ リティ 
に 最も 大 き な 影 響 を 与え た の は 彼女 の 母 、 物流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ 
ェ ッ ペリ ン だ ろう 。 実験 に より 精神 汚染 を 受け た 母親 と の 
記憶 が 、「 母 が 自分 を 見 て て くれ な い 」 と いう 意識 を 強固 な も 
の と し た 。 さ ら に 、 ア スカ が セカ ンド チル ドレ ン に 選出 され 
た 日 、 彼 女 が 見 た 母 の 遺体 は 「 選 ば れ た 存在 な の に 、 見 て も 
ら え な い 」 と いう トラ ウマ を 生み 出す こと と な り 、 極 め て 自 
己 顕示 欲 が 強い アス カ を 形成 し た と 考え られ る 。NERV 本 
部 に 所 属し て か ら の アス カ の 行動 、 言動 に も 無意識 に 支え と 
な る 存在 を 探し て いる 弱い 一 面 が 見 え 隠れ し て お り 、 強 く 
想い を 寄せ て いた 加持 リョ ウジ の 存在 を 失っ た 後 、 第 15 使 
徒 の 精神 攻撃 に より 、 憧れ て いた 加持 と 馬鹿 に し て いた 古 シ 
ンジ が アス カ の 心 の 中 で ほぼ 同じ 位置 に ある こと が 暴 か れ た 


加持 の 褒 失 を 愛憎 半ば 
の 感情 を 向け る シン ジ 


アス カ に と っ て 受け 入 
れ 難 いも の だ っ た 


| 洛 租 


初戦 の 第 6 使徒 戦 以降 、 EVA 弐号 機 専 属 操縦 者 と し て め ざ 


まし い 活 躍 を 見 せ た ア スカ 。 た だ し 、 第 12 使 徒 戦 を 前 に シン 
クロ テス ト に お いて トッ プ の 座 を シン ジ に 奪わ れ た 時 か ら 、 
その 精神 的 な 脆 さ を 赴 呈 。 第 14 使 徒 戦 で は 完 護 な きま で に 
打ち の め さ れ 、 第 16 使 徒 戦 に お いて は 、 シ ンク ロ 率 の 低下 に 
より 弐号 機 を 動か すこ と すら まま な ら な い 状 態 と な る 。 し か 
し 初 号機 を 依り 代 と し た 人 類 補 完 計画 が 実行 に 移さ れる 直 
前 、 ア スカ は 一 時 的 に 戦線 復帰 。 戦 略 自衛 隊 を 壊滅 寸 前 に 
追い 込み 、 そ の 後 9 機 の EVA 量産 機 と 交戦 する も 、 活 動 限 界 
に 達し た 弐号 機 は 成す 術 も な く 破壊 され 、 ア スカ は また も 敗 
北 を 喫する こと と な っ た 。 な お 、 人 類 補完 計画 の 進行 中 、 シ 
ンジ の 精神 世界 に お いて 彼 と 対 財 し た アス カ は 「 あ ん た が 全 
部 私 の 物 に な ら な いな ら 、 私 、 何 も いら な い 」| と いう 言葉 を 
ロロ に し た 。 し か し 、 そ の 言葉 に 対す る シン ジ の 感情 は 非常 に 
曖昧 で あり 、 た だ 「 楽 な 居場所 ] と し て の 彼女 の 存在 を 求め 
た 。 逃げ る 場所 に され た と いう 事実 は アス カ を 傷つけ 、 彼 女 
は シン ジ を 受け 入れ る こと を 拒否 する 。 結 果 と し て 初 号機 
を 依り 代 と し た 人 類 の 補完 は 成 さ れ な か っ た が 、 残 され た ふ 
た り の 関係 が どの よう な 変化 を 見 せ た か は 定か で は な い 


一 度 は 残 減 し た EVA 
量産 機 た ち に 食い 荒 ら 
され る 弐号 機 。 ア スカ 
は 、 そ こ に 宿っ た 母 の 
魂 と 思わ れる も の を も 
失う こと と な っ た 


自分 の 首 を 絞め る シン 
ジ に 対し て 手 を 差し 伸 
べた 直後 、 ア スカ は 「 気 
持ち 悪い ]」 と 突き 放す 
よう に つぶ や いた 


か ら 聞 か され た こと は 、 


還 巡 シ ンジ と の 関係 

和 シ ンジ に 対し て は 基本 的 に 馬鹿 に する よう な 態度 を 取 
リ つ つ 、 異 性 と し て の 興味 も 示し て いた アス カ 。 し か し 、 シ 
ンク ロ 率 に お いて 後塵 を 拝 し た 時 か ら 、 彼 に 対し て 愛憎 入 
り 混じっ た よう な 不安 定 な 様子 を 見 せ て いく こと と な る 。 


シン ジ が 自分 より も 高い シ 
ンク ロ 率 を 記録 し 、 激 喝 す 
る アス カ 。 以降 、 シ ンク ロ 
率 の 低下 や 度 重なる 敗北 に 
より 自暴自棄 と な る 


園 加持 リョ ウジ と の 関係 


アス カ の 保護 者 的 存在 で あり 、 憧 れ の 対象 で も あっ た 加持 
リョ ウジ 。 日 本 に お いて 間 謀 と し て 活発 に 動い た 彼 は 、 何者 
か の 凶 弾 に より 倒れ る 。 加 持 を 失っ た こと は 、EVA 操 縦 者 
と し て の 能力 を 失い 傷つい て いた アス カ に 追い 討ち あ を か けた 。 


アス カ に 対し で 常に 一 定 の 
距離 を 保ち 続け て いた 加持 
は 、 そ の まま 帰ら ぬ 人 と な 
っ た 。 そ の 事 失 感 る 、 ア ス 
カ の 心 に 影 を 落と す 。 


同僚 ・ 複 雑 な 感情 


加持 リョ ッ ジ 区 


部 下 ・ 監 督 対象 


上 司 ・ 保 護 者 


|] 


同僚 ・ 吉 争 心 


同僚 ・ 無 関心 


綾波 レイ 


マエ ご マエ HH ーー ざさ ヤ 


エヴァ ン ゲ リ オン 


UHHEELIIMIH 


汎用 人 型 決戦 兵器 


人 壮 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン __ ム 、 


安定 し た スペ ッ ク を 誇る EVA 弐号 機 。 専 
属 操縦 者 で ある アス カ の 練 度 も 高かっ た が 、 
その 戦果 は EVA 初 号機 に 及ば な か っ た 。 ひ 
と つ に は 、 こ れ は 規格 外 の 能力 を 発現 する 状 
態 一 “暴走” と 呼ば れる 状態 を 引き 出せ な 
か っ た た めで ある 。 無論 、 暴 走 は 操縦 者 の 制 
御 を 離れ る と いう 特異 な 状態 で あり 、 本 来 あ 
っ て は な ら な い 事 態 で ある 。 ま た 機体 と 操縦 
者 の 精神 的 な 結び つき が “人 造 人 間 " で ある 
EVA の 性 能 を 左右 する と いう 事実 は 、 シ ンク 
口 と いう か た ち で 証明 され て いる 。 ア スカ は 
特別 な 思い 入れ を 持っ て は いた も の の あく ま 
で EVA を "機械 " と し て 見 て いた た め 、「 機 械 
と し て の EVA の 性 能 し か 引き 出せ な か っ た 
と も 考え られ る 。 そ う で ある な ら ば 弐号 機 は 、 
暴走 に 頼ら ず 、 操縦 者 の 技量 に よっ て その 真 
価 を 発揮 し た 完成 度 の 高い EVA だ っ た と 言 
えよ う 。 な お 弐号 機 は 、 第 6 使徒 戦 に お いて 
は 秘め た 性 能 を 発揮 し て 顔面 部 の 装甲 ( 拘 
東 具 ) を 開く と いう 変化 を 見 せ 、EVA 量 産 機 
と の 戦い で は 、 大 破 し な が ら も 暴走 の 兆候 を 
見 せ て いる 。 


PRODUCTION MODEL 
弐号 機 

: 2nd Children 
物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 

: プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ ( 改 ) 
ソニ ッ ク グ レイ ブ 
スマ ッシュ ・ ホ ー ク 他 


徒 と の 交戦 記録 (第 捨 四 話 一) 
第 12 使 徒 レ リエ ル 
第 13 使 徒 バル ディ エル 
第 14 使 徒 ゼ ル エ ル 
第 15 使 徒 ア ラ エ ル 
第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル = 交戦 せ ず 退 却 
第 17 使 徒 タブ リス 使徒 に 操 ら れ 初 号 機 に 敗北 


EUHH6ELIMH 


Wlb 


量産 を 前 提 と し た 機体 だ け に 完成 度 が 高く 、 暴 走 な ど 制 
御 不能 な 状態 に 陥る こと の な い 安 定 し た 性 能 を 発揮 。 テ ス 
ト タ イ プ の 実戦 デー タ を フィ ー ド バッ ク す る こと で 、 総 合 的 
に 能力 が 向上 し て いる と 考え られ る EVA 弐号 機 。 戦 闘 に お 
いて は 操縦 者 の 性 格 も 相まって か 、 様 々 な 武器 を 使用 し て 
多彩 な 攻撃 を 見 せ た 。 な お 、 同 機 は 第 17 使 徒 に 操 ら れ 、 
NERV 本 部 内 に て 初 号機 と 交戦 し た 。 そ の 際 に 破壊 され た 
た め 、 急 層 、 頭 部 装甲 な ど を 中 心 に 改修 が 施さ れ て いる 
園 銃火 器 類 

使徒 と の 戦闘 で パレ ッ ト ラ イフ ル 、 ハ ンド バズ ー カ 、 バ ズ 
ー カ と いっ た 実弾 系 銃火 器 を 使い 分 け て いた 弐号 機 。 ま た 、 
作戦 に 応じ て EVA 専用 ポジ トロ ン ラ イフ ル 、 ポ ジ ト ロン 20X 
ライ フル と いっ た 陽電子 系 銃火 器 も 使用 し た 
第 14 使 徒 戦 で は ハン ド バ 
ズー カ な と 実弾 系 の 銃火 器 
に よる 連続 攻撃 を 見 せ た 弐 


号機 だ っ た が 、 そ の 効果 は 
見 られ な か っ た 


EVA の 制式 機 と し て 、 零 号機 、 初 号機 より や や 遅れ て 
NERV 本 部 に 配備 され た 弐号 機 。 輸 送 中 に 突如 肌 撃 し て き 
た 第 6 使徒 と の 戦闘 以降 、 多 く の 使徒 戦 で 活躍 。 さ ら に は 局 
地 戦 用 EVA-D 型 装備 で 火口 に 潜行 し 第 8 使徒 を 残 減 す る な 
ど 、 その ポテ ン シ ャ ル の 高 さ を 見 せ た 。 第 12 使 徒 戦 以降 は 使 
徒 残 減 と いう 至上 命題 を 果たす 機会 に 恵まれ な っ た が 、 戦 
果 が 伴わ な か っ た の は 、 テ スト タイ プ な が ら 十 分 な 戦闘 力 を 
有 し て いた 初 号 機 の 活躍 と 、 ア スカ と 弐号 機 の シン クロ 率 の 
低下 に あっ た と 言え る だ ろう 。 な お 、 第 17 使 徒 戦後 に 改修 
が 施さ れ た 弐号 機 は 、 ゼ ー レ が NERV 本 部 の 直接 占拠 に 及 
ん だ 際 、EVA 量 産 機 と 交戦 。3 分 半 ほ どの 活動 時 間 で 、9 体 
の EVA 量産 機 を 相手 取る こと に な っ た 。 精神 衰弱 状態 か ら 
復帰 し 、 弐 号機 の 中 に “ 母 " を 感じ [AT. フ ィ ー ル ド の 意味 ] 
を 知っ た アス カ は その 有力 を 十 二 分 に 使い こなし 、 圧倒 的 な カ 
で EVA 量産 機 を ね じ 伏 せ て いっ た も の の 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 の 
レプ リカ に 対し て は 無力 で あり 、 結果 的 に は 敗北 を 喫し た 


還 専属 拉 者 ・ 物 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


専属 操縦 者 で ある アス カ は 弐号 機 に 対し て 強い 思い 入れ 
を 持つ 様子 を 見 せつ つも 、 結局 は た だ の 兵器 と し て し か 捉え 
て いな か っ た 。 し か し 、 母 の 魂 と 思わ れる も の の 存在 を 知っ 
た と き 、 彼女 は それ まで に な い 力 強 さ を 得る 。 「 母 が 護っ て く 
れ て いる 」 と いう 感覚 は 、 自 己 顕示 欲 に 基づい た 空虚 な 自信 
と は 異な る 確か な 力 を アス カ に 与え た の で ある 


死に 直面 し た 時 、 弐 号 
機 に 母 の イメ ー ジ を 見 
た アス カ 。 そ れ を きっ 
ア ” か け に EVA に 心 を 開 
# 。 き 戦う 力 を 取り 戻し た 


還 格闘 武器 類 


作戦 行動 時 は 敵 に 接近 し 、 近 接戦 闘 を 仕掛 ける 機会 も 多 
か っ た 。 そう いっ た 際 、 弐号 機 は プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ の み 
な ら ず 、 長柄 の 共 刀 ソニ ッ ク グ レイ ブ 、 武器 自体 の 質量 で 威 
力 を 高め た 誕 ス イッ シュ ・ ホ ー ク と いっ た 高 振動 粒子 の 刃 を 
持つ 格闘 武器 類 を 用 いた 。 銃 火器 と 同様 に 多種 の 武器 を 用 
いて いる こと か ら 、 アス カ の 非凡 な 操縦 セン ス が 宮 え る 。 
決定 打 と は な ら な か っ た も 
の の 、 一 刀 で 第 7 使徒 を 両 
断 し た ソニ ッ ク グ レイ ブ 


EVA の 格闘 武器 の 中 で は 
最大 の リー チ を 誇る 


用 


第 12 使 徒 戦 で 式 号機 が 携 
行 し た が 、 武 器 で は な く 踏 
み 台 と し て 使わ れ た スマ ッ 
シュ ・ ホ ー ク 。 以降 も 対 使 
徒 戦 で 使わ れる こと は な か 


うた 


開い た 状態 の 
頭 部 装甲 


較 使徒 と の 交戦 記録 


初戦 と な っ た 第 6 使徒 戦友 切り に 、10 体 も の 使徒 と 戦 
い 、 5 体 の 使徒 獲 減 に 貢献 し た 弐号 機 。 し か し 、 第 13 使 徒 戦 
以降 は 連敗 を 重ね 、 第 17 使 徒 戦 で は 使徒 に 操 ら れ 、 初 号機 
と 戦闘 。 使 徒 が アダ ム と 接触 する まで の 足止め に 使わ れ た 


目 第 6 使徒 が な ギ エル 戦 H 

輸送 中 に 第 6 使徒 と 遭遇 し 、 水 中 戦 

を 行う 。 使 徒 の 口内 に 捕らわれ る も 、 

同乗 し た アス カ と シン ジ の 一 念 は 高い 

シン クロ 率 を 発揮 し 、 太 平 洋 艦隊 と の 
共同 作戦 を 成功 に 導い た 


上 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 戦 
初 号機 と の 初 の 共同 作戦 。 初 戦は 予 
期 せ ぬ 分 裂 能力 に より 敗北 する も 、 ア 
スカ と シン ジ は ユニ ゾン に よる 攻撃 を 
特訓 。 再 戦時 に は 使徒 の コア へ の 二 点 
同時 過重 攻撃 を 決め 、 砥 減 に 成功 する 


目 第 8 使徒 サン ダル フォ ン 戦 リー 


成体 前 の 使徒 を 捕獲 すべ く 局 地 戦 用 

EVA-D 型 装備 で 火口 に 潜行 する も 、 綴 
捕獲 後 突 如 羽 化し た 使徒 と の 戦闘 に 突 

入 。 高 温 高圧 に 耐え る 強固 な 敵 の 体 を 、 

熱 膨張 を 利用 し て 導 減 し た 


目 第 9 使徒 マト リエ ル 戦 
初 の EVA3 機 に よる チー ム プ レイ に 

お いて 、 デ ィ フ ェ ン ス を 担当 。 マ トリ 
エル の AT. フ ィ ー ル ド を 中 和 し つつ 溶 
解 液 を 防ぎ 、 零 号機 か ら 初 号 機 へ パレ 

ッ ト ラ イフ ル が 渡さ れる 時 間 を 稼い だ 


目 第 1 使徒 サ ハク ィ エ ル 戦 - 
自身 を 質量 爆弾 と し て 落ち て くる 使 
徒 を 受け 止め る た め 落 下地 点 に 急行 
零 号機 の サポ ー ト を 受け 、 プ ログ レッ 
シブ ・ ナ イフ で 敵 の コア を 攻撃 し 残 減 
に 成功 し た 。 


一 頭 部 装甲 


第 17 使 徒 に 操 ら れ た 際 、 初 号機 と 交戦 し て 破壊 され た 弐 
号機 。 そ の 修復 の 際 に は 素 体 の 改修 も 行わ れ た と 考え られ 、 
新た な 生体 部 品 に 合わ せ て 装甲 も 改修 され た も の と 推測 さ 
れる 。 装 甲 部 分 の 中 で 最も 形状 が 変化 し た の は 頭 部 で 、 額 、 
顎 部 の ディ ティ ー ル を 中 心 に 、 大 幅 な 改修 が 施さ れ て いる 。 
な お 、 弐 号機 は 、 第 6 使徒 戦 に お いて は 秘め た 性 能 を 発揮 。 
過去 最高 の シン クロ 率 を 記録 し た 際 に は 顔面 部 の 装甲 が 開 
き 、 素 体 本 来 の 眼 を の ぞ か せ た 
第 6 使徒 戦 に お いて 、 操 縦 
席 に いた ふた り の 思考 が 一 
致 。 高い シン クロ 率 を 記録 
し た 際 に 応 面 部 の 装甲 が 開 
き 、 驚 異 的 な 力 を 発揮 し た 


改装 後 の 
装甲 (前面 ) 


改装 後 の 
頭 部 装甲 


目 第 12 使 徒 し リエ ル 戦 

零 号機 と 共に バッ クア ッ プ を 担当 。 

初 号 機 と 同様 に 虚数 空間 に 飲み 込ま れ 

そう に な る が 、 影 の 危険 性 に 気付 き 、 

逃走 に 成功 。 以 降 は 、 初 号機 の 救出 作 
戦 の た め 待 機 し た 。 


目 第 13 使 徒 バ ルディ エル 戦 
バズ ー カ で 武装 し 、 野 辺 山 に て 第 
13 使 徒 を 待ち 伏せ る 。 シ ンジ に 、 使 
徒 に の っ と られ た 3 号機 の 操縦 者 が 鈴 
原 ト ウジ で ある こと を 伝え よう と し た 
瞬間 、 使 徒 の 攻撃 を 受け て 敗北 し た 。 


目 第 1 使徒 セル エル 戦 

ジオ フロ ント に 侵入 し た 第 14 使 徒 

を 、 パ レッ トラ イフ ル 、 ハ ンド バズ ー 

カ と いっ た 銃火 器 で 迎撃 。 し か し 効果 

は みとめ られ ず 、 使 徒 の 攻撃 で 両 腕 、 
次 いで 頭 部 を 切断 され 敗北 を 喫し た 


目 第 15 使 徒 アラ エル 戦 

ポジ トロ ン 20X ラ イフ ル を 用 い 独 断 

で 衛星 軌道 上 の 敵 に 長 々 距離 射撃 を 試 

みる も 、 攻 撃 は 届か ず 。 使 徒 の 精神 攻 

撃 に よっ て 弐号 機 と シン クロ で き な く 
な る ほど の ダメ ー ジ を 受け た 


目 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 戦 
待機 中 、 零 号機 の 危機 に 際 し て 出動 
命令 が 下さ れる も 、 シ ンク ロ 謗 が 2 ケ 
タ を 切っ た アス カ は 弐号 機 を 動か すこ 
と も で きず 、 使 徒 と 戦う こと な く 強 制 
的 に 退却 させ られ た 。 


上 第 17 使 徒 ダ プリ ス 戦 
アス カ の 代わ り と し て 派遣 され た 消 
カヲル 
機 は ター ミナ ルド グマ へ と 侵攻 を 開始 。 
足止め 役 と し て 使わ れ 初 号機 と 交戦 し 、 
同機 に よっ て 破壊 され た 。 
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マキ エニ ママ NH を 一 ささ ヤ 


。 キャ ラク ター 


HHHHETE 


l 沙 カ ブル 


人 シ ンジ に 好意 を 寄せ る "第 5 の 適格 者 "。 
第 17 使 徒 で ある 彼 は 、 その シン ジ の 手 に より 、 
死 と いう 絶対 的 自由 を 得 た 。 


シン クロ 率 の 著しい 低下 に より EVA 弐号 機 を 起動 させ る こと 
が 不可 能 と な っ た セカ ンド チル ドレ ン に 代わ る EVA 操縦 適格 者 
と し て 、 人 類 補完 委員 会 に より 直接 的 に NERV へ と 配属 され た 
フィ フス チル ドレ ン - 一 一 それ が 潜 カ ヲ ル で ある 。 そ の 過去 の 経歴 
は 生年 月 日 を 除き すべ て が 抹消 済み で あり 、 人 類 補 完 委員 会 直 
属 の 諸 問 機関 、 マ ルド ゥ ッ ク 機 関 より 提出 され た 報告 書 に お い 
て も 、 その 存在 は 完全 に 非 公開 と され て いた よう で ある 

カヲル は た だ の ヒト の 少年 で は な く 、 その 正体 は 第 17 使 徒 タフ 
リス で あっ た 。 彼 は 使徒 と し て の 使命 を 果たす べく ター ミナ ルド 
グマ 最深 部 へ と 侵攻 し 、「 ア ダム 」 と の 接触 を 図っ た 。 し か し 、 
そこ に 在 っ た の は アダ ム で は な く 「 リ リス 」 で ある と 看破 し た カ ヲ 
ル は 接触 を 中 止 、 そ の 後 追 撃 し て きた EVA 初 号 機 に 身 を 委ね 、 
残 減 さ れ た 。 生 と 死 は 彼 に と っ て 等 価値 な も の で あっ た 。 好意 
の 対象 だ っ た シン ジ の 手 に よる 死 は 、 彼 の 自由 意志 に よっ て 選 
択 さ れ た 道 で あり 、 結果 的 に 未来 を ヒト へ と 譲る 行為 で も っ た 


予定 し て いた の か 、 そ れ と も 偶然 な 
の か 、 夕 暮れ 時 の 湖畔 で シン ジ と 出 
会 っ た カヲル 。 彼 は 率直 に 好意 を 示 
すこ と で 、 あ っ さり と 内 向 的 な シン 
ジ の 警戒 心 を 解い た 


フィ フス チル ドレ ン の 肩書 き を も っ 
て NERV 本 部 に 潜り 込ん だ タブ リス 
使徒 と し て の 能力 を あら わ に し た 後 、 
弐号 機 を 操る こと で 自ら の 武器 と し 、 
追撃 する 初 号機 に 差し 向け た 


PEHSIHHL HHTH 

較 名 前 : 当 カ ヲ ル 

園 年 齢 15 歳 

菩 国籍 : 不明 

悦 生年 月 日 : AD.2000/09/13 
遼 血液 型 : 不明 

較 所 属 : NERV 


HHHHETIEH 


18 


人 類 補 完 委員 会 一 一 実質 的 に は ゼー レ に よっ て NERV 本 
部 に 配属 され た 沙 カ ヲ ル 。 そ の 特異 な 処遇 は 、 葛 城 ミ サト 
ら 一 部 の NERV ス タッ フ に 疑念 を 与え た 。 た だ 、 カ ヲ ル と い 
ち 早 く 接触 し た 人 間 一 一 古 シ ンジ に と っ て の カヲル は 友人 と 
し て 非常 に 大 き な 存在 だ っ た 。 カ ヲ ル は シン ジ の こと を 「 好 
意 に 値する 」 と 評 し た が 、 そ れ は 、 シ ンジ に と っ て 初め て の こ 
と で あっ た 。 それ が 大 き な 契 機 と な り 、 カ ブル は 周囲 に 友人 
と 呼べ る 存在 を 失っ た シン ジ の 内 部 に 深く 入り 込む こと と 
な る 。 し か し 彼 は 、 シ ンジ に と っ て 倒す べき 敵 一 一 使徒 で あ 
っ た 。 その 事実 を 知り 慎 る シン ジ に 、 カ ヲ ル は 自ら の 死 を 託 
し た 。 この 行為 は 、 好意 を 寄せ た シン ジ に 、 自 分 を 消す こと 
で ヒト が 生き る 道 を 選び 取っ て 欲し いと 望ん だ た め と も 見 て 
取れ る 。 な お 、 カ ブル は ご くわ ず か な が ら 、 綾 波 レ イ と も 接 
触 を 図っ て いる 。 「 君 は 僕 と 同じ だ ね ] と カヲル に 語り か けら 
れ た レイ は 、 後に 「 私 と 同じ 感じ が する 」] と 独白 。 互 い に 「 特 
異な 存在 ] で ある こと を 感じ 合っ て いた よう だ 


シン ジ に 対し 「 僕 は 君 
に 会 うた め に 生ま れ て 
きた の か も し れ な い ] 
と 告げ た カブ ル は 嬉し 
そう な 笑顔 を 浮か べた 


NERV 本 部 に 配属 され た カヲル は 、 配 属 直後 の シン クロ テ 
スト に お いて コア の 変換 な し に 驚異 的 を シン クロ 率 を 記録 
EVA の シス テム 上 有り 得 な いそ の 数 値 に 、 NERV の 面々 は 疑 
念 を 募ら せ た 。 な お 、 そ の 後 、 カ ブル は 自ら の 意志 で EVA と 


の シン クロ 率 を 設定 する 能力 を 持っ て いる こと が 判明 し た が 、 


それ も また 理論 上 有り 得 な い 事 態 だ っ た 。 


カヲル は 使徒 の 中 で も 「 ヒ ト 」 の 形 を 持つ と いう 点 に お いて 、 


特異 な 存在 で ある 。 彼 は 適格 者 の ひと り で ある シン ジ と の 一 
次 的 接触 を 成功 させ た が 、 こ れ は ヒト の 形 を 持っ て いた が ゆ 
え に 可 能 で あっ た と 言え る 。 た だ 一 次 的 接触 を 図る だ け な 
ら ば 、 好意 を 表明 する 必要 は な く 、 カ ブル は 使徒 の 使命 と い 
う 意 味 合い の み で シン ジ に 近づい た 訳 で は な いと も 考え られ 
る 。 そ の 狙い は 定か で は な い が 、 カ ブル は あえ て 「 ヒ ト 」 と し 
て 接触 を 図っ た と 見 る べき だ ろう 。 そ うし て カヲル は シン ジ 
と の 友情 を 深め た 後 、 他 の 使徒 と 同様 に アダ ム と の 接触 を 
図っ た 。 彼 は 弐号 機 を 操っ て シン ジ の 乗る 初 号 機 の 追撃 を 
押さ え 、 タ ー ミ ナル ドグマ に 到達 。 し か し 、NERV に 秘匿 さ 
れ て いた も の が アダ ム で は な く リ リス で あっ た た め 目 的 は 果 
た され ず 、 彼 は 自己 の 死 を 選択 し 、 初 号 機 に より 残 減 さ れ た 


素直 に 好意 の 言葉 を 品 
に する カヲル 。 そ れ が 
本 心から 発せ られ た も 
の と 感じ た シン ジ は 心 
を 動か され た 


生 と 死 は 等 価値 だ と 語 
る カブ ヲ ル 。 彼 は 使徒 と 
いう 種 の 減 亡 を 選択 す 
る こと で 、 未 来 を シン 
ジ へ と 譲り 渡し た 


較 古 シンジ と の 関係 

礎 シン ジ と 接触 し た 結果 、 彼 に 好意 を 寄せ 、 積 極 的 に 友 
人 関係 を 作ろ うと し た カヲル 。 ヒ ト と し て の 彼 が 取っ た 行動 
は シン ジ の 心 を 開か せる に 十分 な も の だ っ た が 、 そ れ ゆ え に 、 
結果 的 に シン ジ に 深い 絶望 感 を 与え る こと と な っ た 


シン ジ に 自ら の 死 を 託し 
会 えて 嬉し か っ た と 口 に し 
た カブ ヨル 。 彼 は 死 の 直前 ま 
で 、 シ ンジ に 対す る 好意 を 
失う こと は な か っ た 


と 人 物 相関 図 


部 下 ・ 監 視 


較 セー レ と の 関係 


ゼー レ の 手 に よっ て NERV に 送り 込ま れ た "使徒" で ある 
カヲル 。 湖畔 に て コン タク ト を 図っ た 両者 だ が 、 そ こ で の 会 
話 で 判明 し た こと は 、 カ ヲ ル が アダ ム の 魂 を 宿す 者 と いう 事 
実 の み で あり 、 彼ら の 関係 に つい て は 明らか な っ て いな い 。 


サル ベー ジ さ れ た アダ ム の 
魂 を 内 に 持つ と いう カヲル 
な お 、 そ の アダ ム の 魂 は 、 
ゼー レ に よっ て 回 収 さ れ た 


も の だ と いう 。 


キー ル ・ ロ ー レ ン ツ | 
(ゼー) 


マキ ニコ エ H 一 ささ さえ ヤ 


エヴァ ン ゲ リオ ン 


HMI 上 


人 類 補完 計画 の た め に 建造 され た ゼー レ 直 
轄 の EVA それ が EVA シリ ー ズ と 呼称 され 
る 513 号 機 ま で の EVA 量産 機 で ある 。 その 
基本 構造 は NERV 本 部 が 所 有する EVA と 変 
わら な い が 、 そ の 外観 、 機 体 性 能 は 従来 の 
EVA と は 一 線 を 画す も の で あっ た 。 人 外観 は 非 
常に 生物 的 な も の で あり 、 機 能面 で は 無限 の 
稼動 を 可能 と する 動力 源 一 一 永久 機関 「 ス 
ー パ ー ソ レノ イド 機関 ] 通称 「S* 機 関 」 を 実 
装 す る な ど 、 従来 の EVA に な い 特 異性 を 有 し 
て いた 。 これら を 見 た だ け で も 、 量 産 機 が 生 
産 性 の 向上 の み を 目的 と し て 量産 され た も の 
で な いこ と は 明白 で ある 。9 体 の EVA 量産 機 
は 、 本 来 の 目的 で ある 「 使 徒 残 減 ] に 使わ れ 
る も の で は な く 、 そ の 力 は ゼー レ に 対し 救 意 
を 示し た NERV と の 戦い に お いて 弐号 機 に 振 
る われ 、 十 二分 に その 役目 を 果たし た 。 さ ら 
に 、 ゼー レ 主 導 に よる 人 類 補 完 計画 が 遂行 さ 
れる 運び と な っ た 際 に は 、 初 号機 を 依り 代 と 
し て サー ドイ ン パ クト を 誘発 させ る と いう 重 
要 な 役割 を 担う 機体 だ っ た こと が 明らか に な 
つが だ 。 


: EVA SERIES 05-13 
MASS PRODUCTION MODEL 
量産 機 
ダミ ー プ ラグ 

: ロン ギ ヌ ス の 槍 (レプ リカ ) 


汎用 人 型 決戦 兵器 


人 週 人 章 エヴァンゲリオン 
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兵器 と し て は 異質 と も いえ る 、 人 間 を 模 し た フォ ルム 。 重 
装甲 に 覆 わ れ た 全身 一 一 。9 体 の EVA 量産 機 も 、 そ の 基本 
構造 は 他 の EVA と 変わ ら な い 。 し か し 、 肩 部 装甲 を 持た ず 
頭 部 形状 が NERV 本 部 所 有 の EVA と は 異な る な ど 、 相 違 点 
は 多い 。 ざ 機関 や 主 四 の 搭載 な ど 、 そ の 機能 面 の 違い も 非 
常に 大 きい 。 量産 機 と 称 さ れ な が ら も 、 量 産 化 を 前 提 に 開 
発 さ れ た 弐号 機 と 大 きく 異な る 、 非 常に 特徴 的 な 外見 と 能 
力 を 持つ こと と な っ た EVA 量産 機 。 そ の 理由 は 、 こ の 機体 
が 対 使徒 戦 を 見 据え た も の で は な く 、 人 類 補完 計画 遂行 の 
た め に 開発 され た た め と 考え る の が 妥当 で あろ う 
田 ダミ ー プ ラグ 

機体 ご と に 頭 部 、 胸 部 装甲 な ど に 差異 が 見 受け られ る 
EVA。 量産 機 は エン トリ ー プ ラグ (ダミ ー プ ラグ ) 挿入 口 が 
シン プル な 形状 と な っ て いる 。 な お 、 ダ ミー プラ グ の シス テ 
ムペ ー ス は フィ フス チル ドレ ン で ある 溢 カ ブル と 考え られ る が 、 
基本 的 な 戦闘 力 に お いて は 弐号 機 に 及ば な か っ た こと か ら 、 
その 人 性能 は さほど 高く な か っ た と 言え る だ ろう 


ダミ ー プ ラグ に は 
「KAWORU」 と 記さ 
れ て いる こと か ら 、 湊 
カヲル の パー ソナ ル デ 
ー タ を 用 いた も の と 思 
われ る 


量産 機 は すべ て の 使徒 が 残 減 さ れ た 後 、 意 を 示し た 生 
ゲン ドウ 及び NERV 本 部 制圧 の た め に 投入 され た 。 ま すず は 戦 
略 自衛 隊 が NERV 本 部 の 直接 占拠 に 乗り 出す が 、 周 囲 に 展 
開 さ れ た 陸上 、 航空 戦力 、 艦艇 と いっ た 通常 戦力 は 、 復活 し 
た 弐号 機 に より ほぼ 壊滅 。 そ の 後に 対 EVA 用 の 戦力 と し て 
現存 する 9 体 の 量産 機 が 投入 され 、 交 戦 状態 に 入る 。 弐号 
機 の 猛攻 の 前 に 9 号機 、11 号 機 、7 号 機 、6 号 機 、12 号 機 、8 
号機 、10 号 機 、 5 号機 、13 号 機 の 順に 層 ら れ た 量産 機 だ っ た 
が 、 弐号 機 の 活動 時 間 が 残り 数 秒 と な っ た と き ロ ン ギ ヌス の 
槍 の レプ リカ が 頭 部 に 命中 し 、 そ の 活動 を 停止 させ る こと に 
成功 する 。 戦 闘 は 実質 的 に は 弐号 機 の 圧勝 と も 言え た が 、 
すべ て の 量産 機 は 再生 能力 を も っ て 戦線 に 復帰 し 、 停 止 し 
た 弐号 機 を 躍 距 し た 。 さ ら に その 後 、 初 号機 を 依り 代 と し 
て 人 類 の 補完 を 発動 し 、 サ ー ド イン パク ト を 誘発 させ た 量産 
機 は 、 そ の 際 に リリ ス と 同化 し 、 自 ら に ロン ギ ヌ ス の 槍 の レ 
プリ カ を 突き 立て た 。 最 終 的 に は 、 補完 を 拒否 し た シン ジ の 
初 号機 に よっ て ロン ギ ヌ ス の 槍 の レプ リカ が 破壊 され る と 同 
時 に 、 量産 機 は 石像 と 化し て 地上 へ と 落下 し て いっ た 


ロン ギ ヌ ス の 槍 の レプ 
リカ の 一 撃 と 電源 切れ 
に よっ て 力尽き た 弐号 
機 。 量 産 機 は その 生体 
部 品 を 食い 荒らし た 


人 類 補 完 計画 遂行 時 、 
描か れ た セ フ ィ ロ ー ト 
の 樹 。 初 号機 を 中 心 に 、 
量産 機 が 各 セ フィ ー ラ 
ー の 役割 を 担っ た 


圧倒 的 な 力 を 見 せ た が 、 


還 特殊 装備 


従来 の EVA と 比較 し た 際 、 そ の 能力 の 高 さ が は っ きり と 
見 て 取れ る EVA 量産 機 。 巨 大 な 翼 に よる 滑空 及び 動力 飛行 
(羽ばたき に よる 継続 的 な 上 昇 飛行 ) 能力 、 さ ら に S* 機 関 の 
実装 に よる 無限 の 稼働 時 間 と 驚異 的 な 再生 能力 や 、 ア ンチ 
A.T. フ ィ ー ル ド 発 生 能 力 を 備え て いる 。 これ ら 従 来 の EVA 
が 持た な い 特 殊 な 装備 は 、 決 定 的 と も 言え る 機体 性 能 の 差 
を 生み 出し た 。 初戦 に お いて は EVA 弐号 機 に より 次 々 と 活 
動 停止 に 追い 込ま れ た 量産 機 だ が 、S* 機 関 に よる も の と 思 
われ る 再生 能力 に よっ て 活動 を 再開 。 唯 一 の 武装 で あっ た 
両刃 の 大 剣 を 用 い 、 弐 号機 の 打破 に 成功 し た 。 対 使徒 戦 で 
は な く 、 対 EVA 戦 を 見 据え た 量産 機 は 見 事 に その 役目 を 果 
た し 、 ゼー レ 主 導 に よる 人 類 補 完 計画 が 遂行 され る 運び と な 
っ た 
N バ 巨大 な 細 を 持つ が 弐号 

NN 機 と の 戦闘 時 に は 収納 
し 、 飛 行 能 力 を 持つ と 
いう 優位 性 を 活か そう 
と は し な か っ た 


活動 停止 に 追い 込ま れ 
た EVA 量産 機 た ち は 、 
その 驚異 的 な 再生 能力 
に よっ て 活動 を 再開 
弐号 機 を 沈黙 させ た 


較 ロン ギ ヌ ス の 檎 (レプ リカ ) 


量産 機 の 唯一 の 武装 で ある 両刃 の 大 剣 は 、AT. フ ィ ー ル 
ド に 対し て 絶対 的 な 突破 能力 を 誇る 「 ロ ン ギ ヌス の 槍 ] の レ 
プリ カ だ っ た 。 あく まで イミ テー ショ ンコ ピー と 思わ れる が 、 
AT. フ ィ ー ル ド を 買 く 力 は オリ ジ ナ ル と 比べ て も 選 色 な いも 
の の よう で あり 、 投 抑 され た 同 武器 は 槍 の 形状 を と り 、 弐号 
機 の A_T. フ ィ ー ル ド を 容易 く 綱 通し た 。 ま た 、 ロ ン ギ ヌス の 
槍 の レプ リカ は 武器 と し て の 性 能 が 高い だ け で な く 、 サ ー ド 
イン パク ト の 発生 に お いて 、 初 号機 の 掌 に 聖 痕 を 刻む お 役割 
も 果たし た 。 よ っ て 同 武 器 は 、 対 EVA 戦 と 人 類 補完 計画 に 
焦点 を 絞っ た 量産 機 な ら で は の も の だ っ た と 言え る だ ろう 。 


弐号 機 の 頭 部 を 買い た 
ロン ギ ヌ ス の 槍 の レプ 
リカ 。A.T. フ ィ ー ル ド 
を 無効 化す る 強力 な 格 
闘 武器 だ っ た 。 
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さく エ H を 一 ざさ 


マキ ご 


キャ ラク ター 


HHNHETEH 


ミサ ト 


心 に 負っ た 傷 と 戦い な が ら EVA を 指揮 する 
女性 指揮 官 。 愛 し た 男 の 員 志 を 継ぎ 、 
セカ ンド イン パク ト と 人 類 補完 計画 の 謎 に 迫る 。 


NERV に お いて 、 ほぼ すべ て の 使徒 戦 の 指揮 を 執っ て きた 葛城 
ミサ ト 。 そ の 活動 の 原動力 と な っ た の は セカ ンド イン パク ト と と 
も に 生ま れ た 、 使 徒 、 そ し て 父 へ の 想い だ っ た 。 セ カン ドイ ン パ 
クト 発生 時 、 葛 城 調査 隊 に 同行 し て いた ミサ ト は 、 そ の 惨劇 を 
目の当たり に し た 。 さ ら に 、 研 究 に 明け 暮れ 家庭 を 顧み な か っ 
た 父 が 、 そ の 瀬戸 際 で 自分 を 守る た め に 亡くな っ て いる 。 そう 
いっ た 出来 事 が 彼女 の 心 に 多大 な 影響 を 与え て お り 、 使 徒 迎 撃 
の 任 に 着い た こと に つい て 「 父 へ の 復讐 を し た い だ け な の か も し 
れ な い 」 と 口 に する な ど 、 意 外 な 弱 さ も 見 せ て いた 。 な お 、 後 に 
ミサ ト は 同僚 で ある 赤木 リツ コ へ の 疑念 を 発端 に 、NERV の 活 
動 に 不信 感 を 持つ よう に な る 。 使徒 戦 の 終盤 に な る に つれ て そ 
の 疑い は 強く な り 、 彼 女 の 目的 は 徐々 に 、 セ カン ドイ ン パ クト と 
人 類 補 完 計画 の 真相 を 知る こと へ と シフ ト し た 。 恋 人 で ある 加 
持 リ ョ ウジ を 失い 、 ミ サト は 時 に は リツ コ ら 旧友 へ も 銃 を 向け 、 
味方 の 少な い 状 態 で 自ら の 信念 に 従っ て 独自 の 行動 を 取り 続 
けた 。 


セカ ンド イン パク ト の 現場 に 居合 わ 
せな が ら 、 唯 一 生還 を 果たし た ミサ 
ト 。 未 人 有 の 大 災害 を 目撃 し た こと 
と 、 父 を 失っ た こと は 彼女 の 心 に 大 
き な 傷 を 残し た 


使徒 を 倒す に つれ 、 ミ サト に と っ て 
予期 せ ぬ 事態 が 次 々 と 起こ っ た 。 加 
持 を 失っ た 後 、 彼 女 は 直属 の 部 下 で 
ある 日 向 マ コト の 協力 も 得 つ つ 、 さ 
ま ざ ま な 謎 の 真実 に 肉薄 し て いっ た 


PEHSIHHL HHTH 
男 名 前 : 葛城 ミサ ト / 
国 年 齢 : 29 歳 | 


古 国籍 日 本 

画 生年 月 日 : AD.1986/12/08 \ 
較 血液 型 :A 型 N 
所 属 : NERV/ 戦 術 作戦 部 作戦 局 第 一 課 課長 


HHNHETEH 
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IAW 碧 作 


対 使徒 戦 に お いて 、 多 大 な 発言 力 を 持つ ミサ ト 。 彼女 に 
直接 命令 を 下 せる 存在 は 、 最 高司 令 官 の 症 ゲ ンド ウ あ る い 
は 副 司令 官 の 冬 月 コウ ゾウ の 2 名 で あり 、 対 等 な 位置 に いる 
人 間 も 赤 木 リ ツ コ くら い の も の で ある 。 一 方 、 上 司 と し て の 
ミサ ト は 直属 の 部 下 で ある 日 向 マ コト に 慕 わ れ て お り 、 適 格 
者 た ちか ら も 一 定 の 信頼 を 得 て い る 。 難 し い 立 場 に 置か れ 
な が ら 適 当 な 人 間 関 係 を 構築 し て いる こと は 、 評価 すべ き 点 
の ひと つと 言え る だ ろう 。 し か し 、NERV 本 部 の 中 枢 に あり 
な が ら 人類 補 完 計 画 の 目的 を 知ら ず に いた 彼女 は 、 NERV 上 
層 部 に 疑念 を 抱き 、 さ ら に 加持 と いう 自身 に と っ て の 絶対 
的 な 支え を 失っ た 後 、 独 自 に 内 部 調査 を 開始 し その 真相 に 
迫 ろ うと 試み た 。 ち な み に NERV 内 で の 対人 関係 に お いて 
ミサ ト は 自分 の 心 の 拠り 所 と な る 場所 を 探し て いた よう に も 
見 え 、 加 持 と 再び より を 戻し た こと は セカ ンド イン パク ト の 
体験 に よる 心 の 穴 を 埋め た いと いう 気持 ちの あら われ だ っ た 
と も 考え られ る 


旧友 で ある リツ コ に 銃 
を 向け る ミサ ト 。 上層 
部 へ の 疑問 を 晴らす た 
め 、 個 人 的 に 寿 走 する 
こと と な っ た 


初め て 本 格 的 な 作戦 指揮 を 執っ た 第 4 使徒 戦 以降 、 ミ サト 

は その 手腕 を 揮 い 、 第 10 使 徒 戦 で は MAGI シ ステ ム す ら 撤 退 
を 推奨 し た 事態 に お いて 、 自 身 の 立案 し た 作戦 を 強行 し 、 
成功 させ た 。 以降 は ミサ ト の 立案 し た 作戦 に より 使徒 残 減 
に 成功 する こと は な く な る が 、 彼 女 が 相応 に 重要 な 存在 で あ 
っ た こと は 紛れ も な い 事 実 で ある 。 た だ し 、 セ カン ドイ ン パ 
クト を 現地 で 目撃 し 、 父 を 亡くし た と いう 過去 を 持つ ミサ ト 
に と っ て 、 使 徒 や EVA に 対す る 思い の 中 に は 個人 的 な 感情 
が 多分 に 含ま れ て いた 。 NERV の 一 職員 と し て 「 使 徒 対人 類 ] 
と いう 構図 を 捉え つつ も 、 その 使徒 を 倒す こと が 父 の 信 を 討 
つこ と に も 繋が る た め 、 個 人 的 な 使徒 残 減 へ の 決意 が 行動 
の 端々 か ら は 見 て と れ た 。NERV の 中 心 に あり な が ら ゼ ー レ 
や 人 類 補完 計画 の 目的 を 知ら ず に いた 彼女 は 、 純 粋 に EVA 
を 指揮 し 、 勝 つこ と に 生き る 意味 を 見 出し て いた の だ ろう 
な お 、 自 分 が NERV の 実体 を 知ら な いと いう こと に 徐々 に 気 
づき 始め て か ら は 、 独自 に 内 部 調査 を 開始 し 、 そ の 秘密 に 追 
ろう と 試み て いる 。 し か し 、 結 果 的 に その 全貌 を 知る こと は 
適わ ず 、 NERV が 戦略 自衛 隊 の 攻撃 を 受け た 際 、 シ ンジ を 守 
る た め に その 人 生 を 捧げ る か た ちと な っ た 。 


失語 症 時 代 と 同様 に う 
ずく まる ミサ ト 。 セ カ 
ンド イン パク ト に 関わ 
る 出来 事 は トラ ウマ て と 
な っ て いる よう だ 


ミサ ト は 深い 傷 を 負い 
な が ら 父 の 形見 で ある 
ペン ダン ト を 託し 、 大 半 
人 の キス と 共に シン ジ 
を 戦場 へ 送り 出し た 。 


園 巡 シン ジ と の 関係 

同居 を 始め た 当初 は 保護 者 と 非 保護 者 と いう 関係 だ っ た 
シン ジ と ミサ ト 。 し か し 、EVA や 使徒 と 関わ り 合う 中 で 心 に 
傷 を 負い 続け て きた ふた り は 、 互い の 心 の 隙間 を 埋め 合う こ 
と を 無意識 に 求め 出し て いた よう だ 


父 へ の 強い 感情 を 抱え て い 
る と いう 、 共 通し た 境遇 を 
持っ て いた ふた り 。 その 関 
係 は 一 言 で は 言い 表せ な い 
複雑 な も の だ っ た 


WE『5SEHTIHL EI 


画 加持 リョ ウジ と の 関係 "。 


ミサ ト が 抱え て いた 複雑 な 内 面 を 彼 に 吐 填 し た こと を 契 
機 に 、 再 び 恋 人 関係 と な っ た ふた り 。 加 持 は 程なく 何者 か 
の 手 に よっ て 殺害 され る が 、 彼 が 間 謀 と し て 得 た 情報 は ミサ 
ト に 渡り 、 さ ら な る 真相 の 追求 を 決意 させ る こと と な っ た 。 


加持 の 死 を 直感 し 、 泣 き 崩 
れる ミサ ト 。 彼 を 失っ た 際 
の 深い 悲し みよ う を 見 る 限 
り 、 彼 女 は 超 像 以上 に 加持 
に 依存 し て いた よう で ある 


上 司 ・ 信 頼 


同僚 ・ 恋 人 


| 琵 ゲ ンド ウ ! 上 司 ・ 不 信 感 


私 服 (学生 時 代 ) 


HEEHOWW HHUHIELE 


キマ エ H ーー で ざさ キヤ 


キャ ラク ター 


HHHHETEH 


人 類 補完 計画 を 立案 し 、 そ れ を 遂行 する NERV 最 高司 令 官 。 
亡き 妻 へ の 想い を 胸 に 把 き つつ 、 
自ら が 描い た 計画 の 遂行 に 執心 する 。 


E 計 画 、 ア ダム 計画 、 人 類 補完 計画 な ど を 推進 し た 人 工進 化 
研究 所 及び ゲ ヒ ルン と 、 それ ら の 計画 と 使徒 残 減 を 遂行 すべ く 
組織 され た NERV 一 一 古 ゲン ドウ は 各 組 織 の 最高 責任 者 を 務め 、 
表立っ た 活動 が で き な い ゼー レ に 代わ る 実行 役 と な っ た 。 し か 
し 彼 は 、 E 計 画 進行 中 に 妻 で ある 和 ユイ を 失っ た こと に より 、 自 
ら 立 案 し た 人 類 補完 計画 に 「 ユ イ と の 再会 ] と いう 極 私 的 な 目 
的 を 秘密 裏 に 混交 させ た 。 ユ イ へ の 想い を 胸 に 秘め つつ 冷徹 な 
司令 官 と いう 役割 を 演じ 、 ゼ ー レ の 思惑 と は 異な る 人 類 補完 計 
画 発動 の 契機 を 狙っ て いた ゲン ドウ 。 彼 は その 冷徹 な 面持ち の 
裏 で ユイ と の 再会 と いう 一 点 を 目指 し た が 、NERV に お いて その 
事実 を 知る 者 は ほぼ 皆無 だ っ た よう だ 。 ち な み に 、 ゲ ンド ウ と ユ 
イ は 2001 年 に 一 子 を 儲け た が 、 子 供 が 男 な ら ば シン ジ 、 女 な ら 
ば レイ に し よう と 決め て いた と いう 。 ゲ ンド ウ が 遂行 し よう と し 
た 人 類 補完 計画 の シナ リオ は 、 奇しくも それ ぞ れ の 名 を 与え られ 
た ふた り に よっ て 大 幅 に 書き 換え られ る こと と な っ た 


15 年 ぶり の 使徒 工 来 以降 、 ゼ セー レ 
と ゲン ドウ の 間 に は 徐々 に 便 裂 が 生 
じ 始 め た 。 ゲ ンド ウ は 表向き は ゼー 
レ に 従い つつ も 、 ユ イ と 再会 する た 
め 、 セ ゼー レ へ の 裏切り を 含め た 計画 
を 立て て いた よう で ある 


レイ に 向かっ て 「 私 を ユイ の 元 へ と 
導い て くれ | と 語る ゲン ドウ 。 そ の 
言葉 か ら は 、 彼 が レイ 自身 で は な く 、 
その 背後 に 存在 する ユイ の 次 を 見 続 
け て きた こと が 用 える 


PEHSHHHL IHTH 

較 名 前 : 芝 ゲ ンド ウ 

固 年 齢 : 48 歳 

一 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.1967/04/29 
較 血液 型 :A 型 

所 属 : NERV/ 最 高司 令 官 
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02! 


| 人 箇 剛 係 


妻 で ある 古 ユ イ を 通じ て ゼー レ と の 繋が り を 持っ た 硬 ゲ ン 
ドウ ーー 旧姓 六 分 儀 ゲ ンド ウ は 、 そ の 野心 を 隠す こと な く 
様々 な 活動 に 着手 し た 。 国 連 直 属 の 研究 組織 で ある 人 工進 
化 研究 所 一 一 それ を 隠れ 養 と し た ゲ ヒ ルン の 設立 、 そ し て 人 
造 の 巨人 を 造る と いう E 計 画 を 始動 。 ゲン ドウ は ユイ と 共に 、 
赤木 ナオ コ 、 冬 月 コウ ゾウ ら 優 秀 な 協力 者 を 得 て 、 ア ダム 計 
画 、 初期 の 人 類 補 完 計画 を も 立案 。 さらに ゲ ヒ ルン が NERV 
に 移行 し て か ら は 、 NERV 最 高司 令 官 と し て 使徒 の 残 減 を し 
つつ 、 人 類 補完 計画 の 完遂 を 目指 し た 。 ゲ ンド ウ は 人 類 補 
完 計画 の 遂行 の た め な ら ど ん な こと で も 胡 う こと が な く 、 実 
の 息子 で ある 人 シン ジ は EVA 初 号 機 の 専属 操縦 者 と し て 、 
自ら を 慕う 赤木 親子 は 協力 者 と し て 計画 遂行 上 の 価値 を 求 
め て 利用 し た 。 そ の 姿 が 冷徹 で ある が 故に 、 彼 に は 常に 「 非 
情 な 人 物 ] と いう イメ ー ジ が 付き まとっ た が 、 そ の 行為 を 人 
賊 し た 時 「 計 画 実現 の た め に は な り ふ り 構 うこ と が で き な い 」 
と いう ゲン ドウ の 、 切 迫 し た 状況 を 鑑み る こと が で きる 


手段 を 選ば な い 活 動 に 
手 を 染め た 若き 日 の ゲ 
ンド ウ 。 有 無 を 言わ さ 
ぬ 厳 し い 口調 は 当時 か 
ら 変 わら な い 


本 


NERV 最 高司 令 官 と し て 使徒 の 残 減 を し つつ 、 真 の 目的 
で ある 人 類 補 完 計画 を 完遂 すべ く 活 動 し た ゲン ドウ 。 彼 は 
最高 指令 官 と し て 卓越 し た 統率 力 を 見 せる 一 方 で 、 ゼ ー レ 
と の 繋が り を 持ち 、 人 類 補完 計画 を 完遂 する た め の 協 力 関 
係 を 築い て いた 。 し か し 、 双 方 が 思い 描く 計画 内 容 に ズレ 
が 生じ て いる こと に ゼー レ 側 が 気づき 、 そ の 関係 に は 徐々 に 
亀裂 が 生じ 始め る 。 両 者 の 溝 は 、 ゼ ー レ の 計画 に 不可 欠 と 
考え られ た ロン ギ ヌ ス の 槍 を 、 第 15 使 徒 戦 に お いて ゲン ドウ 
が 独断 で 使用 し た 件 で 決定 的 と な る 。 さ ら に 、 戦 略 自衛 隊 
に よる NERV 本 部 の 直接 占拠 が 敢行 され た 折 、 ゲ ンド ウ は 自 
身 が 長年 守り 続け て きた 計画 を 実行 に 移し た も の の 、 レイ が 
ゲン ドウ を 裏切っ て リリ ス と 融合 する 道 を 選ん だ た め 、 計 画 
は 発動 直前 で 彼 の 手 を 離れ る こと と な っ た 。 

リリ ス と な っ た レイ が 全 人 類 の 前 に 現れ た 時 、 ゲ ンド ウ の 
元 に も また 、 彼 が 待ち 続け て いた 人 物 が 現れ た 。 力 な く 横 
た わる 彼 の 傍ら に 、 消 失 し た 当時 の まま の 姿 で 立つ 碗 ユイ 
最愛 の 妻 に 見 守ら れ な が ら 、 初 号機 に 飲み 込ま れる か の よう 
に LC.L. へ と 帰し た 瞬間 、 結 果 的 に ゲン ドウ 自身 の 人 類 補 完 
計画 は 完遂 され た と 言え る の か も し れ な い 


ゼー レ の 介入 を 気 に も 
留め ず 、 自 ら の 計画 を 
進め る ゲン ドウ 。 冬 月 
が その 強引 さ を 危 恨 す 
る 様子 を 見 せる こと も 


「 す まな か っ た な 、 シ 
ンジ 」 と いう 息子 へ の 
謝罪 の 言葉 を 残し 、 ゲ 
ンド ウ は 初 号 機 の 中 へ 
と 消え て いっ た | コ 


和 ユ イ と の 関係 


か つて 京都 大 学 の 優秀 な 学生 だ っ た 礎 ユ イ は 、 そ の 頃 に 
知り 合っ た 六 分 儀 ゲ ンド ウ と 交際 を 開始 。 ふ た り は 程なく 
結婚 し 、 長 男 シ ンジ を も うけ た 。 し か し 、 そ の 結婚 生活 は ユ 
イ の 消失 に よっ て 終わ り を 迎え る こと と な っ た 


ィ ア 


ゲン ドウ を 「 か わい い 人 」 
だ と 言う ユイ 。 冷 徹 な 普段 
の 彼 か ら は 想像 も つか な い 
形容 に 、 夫 婦 の 確か な 繋が 
り を 感じ る こと が で きる 


F 


健 ユイ (故人 ) 


綾波 レイ と の 関係 
綾波 レイ は 人 類 補完 計画 の 鍵 を 握る 存在 で あり 、 ゲ ンド 
ウ は 彼女 を 特別 視 し て いた 。 ゲ ンド ウ に 深い 信頼 を 寄せ て 
いた レイ が 、 突 加 ゲ ンド ウ を 裏切っ て リリ ス と 融合 する 道 を 
選ん だ た め 、 計 画 は 発動 直前 で 彼 の 手 を 離れ る こと と な っ た 。 


計画 発動 の 直前 、 ゲ ンド ウ 
を 拒否 する レイ 。 長 年 の 悲 
願 が 成就 する 寸前 に 絶望 へ 
突き 落と され 、 ゲ ンド ウ は 
レイ に 追い すがっ た 。 


赤木 ナオ コ ( 故 人 ) | 


同僚 ・ 夫 婦 | | 同僚 ・ 愛 人 関係 
部 下 ・ 親 愛 ? 上 司 ・ 愛 情 
上 司 ・ 深 い 信頼 部 下 ・ 協 力 邊 
部 下 ・ 無 関心 上 司 ・ 複 雑 な 感情 
上 位 組織 ・ 協 力 ? 上 | 協力 者 ・ 臣 視 
| キー ル ・ ロ ー レ ン ツ (ゼー レ ) 


私 服 (青年 時 ) 


マキ ニャ マエ H を 一 ささ ヤ 


キャ ラク ター 


HHWHETEH 


令 官 の 側 に 伯 む 副 司 令 官 。 
| 還 の を 
| 自ら が 支え 続け た 計画 の 発動 を 静か に 見 届け る 。 


NERV 本 部 に お いて 最 年 長 の 部 類 に 入る で あろ う 副 司令 官 
冬 月 コウ ゾウ は 、 ひ と 回 り も 年 下 の 和 ゲ ンド ウ を 補佐 する 役割 
を 担っ て いた 。 開発 中 の EVA 零 号 機 を 見 せら れ て 以来 、 和 を 月 は 
ゲン ドウ ら と 共に 人 類 の 新た な 歴史 を 生み 出す こと と な っ た 
ゲ ヒ ルン に 入所 し 秘密 を 共有 する 道 を 選ん だ 彼 は 、 様 々 な 計画 
を 推し 進め 、15 年 ぶり の 使徒 襲来 に も 協力 し て 対応 。 以 降 も 、 
NERV 副 司令 官 と し て NERV の 運営 に あたっ た 。 し か し 、 真 に 零 
号機 の 存在 が ゲ ヒ ルン 入所 の 決定 打 に な っ た か は 明確 で は な く 、 
ゲン ドウ に 付き 従う 理由 に は 謎 が 残る 。 そ れ で も 彼 は 、 人 類 補 
完 計画 を 始め と する ほぼ すべ て の 情報 を バン ドウ と 共有 し 、 人 類 
補完 計画 を 滞り な く 発 動 さ せる た め の 基 盤 作 り を 担っ た 。 ユ イ 
と の 再会 と いう 一 点 を 見 つめ た 最高 司令 官 に 対し 、 副 司令 官 と 
し て 包括 的 に NERV 内 外 の 状況 を 読ん で いた 冬 月 。 結 果 的 に 人 
類 補完 計画 は 予想 と 異な る 形 で 発動 し た が 、NERV に お ける 彼 
の 役割 は 非常 に 重要 な も の だ っ た と 言え る だ ろう 


初 号機 が S" 機 関 を 取り 込ん で し まっ 
た 際 、 ゲ ンド ウ へ の 牽制 の 意味 で セ 
ー レ に 拉致 、 拘 束 さ れ た 冬 月 。 こ の 
時 冬 月 は 、 皮 肉 を こめ て 「 冬 月 先生 
と 呼ば れ て いる 


補完 計画 の 発動 直前 、「 冬 月 先生 、 
後 を 頼み ます 」 と 言っ て 去る ゲン ド 
ウ に 「 ユ イ 君 に よろ し く を な 」 と 応え 
た 冬 月 。 そ れ が 、 ふ た り の 最後 の 会 
話 と な っ た 


PENSIHHL HITH 

較 名 前 : 各 月 コウ ゾウ 

較 年 齢 : 不明 

較 国籍 : 日 本 

園 生年 月 日 : AD.?/04/09 
較 血液 型 : AB 型 

国 所 属 : NERV/ 副 司令 官 


EHHHHETEH 
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京都 大 学 の 教授 と いう 名 誉 ある 立場 に あっ た 冬 月 。 彼 が 
特務 機関 NERV の 副 司 令 官 と いう 、 い ささ か 不 似合い な 職業 
へ と 転身 する きっ か け と な っ た の は 、 古 ユイ 、 そ し て 六 分 儀 
ゲン ドウ と の 出会い で あっ た 。 教授 時 代 の ふた り と の 関わ り 
は さほど 深く な か っ た よう だ が 、 セ カン ドイ ン パ クト 後 、 ゲ ヒ 
ルン へ の 入所 に よっ て 彼 の 進む 道 は 決定 付け られ 、 その 後 は 
ゲン ドウ に 最も 近い 存在 と し て 、 人 類 補完 計画 発動 まで 
NERV の 運営 に あたっ た 。 冬 月 の パー ソナ リティ を 考え る と 、 
セカ ンド イン パク ト の 真相 を 暴 こ うと し た 点 や 闇 医 者 と し て 
一 般 市 民 を 助け て いた 点 な どか ら 、 正 義 感 や 使命 感 の 強い 
人 物 で ある こと が 是 え る 。 た だ し 、 ゲ ンド ウ と 同様 に 感情 を 
表 出し な いた めか 腹 の 底 で は 何 を 考え て いる か 判ら な いと い 
う 紛 囲 気 も 持ち 合わ せ お り 、 周 囲 に は 厳格 な 人 物 と いう 印 
象 を 与え て いた よう だ 。 な お 、 ユ イ に 対し て は 特別 な 感情 を 
抱い て いた 様子 が あり 、 シ ンジ が まだ 幼い 頃 、 ユ イ の 語っ た 
E 計 画 へ の 思い に 対し て も 、 冬 月 は 一 定 の 理解 を 示し て いた 


戦況 の 佑 肛 や NERV 本 
部 の 危機 管理 な ど 、 冬 
月 は 人 類 補完 計画 の 大 
略 に お いて 中 心 的 な 役 
割 を 果たし た 


NERV 副 司令 官 と し て ゲン ドウ を 補佐 し 、NERV 本 部 の 中 
心 的 人 物 と し て 活動 し て いた 冬 月 。 彼 は 、 セ ゼー レ に 対し て は 
基本 的 に 従順 な 素振り を 見 せ 、 ゼ ー レ の 存在 を あか ら さ ま に 
蔵 ろ に し た 行動 に 走り が ちな ゲン ドウ を 、 あ る 程度 は 抑制 し 
よう と 試み て いた 。 事 ある ご と に ゼー レ へ の 対応 に 苦 上 庫 す る 
その 姿 か ら 、 彼 が ゼー レ を 「 恐 れる べき 厄介 な 存在 ] と 捉え 
て いる 様 が 浮か が び が 上 が っ て くる 。 ゲ ンド ウ が 構想 する 人 類 補 
完 計画 に お いて 、 冬 月 は 常に サポ ー ト 役 に 徹 し て いる 印象 が 
ある 。 ゼ ー レ に ゲン ドウ の 真意 を 気づか せな いと いう こと も 
重要 な 計画 の 一 部 で あり 、 彼 の 存在 は 特に ゲン ドウ に と っ て 
非常 に 大 きい も の だ っ た と 言え る だ ろう 。 な お 、 冬 月 は 戦略 
自衛 隊 に よる NERV 本 部 直接 占拠 が 開始 され た 折 、 侵 攻 し 
て くる 戦 自 へ の 対応 を 指揮 し つつ 、 眼 前 で 進ん で 行く 人 類 

完 計画 を 静観 し た 。 初 号機 が 上 空 へ と 拘 引 され た 後 、 冬 
月 は 部 下 た ちと 同様 に 状況 を 見 守る と いう 行動 し か 取っ て 
いな い 。 し か し 、 そ の 場 で 人 類 補完 計画 の 真実 を 知る 者 は 
冬 月 だ け で あり 、 彼 だ け は その 後に 起こ る で あろ う 出 来 事 を 
予測 し て いた よう だ 。 補 完 が 始ま る まで の 間 、 冬 月 は 自ら が 
支え 続け て きた 計画 の 発動 を 静か に 見 つめ 続け て いた 


ゲン ドウ に 苦言 を 呈す 
る 冬 月 。 聞 き 入 れ ら れ 
ず と も 、 ス トッ パー と 
し て 諫 め る 存在 は 彼 を 
お いて 他 に な か っ た 


笑み を 浮か が べ て ユイ を 
迎え 、LC.L. と 化し た 
冬 月 。 彼 が 補完 の 結末 
を 知り 、 な お か つ 望 ん 
で いた こと が 只 え る 


園 巡 ユイ と の 関係 


京都 大 学 の 教授 と 学生 と し て 出会っ た 冬 月 と ユイ 。 冬 月 
は ユイ の こと を 好ま し く 思 っ て いた よう で あり 、 セカ ンド イン 
パク ト の 裏 で 暗躍 する ゲン ドウ ーー そこ に 繋が る ユイ と ゼー 
レ の 関係 を 確信 し た 際 、 嫌悪 で は な く 戸 惑う 様子 を 見 せ た 。 


ユイ と 人 類 の 未来 に つい て 
語ら う 冬 月 。 ユ イ の こと を 


好ま し く 思 っ て いた 彼 は 、 
間 母 と な っ た 彼女 を 前 に し て 


複雑 な 表情 を 浮か が べ て いた 


園 ゲ ンド ウ と の 関係 

セカ ンド イン パク ト 以 降 、 ゲ ンド ウ に 重用 され て きた 冬 月 。 
ユイ 消失 後 か ら は 特に 、 そ の 傾向 が 顕著 に な っ た 。 人 類 補 
完 計画 の 真 の 目的 を 理解 する 存在 と し て 、 NERV に お ける ふ 
た り の 関係 に は 、 共犯 者 の よう な 側面 ちあ っ た よう だ 。 


か つて の ゲン ドウ に 「 イ ヤ 
な 男 ] と いう 印象 を 持っ て 
いた 冬 月 。 思 想 ある い は 利 
害 が 一 致し た 上 の 協力 関係 
だ っ た の が も る しれ な い 。 


伴 ユイ (故人 ) 
同僚 ・ 元 教授 | 同僚 ・ 元 教え 子 


上 司 ・ 複 雑 な 感情 


上 司 ・ 協 力 


巡 ゲ ンド ウ 


赤木 ナオ コ ( 改 人 ) 


上 位 組織 ・ 協 力 ? 上 


部 下 ・ 協 力 op 部 下 ・ 協 力 


協力 者 ・ 監 視 


キー ル ・ ロ ー レ ン ツ (ゼー レ ) 


表情 (教授 時 代 ) 


私 服 (教授 時 代 ) 


マキ ニー エマ エエ H を 一 え ヤ 


キャ ラク ター 


HHHHETEH 


| 赤木 リ ツ 


NERV の 真 の 目的 、 人 類 補 完 計画 を 知る 科学 者 。 
クー ル で 理知 的 な 博士 と し て の 顔 の 裏 に は 
ひと り の 「 女 」 と し て の 顔 が あっ た 。 


NERV に お いて 礎 ゲン ドウ 、 科 月 コウ ゾウ に 次 いで 、 真 の 目的 
ーー 人 類 補完 計画 を 知る 人 物 で ある 赤木 リツ コ 。 E 計 画 の 責任 
者 、MAGI シ ステ ム の 管理 な ど 、NERV 内 の 技術 的 な 側面 を 一 手 
に 引き 受け て いた 彼女 は 、 一 般 職員 が 知り 得 な い NERV の 秘密 人 ぇ 
を 握っ て いた 。 ゲ ンド ウ が 秘密 裏 に 推進 する 人 類 補完 計画 に カ 』 較 A W ヾ -、 い 
を 貸す こと を 己 の 役割 と し て いた 彼女 は 、 そ の 職務 上 の 機 補 保 す | ) 

持 の た め 結 果 的 に 他 の 職員 を 騙す な ど 、NERV に お ける 暗部 を 
担う 存在 と な っ た 。 し か し 、 リツ コ が そう いっ た 重要 な 位置 に 立 
つこ と と な っ た の は 、 た だ | 非常 に 優れ た 技術 者 で ある ] と いう 
理由 か ら だ け で は な い 。 彼女 は 、 ゲ ンド ウ と 密通 し て いた こと に 
より NERV の 真 の 目的 に 近付い て し まっ た の で ある 。 特別 な 関 
係 で 繋が れ た こと で 、 彼 女 は その 技術 力 の すべ て を ゲン ドウ 
ーー 一 、 結果 的 に NERV と いう 組織 に 捧げ る こと と な る 。 ク ー ル で 
理知 的 な 博士 と し て の 顔 の 裏 に は ひと り の 「 女 ] と し て の 放 が あ 
り 、 結 果 と し て それ が 彼女 を 報 われ ぬ 死 へ と 誘う こと と な っ た 。 


ーー 深 導 す ぎる きら い が あ る 部 下 の マ ヤ | 
に 、「 汚 れ た と 感じ た と き に 漂 症 騙 
の 辛 さ が わか る ] と 説い た リツ コ こき アノ 
汚れ て し まっ た 自分 に 言い 聞か せる ュ / ーー 
か の よう で も あっ た / ここ ペ ーー ーー 、 
) バ y パ Ne。 ヽ 
グ プ = 
ン ン 44 バニー 
| 


ゲン ドウ に 銃 を 向け 、「 母 さん 、 一 
緒 に 死ん で ちょ うだ い 」 と 忠 い た リ 
ツ コ 。 し か し 、 母 の 「 女 ] と し て の 
人 格 が 移植 され た カス パー は 、 本 部 
爆破 と いう リツ コ の 選択 を 否定 し た 


こま 


ほこ 


PEHSIHHL HHTH 
園 名 前 : 赤木 リツ コ 


固 年 齢 : 30 歳 
較 国籍 : 日 本 / 
較 生年 月 日 : AD.1985/11721 が 
較 血液 型 : B 型 / 
較 所 属 : NERV/ 技 術 開発 部 技術 局 一 課 / 二 
\ 
リ 


【HHHHETEH 


NERV 最 高司 令 官 で ある 和 ゲ ンド ウ と 部 下 で ある リツ コ は 、 
秘か に 男女 の 関係 を 結ん で いた 。 ゲ ンド ウ は その 関係 に より 
有 能 な 科学 者 で ある リツ コ を 上 繋ぎ と め 、 利 用 し た に 過ぎ な い 
リツ コ も それ を 頭 で は 理解 し て いた よう だ が 、 ゲ ンド ウ を 男 


性 と し て 愛し て し まっ た が ゆえ に 、 彼 の 存在 を 拒む こと は で 
き な か っ た 。 彼女 が 辿る こと に な っ た 道 は 、 結果 的 に 母親 で 
ある 赤木 ナオ コ と 、 非 常に 似通っ た も の だ っ た 。 物 事 を デー 
タ で 捉え る こと を 得意 と する リツ コ が 、 実 質 的 に は 感情 に よ 
っ て 支配 され 利用 され て いた と いう の は 皮肉 な 事実 で ある 
な お 、 一 般 職員 が 知り 得 な い NERV の 秘密 を 握っ て いた リツ 
コ は 、 そ の 結果 と し て 旧友 で ある 葛城 ミサ ト を も 騙さ ざる を 
得 な い 立場 に あっ た 。 た だ し 、 他 の 者 へ は 見 せな い 友 情 の よ 
うな 感情 は 持っ て お り 、 騙 すこ と は 本 意 で は な いと いう 態度 
が 見 て 取れ た 。 同様 に 、 リツ コ に と っ て 大 学 時 代 か ら の 知己 
で ある 加持 リョ ウジ が 三重 スパ イ で ある こと を 察し な が ら も 、 
友人 と し て ある 程度 の 忠告 を 与え る こと も あっ た 


ゲン ドウ に 「 失 望 し た ] 
と 告げ られ 、 激 昌 す る 
リツ コ 。 それ まで 抑え 
られ て いた 感情 を 一 気 
に 爆発 させ た 


ゲ ヒ ルン 解体 後 、NERV に 籍 を 移し て か ら は E 計 画 を 担当 
し 続け る と と も に 、 す で に 故人 と な っ た 母 が 基礎 理論 を 構築 


し た MAGI の セッ ト ア ッ プ と 運営 、 管 理 を 担当 する こと と な 
っ た リツ コ 。NERV の 中 枢 を 担う ブレ ー ン と も いえ る 存在 で 
ある 彼女 は 、 常 に 現状 を 見 据え る 冷静 さ を も っ て 有事 に 対 
し た 。 し か し 、 理 知 的 、 現 実 的 な 思考 を 常 と する リツ コ は 
職務 に お いて は 時 に 非情 と も 思え る 判断 を 下す こと が あっ 
た 。 加 えて 、 一 般 職 員 が 知り 得 な い NERV の 秘密 を 握っ て 
いた た め 、 彼 女 は 時 に 、 現場 を 指揮 する ミサ ト と 衝突 する こ 
と も あっ た 。 な お 、 ゲ ンド ウ の 数 少な い 協力 者 で ある と 同時 
に 男女 の 関係 に あっ た リツ コ は 、 結 果 的 に ゲン ドウ の 計画 に 
必要 な 駒 と し て 利用 され る と いう 、 母 親 で ある ナオ コ と 非常 
に 似通っ た 扱い を 受け た 。 そ の た め 彼 女 は ゲン ドウ に 愛憎 
入り 混じっ た 感情 を 持ち 、 ゲ ンド ウ が 特別 な 親愛 を 向け て 
いた レイ の クロ ー ン を 破壊 する と いう 行動 を 取り 、 さ ら に 後 
に は 、 自 ら の 役割 に 反し て MAGI の プロ グラ ム を 変更 
NERV 本 部 の 自爆 を 謀 り 、 ゲ ンド ウ に 銃殺 され る こと と な る 
利用 され る に 足る だ け の 特異 な 才能 を 持っ て いた た め に 、 彼 
女 は 不遇 な 最期 を 迎え れる こと と な っ た の で ある 


余裕 を な くし て いっ た 
リツ コ と ミサ ト 。 刺 々 
し い 言 葉 を 口 に する こ 
と も 多かっ た 


銃口 を 向け る ゲン ドウ 
の 言葉 に 「 嘘 つき ] と 
返し た リツ コ 。 ど ん な 
言葉 が 向け られ た の か 
は 不明 で ある 


様々 な 問題 が 表面 化し 、 


還 巡 ゲン ドウ と の 関係 


秘か に 男女 の 関係 結ん を で いた ゲン ドウ と リツ コ 。 彼女 は 
女 と し て は 憎ん で さえ いた と いう 母 と 同様 に 、 女 と し て ゲン 
ドウ を 愛し て し まっ た 。 故に 、 リ ツ コ の 愛憎 入り 混じっ た 感 
情 は 迷走 し 、 最終 的 に 彼女 は ゲン ドウ と の 心中 を 目論ん だ 


園 綾波 レイ と の 関係 
ゲン ドウ が 側 に 置き 特別 な 親愛 を 向け て いた 綾波 レイ に 、 
女 と し て の 怒 如 心 を 秘め て いた リツ コ 。 彼 女 は その や り 場 の 
な い 起 り を 、 ゲ ンド ウ へ の 造反 一 レイ の クロ ー ン を 破壊 す | | 
る と いう か た ち で 爆発 させ た 


奴 如 か ら 、 レ イ の クロ ー ン 
を 破壊 する リツ コ 。 ゲ ンド 
ウ に 対す る 愛憎 が 極限 に 達 
し た 彼女 が 、 感 情 を 抑え き 
る こと は 不可 能 だ っ た 。 


ゲン ドウ を 本 部 も ろ と も 葬 
り 去 ろう と し た リツ コ 。 母 
の 女 と し て の 人 格 が 移植 さ 
れ た カス パー に 裏切ら れ 、 
ゲン ドウ の 銃弾 に 倒れ た 


部 下 ・ 協 力 上 司 ・ 愛 情 


・ 娘 ・ 愛 情 
・ 不信 感 | や 母 ・ 複 雑 な 感情 


ル 人 物 相関 図 ( 第 拾 四 話 <) 


赤木 ナオ コ ( 故 人 


協力 


加持 リョ ウジ 


EEEPZ 


上 司 ・ 
部 下 ・ 療 上 | 上 司 ・ 無 関心 


マキ ニー ニ さ マ さ エ HH ーー さざえ ヤ 


セー レ を バッ ク に 持ち 、E 計 画 に 従事 し た 有 能 な 科学 者 。 
人 類 を 未来 に 導く 道標 と いう 、 重要 な 役割 を 果たす 。 


キャ ラク ター 。 


HHHHETIEH 


健 ユイ 


ゼー レ を バッ ク に 持つ と 同時 に 、 有 能 な 科学 者 で あっ た 科 ユイ 
夫 と な っ た 各 ゲン ドウ ら と E 計 画 の 基礎 を 作り 上 げた 人 物 と し 
て 、 彼 女 の 人 類 に 対す る 功績 は 非常 に 大 きい 。 その 計画 半ば に 
お いて 、EVA 初 号機 の 実験 が 失敗 一 一 被験 者 で ある ユイ が 帰ら 
ぬ 人 に な る が 、 そ れ で も E 計 画 は さら に 加速 し て いく こと と な っ た 
ユイ が 周囲 に 与え た 影響 は 、 む し ろ EVA 初 号機 に 取り 込ま れ て 
か ら の 方 が 大 きく 、 そ の 影響 は 初 号 機 を 通し て シン ジ へ と 伝わり 、 
人 類 補完 計画 と いう 形 で 具現 化し た 。 初 号機 を 依り 代 と し た 補 
完 計 画 遂行 の 結果 、 ユ イ と 再会 し た ゲン ドウ は 安らか な 最期 を 
遂げ 、 シ ンジ は 未来 を 選択 する 勇気 を 見 出し た 。 ユ イ は ひと り 
の 妻 で あり 母 で ある と と も に 、 人 類 を 未来 へ と 導く 道標 と いう 、 
重要 な 役割 を も 果たし た 人 物 と 言え る だ ろう 


本 


農 初 号機 の 接 験 者 に な る こと は 、 シ ン 


7 ジ の た めで も ある と 口 に し た ユイ 
3 4 彼女 は 幼い シン ジ を 見 つめ な が ら 、 
で 冬 月 に E 計 画 に 対す る 気持 ちと 未来 

演 較 へ の 想い を 打ち 明け た 


PEHSNHHL IHTH 

画 名 前 : 科 ユ イ 

較 年 齢 : 享年 27 歳 

画 国籍 : 日 本 

画 生年 月 日 : AD.1977/?2/? 

画 血液 型 : 不明 

一 所 属 : 人 工進 化 研究 所 / ゲ ヒル ン 


SE 


ユイ と ゲン ドウ が どの よう に 出会っ た の か は 定か で は な い が 、 
夫婦 間 に は 確か な 愛情 が 生ま れ て いた よう で ある 。 それ ゆえ 
に 、 ユイ を 和 失っ た 際 の ゲン ドウ の 傷 は 深く 、 人 類 補完 計画 に 
執心 する きっ か け を 作っ た 。 ま た 、 ユ イ と シン ジ が と も に 過 
ご し た 時 間 は 非常 に 短く 、 シ ンジ は 母 の 記憶 を ほとん ど 持 た 
な い 。 無 償 の 愛 を 注い で くれ る は ず の 母 を 失っ た こと は トラ 
ウマ と な っ て いる よう で あり 、 周 囲 の 女性 に 母性 を 求め て い 
る 節 が ある 。 な お 、 シ ンジ は 初 号 機 と 母 と の 繋が り を 感じ て 
お り 、 直 接 顔 を 合わ せる こと は な く と も 、 シ ンジ と ユイ は 初 
号機 を 通し て 強く 結び つい て いた よう だ 


息子 の 気持 ち を 受け 目 
め る よう に 見 つめ 続け 
る ユイ 。 シ ンジ は 後 押 
し され る よう に し て 、 
人 類 の 未来 を 自ら の 意 
志 で 選択 し た 
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その 天才 的 な 頭脳 と 技術 を も っ て NERV 設 立 に 携わっ た 科学 者 。 | | 』 ぁ 
彼女 は MAGI の 実働 を 見 届け る ご こと な く 、 謎 の 死 を 遂げ た 。 シ 
「MAGI] の 基礎 理論 を 構築 し 、 本体 の 開発 を も 手がけ た 人 物 、 オ 


それ が 赤木 ナオ オ コ で ある 。NERV の 創 生 に 携わっ た 重要 人 物 で 
あり 、 天 才 科 学者 と し て 著名 で あっ た ナオ コ は 、 自 ら の 「 科 学者 |、 
[母親]、「 女 ] と し て の 3 つの 人 格 を コン ピュ ー タ へ と 移植 し 、 
2010 年 に は 見 事 [MAGI] を 完成 させ た 。 な お 、 大き な 功績 を 残 
し た ナオ コ は 、NERV 設 立 前 夜 に 死亡 し て いる 。 彼女 の 死 の 理 
由 は 、 愛人 関係 に あっ た 人 ゲ ンド ウ が 自ら を 利用 し て いる だ け で 
ある こと を 知っ た た め と も 、 そ れ を ゲン ドウ の 亡き 妻 、 和 ユ イ の 
面影 が 強く 見 られ る 幼い 綾波 レイ に より 知ら され た た め と も 言 
われ て いる 。 真相 は 定か で は な い が 、 結果 と し て ナオ コ は 「 女 ] と 
し て の 人 格 を 託し た カス パー の 上 に 転落 し 、 死 亡 し て お り 、 研 究 
の 成果 で ある MAGI の 実働 を 見 届け る こと も な く 最 期 を 遂げ た 


ゲ ヒ ルン に お ける 各種 計画 の た め の NI 
研究 、 開 発 に お いて 、 重 要 な 役割 を 
果たし た ナオ コ 。 ゲ ンド ウ は 、 ナ オ ! 
コ を 科学 者 と し て 利用 する た め だ け 
に 、 特 別 な 関係 を 結ん を で いた 
PEHSMHHL HHTH 
較 名 前 : 赤木 ナオ コ 
還 年 齢 : 不明 
較 国籍 : 日 本 
固 生年 月 日 : 不明 | 
軒 血液 型 : 不明 


較 所 属 : 人 工進 化 研究 所 / ゲ ヒル ン 
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ゲン ドウ と 男女 関係 結ん で いた ナオ コ 。 た だ 、 関 係 を 持 
つ に 至っ た 経緯 や 、 そ うい っ た 関係 が ユイ の 生前 に 始ま っ た 
こと か は 不明 で ある 。 ナ オ コ は ゲン ドウ が 妻 を 忘れ られ な い 
と 知り な が ら も 関係 を 続け た い 程 に 、 深 い 恋慕 の 情 を 持っ 
て いた 。 し か し 、 一 方 の ゲン ドウ は 、 ナ オ コ を 科学 者 と し て 
利用 する た め だ け に 関係 を 結ん で いた 。 そ の 相違 が 、 結果 と 
し て ナオ コ の 死 へ と 繋が る こと と な る 。 な お 、 娘 で ある リツ 
コ も 同様 に ゲン ドウ と 特別 な 男女 関係 を 結び 、 結 果 的 に 似 
通っ た 最期 を 迎え た 。 母 娘 揃 っ て 特異 な 才能 を 持っ て いた 
が た め に 、 不 遇 な 運命 を 招く 結果 と な っ た と 言え る だ ろう 


冷め た リツ コ に 「 自 分 
の 幸せ まで 逃し ちゃ う 
わ よ 」 と 忠告 する ナオ 
コ 。 と も に 不器用 な 生 
き 方 を し 、 不 遇 の 最期 
を 遂げ る こと と な っ た 


。 キャ ラク ター 
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使徒 と 呼ば れる 謎 の 生命 体 の 調査 、 研 究 、 捕 獲 、 残 減 を 
目的 と する 国連 直属 の 特務 機関 で ある NERV。 その 創設 の 
経緯 上 、 超 法規 的 国際 武装 集団 と いっ た 感 が ある 国連 直属 
の 非 公開 組織 で ある が 、 そ の 存在 は 一 部 の 人 間 に は ある 程 
度 認知 され て いた よう で ある 。 使徒 忠 減 が 人 類 に と っ て の 至 
上 命題 で ある た め 、EVA 専 属 操縦 者 や 作戦 部 の 活躍 ば か り 
が 際立つ が 、 そ の 裏 で は 特殊 な 組織 の 運営 を 円 滑 に すべ く 
様々 な スタ ッ フ が 活動 し て いる 。 中 央 作戦 司令 室 や 実験 場 
の 管制 宝 、 と き に は 移動 指揮 車内 な ど で 端 末 操 作 を 行ない 、 
作戦 行動 や 実験 と いっ た 活動 を サポ ー ト する オペ レー ター 
使徒 の 調査 や 研究 の 現場 、 さ ら に は EVA お よび 関連 機材 の 
調整 や 補修 作業 の 現場 な ど 、 さ ま ざ ま な 場所 で その 次 が 見 
受け られ る 作業 員 。 組 織 内 外 で さま ざま な 活動 を お こ な っ て 
いる 保安 謀 報 部 員 と いっ た 「 ス ー ツ 組 」 の 面々 。 彼 ら の 堅実 
な 仕事 ぶり は 間接 的 に 対 使徒 戦略 を サポ ー ト し 、 人 類 補 完 
計画 が 発動 され る まで NERV の 活動 を 支え 続け た 


ョ 較 初 号機 強制 サル ベー ジ 
作戦 の ブリ ー フ ィング 
に は 、 同 作戦 の 遂行 に 
伴い 各部 署 の 代表 人 員 
が 集まっ た 


NERV 内 外 で 職務 を こ 
な す 保 安斉 報 部 員 た ち 
な か に は EVA 操縦 適 
格 者 の 行動 を 監視 する 
役目 を 担う 者 も いた 


| 馬 際 自衛 隊 隊 中 


日 本 国政 府 は 自衛 隊 を 国連 に 派遣 する な ど 一 応 の 協調 楼 
勢 を 見 せる 一 方 、 上 旧来 の 自衛 隊 と は 異な る 独自 の 戦力 を 有 
し た 。 それ が 、 政 府 が 独自 に 設置 し た 戦略 自衛 隊 、 通 称 「 戦 
自 ] で ある 。n* 兵 器 を 所 有する ほか 、 未確認 で は ある が BC 兵 
器 (生物 兵器 及び 化学 兵器 ) を も 所 有 し て いた と 言わ れ て い 
る 強大 な 戦力 で ある 戦 自 。 だ が 、 第 3 使徒 襲来 時 に 出動 し た 
か は 定か で は な く 、 も と も と 彼ら の 武装 は 、 使 徒 と の 戦闘 を 
想定 し た も の で は な か っ た と も 考え られ る 。 な お 、NERV 本 
部 占拠 の 指示 は 政府 が 出し た よう だ が 、 実質 的 に は セー レ の 
都合 に よっ て 「 動 か され た 」 と 考え る の が 妥当 で あろ う 


NERV 本 部 の 直接 占拠 
に 動い た 戦 自 隊 員 た ち 
速やか に 侵攻 し 、 中 央 
作戦 司令 室 まで 攻め 込 
ん だ 


ぞ れ の 場所 で 戦い 続け た 。 
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使徒 襲来 後 、 特殊 な 任務 に つい た 人 々 。 
彼ら は 人 類 補完 計画 の 発動 時 まで それ 


EVANGELIOR 


THE ESSENTIALM 


RIHE 


第 弐拾 壱 話 一 第 弐拾 四 話 に は 複数 の バー ジョ ン が 存在 し ます 
が 、 本 書 で は ビデ オグ ラム 化 に あわ せ て 修正 お よび 新作 部 分 
が 追加 され た 「 ビ デオ フォ ー マ ッ ト 版 ] を 扱っ て お り ます 。 


翌 源 SA 上 脱 六 革 当 


エビ ソー ドガ イド 
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西暦 2015 年 、 地 球 規 模 の 大 災厄 一 一 セカ ンド イン パク 
ト か ら 復 興し つつ ある 世界 。 日 本 の 新た な 首都 と な る べく 
建設 され た 第 3 新 東京 市 に 、 突 如 、 人 類 の 敵 「 使 徒 」 が 衣 
来 す る 。 様 々 な 形態 、 能 力 を 持つ 使徒 に 対抗 する 唯一 の 
手段 は 、 使 徒 の 残 減 を 目的 と する 特務 機関 NERV が 有 す 
る 汎用 人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン (EVA) だ 
っ た 。EVA を 操縦 で きる の は 科 シン ジ を は じ め と する 選ば 
れ た 少年 少女 達 の み 。 適 格 者 と 呼ば れる 彼ら は 、 使 徒 と 
の 戦い を 通じ て 葛藤 し 、 成 長 し て いく 。 人 類 は 第 3 使徒 か 
ら 第 11 使 徒 ま で の 残 減 に 成功 する も 、 依 然 と し て 使徒 の 
脅威 は 去っ て いな い 。 使徒 の 正体 と は 何 な の か 、 そ し て 人 
類 を 救う 唯一 の 手段 と され る 「 人 類 補 完 計画 ] と は 一 ? 

様々 な 謎 を 残し つつ 、 人 類 対 使徒 の 戦い は 続い て いく 。 


| 2 有 HH NN 
第 を 話 使徒 、 租 来 

第 え 義 見 知ら ぬ 、 天 井 
第 を 話 内 ら な い 、 電 話 
第 閣 雨 、 鞍 げ 出 し た 後 
第 j 話 レイ 、 心 の むこ うに 
和 許 決 戦 、 第 3 新 東京 市 
第 も 話 人 の 造り し も の 


エ ツ 


第 人 若 アス カ 、 来 日 

第 A 話 上 間 、 心 、 重 ね て 
第 着 若 マグ マダ イ バ ー 
午 強 静止 し た 闇 の 中 で 
導 革 育 跡 の 価値 は 
名 鏡 便 徒 、 侵 人 


「HE ESSEHTIHL EIHHWELIHWT EHHHHIELE 


第 措 参 語 ま で の 展開 
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ます 
セカ ンド イン ツ ト 9 了 | 
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デ で へ 北 Nsh ト を 一 へ 革 ア ー で CH 


エピ ソー ドガ イド 
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ノ 9 の 318 と つづ 


四 


1 人 類 補 完 委員 会 、 
特別 召集 会 議 に て 
対 使徒 戦 の 総括 を 行う 


ゲン ドウ 、 
第 11 使 徒 襲 来 の 事実 を 
詰問 され る 


科 第 1 回 機体 相互 互換 試験 に て > 加 P030 
レイ と 初 号機 の 試験 
が 行わ れる 


アス カ 、 
第 87 回 機体 連動 試験 を 
行う 


33 上 MI 


ず 
上 5 第 1 回 機体 相互 互換 試験 に て 、 
シン ジ と 零 号 機 の 試験 
が 行わ れる 
@ 第 3 次 接続 の 際 、 
零 号 機 が 制御 不能 と な る 
條 ミサ ト 、 
零 号機 が 制御 不能 に な っ た 
原因 を リツ コ に 問う 
ず 
シン ジ 、 
NERV 中 央 病院 で 目覚 め る 
ず 
⑨ ア スカ 、 
綾波 レイ に つい て 
疑問 を 覚え る 


0 月 、 
ゼー レ に 関し て 
ゲン ドウ と 話す 
〒 
暫 レイ 、 
ロン ギ ヌ ス の 槍 を 運搬 
4 


第 捨 休 話 へ 


035 


人 類 補 完 委員 会 特別 招集 会 議 の 席 上 に 呼ば れ 
た ゲン ドウ 。 先日 、NERV 本 部 内 に 使徒 が 侵入 し 
た と の 流 説 に より 、 急 恒 開 か れ た 会 議 で ある 。 こ 
れ ま で NERV が 行っ て きた 使徒 残 減 作 戦 の 記録 映 
像 が 映し 出さ れ 、 委 員 会 の 面々 は それ を 冷や や か 
に 検証 し て いく 。 だ が 、NERV 本 部 へ 侵入 し た 第 
11 使 徒 に つい て 、 ゲ ンド ウ は その 事実 は な いと 言 
い 切 っ た 。 懐疑 的 な 面々 を 前 に 、 ゲ ンド ウ は 有 面 
も な く 委員 会 一 ゼー レ へ の 忠誠 を 口 に する 。 そ 
の 頃 、NERV 本 部 で は パイ ロッ ト を 入れ 替え て の 
EVA の 起動 実験 が 行わ れ て いた 。 ま ず は 初 号 機 に 
レイ が 搭乗 し 、 安 定 し た 結果 を 残す 。 続 け て 零 号 
機 に シン ジ が 搭乗 する が 、 第 3 次 接続 を 開始 し た 零 
号機 は 突如 暴走 。 実験 施設 は 損壊 し た が 、 救出 さ 
れ た シン ジ に 異常 は 認め られ な か っ た 。 一 方 、 会 
議 か ら 戻 っ て きた ゲン ドウ は 、 冬 月 と 会 話 を 交わ 
し て いた 。 彼ら は 、 人 類 補 完 委員 会 の シナ リオ と 
は 異な る 独自 の 考え に 基づい て 動い て いる らし い 。 
そん な ゲン ドウ の 思惑 に 従い 、 レ イ の 零 号機 が 本 
部 施設 最 下層 で ある 作業 を 行っ て いた 。 


アテ れ まで の 使徒 戦 の 記録 
て 映像 が 会 議 で 流さ れ 、 、 」 
人 類 科 完 委員 会 と ゲン ドウ 
が その 総括 と 検証 を 行う 守 


礼 ノ 、 原理 を 倒 め た 
仁科 の サン ブル を 人 人手 


エヴァ 者 号 村 、 損 尼 人 旧 
及び 改 義 作業 凌 了 


STWff LI5T 


第 捨 隔 語 (初回 放映 日 : 96.1.3) 


演 出 : 大 塚 雅 彦 、 安 藤 健 
作画 監督 : 鶴巻 和哉 


の 第 措 較 話 NiAI 
GENESIS 


1 BVANGELION 
レ 魂 の 座 


WEAMNGASTORY 
EHLMHMH 


記録 映像 と いう 形 で 編集 され た 前 半 の 使徒 戦 の ダ 
イジ ェ ス ト に お いて 、 初 め て 各 使徒 の 名 称 一 一 サキ エ 
ル や シャ ムシ エル な どー 一 が 明らか に な る 。 ま た 、 初 
め て 「 ゼ ー レ 」 な る 名 称 が 登場 し 、 使 徒 の 出現 や 戦闘 
が 彼ら の シナ リオ に 基づい て いる らし いと 判る 。 一 方 
後半 の EVA の 相互 交換 試験 で は 、 第 拾 八 話 に 登場 す 
る 「 ダ ミー シス テム 」 が 、 マ ヤ の セリ フ に 盛り 込ま れ て 
いる 点 に も 注目 。 零 号機 が 持っ て いた ロン ギ ヌ ス の 槍 
の 行方 は 、 次 回 判 朋 する こと に な る 。 


『 第 3 新 東 5 戦 」 
中 間 報告 書 
責任 者 作戦 課長 葛城 ミサ トー 尉 


THE 99 を MTIHL EIHH 角 則 昨 間 BMHIELE 


に 
4 
] マ 

ょ 部 で は 機体 相互 互換 試 皿 M で eye E 
験 が 行わ れ て いた 。 レ / 行う 。 弐 号機 以外 と の イ 
イ は 自己 を 分 析 、 初 号機 に た を 互換 性 が な い が 、 元 より 他 ド 
シン ジ の 匂い を 感じ る 。 RS YY の EVA に 乗る つも り は な い に 
a トコ 
ラッ 
ク 

ポ h 


被 寺 者 洲 アス か ラ ング レー 


「 ス 2 Ph、5 い b 上 で 生き で いく 
' の 間 で いく の は 。 
MM ua で それ が 


3 次 接続 後 、 シ ンジ の 庄 ンジ は 無事 に 救出 され 

心 に レイ の 意識 が 流れ 5 だ が 、 不 可 解 な 零 
込み 、 結 果 と し て 零 号機 は 号機 の 暴走 に 、 ミ サト は そ 
制御 不能 と な っ て し まう 。 の 原因 を リツ コ に 質 す 


議 か ら 戻っ た ゲン ドウ 2059 2 ae P 4 ( ミン ドウ の 指示 に 従い 、 

は 、 冬 月 と 言葉 を 交わ Fw 1 = \ ロン ギ ヌ ス の 槍 を 持っ 
す 。 ふ た り の 思惑 は ゼー レ ーー N た レイ の 零 号機 が 、 本 部 最 
の それ と 異な っ て いる 。 下層 を 進ん で 行く 
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チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIIH 


初 号 機 零 号機 パイ ロッ ト 

第 1 回 機体 相互 互換 試験 は 、 ま ず レ イ と 初 号機 の シン クロ 
具合 の 検証 か ら 開始 され た 。 零 号機 の 場合 と 特に 変わ ら ぬ 
シン クロ 率 を 示し た が 、 試験 中 レイ の 深層 心理 に は 何ら か の 
動き が あり 、 メン タル 面 へ の 影響 が あっ た よう だ 


久 胸 補 号 機 と レイ と の シン クロ グ 
ラフ 。 零 号機 と 同様 の 安定 し 
た グラ フ を 描い て お り 、 互 換 
性 に 問題 は 検出 され な か っ た 


弐号 機 パ バイ ロッ ト 


機体 相互 互換 試験 時 、 ア スカ に は 通常 通り の 連 
動 試験 が 実施 され た 。 こ れ は 彼女 が 弐号 機 以外 
と の 相互 互換 が 不能 で あっ た た めで あり 、 ア スカ 
自身 も 他 の 機体 に 乗る 意志 は な か っ た 


弐号 機 に 拘る アス カ 
彼女 に 相互 互換 試験 
が 行わ れ な い 理 由 、 
互換 性 の 無 さ は 告げ 
られ な か っ た 


零 号機 初 号 機 バ パイロット 


相互 互換 試験 、 開始 


赤木 博士 の 指示 に 従い 、 シ ンジ と 零 号 機 の シン クロ 試験 
が 開始 。 第 1 次 接続 は 良好 に 完了 し 、 こ の 段階 で は パイ ロッ 
ト と 零 号 機 、 共に 正常 か つ 安定 状態 を 維持 し て いた 


セカ ンド ステ ー ジ に 移行 


第 2 次 コン タク ト を 開始 。 第 2 次 接続 に 必要 な 項目 を クリ 
ア し て いく 。 シ ンク ロ 率 は 初 号 機 に 比べ れ ば 低い も の の 、 数 
値 自 体 は 安定 し て お り 起 動 に は 充分 な も の だ っ た 


第 3 次 接続 、 開始 


セカ ンド ステ ー ジ で の 良好 な 結果 を 受け 、 第 2 次 コン タク ト 、 
A" 神 経 接続 が 開始 され る 。 だ が 、 突 如 神 経 パ ルス が 逆流 
零 号機 か ら の 精神 汚染 が 確認 され た 


零 号機 、 制御 不能 


零 号機 は 制御 不能 と な り 、 拘 束 具 を 破壊 する と 異常 な 自 
律 運動 を 開始 。 外 部 電源 が パー ジ さ れ 、 零 号機 は 施設 の 一 
部 を 破壊 し た あと 、 内 部 電源 を 消耗 し 沈黙 し た 


LMMIH 
ダミ ー シ ス テム の 布石 
相互 互換 試験 の 裏 に は 、 ダ ミー シス テム の た め の 検 


証 デー タ 採 取 の 意味 合い も あっ た と 思わ れる 。 本 来 の 
適格 者 以外 の パー ソナ ル パ タ ー ン に て EVA を 起動 させ 
る と いう 点 で は 、 確か に 通 底 する 部 分 が ある 。 


THETI【S 


搭乗 者 と EVA と の 互換 性 の 
デー タ 収 集 及び その 検証 

シン クロ 率 と いう 言葉 に 示さ れる よう に 、EVA 
各 機 と その 搭乗 者 と の 関係 性 は 極め て 密 な も の が 
ある 。 故 に 原則 、 パ イロ ッ ト が 機体 を 乗り 換え る 
こと は 難し い 。 だ が シン ジ と レイ の パー ソナ ル パ タ 
ー ン が 酷似 し て いる 点 か ら 、 運 用 の 可能 性 拡大 を 
探る た め 実行 され た の が 機体 相互 互換 試験 で ある 。 


初 号機 に 搭乗 し た レイ 。 シ ンク 


口 率 は 零 号機 の 搭乗 時 と ほぼ 同 
じ 数 値 を 出し 、 有 益 な 結果 を 残 
し て 試験 を 終了 し た 


シン ジ が 搭乗 し た 零 号機 は 、 試 
験 中 に 精神 汚染 の た め 暴 走 を 引 
き 起 こし 、 実 験 施設 を 損壊 する 
結果 と な っ た 


続い て シン ジ と 零 号 機 と の 相互 互換 試験 が 実行 され た 
初期 段階 で は 特に 問題 は な か っ た も の の 、 第 3 次 接続 時 に 異 
常 事態 が 発生 し 零 号機 は 制御 不能 と な り 試 験 は 中 断 され た 。 


制御 不能 と な り 実 験 施設 を 破壊 す 
る 零 号機 。 ま る で レイ を 狙う か の 
よう で あっ た が 、 リ ツ コ は 自分 が 
零 号機 に 狙わ れ て いた と 確信 し て 
いた 様子 で あっ た 


零 号機 と の シン クロ 実験 に 際 し 、 
パイ ロッ ト に は 若干 の 緊張 が 見 ら 
れ た 。 第 1 次 接続 を 開始 し た と き 、 
シン ジ は レイ の 人 匂い を 感じ る と 報 
告 し て いる 


セカ ンド ステ ー ジ へ と 移行 。 シ ン 
ジ は 零 号機 に 対し で 、 一 応 良 好 な 
シン クロ 率 を 示し 、 接 続 プ ロ セ ス 
は 順調 に 推移 し て 砂 く 


第 3 次 接続 が 開始 され る 。 そ の 直 
後 、 シ ンジ の 意識 下 に レイ の イメ 
ー ジ が 流入 し て いく 。 それに 奇妙 
な 違和感 を 覚え 、 頭 を 抑え る シン 
ジ で あっ た 


突如 制御 不能 に 陥っ た 零 号機 は 、 
実験 施設 の 制御 室 に 向け て 激しい 
殴打 を 続け た 後 、 内 部 電源 切れ に 
より よう や く 活 動 を 停止 し た 


パー ソナ ル パ タ ー ン が 入力 
され た ダミ ー プ ラグ 。 こ れ 
に より 搭乗 者 無し で EVA 
の 制御 が 可能 と な る 


NERV 本 部 内 へ の 使徒 侵入 と の 流 説 に 対し て 、 
人 類 補完 委員 会 が 古 ゲ ンド ウ を 召還 し て 急 層 開い 
た 特別 会 議 。 し か し 、 単に 使徒 侵入 の 事実 の 追求 
だ け で は な く 、15 年 振り に 再来 し た 第 3 使徒 以降 
の 各 使 徒 に 対す る NERV の 対応 全般 に つい て も 審 
議 、 検証 が な され て お り 、 委員 会 の 意向 を ゲン ドウ 
に 再 確認 させ る 意味 合い も あっ た よう だ 


会 議 の 席 上 で は 、 戦 闘 時 の 記録 
映像 に 加え て 第 3 新 東京 市 在住 
の 民間 人 の 証言 や 記述 等 が 参考 
資料 と し て 提出 され た 


| 
CT 前 


第 4 使徒 か ら 採 取 さ れ た サン プ 
ル は ドイ ツ 支 部 に て 引き 続き 分 
析 が 行わ れ て いる が 、 い また 正 
確 な 回 答 は 得 ら れ て いな い 


較 第 3 集 徒 サキ エル 


* * 


15 年 振り に 再来 し た 使 
徒 。 第 3 使徒 柚 来 直後 の 会 
議 で は 、 委 員 会 は その 出 
現 を 唐突 な 災い と 評 し つ 
つも 反応 は 冷静 で あっ た 


較 第 人 使徒 シ ャ ムシ ェ ル 


と 


第 3 使徒 戦 か ら 3 週間 後 
に 出現 し た 使徒 。 残 減 後 
に 消滅 すず 、 サ ンプ ル の 
入手 に 成功 。 ド イツ 支部 
に て 分 析 が 行わ れ て いる 


セカ ンド イン パク ト 以 前 か ら 存 在 す る 世界 的 な 
秘密 結社 。 そ の 影響 力 は 2015 年 現在 、 国 連 を 掌 
握 す る ほど 強大 で 、 裏 死 海 文書 の 記述 に 則り 人 類 
補完 計画 の 完遂 を 目的 と し て いる 。 人 類 補完 委 
員 会 の メン バー は ゼー レ の 幹部 で ある と 考え られ 、 
委員 会 は ある 意味 で ゼー レ の 表 の 顔 と 言え な くも 
な い 。 ゼー レ と し て 現れ る と き は 匿名 性 を 維持 す 
る た めか 、 ホロ グラ ム の モノ リス が 利用 され る 。 


ゼー レ の エン ブレ ム 。 そ の 奇怪 
な デザ イン は 、 タ ー ミ ナル ド グ 
マ 内 の アダ ム の 仮面 と 奇しくも 
同じ だ が 、 関 連 性 は 不明 


(2 
に G 


「SOUND ONLY] と いう 表示 
が 匿名 性 を 物語 る ゼー レ の ホロ 
グラ ム の モノ リス 。 こ の 姿 で 現 
れる メン バー の 数 は 定か で な い 


日 本 中 を 停電 させ て 敢行 
され た ヤシ マ 作 戦 に より 
獲 減 せしめ た 使徒 。 な お 
委員 会 は ヤシ マ 作 戦へ の 
苦言 呈し て いな い 。 


委員 会 の シナ リオ と は 異 
な る 第 6 使徒 戦 で は 、 国 
連 軍 の 艦船 の 約 1/3 が 損 
失 。 米 国 の 委員 か ら 不 満 
の 声 が 上 が っ た 


分 離 ・ 合 体 する 初 の 使徒 
EVA2 体 の 同時 攻撃 に て 
残 減 に 成功 し た が 、 記 録 
映像 で は 初戦 の 敗退 に つ 
いて は 言及 され て いな い 


久 第 8 使徒 サン ダル フォ ン 


NERV 側 か ら の 提案 を 受 
け 委 員 会 は 捕獲 命令 を 承 
認 し た が 、 作 戦中 に 覚醒 
し 、 結 局 贅 減 に 至る 


主導 ある い は 関与 が 認め られ る 出来 事 


欧州 に て 誕生 


死海 か の ら ロ ン ギ ヌス の 槍 を 回 収 、 
国連 南極 基地 に 輸送 する 


葛城 調査 隊 の 一 部 の 人 間 が 帰国 
(ゲン ドウ 他 数 名 ) 


セカ ンド イン バク ト 和 発生 


南極 に 第 一 次 国連 調査 団 が 派遣 
( 下 ゲ ンド ウ 、 冬 月 コウ ゾウ が 同行 ) 


南極 の 第 二 次 調 査 終了 後 、 国 連 直 属 調査 機関 
「 セ カン ドイ ン パ クト 調査 委員 会 ] が 
公式 見 解 を 表明 (表明 の 場 に お いて ゲン ドウ 、 
キー ル の 次 が 認め られ る ) 

箱根 山 薦 に 人 工進 化 研究 所 を 設立 


礎 ゲ ンド ウ 、1 週間 消息 を 絶っ た の ち 
人 類 補 完 計 画 を 提唱 


第 二 次 居 都 計画 承認 
特務 機関 NERV 発足 


羽化 前 の 状態 で 発見 され 、 


FHTIHL EHHHBELHIH 


EfHHHHIELE 


第 捨 四 語 


TBETIES 


目 第 9 偽 徒 マト リエ ル 


NERV 本 部 停電 時 に 組 来 
し た 使徒 。 人 力 で EVA 


委員 会 は 本 部 停電 に つい 
て は 追求 せ ず 


園 第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル 


成層 圏 より 飛来 し た 巨大 
な 質量 爆弾 た る 使徒 。 本 
使徒 の 迎撃 作戦 時 、 碗 ゲ 
ンド ウ と 科 月 は ロン ギ ヌ 
ス の 檜 回 収 任務 中 だ っ た 


目 和合 徒 ( 明 事 内 は 人 認 ) 


セン トラ ルド グマ 内 へ の 
侵入 と の 流 説 に 対し て 、 
委員 会 か ら 確 ゲン ドウ に 


彼 は 完全 否定 し た 


DLIWI 
第 1、 第 2 使徒 の 存在 


2015 年 以前 に も 使徒 は 
出現 し て いる 。 第 1 使徒 
アダ ム が セカ ンド イン パク 
ト の 原因 と され る が 、 第 2 
使徒 の 詳細 は 不明 。 


ゼー レ は 、 セ カン ドイ ン パ クト 以前 に 解読 し た 
と 思わ れる “ 何 か " を 「 裏 死海 文書 ] と 称し て お り 、 
そこ か ら 得 た 情報 より 作ら れ た シナ リオ に 基づき 
人 類 補完 計画 を 実行 し て いる と され る 


各 使 徒 の 名 称 も 、 裏 
死海 文書 に 記さ れ て 
いた と 思わ れる が 、 
NERV 内 で も 知る も 
の は ご く 僅 か で ある 。 


ゲン ドウ も ゼー レ の 
一 員 だ が 、 彼 ら の シ 
ナリ オ で は な く 、 独 
自 の ロー ド マ ッ プ に 
従っ て いる 模様 


を 出撃 させ て 撃退 し た が 、 


対し 追求 の 声 が 上 が る が 、 


0WBNMIZHTIHI 


デマ へ 閉 Nsh 邊 を デキ アー ベ H 


エピソード ガイ ド 


PISUUE IIDE 


SEEIE/EHEEH PMIHTI 


こと ES 


3: 回 
キー ル 議 長 か ら の 意見 を 
ゲン ドウ に 報告 


@ 加 持 、 
京都 で 
マル ドウ ッ ク 機 関 を 探る 


人 アス カ 、 
ヒカリ か ら 
デー ト を 頼ま れる 


葛 シ ンジ 、 


無意識 に レイ を 見 つめ る 


馬 シ ンジ ら 、 
EVA の テス ト に 参加 


@⑯ シ ンジ 、 
父 の こと を レイ に 尋ね る 


個 シ ンジ 、 
父 と 会 うこ と に 悩む 


@ ミサ ト と リツ コ 、 
遅れ て きた 加持 と 
友人 の 結婚 式 に 参加 


シン ジ と ゲン ドウ 、 
ユイ の 墓参 り を する 


⑩ 帰 宅 し た アス カ 、 
シン ジ の 演奏 を 聴く 


⑳ ミ サト 、 
リツ コ と 加持 と 一 緒 に 二次会 へ 


箇 酔 っ た ミサ ト 、 
加持 に 胸 の 内 を 吐 赴 


アス カ 、 
シン ジ と キス を する 


香 ミ サト 、 
加持 に 連れ られ て 帰宅 


提 シ ンジ 、 

欠席 の 綾波 を 気 に する 
⑯ ゲ ンド ウ 、 

セン トラ ルド グマ の 
レイ を 見 守る 


33 MIUM 


科 加 持 、 
ター ミナ ルド グマ 侵入 が ・ 
ミサ ト に 見 つか る 


[MFIM2 


03 有 ME 


マル ドゥ ッ ク 機 関 を 独断 で 探っ て いた 加持 は 、 
京都 で 日 本 政府 の 課 報 員 と 接触 、 NERV 本 部 以外 
の 内 偵 を た し な め ら れる 。 同じ 頃 、 シ ンジ は 愛 鬱 に 
な っ て いた 。 母親 の 命日 で ある 明日 、 ゲ ンド ウ と 
会 うた めで ある 。 どう 接し て 良い か 分 か ら な い シ 
ンジ は 、 父 親 の こと を レイ に 尋ね る 。 だ が 彼女 も 
分 か ら な いと 答え た 。 結局 気持 ちの 整理 が つか な 
いま ま 、 ゲ ンド ウ と 共に 母 の 墓前 に 立つ シン ジ 。 
彼 は 勇気 を 出し 、 話 せ て 嬉し か っ た こと を 告げ る 。 
墓参 りか ら 戻 っ た シン ジ は 、 ひ と り チ ェ ロ を 弾く 。 
そこ へ ヒカリ に 頼ま れ デ ー ト に 出かけ て いた アス カ 
が 帰宅 、 シ ンジ の 意外 な 腕前 に 驚く の だ っ た 。 一 
方 ミサ ト と リツ コ は 友人 の 結婚 披露 宴 に 出席 。 遅 
れ て 来 た 加 持 と 共に 3 人 で グラ ス を 傾け 合う 。 そ 
の 夜 、 深 酒 し た ミサ ト は 加持 に 思い の 丈 を 吐 起す 
る の だ っ た 。 翌日 、 学 校 を 体 ん だ レイ は ゲン ドウ 
と セン トラ ルド グマ 内 に いた 。 一 方 、 タ ー ミ ナル ド 
グマ 内 に 潜入 し た 加持 に 銃 を 突き つけ る ミサ ト 。 
加持 は ゲン ドウ が 隠し て いる 真実 を 彼女 に 見 せる 。 
そこ に は 第 1 使徒 アダ ム ら し き 巨 体 が あっ た 。 


徒 戦 で で きた 湖 を 飛ぶ 

へ ヘリ の 中 、 ゼ ー レ か ら 
突 上 げ が きた と 言う 冬 月 
ゲン ドウ は 気 に も か け な い 


課 後 の 掃 除 の 時 間 。 雑 

巾 を 絞る レイ の 姿 に 、 
シン ジ は どこ と な く 母 親 を 
感じ 見 つめ て し まう 


STHffF LIST 


第 捨 休 語 (初回 放映 日 : 96.1.10) 
脚 本 : 薩 川 昭夫 庵野 秀 明 


絵 コ ン テ : 和憲 

演出: 紀生 測 靖 

作 男 監 督 : 鈴本 
NION 
GENESIS 
EVANGELION 


EPISODE:⑮5 


TOwe wmen lomgedfortletouhf 
Others lips、and (hs Inviled (helr klsses、 


ELIMMH 


アダ ム が 次 を 見 せる 第 拾 何 話 は 、 第 拾 話 や 第 拾 参 
話 で も チラ リ と 登場 し た 加持 の も う ひ と つの 顔 一 一 日 
本 政府 の スパ イ と し て の 活動 が 明か され る 。 ま た 今回 
と 次 回 で リツ コ が 肩書 き 以上 に “ゲン ドウ 側 " の 人 間 
で ある こと が 明確 に 。 一 方 、 雑 巾 を 絞る 姿 が 「 お 母 さ 
ん みた い だ 」 と シン ジ に 言わ れ た レイ は 彼 に 対し て 特 
別 な 意識 が 芽生 え 、 こ れ が 第 弐拾 参 話 で の 自爆 へ と 
繋が っ て ゆく 。 そ の レイ が 入っ て いた セン トラ ルド グ 
マ 内 の 施設 の 正体 は 、 第 弐拾 参 話 で 判明 する 。 


持 は NERV の 関連 組織 
マル ドウ ゥ ッ ク 機 関 を 探 
る た め 京 都 を 訪れ た 。 そ こ 
で 政府 の 連絡 員 と 接触 する 。 


THE ESSENIIHL EMHHEEEHWWEHHHHIELE 


ー、 スト 終了 後 、 レ イ に ゲ 
プン トッ の こと を 尋ね た 
シン ジ は 、 雑 巾 を 絞る 姿 が 
母親 っ ぽい と 告げ た 


日 。 加 持 は 友人 の 結婚 
w、 扱 露 宴 の 席 に 遅れ て く 
る 。 そ の だ らし な い 性 好 を 
甲斐 甲斐 し く 直 す ミ サト 


ミー へ と 繰り 出し た ミサ 
ノ 


ト た ち 。 友 人 と 元 恋人 、 


昔 に 戻っ た 3 人 は 他愛 な い 話 
題 を 楽し む の だ っ た 


屈 半 分 イタ ズラ 心 半分 
ター Yo 


日 。 登校 し た シン ジ は 
% あ 、 レ イ が 欠席 で ある と 知 
り 、 何 と は な く 主 の いな い 
レイ の 机 を 見 つめ る 


見 えな い 壁 が 厳然 と あ っ た 


親 の 命日 に 、 ゲ ンド ウ 

と ふた り だ け で 会 うこ 
と に な る シン ジ 。 複雑 な 思 
い を 抱き 、 ふ さき 込む 


今日 は うれ し か っ た 。 


入 さ ん と 請 せ て 


E 本 政府 の スパ イ で ある 

と ミサ ト に 知ら れ た 加 
持 は 、 本 部 最 下層 に 隠蔽 さ 
れ で て いる 巨人 を 見 せる 。 


いつ ぶれ た ミサ ト る を 連 
れ て 帰る 加持 。 彼 に ミ 
サト は 自分 の 想い を 吐き 出 
し 、 ふ た り の 心 が 接 近 す る 。 


中 1 


ーー へ 先 Yshh を キア マー で H 


午 品 圭 翌 


チェ ッ ク ボ イン ト 


HEEHW PIIHT 


記 NERV : セン トラ ルド グマ 


NERV 本 部 の 大 深度 地下 に 位置 する 施設 で 、 ジ 
オフ ロン ト 部 と ター ミナ ルド グマ を 繋ぐ で メイ ン シ ャ 
フト と その 周辺 施設 全体 を 指す 。 最 下層 部 は ご く 
ー 部 の 人 間 以 外 立 ち 入 り を 厳禁 され た 極秘 エリ ア 
と な っ て お り 、 ダ ミー プラ グ の 生産 設備 や L.C.L. プ 
ラン ト も そう いっ た 区 画 の 一 部 で ある 


遼 司 令 自 ら レ イ に 対し て 何ら か 
の 処置 な いし は 実験 を 行っ て い 
る と 目 さ れる セン トラ ルド グマ 
の 特殊 施設 


床 面 に は 不可 思 議 な 紋様 が 描か 
れ て お り 、 中 央 の シリ ンダ ー 上 
部 に は 大 脳 を 思わ せる 外観 の 装 
置 が 設置 され て いる 


| NERV: タ ー サ ルド グ ? 邊 誤 
ニーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 人 IEHHiIWWIIIII 
セン トラ ルド グマ 最 下 層 に 位置 する メイ ン シ ャ 
フト と 直結 し た 巨大 な 施設 。 こ こ に 設け られ た 巨 
大 な ホー ル 状 の 区 画 が L.C.L. プ ラン ト で ある が 、 一 
般 職 員 の 立ち 入り は 厳禁 され て いる 


) 


EVA サイ ズ の 物体 が 充分 に 昇 
降 可 能 な 広 さ を 持 つ メ イン シャ 


TB に あ 記 議 議 フト の 最 下 居 部 分 に 、 タ ー ミ ナ 


ルド グマ は 存在 する 


EC も プ テ ン トド 


ター ミナ ルド グマ の 最 重 要 区 画 。L.C.L. の 生産 施設 と され 
る が 、 実 態 は アダ ム と され る 白い 巨人 の 保管 区 画 。 床 一 面 
に 巨人 か ら 流 れ 出 た 液体 が 溜まり 、 湖 と 化し て いる 。 


L.C.L. プ ラン ト は 極秘 施設 の た 
め 、 無 断 侵 入 に 対し て は 禁固 弄 
や 宣 金 な ど 重 い 実刑 が 科せ られ 
る よう に な っ で いる 。 


プラ ント 内 部 に は アダ ム が 秘匿 
され て いる 。 な お 、L.C.L. が 実 
際 に 巨人 の 体液 か どう か は 不明 


加持 リョ ウジ と 各 組 織 の 関係 
加持 は NERV の 監査 部 
員 だ が 、 日 本 政府 内 務 省 
調査 部 に も 籍 を 置い て お 
り 、 い わ ば 二 重 ス パイ の 
立場 に ある 。 そ の 上 ゼー 


レ か ら ゲ ンド ウ の 監視 任 加持 は 定期 的 に 政府 の 連絡 
務 も 与え られ て も いる 。 員 と コン タク ト し て いた 


. † 
INSTHLLHTIMH 


月 胸 2 
人 Nwn 
) の 

た ー ン 和 


人 る 上 部 か ら 見 た カプ セル 周辺 


人 る レイ の 入っ た カプ セル 


人 る カプ セル を 中 心 に 描か れ た 魔法 陣 の よう な 文様 


特殊 監察 部 所 属 


加持 リョ ウジ 


巡 ゲ ンド ウ の 
監視 を 指示 


内 務 首 調査 部 所 属 


ー ミ ナル ドグマ 内 に 厳重 に 保管 され て いる 白 
い 巨 人 。 第 1 使徒 アダ ム と され て お り (後に それ が 
欺 及 で あっ た と 発覚 )、 使 徒 が これ と 接触 する と サ 
ー ド イン パク ト が 発生 する と 考え られ て いる 


\ 4 白い 巨人 の 胴体 に は ロン キ 
4 


ヌス の 檜 が 突き 立て られ て 
いる が 、 後 に 槍 が 引き 抜か 
れ た 際 、 巨 人 の 下半身 が 再 
生 し た こと か ら 、 固 定 を 目 
的 と し た も の で は な く 、 成 長 
抑制 の た め と する 説 も ある 


如 の 白い 巨人 


DLMml 
第 拾 仙 話 で の 私 服 


結婚 披露 宴 に 出席 し た ミサ ト 、 リ ツ コ 、 加 持 は それ 

ぞ れ フォ ー マ ル な スタ イル を 披露 。 デ ー ト に 出かけ た 

アス カ は キュ ー ト な アン サン ブル を 着用 。 シ ンジ の ポ 
ロ シ ャ ツ 姿 は 部 屋 着 代 わり の よう だ 。 

ミサ ト は 、 体 型 的 な 

事情 で 、 披 露 宴 の た 


め に ioio な る 店 で 服 
を 新調 し た 。 


し プア) 


ゃ 


ドレ ス 


正面 
背面 
用 葛城 ミサ ト の 
フォ ー マ ル 


HE ESSEHTIHL EIHHWELHIW EHHUHIELE 


頭 部 の 仮面 
細 白い 巨人 の 頭 部 に は 、 ゼー レ の エン ブレ 
ン ン ング ム そ っ くり の 形状 を し た 仮面 らし きも の が 
ペー-\ | ン ン 被せ られ て いる 
こめ ン 
KN 2 ルン グル 
ンコ 》 
0 イレ 
に さ 
ご / 
で ツ ルン タグ 
の に ピン 
2/ AA) Pi 
AN / ア 
N / 後頭 部 か ら は 外科 処置 が 施さ れ た か の よ 
うに チュ ー ブ が 背後 に 伸び て いる 
礎 の 掌 下腹 部 
た Ss 
の 7 リコ 
ー ン ) 』 けい ヘ 
ン へ ンー で / ーN 
> 1 


掌 は 巨大 な 釘 の よう な も の で 打ち 付け られ て いる が 、 い つ 
いか な る 手段 で ここ に 巨人 を 礎 た の か 明らか で は な い 


巨人 に は 下半身 が な く 、 そ の 下腹 部 か ら 人 
間 に 似 た 小さ な 下半身 が 多数 発生 し て いる 


骨 物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー の 
アン サン ブル 


骨 加持 リョ ウジ の 
肌 赤木 リツ コ の フォ ー マ ル スー ツ 
フォ ー マ ル 
ドレ ス 
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デ で へ へ 半 NH や を へ キテ アー ベビ H 


肘 み 詩 


エピ ソー ドガ イド 


PISIHE BIlIDE 


SEEHE/【HEEH PMIII 


ee 


答 シ ンジ 、 

朝食 の 際 

アス カ に 責め られ る 

多 シ ンジ ら 、 

ハー モニ クス テス ト を 受け る 


アス カ 、 
シン ジ に 

対抗 意識 を 持つ 
坦 シ ンジ 、 
帰り の バス で 
テス ト 結 果 を 反 旬 


p [MPI97 


対 全 徒 戦 の 先 僚 に 
シン ジ を 推す 


330MIUIi 


人 W シ ンジ 、 


独断 専行 で 使徒 に 先制 


胃 初 号機 、 
使徒 に 飲み 込ま れる 
ミサ ト 、 
初 号機 の 行方 を 調査 

ず 
0 シン ジ 、 
使徒 の 内 部 空間 を 再 確認 


拓 リ ツ コ 、 
サル ペー ジ 計 画 を 立案 33 11MIUI1 
「 シ ンジ 、 
パニ ッ ク に 陥る 
折 ミサ ト 、 
シン ジ の 生死 を 問わ な い リ ツ コ 
と 衝突 

2 
埋 シ ンジ 、 
内 的 空間 に て 
も う ひ と り の 自分 と 対話 
夫 シ ンジ 、 
母 の 面影 を 見 る 


初 号 機 、 

使徒 の 内 部 か ら 自力 で 脱出 
マ 

壇 リ ツ コ と ゲン ドウ 、 

初 号 機 の 洗浄 に 立ち 会 う 
思 

8 シン ジ 、 

病院 で 目覚 め る 


第 拾 七 話 へ 


相変わらず 口 げん か の 絶え な い シ ンジ と アス カ 。 
ハー モニ クス 試験 で トッ プ を 取っ た シン ジ は 気 を 
よく し 、 反 面 アス カ は 昔 立 ち を 隠せ な い 。 その 翌日 、 
12 番 目 の 使徒 が 襲来 する 。 慢 心 し た シン ジ は 独断 
で 使徒 を 攻撃 する も 効果 は な く 、 逆 に 初 号 機 は シ 
ンジ を 乗せ た まま 地面 の 黒い 影 の 中 へ と 呑み 込ま 
れ て し まう 。 調査 の 結果 、 上 空 の 球体 は 使徒 の 影 
に すぎ ず 、 地 面 の 影 こ そ が 本 体 と 判明 する 。 そ の 
内 部 、 デ ィ ラ ッ ク の 海 に 初 号 機 は 捕らわれ て いる 
と リツ コ は 推察 。 初 号機 の 機体 回 収 を 最 優先 と し 
た 救出 作戦 が リツ コ 主 導 で 開始 され る 。 一 方 、 使 
徒 内 部 で は 、 初 号機 の 内 蔵 電 源 が 尽き 、 閉 じ こ め 
られ た シン ジ が パニ ッ ク に 陥っ て いた 。 肛 騰 と し 
た 意識 の 中 、 自 身 と 対話 し 、 さ ら に 記憶 に な い は 
ず の 母 の イメ ー ジ を 見 る シン ジ 。 そ し て 初 号 機 救 
出 計画 が 実行 に 移さ れ よ うと し た 瞬間 、 地 面 の 使 
徒 が 地割れ の よう に ひび 割れ る 。 直 後 、 上 空 の 使 
徒 の 影 を 内 部 か ら 引き 裂き 、 自力 で 脱出 する 初 号 
機 。 救 出さ れ た シン ジ は 病院 の ベッ ド で 目 を 覚 ま 
す 。 その 体 に は 血 の 臭 い が 染み つい て いた 。 


シ ンジ に 対し 、 い つも 以 
上 に 食っ て か か る アス 


カ 。 加 持 と ミサ ト が より を 
戻し た た め 機嫌 も 斜め だ 。 


の 翌日 。 第 3 新 東京 市 

上 空 に 、 球 体 状 の 使徒 
が 出現 。 直 ち に 、EVA チ ー 
ム に 出撃 命令 が 下っ た 


闘 フォ ー メ ーション に 
二 2 間 つ いて 、 シ ンジ は 珍し 
く ア スカ の 挑発 を 受け て 立 
ち 、 自 ら 先 鐘 を 買っ て 出る 。 


に の eee 


第 捨 六 語 (初回 放映 日 : 96.1.17) 


脚 本 : 山口 宏 、 庵 野 秀明 
絵 コ ン テ : 玲 巻 和哉 

演 出 : 鶴 巻 和 哉 

作画 監督 : 長谷 川 眞 也 


に 琶 る 音 GENESN 
病 還 EVANGELION 
AL( EPISODE:16 


Siitin ofthe Bleas 


EWLMMH 


シン ジ 自 身 と の 対話 に よる 心理 描写 は 、 使 徒 と の 精 
神 的 な 接触 と 考え られ る 。 シ ンジ が 死 を 意識 する 瞬 
間 に フ ラッ シュ バッ ク 的 に 流れ る 新聞 記事 は 、 シ ンジ 
の 母 ユ イ の 死に 関す る も の が 中 心 だ 。 ま た 第 拾 四 話 
で の 機体 相互 互換 試験 で の アス カ の シン ジ へ の 「 お 母 
さん の お 腹の中 か な ? 」 と いう 搬 や 、 前 回 の 綾波 に 
母性 を 感じ る シン ジ な どの 母親 と いう キー ワー ド は 、 
シン ジ が 失神 直前 に 見 る ユイ の イメ ー ジ と リン ク し て 
お り 、 重大 な 意味 を 持っ て いる こと を 示唆 し て いる 。 


「WE ESSEHIIHLEUHHEMHWWT WHILE 


断 で 攻撃 を 開始 する シ ンジ 救出 に 心 を 古く < ミ Em 本 る f 徒 内 部 に 捕らわれ た シ 

ンジ だ が 、 そ の 瞬間 使 ント cm ョ 仙 の セカ 【 人 E ンジ は 生き て いた 。 准 
徒 は 消え 、 初 号機 は 地面 の 還 議 齋 を 調査 。 だが 、 ア スカ は 自陣 / | 徐 に 現状 を 確認 する が 、 生 
黒 影 に 知 み 込ま れ た の ゆ yy 業 自得 と シン ジ を 責め る 。 命 維持 は 長く は 持た な い 


デ ざ へ 半 ヾ sh 下 全 へ 革 マ ー マ H 


する 作戦 を 提案 


ンジ の 生死 は 問わ な い と も 現実 と も つか ぬ 世 
PT 界 で 、 シ ンジ は 自分 自 
を 露 わ に する ミサ ト 。 だ が 身 と 対話 を し て いた 。 そ れ 
他 に 代案 は な く 、 計 画 は 進む | は 心 の 声 な の か 、 そ れ と も ? 


号機 の 洗浄 作業 を 見 つ 

め な が ら 、 不 可 解 な 言 
葉 を ゲン ドウ に 漏らす リツ 
コ 。 初 号機 の 秘密 と は ? 


レイ や シン ジ 若 が 
10 /A の 杉 稚 を 知っ た ら 、 ーー 
対し て も ら え な いで し ょ う ね | 12 oryween 
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_ チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIHTI 


| レ リ ェ ル 通 軸 作 戦 


戦闘 配置 、 目標 へ 接近 


市 街 地 上 空 に 出現 し た 目標 に 対し 、EVA 各 機 は 3 方 向 よ 
り 包囲 する 形 で フォ ー メ ーション を 取り 目標 へ と 接近 する 


初 号機 、 独断 で 先制 攻撃 


最も 早く 目標 へ 接近 し た 初 号 機 で あっ た が 、 他 2 機 が 攻撃 
態勢 を 整え る 前 に 、 独断 で 牽制 攻撃 を 開始 


足下 の 影 に 初 号機 が 沈下 


攻撃 し た 直後 、 球 状 物体 は 消滅 。 同 時 に 初 号機 の 足下 に 
漆黒 の 影 が 出現 し 、 初 号 機 は その 影 の 中 へ と 沈降 し た 


使徒 、 弐号 機 へ 接近 


周辺 の 建物 ご と 初 号 機 を 呑み 込ん だ 影 は 、 弐 号機 へ と 接 
近 。 弐 号機 は 影 を 避け る た め 手 近 な ビル を よじ 登る 


作戦 中 止 、 撤退 命令 


危機 的 事態 に 、 葛 城 三 佐 は 弐号 機 と 零 号機 の 即時 撤 
退 を 厳命 。 作戦 は 目標 意 減 か ら 初 号機 救出 へ と 変更 され た 


| 導 天 サル ベー ジ 作 戦 


調査 の 結果 、 影 に 見 えた も の が 使徒 の 本 体 と 判明 。 内 部 
は ディ ラッ ク の 海 に 繋が っ て いる と 赤木 博士 は 推察 。 使 徒 
の AT. フ ィ ー ル ド に 干渉 し て 初 号機 を 救出 する 計画 を 立案 


赤木 博士 が 作戦 現場 で オペ レー ター 
EE コ た ち に 示し た 第 12 使 徒 内 部 の 概念 
図 。 紐 宇宙 理論 な どの 文字 が 読め る 


極 薄 の レ リ エ ル 本 体内 部 は 、 デ ィ ラ ッ ク の 海 と 
も 呼ば れる 虚数 空間 と 接続 され て いる 。 別 次 元 に 
繋が る 一 種 の ワー ム ホ ー ル の よう な 空間 で ある 
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ディ ラッ ク の 海 を 内 に 持つ 、 
醒 め て 特異 な 使徒 と の 戦い 


第 3 新 東京 市 市 街 地上 空 に 出現 し た 第 12 使 徒 。 
球状 の 物体 が 本 体 と 考え 独断 専行 し た 初 号 機 だ 
っ た が 、 地 面 の 使徒 本 体 に 捕われ て し まい 、 作 戦 
は 初 号 機 救 出 に 変更 され た 。 活動 停止 し た 初 号機 
だ っ た が 不可 解 に も 再起 動 し 自力 で 脱出 を 果 し た 。 


使徒 の 影 に すぎ な いと は 知ら ず 、 
初 号 機 は 上 空 に 浮遊 する 球状 物 
体 へ と 接近 し 、 独 断 専行 で 攻撃 
を 仕掛 け て し まう 


使徒 の 内 部 に 捕らえ られ た 初 号 
機 で あっ た が 、 電 力 が 尽き て い 
る に も か か わら ず 最 終 的 に は 独 
カカ で 脱出 し た 


対 レ リエ ル 戦 概念 図 


アタ ッ カ ー ょ ゅ ょ 初 号機 
装備 : ハン ドガ ン 


バッ クア ッ プ 雰 号 機 
装備 : スナ イ パ ー ラ イフ ル 


バッ クア ッ プ と ょ > 式 号 機 
装備 : スマ ッシュ ・ ホ ー ク 


強制 サル ペー ジ 概 念 図 


n" 爆 雷 の 投下 


慕 大 な エネ ルギー を 使徒 内 部 へ 
送り 込む た め 、 現存 する 992 個 の n* 
爆 軍 を 使徒 の 中 心 部 へ 投下 


EVA に よる A.T. フ ィ ー ル ド 展 開 


EVA2 機 の AT. フ ィ ー ル ド に よ 
り 、 使 徒 の 内 部 を 支え る A.T. フ ィ 
ー ル ド に 17/1000 秒 間 だ け 和 干渉 


初 号 機 を 回 収 


使徒 の A.T. フ ィ ー ル ド が 弱まっ た 骨 間 を 狙い 、 n* 爆 雷 の 爆 
発 力 で 上 座 数 空間 ご と 破壊 し 初 号 機 を 回 収 


初 号 機 を 内 部 に 呑み 込ん だ 使徒 。 浮遊 する 球 
状 の 物体 は 影 で あり 、 影 の よう に 見 える 平面 状 の 
物体 が 本 体 で ある 。 その 極 薄 の 内 部 は ディ ラッ ク 
の 海 と 接続 され て お り 、A.T. フ ィ ー ル ド で 内 側 か 
ら 支 えて いる と いう 特異 な 構造 を 持っ て いる 
地面 に 現れ る 第 12 使 徒 


。 使徒 内 部 に 広がる ディ ラ 
ッ ク の 海 へ と 沈降 させ て 


の 本 体 。 接触 し た も の を 、 


IHTH 

圧 呼称 : 第 12 使 徒 

届 天使 名 : レ リ エ ル 

殺人: 


一 能力 : 虚数 空間 の 形成 


HLIMMH 

内 的 空間 と シン ジ が 断片 的 に 見 た 記事 類 
使徒 内 部 に 捕らわれ 意識 が 混濁 し た シン シ は 、“ 心 の 
世界 " で EVA 開発 中 の 事故 の 記事 と 思わ れる 映像 を 知 
覚 し た .。 そ れ が シン ジ の 記憶 な の か 他 者 の も の か は 不明 


用 記事 と 思わ れる 映像 


人 
セツ の 


し まう 


自身 の 心 の 世界 " で 、 シ ン 

は も う ひ と り の 自分 と 対話 
を し た これ が 使徒 か ら の 精 
加 的 な 接触 た と する 説 も ある 


第 12 使 徒 戦 で は EVA 各 機 は それ ぞ れ 異な る 武 
器 を 装備 。 初 号機 は ハン ドガ ン 、 弐 号機 は 格闘 戦 
に 適し た スマ ッシュ ・ ホ ー ク 、 零 号機 は スナ イ パ ー 
ライ フル を 携帯 し 戦闘 に 臨ん だ 


スマ ッシュ ・ ホ ー ク 


本 来 ア タッ カー を 務め る は ず だ っ 
た と 思わ れる 弐号 機 は 、 格 闘 戦 用 
に 威力 の ある 片刃 の 革 を 装備 


先 鐘 を 務め る こと 


近接 戦 に も 対応 で 
きる ハン ドガ ン を 
構え て 目標 に 接近 
し た 


スナ イ バ パー ライ フル 


バッ クア ッ プ を 担 
当 す る 零 号機 は 、 
牽制 及び 援護 の た 
め に 、 遠 距離 用 の 
スナ イ パ ー ラ イフ 
ル を 所 持 


も う ひ と り の 自分 か ら 、 心 の 
奥底 に 秘め て いた 不安 を 突き 
つけ られ シン ジ は 苦 問 す る 。 
まさ に 悪夢 の よう な 世界 だ , 


と な っ た 初 号機 は 、 


I7 


テマ へ 閉 Ysh 下 を ス キア マー ベツ H 


午 貞 著 層 


エピ ソー ドガ イド 


PI5HIE BlHIDE 


SEEHE/EHEEH PMIIT 


人 PP 


箇 ミ サト 、 
シン ジ の 代理 と し て 
人 類 補 完 委員 会 の 査問 を 受け る 


マ 


@ ト ウジ 、 
妹 を 見 舞う 

記 
@ ゲ ンド ウ 、 
学校 生活 を レイ に 問う 
シ ンジ 、 
ホー ムル ー ム で 
トウ ジ と 話す 


@ 米 国 NERY 第 2 支 
S' 機 関 搭 載 実 験 中 に 
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伸 リツコ 、 
ダミ ー プ ラグ 完成 を ……… に p 陣 PO5M 
ゲン ドウ に 報告 
幼 ト ウジ 、 
昼休み に 
シン ジ と アス カ を か ら か う 
4 
倫 リ ツ コ 、 
フォ ー ス チル ドレ ン の 選出 を 
ミサ ト に 告げ る 
〒 
⑨ ヒ カリ 、 
トウ ジ に 週 番 の 仕事 を 伝え る 


⑩ シ ンジ と トウ ジ 、 
プリ ント を 届け に 
レイ の 部 屋 を 訪れ る 


風 科 月 と ゲン ドウ 、 
リニア レー ル で 
本 部 へ 向かう 


@⑫ ミサ ト 、 


第 12 使 徒 戦 に お いて 、 シ ンジ と 使徒 が コン タク 
ト を 持っ た の で は な いか と の 疑問 を 持つ 人 類 補 完 
委員 会 。 一 方 、 か ね て より 研究 開発 が 行わ れ て い 
た ダミ ー プ ラグ が 完成 し 、 ゲ ンド ウ は 初 号 機 と 弐 
号機 に 搭載 を 命じ た 。 そ ん な 時 、EVA4 号 機 に SZ 
機関 の 搭載 実験 を 行っ て いた 米国 第 2 支部 が 実験 
中 の 事故 に より 消 減 。 併 行 し て 建造 され て いた 3 
号機 を 急速 NERV 本 部 が 引き 継ぐ こと と な っ た 。 
その 適格 者 と し て 選出 され た の は 一 一 。 名 前 を 見 
て 驚く ミサ ト 。 そ うし た 事実 を まっ た く 知 ら さ れ 
る こと な く 、 シ ンジ は 平穏 な 日 常 を 送る 。 欠 席 が 
続く レイ の 自宅 ヘ へ トウ ジ と と も に プリ ント を 持っ 
て 訪れ た シン ジ は 、 散 ら か り 放 題 の 部 屋 を 片づけ 
る 。 それ を 見 た レイ は 、 思わず 「 あ り が と う 」 と 応 
える の だ っ た 。 そん な 折 、 本 部 内 で 加持 と 会 い 、 
彼 が 育て て いる スイ カ 畑 へ と 案内 され る シン ジ 。 
翌日 、 校 長 室 へ 呼ば れ た トウ ジ を 待っ て いた の は 
リツ コ だ っ た 。 そし て 、 夕 暮れ の 教室 で ぼん や り 
し て いた トウ ジ に 、 彼 に 想い を よせ る ヒカリ は 、 お 
弁当 を 作っ て あげ る と 約束 する の だ っ た 。 


シ ンジ の 代わ り と し て 査 
問 さ れる ミサ ト 。 ゲ ン 
ドウ は 、 使 徒 が 知恵 を 身 に 
つけ 始め て いる と 考え る 


STHfF LIST ーーーーーーー、 
第 捨 七 請 (初回 放映 日 : 96.1.24) 


脚 本: 桶 口 真嗣 、 庵 野 秀明 
絵 コ ン テ : オグ ロア キラ 

演 出 : 大 原 実 

作画 監督 : 花畑 まう 


第 拾 七 話 NEON 
GENESIS 
中 人 RWANckuoN 
の 適格 痢 ROUWH( 和 HE 


EULIMMH 


今回 登場 の ダミ ー プ ラグ は 、 第 拾 四 話 の 機体 相互 互 
換 試験 中 に リツ コ が 口 に し た 「 例 の 計画 ] の 産物 で あ 
り る 。 「 レ イ の パー ソナ ル が 移植 され て いる 」 と リツ コ 
は 語る が 、 そ の 実体 は 今回 明か され な い 。 セ ント ラル 
ドグマ の 施設 内 で レイ を 見 つめ る ゲン ドウ に 対し て 、 
リツ コ が 冷や や か な 視線 を 送っ て いる 点 も ポイ ント で 、 
その 意味 は ダミ ー プ ラグ の 正体 と 併せ て 第 弐拾 参 話 
で 明か され る 。 ま た レイ が 、 シ ンジ に 対し ゲン ドウ に 
は 持た な い 感 情 を 持ち 始め て いる 点 も 見 逃 せ な い 。 


便 徒 ほ は 別 馬 計 を 
野 に 付け は じ め で いま す 。 


加持 を 問い つめ る イ は 欠席 が 続い て いた 
その 日 は ケン スケ も 来 
て お ら ず 、 そ の 理由 を トウ 


ジ に 尋ね る シン ジ 


w 国 NERV 第 2 支部 が 、S" 

関 搭載 実験 中 の 事故 
で 潮 減 する 大 惨事 が 発生 。 
本 部 は 対応 に 追わ れる 


シン ジ 、 
加持 か ら 
スイ カ 畑 の 場所 を 教わる 


香 シ ンジ ら 、 

シン クロ テス ト を 行う 
トウ ジ 、 
昼休み に 校長 室 へ 呼ば れる 
《⑯ ヒカリ 、 

トウ ジ に 

お 弁当 を 作る こと を 約束 


禄 アス カ 、 

フォ ー ス チル ドレ ン が 誰か を 知る 

3 号機 、 

米国 NERY 第 1 茅部 か ら 、 …… ゅ [ OH 
日 本 へ 出発 


第 拾 人 話 へ 


THHE SWNTIHL EUHHEEHWW TEHHHHIELE 


NH 
か 。 そ ん な お な じみ の 
風景 を 見 て 、 夫 婦 ゲ ンカ と 
か ら か う ト ウジ だ っ た 。 


マレ ンジ と 出会っ た 加持 は 、 


ツン ジオ フロ ント 内 の 畑 へ 
案内 する 。 加 持 は ここ 
イカ を 育て て いる と いう 。 


こ 呼 ば れ た トウ ジ 
ジ は 、 ケ ンス 
や 4 号機 


室 に 残っ て いた トウ ジ 

、 お 弁当 を 作っ て あ 

げ る と 申し 出る ヒカリ 。 彼 
の 返事 に ヒカリ の 心 は 弾む 。 


WM 国 で 建造 され た 3 号機 
を 引き 取る こと に な っ 

た 本 部 。 そ の た め 4 人 目 の 適 

格 者 が 選出 され る こと に 。 


本 ケン ドゥ と を 
は ゼー レ と 死海 文書 の シナ 
リオ に つい て 語る 


スカ は 4 人 目 の 適 格 者 

の 名 前 を 知る 。 EVA に 
プラ イド を か ける 彼女 に と 
っ て 許せ な い 人 物 だ っ た 。 


番 と し て レイ へ プリ ン 

ト を 届け る よう トウ ジ 
に 告げ る ヒカリ 。 彼女 の 心 
は トウ ジ に 向い て いた 。 


実に 近い 男 で あり 、 
は 都合 良く 適格 者 が 
現れ た 理由 を 彼 に 問う 


わら ず 軽 い 加 持 。 だ NN 
SS 


4 き 期 的 な シン クロ テス ト 
だ が 第 12 使 徒 戦 の 影響 

か 、 シ ンジ の シン クロ 率 は 

微妙 に 低下 気味 だ っ た 。 


テー へ 区 NSH や の へ キア ー ベ H 


NW seuwon SASUKAUANGLEY 


本 へ 出発 する EVA3 号 
機 。 思 い 詰め た よう な 
トウ ジ 。 お 弁当 を 作る ヒ カ 
リ 。 そ れ ぞ れ の 時 が 過ぎ る 。 
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チェ ッ ク ボ ポイント 


HELH PHMIHT 


使徒 の 動力 源 と な る 永久 機関 。 使 徒 が 無限 に 
活動 出来 る の も 、 強 症 な 修復 能力 や 駒 異 的 な 変 
態 能力 も S" 機 関 の 賜物 で ある と 推察 され て いる 


他 の 生物 を 超越 する 使徒 。 量産 機 の 飛行 能力 も 一 種 


その 力 の 源 が S* 機 関 だ 


02 レー ーーーー ーーー ーーーーー WTHTIHHHI 


アメ リカ に 設置 され て いる NERV の 支部 。 第 1 
支部 と 第 2 支部 の 2 箇所 が 存在 し 、 そ れ ぞ れ が 
EVA3 号 機 、4 号 機 の 建造 を 行っ て いた 。 だ が ざ ぎ ' 犠 
関 搭 載 実験 の 事故 で 第 2 支部 は 消滅 し て し まう 


の 変態 能力 と 思わ れる 


第 2 支部 の 事故 を 受け 、 第 1 支 
部 は 急 凍 3 号機 の NERV 本 部 
へ の 引き 渡し を 決定 。 日 本 へ 
3 号機 を 空輸 する の で あっ た 


ネバ ダ 州 に ある 第 2 支部 の 衛 
星 写真 。 そ の 主要 施設 は 地下 
に ある の か 、 上 空 か ら は それ 
らし い 建 造物 は 見 あたら な い 


ll 


無限 の エネ ルギー を 生み 出す 
永久 機関 を 搭載 し た EVA の 開発 


使徒 と 同等 の 力 を 持つ EVA の 唯一 の 欠点 が 活 
動 限 界 で ある 。 この 解決 策 と な りう る の が 、 葛 城 博 
士 が 提唱 し た S( ス ー パ ー ソ レノ イド ) 理論 に 基 づ 
く 永久 機関 で ある 。 使徒 の 動力 源 は S* 機 関 と 推 
察 さ れ て いた が 、 第 4 使徒 か ら 回 収 さ れ た サン プル 
に より 研究 は 大 きく 前 進 。EVA4 号 機 で の 搭載 実 
験 が 行わ れ た が 、 結 果 は 大 惨事 を 招く こと と な っ た 


S“ 機 関 研究 の 経緯 


S“ 理 論 の 提唱 と S“ 和 機関 の 実在 


葛城 博士 が 提唱 し た S* 機 関 は 当初 空想 の 産物 と 思わ れ た 
が 、 2000 年 、 南極 に て その 実在 モデ ル と も 言う べき 巨人 を 発 
見 。 国連 の 支援 を 受け て 調査 隊 が 結成 され 研究 が 行わ れ た 
だ が セカ ンド イン パク ト に より 調査 隊 は 全 減 し た 


S" 機 関 の 回 収 と 復元 


2015 年 、 初 号 機 に 婚 減 さ れ た 第 4 使徒 は 、 そ の 原型 を ほぼ 
その まま と ど め た 形 で NERV 本 部 が 回 収 に 成功 。 使 徒 の サ 
ンプ ル と し て ドイ ツ 支 部 に て 研究 解析 の 結果 、 使徒 の 動力 源 
=S* 機 関 と 考え られ る も の の 修復 に 成功 し た 


S" 機 関 の 搭載 実験 と 第 2 支部 の 消 減 


ドイ ツ に て 修復 され た "機関 も 、 ア メリ カ で 建造 中 で あっ 
た EVA4 号 機 に 搭載 する 実験 が 行わ れ た 。 し か し 、 結 果 的 に 
S* 機 関 は 原因 不明 の 暴走 を 起こ し 、 第 2 支部 周辺 89km 以 内 
の 物体 は すべ て 消 減 し て し まっ た 


S 機 関 搭 載 型 EVA の 実用 化 


修復 し た S" 機 関 は 失わ れ た が 充分 な 研究 デー タ は 残っ て 
いた と 思わ れ 、 そ の 後 完全 な 実用 型 S* 機 関 を 開発 。 ロ ー ル 
アウ ト し た 9 機 の 量産 型 EVA の 動力 源 と し て 採用 され た 。 結 
果 量産 機 は 無限 の 活動 力 と 強力 な 修復 能力 を 手 に 入れ た 


第 2 支部 消滅 事件 と 前 後 し て 、 赤 木 博 士 が 開発 
し て いた ダミ ー プ ラグ が 完成 。 あ くま で フェ イク で 
ある と する 赤木 博士 に 対し て 、 古 司令 は 構わ ず 初 
号機 と 弐号 機 へ の 搭載 を 命じ て いる 


精神 的 に 一 番 安 定 し て いる た 
めか 、 ミー ワシ ヤダ の パージ 
ナル パタ ー ン は 綾波 レイ の も 
の が 使わ れ て いる 


『 ミ ー プ ラグ を 生 司 令 に 披露 
する 赤木 博士 。 だ が 魂 の 宿 ら 
ぬ ダ ミー プラ グ は 擬似 的 な も 
の と 赤木 博士 は 主張 する 


THETIES 


事故 の 瞬間 を 捕らえ た 衛星 
か ら の 画像 。EVA4 号 機 に 搭 
載 さ れ た S" 機 関 の 暴 走 は 、 
衛星 軌道 上 か ら で も 確認 で 
きる ほど 大 規模 で あっ た 


米国 第 2 支部 消失 を 受け て 、 
NERV 本 部 で は スタ ッ フ に 
よる 緊急 会 議 が 行わ れ た が 、 
事故 原因 の 特定 は 不可 能 に 
近かっ た 


葛城 調査 隊 が 駐留 し て いた 当 
時 の 国連 南極 基地 の 様子 を 捉 
えた 、 最 高 機密 扱い の 記録 映 
像 。 こ の 映像 の 1 ヶ月 後に セ 
カン ドイ ン パ クト が 発生 し た 


古 司 令 、 冬 月 副 司 令 が 揃っ て 
現場 を 訪れ 、 回 収 さ れ た 第 4 
使徒 の 視察 を 行っ て いる 。 サ 
ンプ ル の 入手 は それ ほど 重要 
な 出来 事 で あっ た 


VANSHED VANSHED 
VANSHED VANSHED 
VANISHED VANSHED 
VANISHED VANSHED 
VANISHED VANSHED 


S* 機 関 搭 載 実験 の 事故 で 
EVA4 号 機 も ろ と も 爆発 で は 
な く 消 失 し た アメ リカ 第 2 支 
部 は 、 デ ィ ラ ッ ク の 海 に 呑み 込 
まれ て し まっ た と 推察 され る 


実用 型 の S* 機 関 を 搭載 し た 量 
産 型 EVUA。 ア ン ビ リカ ルケ 
ー ブ ル の 助け 無し で も 、 長 時 
間 自在 に 活動 する こと が で き 
る 無敵 の 機体 と いえ る 


ILMMH 
コー ド 707 と マル ドゥ ッ ク 機 関 
適格 者 を 選出 する た め の 関 連 組織 マル ドゥ ッ ク 
機関 。 だ が その 実体 は NERV 本 部 その も の で 、 師 
補 者 は すべ て コー ド 707、 即 ち シ ンジ の 通う 中 学 
校 に 秘密 裏 に 集め られ 保護 され て いた 。 
適格 者 と 呼ば れる 


EVA パイ ロッ ト の 選 
出 基準 は 非 公 開 だ が 、 


14 歳 の 母親 の いな い 
少年 少女 と いう 共通 点 
が ある 


適格 者 の 選出 方 法 を 不 
審 に 思う ミサ ト に 、 マ 
ルド ゥ ッ ク 機 関 の 事実 
を 掴ん だ 加持 は コー ド 。s、 
707 を 探れ と 告げ る 。 
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n by Akio Unuma 
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第 拾 医 ノコ ラム 


回 プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ (PK-01) 回 プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ 改 (PK-02) ッ ク グ レイ ブ 


EVA の 基本 装備 と され る 
ハン ド タ イ プ の 高周波 振動 
ナイ フ 。PK-01 は 通常 の ナ 
イフ 型 を し て いる 。 使徒 と 
は 格闘 戦 と な る 場合 が 多い 
た め 戦 闘 時 に 用 いら れる ケ 
ー ス は か な り 多 い 。 


の 


肩 パ イロ ン に 収納 され て お り 、 


使用 時 に ポッ プア ッ プ する 。 


スマ ッシュ ・ ホ ー ク 


EVA の 近接 戦闘 用 武装 の 


| 一 つ 。 差 型 で ある た め 取 り 
回 し も 良好 な 上 、 破 壊 力 も 
高い 。 第 12 使 徒 戦 で は 弐号 = 
機 が 使徒 か ら の 攻撃 を 避け 

る た め に 、 ビル を よじ 登る た | ンプ 


め の 足 場 に 利用 し た 。 


スマ ッシュ ・ ホ ー ク を ビル に 
突き 立て 足場 に する 弐号 機 。 


ギ ヌ ス の 檎 (レプ リカ ) 


量産 弄 EVA 各 機 が 半 代 し 王 時 ー ァ ン 
て いた 格闘 戦 用 の 大 型 武器 。 
通常 は 剣 の よう に 振り 回 し 
て 敵 を 粉砕 する 。 ま た サー 
ドイ ン パ クト 発動 の 位 式 時 論 
に は 、 オ リ ジ ナ ル の ロン ギ ヌ 代 


いわ ゆる 青 電 妃 の よう な 要領 
ス の 槍 と 同一 形状 に な る 。 て 交 を 切り 裂く 。 


弐号 機 に 装備 され て いる 
プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ 。 
PK-01 の 改良 型 で ある 
PK-02 は カッ ター ナイ フ 型 
と な っ て お り 、 刃 こ に ぼれ し た 
場合 は 、 刃 を 折る こと で 切 
れ 味 を 維持 で きる 。 


刃 が 折れ て も 明 間 的 に 替え 丸 
を 入れ 替え る こと が 可能 。 


回 槍 (スク リー ン 展 開 式 ) 


対 第 7 使徒 の 二 点 同時 過 
重 攻撃 作戦 時 に 使用 され た 
武装 。 柄 の 部 分 に フィ ー ル 
ドジ ェ ネ レー ター が 内 蔵 さ 
れ て お り 、 2 本 同時 使用 で 発 
生 し た フィ ー ル ド に より 使 
徒 を 分 断 し た と 推測 され る 。 


2 本 の 槍 の 間 に 発生 し た フィ ー 
ルド スク リー ン で 目標 を 分 断 。 


回 n* 爆 弾 


第 14 使 徒 戦時 に 、 修 復 未 | 


完了 の 零 号機 が 捨て 身 の 自 
爆 攻撃 を 敢行 し た 時 に 用 い 
た ny 兵器 。 第 14 使 徒 の コア 
を m 爆 弾 で 直接 破壊 し よう 


と し た が 、 予 想 外 に も コア 計 


を 保護 され た た め 和 失敗 する 。 


第 14 使 徒 の コア を 直接 n* 爆 弾 
で 攻撃 する が 、 失 敗 し た 。 


プロ グ ・ ナ イフ 同様 に 高 周 
波 振動 型 の 刃 を 持つ ラン 
ス 。 対 第 7 使徒 初戦 に て 
弐号 機 が これ を 用 いて 目標 
を 一 刀 両 断 す る が 、 使 徒 は 
分 離し た た め 結 果 と し て ダ 
メー ジ は 与え られ な か っ た 


1 顧 


長槍 型 の 武器 で ある が 、 長 刀 
の 要領 で 扱っ て いた 。 


回 ロン ギ ヌ ス の 椎 (オリ ジ ナ ル ) 


第 15 使 徒 戦 に 使用 され た 
巨大 な 槍 型 物体 。 南 極 で サ 
ル ベ ページ され た 後 、 ア ダム に 
突き 刺さ れ て いた 。 一 瞬 で 
衛星 軌道 上 の 目標 を 撃破 し 
最終 的 に 月 軌道 へ まで 達 す 


le 
 」) 


の ON_ っ 


ロン ギ ヌ ス の 槍 の 投入 体 勢 を 


る 驚異 的 な 能力 を 発揮 する 。 取る 零 号機 


回 EVA 専用 耐 熟 光 波 防御 兵器 (急造 仕様 ) 


ヤシ マ 作 戦 に 於 いて 、 狙 
撃 手 を 担当 する 初 号機 か ら 
第 6 使徒 の 反撃 を 防ぐ 目的 
で 、 超 電磁 コー ティ ング さ 
れ た SSTO の 底部 を EVA 用 
の 持 と し て 赤木 リツ コ 博 士 
ら が 急 改造 し た も の で ある 。 


ョ 


第 6 使徒 の 加 粒 子 砲 を 短 時 間 


な が ら 見 事 に 防ぎ きっ て いる 。 


ヾ CH 


デ で へ へ 閉 YNhH 下 委 二 へ 計 ー 


SEEHE/EHEEH PIIHTI 


ZS 


PISUUE IIDE 


PP 


FVA3 号 機 の 輸送 機 
積乱雲 を 通過 


3317MINUI 


に 


紛 ケ ンス ケ 、 
3 号機 パイ ロッ ト に 志願 


き ミサ ト と リツ コ 、 
松代 へ 向かう 
細 ア スカ 、 

韻 立 ち を シン ジ に ぶつ ける 


ア 


加 レ イ 、 
屋上 で トウ ジ と 話す 


⑥3 号 機 、 
新 松 代 空港 に 到着 
h 4 
細 ト ウジ 、 
授業 を サボ り 考 え ご と 
四 ヒカリ 、 
トウ ジ の こと を アス カ に 相談 
4 
加持 、 
出張 の ミサ ト に 代わ り 
シン ジ と アス カ の 面倒 を 見 る 
4 
⑩3 号 機 起動 実験 の ……… ・ み BUI 
準備 が 進む 
ママ 
弄 ヒ カリ 、 
トウ ジ の 弁当 を 
アス カ に あげ る 
定 
昌 シ ンジ 、 
屋上 で ケン スケ と 話す 
マ 
33 号 機 起動 実験 中 に 事故 発生 
マ 
特 EVA 各 機 、 
野辺 山 に 戦線 を 展開 


⑮3 号 機 、 
ゲン ドウ に より 
使徒 と 認定 され る - 


> [55 


・ ち [PO055 


⑯EVA 各 和 機 、 
使徒 と 交戦 
4 
凛 ダ ミー シス テム の 初 号機 、 
使徒 を 残 減 
8 救護 され た ミサ ト 、 
意識 を 回 復 
ママ 
⑲⑳ シ ンジ 、 
フォ ー ス チル ドレ ン が 誰か を 知る ゅ [PO59 


〒 
第 捨 九 話 へ 


EVA3 号 機 起動 実験 の た め 、 ミ サト は リツ コ と と 
も に 松代 の 試験 場 へ と 向かう 。 だ が 、 彼 女 は シン 
ジ に フォ ー ス チル ドレ ン の 名 前 を 明か せ ず に いた 。 
ここ 数 日 、 ト ウジ は どこ か 上 の 空 。 そ の 理由 は ア 
スカ も レイ も 知っ て いた 。 昼 休み に 屋上 で 珍し く 
トウ ジ に 話し か ける レイ 。 それ に 対し て トウ ジ は 、 
レイ は シン ジ が 心配 な の だ ろう と 返す 。 そし て 3 号 
機 起動 実験 の 日 。 未 だ 約束 し た お 弁当 を トウ ジ に 
渡す こと が で きず 、 ガ ッ カ リ す る ヒカリ 。 一 方 、 松 
代 で は パイ ロッ ト も 到着 し 、 起 動 実験 が 開始 され 
る 。 し か し 、 起動 し た 際 に 実験 場 は 大 爆発 を 起こ 
す 。 そ こ か ら 歩 みだし た 3 号機 は 、 使 徒 に 乗っ 取 
られ て いた 。 ゲ ンド ウ 指 揮 の 下 で 迎撃 する 3 機 の 
EVA だ が 、 目 標 を 見 て シン ジ は 情 然 と する 。 使徒 
と 化し た 3 号機 は 、 ア スカ 、 レ イ と 次 々 に 倒し て い 
く 。 残 る は シン ジ の 初 号 機 だ け だ が 、 彼 は 攻撃 を 
た め ら う 。 それ を 見 た ゲン ドウ は 初 号機 の コン ト 
ロー ル を ダミ ー プ ラグ へ と 移行 、 使 徒 を 無惨 な ま 
で に 破壊 し 尽く す 。 そ し て 大 破 し た エン トリ ー プ 
ラグ に トウ ジ の 姿 を 見 た シン ジ は 絶叫 する 。 


大 な 積乱雲 内 を 通過 し 

て ゆく 、3 号 機 を 搬送 
中 の 大 型 輸送 機 。 そ の 雲 の 
中 に 不穏 な 放電 が 走る 。 


オ 
ン の 名 を 明か せな 


ウジ に 声 を か けた レイ 
は 、 本 当 は シン ジ が 心 全 
配 な の だ ろう と 言わ れ 、 そ 
うか も し れ な いと 認識 する 。 


ン ン ン 


お まえ が 心 凍 し と ん の は 


つや や 。 さ 


ee 


第 捨 人 語 (初回 放映 日 : 96.1.31) 


絵 コ ン テ : 岡村 天 斎 
演 出 : 岡 村 天 斎 
作画 監督 : 黄 瀬 和哉 
雪 NiUN 
の EVANGELION 
天羽 。 EPISODE:18 AMBNALENCE 
EULImI 


屋上 で トウ ジ に 声 を か けた レイ は 、「 お 前 が 心配 し 
と ん の は シン ジ や 」 と 指摘 され 、 衣 定 的 な 返事 を する 。 
前 回 、 ゲ ンド ウ に も 言っ た こと が な か っ た 「 あ り が と う 」 
と いう 言葉 を シン ジ に 顔 を 赤らめ て 答え た こと で 、 レ 
イ 自 身 、 シ ンジ に 対し て 特別 な 感情 を 抱い て いる こと 
を 、 そ れ な り に 自覚 し つつ ある と いう こと だ ろう 。3 号 
機 に 搭乗 し た トウ ジ は 命 は 取り 留め る が 、 次 回 を 最後 
に 本 編 か ら は 次 を 消す (以後 登場 する の は 、 シ ンジ の 
内 面 世 界 で だ け と な る )。 


、 ミ サト の 前 に 現れ た 

ケン スケ は 、 自 分 を 
EVA3 号 機 の パイ ロッ ト に し 
て 人 拘 し いと 頭 を 下げ る 。 


の ォ ー ス チル ドレ ン の 名 
前 を 知 
プラ イド を 汚さ れ た よう で 
不機嫌 極まりない 様子 


| 卓 日 | 


R 
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課 後 、 ヒ カリ か ら ト ウ -] サト に 代わ っ て シン ジ 

ジ へ の 想い を 打ち 明け べべ と アス カ の 面倒 を 見 る 
られ る アス カ 。 そ の ノロ ケ 加持 。 シ ンジ は 加持 に 父 の 
ぶり に アス カ は 嘩 然 。 a jL こと を 尋ね る の だ っ た 


人 は 他人 を 完 な に は 斉 解 で き な い 。 * 
自分 自身 だ っ て あや し いも の さき 。 


% 理 骨 し あぁ あう の は 、 
2 本能 な ん だ よ 


テ ぐ で へ 半 sh ふゆ を へ 革 デ メー く H 


号機 の 起動 実験 が 開始 。 NCP 

その と き 揚 体 に 潜ん で い の UN ー ム が 野辺 山 付近 へ 出 
た 使徒 が 活動 を は じ め 、 巨 導 人 3 号機 は 使徒 と 語 定 され 、 
大 な 爆発 が 起こ る 。 青江 命令 が 下っ た 。 


] や 代 の 爆発 現場 で は 、 ミ h。 B 号機 パイ ロッ 

サト が 意識 を 取り 戻す 。 1 * れ 、 安 増す る 
駆け つけ た 加持 は 、 リ ツ コ dm が 、 モ ニタ に 映っ 
も 無事 だ と 告げ た 。 デ は 彼 の 親友 だ っ た …… 
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HEEH PHIHI 


米国 が 強引 に 建造 権 を 
主張 し て 建造 し て いた 機 
体 で あり 、 第 1 支部 で 建造 
を 進め て いた 。 弐 号機 同 
様 の プロ ダク ショ ン モ デル 
だ が 、 頭 部 の 形状 は むし 
ろ 初 号機 の 流れ を 波 む 


3 号機 の 起動 実験 と タ 
イミ ング を 合わ せ た か の よ 
うに 選出 され た 4 人 目 の 適 
格 者 。 選 出さ れ た トウ ジ は 、 
重傷 の 妹 を NERV 本 部 に 
ある 病院 へ 転院 させ る こ 
と を 条件 に 承諾 し た 。 


フォ ー ス チル ドレ ン は 以前 EVA 
を 憎ん で いた と 個人 記録 に ある 


I! 


ENMELIWN 


【HHHHETEH 


米国 第 1 支部 か ら 押 し つけ られ た 
4 機 目 の EVA 


米国 第 2 支部 の 消 減 事 故 の 結果 、 第 1 支部 で 建 
造 さ れ た 3 号機 は 事故 の 可能 性 を 危 眼 され 、 日 本 
の NERV 本 部 へ と 移譲 が 決ま る 。 空輸 され て きた 
3 号機 は 、 松 代 の 地下 第 2 実験 場 に お いて テス ト さ 
れる こと と な り 、NERV 本 部 側 か ら は EVA チー ム 
の 責任 者 で ある 葛城 三佐 と 、EVA 開 発 担当 で ある 
赤木 リツ コ 博 士 の 両 名 が 松代 へ と 出向 。 米 国 ス 
タッ フ と 一 緒 に 起動 実験 に 立ち 会 うこ と に な る 


3 号 機 の 輸送 コー ス 


| 起動 内 験 の 経 線 


3 号機 、 日 本 に 向け て 出発 


米国 NERV 第 1 支部 か ら 発進 し た 3 号機 を 積載 する 輸送 機 
は 、 管 制 の 指示 を 遵守 し て ルー ト 上 の 雲海 内 を 通過 する プラ 
ン を 選択 し た 。 そ の 際 、 通 過 し た 積乱雲 に 奇妙 な 放電 現象 
が 発生 。 こ の タイ ミン グ で 使徒 が 寄生 し た も の と 推測 され る 


3 号機 、 新 松 代 空港 に 到着 


スケ ジュ ー ル 遅延 を 避け る た め の プ ラン を 選択 し た に も 拘 
わら すず 、 結 果 的 に は 到着 予定 時 間 か ら 2 時 間 ほ ど 遅 れ て 輸送 
機 は 新 松 代 空 港 へ 到着 し て いる 。 松 代 に 先乗り し て いた 赤 
木 博 士 と 葛城 三佐 が 、 こ れ を 出迎え た 


起動 実験 の 準備 が 進行 


到着 し た 3 号機 は 松代 第 2 実験 場 へ と 運び 込ま れ 、 パ イロ 
ッ ト と な る フォ ー ス チル ドレ ン の た め の コ ア の 書き 換え を は 
じ め 、 各 種 の 調整 や 準備 作業 が 行わ れる 。 作業 は 順調 で 、 
フォ ー ス チル ドレ ン の 到着 を 待つ だ け と な っ た 


3 号機 、 起動 実験 開始 


フォ ー ス チル ドレ ン が 現 着 。 3 号機 へ ヘ エ ント リー し 、 起 動 
シー クエ ンス を 開始 し た 。 ス ムー ズ に 絶対 境界 線 へ と 到達 
問題 な く 起動 を 果たす か と 思わ れ た 明 間 、 パ ルス が 逆流 
号機 内 部 に 高 エ ネル ギー 反応 を 検知 。 実 験 場 は 爆発 し た 


THETIES 


空輸 中 の EVA 専用 大 型 輸 
送 機 エ クタ 64。 管制 塔 ネ 
オ パ ン 400 の 指示 通り 積 乱 
雲 を 通過 し た こと が 運命 の 
分 か れ 道 で あっ た 


3 号機 の 起動 実験 の 準備 を 
進め る スタ ッ フ た ち は 、 基 
本 的 に は 米国 支部 の 人 間 で 
ある 。 赤 木 博士 と 葛城 三佐 
は オブ ザー バー に 近い 


第 1 支部 より 3 号機 出発 


航路 上 に 積乱雲 を 確認 


松代 に 到着 


米国 第 1 支部 か ら 、 無 補給 で 太 
平 洋上 を 横断 する ルー ト で 空輸 
され て きた 3 号機 。 ス ケ ジ ュ ー ル 
の 遅延 を 避け る た め 積 乱雲 を 党 
回 せ ず 日 本 へ 直行 する も 、 2 時 間 
遅れ で 新 松 代 空港 へ 到着 する 


輸送 機 に スリ ング され 搬送 さ 
れる 3 号機 。 拘 束 具 の 特殊 な 
形状 か ら 、 十 字 架 に 貼り 付け 
られ て いる か の よう に も 見 え 
な くも な い 


新 松 代 空港 に 着陸 する 輸送 機 
あま り の 遅れ に 待ち くたびれ 
た の か 、 葛 城 三 佐 は 必要 以上 
に ヒス テリ ッ ク で あっ た と も 
言わ れ て いる 


3 号機 起動 に 関す る 各種 の オ 
ベレ ー ト は 、 無 人 で ある 地下 
実験 場 施設 の 外部 = 地上 に 配 
置 さ れ た 多数 の 車両 群 に よっ 
て 行わ れ た 


絶対 境界 線 突破 後 、3 号 機 の 
眼 が 異様 に 発光 。 赤 木 博 士 は 
異常 事態 に 実験 中 止 を 宣言 す 
る が 、3 号 機 は 既に 制御 不可 
能 な 状態 と な っ て いた 


用 ESSEWTIHL EIHHWWLIHUT HHHIHIELE 


、 第 捨 人 語 


THETIE5 


ダミ ー シ ス テム を 起動 し た 初 号 機 は 、 暴 走 を 思 
わせ る よう な 攻撃 性 を 発揮 。 勝 負 が つい て か ら も 
解体 さながら の 凶暴 さ で 使徒 を 残 減 し て いる 


| 野辺山 で の 迎撃 作戦 | 


デ へ 半 sh や を デキ デー バビ H 


未確認 移動 物体 の 確認 


松代 より 自律 的 に 移動 する 物 
体 を 肉眼 で 確認 。 それ は 使徒 に 
寄生 され た 3 号機 で あっ た 


弐号 機 の 待機 地点 


目標 が 最初 に 接近 する 位置 に 
弐号 機 が 待機 。 だ が 不意 を つか 
れ 弐号 機 は 瞬時 に 撃破 され た 


EVA 対 EVA と いう 未 連 有 の 戦闘 零 号機 の 待機 地点 


爆発 し た 松代 第 2 実験 場 か ら 出 現し た 未確認 物 
体 は 3 号機 で あっ た 。 し か し 使徒 に 寄生 され て お り 、 
EVA チー ム に は 残 滅 命令 が 下さ れる 。 だ が 初 号機 0 om 生み ュー 
パイ ロッ ト は これ を 拒否 。 作 戦 指揮 を 執っ て いた 方 な 攻 末 を 受け 続け 、 


8 パイ ロッ ト も 生命 の 危 
古 司 令 は ダミ ー シ ス テム の 使用 を 決断 し た 。 機 に さら され る 


目標 の 通過 地点 に 待機 し て い 
た 零 号機 だ が 、 組 倒さ れ 左 腕 へ 
侵食 攻撃 を 受け 中 破 し て いる 


初 号機 の 待機 地点 


後 陣 に 位置 し て いた 初 号 機 に 
目標 が 接近 。 だ が 初 号機 パイロ 
ッ ト は 戦闘 を 拒否 し た 


2 ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 語 本 林家 ! 
EVA3 号 機内 部 に 寄生 し 、 機 体 を パイ ロッ ト ご 

と 乗っ 取っ た 使徒 。 そ の た め 外 見 上 は 3 号機 その 生 司 令 は ダミ ー シ ステ ム の 使 

も の と な っ て いる が 、 完 全 な 自筆 運動 や 粘液 の で で ア moo 

物質 に よる 侵食 攻撃 な ど 、 紛 れ も な く 使 徒 の 能力 " 2 

を 有 す 。 使 徒 の 本 体 は 粘 菌 状 の 存在 と 考え られ る 。 合 徒 、 活 重信 上 


使徒 に 寄生 され た 3 号機 は 、 る 

腕 部 を ゴム の よう に 柔軟 に ミー シス テム の 戦闘 は 目覚 の 

伸長 可能 。 そ の 手 で 無 抵抗 人 

の 初 号機 に 間 攻撃 を 行う >。 よし ヽ 、 苦 も な く 目 標 を 区 胡 
だ が それ は 猟奇 的 で も あっ た 


使徒 侵攻 ルー ト 概 念 図 
使徒 に 乗っ 取ら れ た 3 号機 の 頭 部 


0HTH 
大 呼称 : 第 13 使 徒 

較 天使 名 : バル ディ エル 

較 象徴 : 第 

能力 : 寄生 


『 ミ ー シ ス テム の 起動 


っ の 
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午 避 等 層 


エビ ソー ドガ イド 


PIS5HUE 65HIDE 


SEEHE/EHEEH PHMIHTI 


PP 


人 W シ ンジ 、 
初 号 機 を 吾 拠 し て ………… を [ 国 F059 
ゲン ドウ を 脅迫 する 


@ ミサ ト 、 
第 13 使 徒 戦跡 地 を 視察 


較 ア スカ と レイ 、 
病院 の ロビ ー で 
シン ジ を 気 に か ける 


トウ ジ 、 
夢 の 中 で 
シン ジ と レイ の 対話 を 聞く 


ヒカリ 、 
トウ ジ を 見 舞う 


人 @ 投 用 さ れ た シン ジ 、 

ゲン ドウ と 面談 

人 シ ンジ 、 

第 3 新 東 京 市 を 去る こと を 決意 


筐 使徒 、……ー……… ー…… yy [MP059 
第 3 新 東京 市 に 接近 


レイ 、 
初 号 機 に 拒絶 され る 
⑳⑩ アス カ 、 
ジオ フロ ント に 侵入 


使徒 を 連 撃 - を [PO58 


筑 切 断 さ れ た 弐号 機 の 頭 部 、 
シン ジ の シェ ルター に 落下 


多 初 号機 、 
『 ミ ー プ ラグ を 拒絶 


S シ ンジ 、 
加持 と 遭遇 


符 レ イ 、 
rm* 爆 弾 で 使徒 に 特攻 


電 シ ンジ 、 
初 号 機 へ の 搭乗 を 決意 


使徒 
第 1 発令 所 に 侵入 


生 初 号機 、 
使徒 と 交戦 


8 初 号機 、 
活動 限界 を 迎え る 


⑯ 再 起動 し た 初 号機 、 
使徒 を 捕食 し S* 機 関 を 取り 込む 


第 式 捨 話 へ 


トウ ジ は 一 命 を 取り 留め た が 、 図 ら ず も 親友 を 
自分 の 手 で 殺し か けた シン ジ は 、 初 号機 で 本 部 を 
破壊 する と ゲン ドウ を 脅迫 。 だ が 果 気 な く 阻 止 さ 
れ て し まう 。 ゲ ンド ウ と 対面 し た シン ジ は 、 も う 
EVA に は 乗ら な いと 言い 放ち 、 ゲ ンド ウ は NERV 
か ら 去 る よう 彼 に 命じ る 。 見 送る ミサ ト と 冷た い 
会 話 を 交わ し た 後 、 シ ンジ は 列車 が 来る の を 待つ 。 
その と き 使 徒 が 襲来 。 そ の 力 は 凄まじ く 、 ジ オフ 
ロン ト で 迎撃 戦 を 展開 する 弐号 機 を 瞬時 に 撃破 。 
爆雷 を 抱え 特攻 し た 零 号機 を も 退け る 。 避 難し 
て いた シン ジ は 、 畑 で 水 を まく 加持 と 遭遇 。 彼 の 
助言 を 受け た シン ジ は 本 部 へ 走り 、EVA に 乗せ て 
欲し いと ゲン ドウ に 懇願 する の だ っ た 。 一 方 、 使 
徒 は 発令 所 へ と 到達 。 ミ サト ら の 危機 に シン ジ の 
操る 初 号機 が 現れ 猛 反 撃 を 開始 し た 。 だ が 初 号 
機 の 電源 が 切れ 、 焦 る シン ジ 。 それに 応え る か の 
よう に 突如 初 号 機 は 再起 動 。 驚異 的 な パワ ー で 使 
徒 を 圧倒 する と 、 初 号 機 は 使徒 の 肉体 を 喰らい 始 
め た 。 あ まり の 凄惨 さ に 果 然 と する ミサ ト た ち 。 
そし て 初 号 機 の 員 叶 が ジオ フロ ント に 暫 き 渡る 。 


破壊 を 告げ る が 、 ゲ ン 
ドウ の 機転 で 意識 を 奪わ れ 、 
初 号機 か ら 排除 され る 


_ 。 命 は 取り 留め た トウ ジ 
皆 醒 する 彼 は 、 夢 の 中 

で シン ジ と レイ が 向き 合い 、 

口論 する 姿 を 見 る 


STHff LIST - 一 一 ーーーーーーー、 
第 捨 九 語 (初回 放映 日 : 96.2.7) 
脚 ーー 庵野 秀明 


演 出 : 摩 砂 雪 
作画 監督 : 本 田 雄 


NEON 


第 拾 刀 話 NNN 
男 の 戦 。 EVANGELON 


EHLMMH 


前 回 に 続き 加持 の スイ カ 畑 が 再び 登場 。 日 頃 は あ 
まり 本 音 を 見 せ ず 食え な い 男 の 雰囲気 が 強い 加持 だ 
が 、 こ の 畑 で の シン ジ へ の 言葉 は 前 回 も 今回 も 、 極め 
て 真 撃 な も の だ 。 そ の 言葉 に 促さ れる よう に 、 再 び 
EVA に 乗る 決意 を 固め た シン ジ が ゲン ドウ と 向き 合う 
シー ン は 、 第 壱 話 で ゲン ドウ が シン ジ に 初 号 機 に 乗る 
よう 命じ る 場面 と 意図 的 に 同じ 構図 と な っ て いる 。 
な お 、 シ ンジ が プラ グ ス ー ツ を 着用 し な いで EVA に 乗 
る の は 、 今回 以外 は 第 壱 話 と 劇場 版 だ け で ある 。 


識 を 取り 戻し た トウ ジ 

を 見 舞う ヒカリ 。 ト ウ 
ジ は 妹 へ の こと づけ を ヒ カ 
リ に 頼む の だ っ た 。 


HEE5SEHTIIHRL EMHHWELIWW 人 HHIHIELE 


中 号 機 に レイ が 搭乗 する 

も 起動 し な い 。 レ イ は 

ゲン ドウ の 命ずる まま に 、 
零 号機 で の 出撃 を 承諾 


テ で へ 北 Ysh や を アミ アー H 


こん ちく し ょ お ぉ 
お お お お お !! 


部 で は ダミ ー ブ プラ グ で 3 + ず 、 アク : ー- 量 。 破 し た シェ ルター を 出 

の 初 号機 起動 が 続け ら ンジ は 加持 と 出 会 
れ て いた 。 だ が 、 拒 絶する ! ! う 。 な すべ き 事 を 自分 で 決 
か の よう に 起動 し な い 。 と 仙 め ろ と 加持 は 言う 。 


ン つい に 使 時 が 発信 所 へ と 動 限 界 に 達し 危機 に 陥 
侵攻 する も 、 間 一 髪 で る も 再起 動 し た 初 号機 
初 号 機 が 現れ 、 使 徒 を ジオ : 使徒 を 倒す だ け で は な く 、 
フロ ント へ と 押し 返す 5 その 肉体 を 喰らう 


1 開 還 
ll 員 


電導 便 徒 を … 


内 っ て る !7| 
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HEEH PHIIHTI 


TNITIE5 


NERV 本 部 へ 侵攻 し た 最強 の 使 
徒 と の 、 織 烈 を 極め た 大 攻 防 戦 
本 部 施設 の 半壊 、 弐号 機 と 零 号機 の 大 破 と いう 
激戦 だ っ た 第 14 使徒 戦 。 初 号機 の 猛 反撃 で 使徒 
を 追い つめ る が 、 内 部 電源 が 切れ 形勢 は 逆転 する 
し か し 初 号機 は 再起 動 後に 使徒 を 圧倒 、 そ の 体 を 
捕食 し て S* 機 関 を 取り 入れ る と いう 結末 を 迎え た 


圧倒 的 な 戦闘 能力 を 持つ 第 14 
使徒 。 そ の 侵攻 は 止め られ ず 、 
セン トラ ルド グマ の メイ ン シ ャ 
フト へ 到達 。 侵 入 を 許す 


また も 電源 の 切れ た 状態 か ら の 
再起 動 を 果たし た 初 号機 。 四 つ 
ん 遺 い と いう 獣 の ご と き 挙 動 で 
使徒 に : 近 づき 捕食 を は じ め る 


| 作 徒 に ょ る ャ ン トラ ルド グマ 侵攻 使徒 侵攻 ルー ト 概 念 図 


使徒 、 ジ オフ ロン ト へ 侵入 


駒ヶ岳 防衛 戦 を 容易 く 突破 し 、 第 3 新 東京 市 の 対空 砲火 

を も の と も せ ず に 侵攻 する 第 14 使 徒 。 そ の 侵攻 速度 に 地上 
で の 迎撃 は 間に合わ すず 、 葛 城 三 佐 は 目標 が ジオ フロ ント 内 
へ と 降下 し た と ころ を 狙い 撃つ よう に 弐号 機 を 配置 する 


第 14 使 徒 は あっ と いう 間 に 特 
殊 装甲 を 全て 破壊 し 、 ジ オフ ロ 
ント 内 部 へ と 侵入 を 果たす 


弐号 機 、 使徒 と 交戦 


ジオ フロ ント へ 侵入 し た 目標 に 対し 、 パ レッ トラ イフ ル 、 
ハン ド バ ズ ー カ を 二 丁 持ち で 火力 を 集中 させ る も 、 ダ メー ジ 
を 与え られ ず 。 使徒 は 、 反 撃 で 腕 部 を 伸長 させ る と 弐号 機 
の 両 腕 部 と 頭 部 を 瞬時 に 切断 。 弐 号機 は 沈黙 する 


第 14 使 徒 に 対し 、A_T. フ ィ ー ル 
ド を 中 和 し つつ 火器 に よる 連射 
を 試み た 弐号 機 で あっ た が 、 逆 
に 使徒 の 攻撃 で 大 破 し て し まう 


零 号機 、 使徒 へ 特攻 


初 号 機 パ イロ ッ ト の 不在 か ら 、 当 初 初 号機 で 出撃 準備 を 
行っ て いた ファ ー ス トチ ルド レン で あっ た が 、 結 局 損傷 し た 
まま の 零 号機 に て 出撃 。 独 自 の 判断 で n* 爆 弾 を 抱え て 特攻 
する も 、 目 標 は コア を 防御 し 爆発 を 回 避 。 零 号機 も 沈黙 する 


零 号機 は 左腕 の 修復 を 待た す 出 
撃 。n" 爆 弾 を 使徒 に 直撃 させ る 
| と いう 自爆 覚悟 の 特攻 を 試み る 
が 、 使 徒 は 全く の 無傷 で あっ た 


使徒 、 第 1 発令 所 へ 到達 


い | あ ] 多 令 所 | 
本 部 施設 へ と 到達 し た 第 14 使 徒 の 攻撃 に より 、 セ ント ラ トン 


ルド グマ の メイ ン シ ャ フト が 完全 に 露呈 。 使 徒 は その まま シ 
ャ フト 内 を 降下 し 、 第 1 発令 所 内 部 へ と 入り 込む 。 反 撃 の 手 
だ て は な く 、 こ れ ま で か と 思わ れ た が 


E 令 所 スタ ッ フ の 眼前 に 、 そ の 関 全 、 和 1 発令 所 に 到着 
巨体 を 見 せる 第 14 使 徒 。NERV 
本 部 は これ まで に な い 総 体 絶命 
の 危機 を 迎え る こと に 


間 一 髪 で 目標 の 迎撃 に 出 た 初 号 
機 は 、 一 気 四 成 に 第 14 使 徒 を 
EVA 射出 口 に 押し 込み 、 本 部 | 目 隅 | 目 | 肖 | 


施設 外部 へ と 排除 する こと に 成 
S“ 機 関取 り 入 れ 


シン クロ 率 400% の 初 号 機 。 そ の 能力 は 最強 
の 使徒 と され る 第 14 使 徒 さ えも 一 跳 する ほど で 


| 初 純 機 に よる 使徒 の 地軸 


戦線 を 離れ て いた サー ド チ ルド レン が 初 号 機 パ イロ ッ ト に 
復帰 。 発 令 所 に 侵入 し た 第 14 使 徒 へ 反撃 し 、 施 設 外 へ 排除 
する 。 し か し 、 残 減 ま で あと 一 歩 の と ころ で 活動 限界 を 迎え 、 
初 号機 は 無 抵抗 の まま 攻撃 に さら され た 。 な お 、 そ の 際 に 胸 


功 し た 


ある 。 さ ら に その 行動 は 野生 的 で あり 、 四 つん 遺 
いで 移動 し 、 使 徒 を 捕食 する と いう 行為 を 見 せ 
た 。 こ れ は 使徒 の 肉体 か ら 直 接 S* 機 関 を 取り 込 
むための 行動 で あっ た よう だ 


再起 動 後 の 初 号機 は 、 引 きち き ぎ 
部 装甲 が 破損 。 内 部 に は 使徒 の コア に 酷似 し た も の が 確認 っ た 第 14 使 徒 の 腕 部 を 自ら の 


され で いる 。 そ の 後 再起 動 し た 初 号機 は 400%6 を 越え る シン 肩 全 に つなげ 、 急 断 さ れ た 計 
Ia 攻 56S 5 を その 力 は 第 3 使徒 戦 で 
クロ 率 を 記録 。AT. フ ィ ー ル ド ご と 使徒 を 切り 裂き 、 瀬 死に た 吾 生 間 カ を も 上 回 る る の 


追い 込む 。 更 に 使徒 を 喰らう と いう 奇行 を 見 せ た だ っ た 
1 


FE SSEHTIIHLEIHHEEHWHT HHIHIELE 


第 捨 妃 語 


最強 の 使徒 と 呼ば れる 第 14 使 徒 ゼ セル エル 。 人 

型 の 形状 だ が 、 脚 部 は 短く 移動 は 空中 浮遊 に よっ RF 

< レー 2 迎撃 に 出 た 弐号 機 は 、 火器 

Nr が 帯 し て 使徒 人 攻 の 絶対 阻止 に 挑む お 。 い わ ゆ る 二 
る こと や 切り 刻む こと が 可能 。 怪 光線 の 威力 は 、 丁 挙 銃 で 、 目標 に 連射 攻撃 を 仕掛 けた 

ジオ フロ ント の 特殊 装甲 を 一 撃 で 18 層 買 く ほど 


の 上 胸部 に ある コア 部 分 は 、 
これ まで の 使徒 と 異な り 
危機 的 状況 に お いて は シ 
ャ ッ タ ー の よう な 殻 で 防 
護 す る 機能 が つい て いる 


| 二 丁 の パレ ッ ト ラ イ 
フル に よる 同時 フル 
オー ト 連 射 で 、 目 標 
を 攻撃 。 し か し 全 弾 
消費 する が 効果 無し 


デ で へ 半 さ SH キ を キア マー で CH 


EVA 用 の 中 距離 用 
国 火器 。 連射 も 可能 な 
ロケ ッ ト 弾 で 破壊 力 

高い 。 だ が 第 14 
使徒 は 無傷 で あっ た 


n* 爆 弾 

左腕 を 損壊 し た 零 号 機 が 自爆 覚悟 で の 特攻 に 
用 いた n" 爆 弾 。 コ ア を 守る 装甲 に より 、A.T. フ ィ 
ー ル ド 抜 き の 純粋 な 防御 力 に よっ て 防 が れ た 
IHTH 
園 呼称 : 第 14 使 徒 
圏 天使 名 : ゼル エル 
古 象徴 : 力 
古 能力 : 伸縮 自在 腕 、 怪 光線 


HLMMMI 
語ら EVA の コア と 拘束 具 
EVA の 心臓 部 と も いえ る コア 。 意 外 に も その 形 
状 は 使徒 の それ と 酷似 し て いた 。 また 外部 装甲 は 、 
EVA 本 来 の 力 を 制御 する た め の 拘 束 具 で ある と 、 
赤木 リツ コ 博 士 の 口 か ら 明 か され た 。 


EVA の 胸部 に 存在 す 


に 哨 る 球形 状 の コア 。 こ れ 
6 が 露呈 し た の は 第 14 
2 使徒 戦 が 初 で あっ た 。 


し 


使徒 の 補 食 後 、 外 部 装 
甲 を 自力 で 排除 し た 初 
号機 を 見 て 、 赤 木 博 士 


は "覚醒 " を 確信 。 


LMMH 
フォ ー ス チル ドレ ン の 容態 
第 13 使 徒 戦後 、 救 出さ れ た フォ ー ス チル ドレ ン 
ーー KM ゞ 2 ーー で 且 | 
感情 に まかせ た サー ド チ ルド レン / 碗 ん 0 は NERV 本 部 の 病院 に 収容 。3 日 間 の 生 状 態 の | 
眼 計 多 謗 ドレ ン は 投 外 へ 運び 出さ れ た の ち 、 無事 に 意識 を 取り 戻し た 。 


ふ 1 


+ ー 4 
の 稚 抑 な 造反 行為 1 
と 2 
第 13 使 徒 戦後 、 サ ー ド チル ドレ ン は エン トリ ー 生還 
プラ グ に 立て こも り 、 初 号機 で 本 部 を 破壊 する と 還 議 計 
脅迫 。 フ ォ ー ス チル ドレ ン に 関す る 一 連 の 出来 事 
が 原因 で ある が 、 生 司令 は 取り 合わ ず 、 プ ラグ 内 稚 折 な 恒 喝 と 初 号機 の 不当 占拠 


に より 、 サ ー ド チル ドレ ン は 独 
の L.C.L. 濃 度 を 上 げ て 搭乗 者 を 失神 させ 解決 し た 。 房 に 入れ られ た 


一 命 を 取り 留め た フォ 
ー ス チル ドレ ン で あっ 
た が 、 左 足 を 切断 する 
と いう 重傷 を 負う 。 
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SEEHE/EHEEH PMIIT 


エピ ソー ドガ イド 


〆| PISUUE IIDE 
軸 


こと ここ ここ > 


傘 セ ー レ 、 

初 号 機 の 覚醒 を 知る 
衝 第 1 日 
NERV 本 部 と EVA 各 機 の 
復旧 に 着手 

@ ミサ ト と 日 向 、 

初 号機 を 視察 

代 ゼ ー レ 、 

ゲン ドウ に 不信 を 抱く 


因 加 持 、 
初 号 機 の 処置 を 
ゲン ドウ と 冬 月 に 問う 


愉 初 号機 エン トリ ー プ ラグ 内 
の 探査 が 開始 

編 第 2 日 

レイ 、 

病院 で 目 を 覚ます 


8 第 3 日 
リツ コ 、 
シン ジ の サル ベー ジ 証 画 を 立案 > [PO62 


困 第 4 日 
メシ ツェ 
内 的 世界 に ひたる 
マ 
⑩ 第 30 日 
サル ページ 計 画 の 準備 が 進む 
錯 第 31 日 
ジジ シ ジ 、 
内 的 世界 で 
自分 の 存在 意義 を 模索 


2 サル ペー ジ 計 画 開始 


電 ミサ ト 、 
サル ペー ジ の 失敗 に 号泣 


埋 シ ンジ 、 
内 的 世界 で 

母 の 記憶 を 見 る 
介 シ ンジ 、 

初 号 機 か ら 解放 され る 


リツ コ の 誘い を 断る 
部 ミサ ト 、 
加持 と 密会 

〒 


第 弐拾 語 へ 


初 号 機 の S* 機 関 の 取 り 込 み と 覚醒 。 使 徒 戦 に 
よる 本 部 の 半壊 。 こ の 事態 を 鑑み 、 ゼ ー レ は ゲン 
ドウ の 処遇 に つい て 検討 し て いた 。 ゲ ンド ウ は 初 
号機 の 凍結 を 決定 する が 、 シ ンジ の 心 と 肉体 は 、 
エン トリ ー プ ラグ 内 の LC.L. に 融解 し て いた 。 こ 
れこ そ て 前 の 戦闘 で 記録 し た シン クロ 率 400% の 正 
体 で ある 。 リ ツ コ は 第 2 発令 所 に て 、 本 部 の 復旧 
作業 を 開始 。 併 行 し て シン ジ の サル ベー ジ 作 業 を 
提案 する 。 一 方 、 初 号機 の 中 で は 、 シ ンジ が 内 面 
世界 で 自問 自 答 を 繰り 返し て いた 。EVA に 乗る 
理由 、 敵 と 戦う 理由 …… 敵 が 使徒 か ら 父 親 へ と す 
り 替 わり 、 思 考 が ルー プ を 始め る 一 一 。 リツコ は 
約 1 ヶ月 か け て 、 サ ル ベ ペー ジ 計 画 を 立案 。 作 業 が 
開始 され る も 失敗 し 、 エ ント リー プラ グ は 機体 か 
ら 排出 され て し まっ た 。 泣き 崩れ る ミサ ト 。 そ の 
泣き 声 に 、 い や 母親 の 声 に 導 か れる よう に “ 外 の 
世界 ” へ と 進む シン ジ ミサ ト の 目 の 前 に は 元 
通り の シン ジ が 横たわっ て いた 。 そ れ か ら 2 日 後 。 
加持 の 胸 の 中 で 、 平穏 な 一 夜 を 過ごす ミサ ト 。 そ 
し て 加持 は 、 小さな カ プ セ ル を ミサ ト に 渡す ……。 


号機 に 生ま れる は ず の 

な いざ 機関 の 獲得 と 覚醒 
それ は ゼー レ に と っ て 想定 
外 の シナ リオ で あっ た 


本 衣 ES ニー ニー ニキ ーーー 


第 弐 捨 話 (初回 放映 日 : 96.2.14) 


脚 本: 鹿野 秀明 
絵 コ ン テ : 鈴 巻 和哉 庵野 秀明 
演出 : 大 塚 攻 彦 
作画 監督: 鈴 巻 和哉 
NEON 
DA ち ms 
全 夫 EVANGELION 
人 WEMNGASIOR(2:oqlsle 
ELIMHM 


初 号機 と 融合 し て し まっ た シン ジ の 、 サ ル ベ ペー ジ 計 
画 要項 の ペー ス と な っ た 10 年 前 の 計画 書 と は 、 次 回 で 
語ら れる 和 ユ イ 消 失 事 件 (ユイ が 初 号機 に 取り 込ま 
れる 事故 ) に て 、 リ ツ コ の 母 で ある ナオ コ が 立案 し 実 
行 し た も の で ある 。 ち な み に 、 第 拾 四 話 の 機体 相互 互 
換 実験 で 、 シ ンジ を 乗せ た 零 号機 が 暴走 し た 際 の 「 あ 
の 時 と 同じ な の ? シン ジ 君 を 零 号機 が 取り 込 も うと 
し て いる !?] と いう リツ コ の セリ フ は 、 こ の ユイ 消失 の 
事例 を 踏ま えて の こと と も 考え られ る 。 


類 補完 委員 会 は ゲン ド 

ウ に 不審 感 を 強め て い 
た 。 キ ー ル は 加持 を 動か し 、 
ゲン ドウ へ の 牽制 を 図る こ 
と に 。 


THE SSEHTIHL EUHHEELHOW HHUHIELE 


イ が 無事 だ と いう 連絡 

を ヒス テリ ッ ク に 受け 
答え る アス カ 。 彼女 は シン 
ジ に 負け た こと を 悔やむ 。 


ツ コ は シン ジ の サル ベ 
ー ジ 計画 を 1 ヶ月 で 完 
成 さ せ た 。 そ れ は 10 年 前 の 
プラ ン を ペー ス に し た も の 


>。 険 を 状態 に 作業 中 断 す 
鈍 リツ コ だ が 、 プ ラグ 
か ら は LCL が 排出 され 計画 
は 失敗 。 ミ サト は 号泣 する 


ツ コ は ミサ ト を 飲み に 
誘う 。 断 られ た リツ コ 


ツ コ は シン ジ の 救出 計 
画 を 提案 。 第 12 使 徒 戦 
と は 打っ て 変わ っ て の 救出 
案 に ミサ ト は 嫌味 を 漏らす 


は 自分 の " 泌 
中 に いた 
で 自分 は 、 以 前 か ら EVA を 
知っ て いた こと を 思い 出す 


- 誌 王 号 拉 内 の シン ジ の 魂 は 、 
母 の 記憶 と 声 に 導 か れ 

る よう に “ 外 の 世界 "へ 

そし て シン ジ は 生還 し た 。 


ツ コ の 誘い を 断 - 

サト は 、 加 持 と ベッ ド 
に いた 。 情事 の 中 、 彼 は ミ 
サト に カプ セル を 渡す 


の 世界 で 自分 の 存在 理 

め 由 を 問い 続け る シン ジ 
自分 は 人 に 褒め て も ら う た 
め に EVA に 乗っ て いる の か 。 


THE THIRTYTFIRST DAY 
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デ ざ ユ 半 shT の へ 革 デ マー で H 


| サル ペー ジ 計 画 実行 まで の 経過 


シン クロ 率 400% の 結果 


400% と いう 驚異 的 な シン クロ 率 は 、 初 号機 パイ ロッ ト が 
EVA と 一 体 化し た 故 の 数 値 で ある 。 そ の 結果 、 取 り 込ま れ 
た 肉体 は L.C.L. に 融解 し て し まっ て いる 


サル ペー ジ 計 画 の 発動 


赤木 博士 は まだ サー ド チ ルド レン の 魂 は エン トリ ー プ ラグ 
内 に 存在 する と 推論 し 、 パ イロ ッ ト の 肉体 を 初 号機 か ら サ ル 
ペー ジ す る 計画 を 提案 する 


サル ペー ジ 作 業 手順 要綱 の 完成 


赤木 博士 は 、10 年 前 の EVA 開発 中 に 起こ っ た 事故 事例 に 
お いて 作成 され た プラ ン ニ ング を 元 に 、 約 1 ヶ月 で サル ベー 
ジ 作 業 手順 要項 を 完成 させ た 


サル ペー ジ 計 画 の 実行 


サル ペー ジ 作 業 が 開始 され る も 、 異 常 が 発生 。 肉 体 の 復 
元 を 前 に プラ グ は 排出 され 、 作 業 は 失敗 に 終わ る 。 だ が 奇 
跡 的 に も サー ド チ ルド レン は 初 号 機 か ら 分 離 、 生 還 し た 


| サル ベー ジ の 概念 


サル ペー ジ 計 画 と は 、 プ ラグ 内 の L.C.L. に 干渉 波 を 送り 込 
み 、 失 われ て いる 自我 境界 線 を 再生 する こと に より 、 
L.C.L. 内 に 精神 と と も に 融解 し た 肉体 を 再生 させ る と いう 、 
心理 学 と 生物 学 を 併せ た よう な 概念 に 基づい て いる 


魂 を 肉体 に 定着 させ る 作業 と 
も いえ る サル ベー ジ 計 画 。 モ 
ニタ の 表示 に は 心理 学 用 語 が 
散見 され る 


052 


エン トリ ー プ ラグ 内 は も ぬけ の 殻 で 
あっ た 。 だ が 、 着 用 し て いな か っ た 
は ず の プラ グ ス ー ツ が 漂っ て お り 、 
これ が 自我 の 頸 れ と 考え られ た 


辛うじて 自我 が 残っ て いる こと か ら 、 


サー ド チ ルド レン の 魂 と 肉体 を 再 構 
成 し 、 初 号機 か ら 分 離さ せる こと が 
理論 上 可能 だ と 、 赤 木 博士 は 推 穴 


赤木 博士 は サル ペー ジ 作業 手順 要項 
を 作成 。 オ ペレ ー タ ー の 伊吹 マヤ は 
その 仕事 ぶり に 感心 する が 、 プ ラン 
は 10 年 前 の も の を 基 に し て いた 


作業 途中 で 事態 は 急変 。 プ ラグ が 排 
出さ れ 、 ハ ッ チ か ら パ イロ ッ ト の 肉 
体 の 融解 し た L.C.L. が 流出 し て し ま 
う 。 作業 は 失敗 と 思わ れ た が …… 


TWETI【S 


初 号機 と 融合 し て し まっ た 
サー ド チ ルド レン の 救出 計画 
第 14 使 徒 戦時 、 シ ンク ロ 率 400% を マー ク し た 
初 号機 で あっ た が 、 そ の 代償 と し て サー ド チ ルド レ 
ン が 初 号 機 と 融合 、 肉 体 が エン トリ ー プ ラグ 内 の 
L.CL. に 融解 する と いう 事態 を 招い て し まっ た 
赤木 リツ コ 博 士 は 、 サ ー ド チル ドレ ン の 魂 を 肉体 
に 再 定着 させ 、 初 号機 と 分 離す る 計画 を 立案 する 
0 第 14 使 徒 戦 で 大 き な ダ メー ジ 


を 負っ た 初 号 機 に 、 パ イロ ッ ト 
の サー ド チ ルド レン は 融合 し て 


し まっ た 


サル ペー ジ 計 画 自体 は 失敗 し た 
が 、 幸 運 に も サー ド チ ルド レン 
は 初 号 機 と の 分 離 を 果 し 、 元 の 
変 に 戻る 


サル ペー ジ の プロ セス 


自我 境界 パル ス 接続 

第 1 信号 送信 

EVA 信号 を 受信 、 拒絶 反応 な し 
第 2、 第 3 信号 送信 


対象 カテ クシ ス 異 常 な し 、 
デス トル ドー 認め られ ず 


対象 を ステ ー ジ 2 へ 移行 
自我 境界 が ルー プ 状 に 固定 


りん 
全 波形 域 を 全 方 位 で 照射 を 指示 


発信 信号 が クラ イン 空間 に 捕らわれ る 


リ ジ 紀 。 

干渉 中 止 を 決定 

り 履 ヨ 。 

タン ジェ ント グラ フ の 逆転 、 
加算 数 値 を ゼロ に 戻す こと を 指示 


旧 エ リア に デス トル ドー 反応 
パタ ー ン セピア 


コア パル ス に 変化 
プラ ス 0.3 を 確認 


リツ コ 、 
現状 維持 の 最 優先 と 、 逆 流 を 防ぐ こと を 指示 


逆流 せき 止め られ ず 
EVA、 信号 を 拒絶 
L.C.L. 自 己 フ ォ ー メ ーション が 分 解 
プラ グ 内 圧力 上 昇 


リツ コ 、 
全 作 業 中 止 を 指示 


プラ グ は イグ ジッ ト 、L.C.L: 流 出 


シン ジ 、 初 号機 か ら 生 本 


IM 太 則 0 間 HIHIELI 


初 号機 と 完全 に 融合 し て し まっ た シン ジ は 、 自己 の 肉体 を 
失い 、 い うな れ ば 魂 だ け の 存在 と な っ て いた 。 その 状態 で の 
シン ジ は 、 自 分 の 内 的 世界 = 心 の 世界 の 中 に いた 。 その 世界 
で は 、 自身 の 思考 が 具体 的 な イメ ー ジ と な っ て 知覚 され て い 
た よう だ 。 な お 、 シ ンジ は 第 12 使 徒 の 虚数 空間 に 捕らえ られ 
た と きも 同じ よう な 感覚 を 体験 し て いる 


第 12 使 徒 内 部 に 捕われ た と き 
も 、 今 回 の 事例 同様 に 母親 の イ 
メー ジ が シン ジ の “ 心 の 世界 " 
に 現れ て いる 


自己 の 内 的 世界 に て 見 る イメ ー 
ジ に は 、 シ ンジ が 感じ た も の の 
ほか 、 無 意識 下 や 本 人 が 忘れ て 
いた も の まで も 含ま れ て いる 


1 = ニー ュー 


内 的 世界 で 見 られ る 言葉 


シン ジ は 自身 の 内 的 世界 に お いて 、 肉親 の 名 前 や (加え て 綾波 レイ の 
名 前 も 見 られ る と ころ が 興味 深い )、 心 理学 用 語 が いわ ゆる タイ ボ グ ラ 
フィ ー 風 の イメ ー ジ と し て 現 出し て いる 。 「 劣 等 感 ] [恐怖 ] と いっ た ネ 
「 ゲ ンド ウ 」 が 同じ 雰囲気 と な っ て いる と こ 


ガ テ ィ ブ な ワー ド と 「 父 ] 
ろ に 、 シン ジ の 深層 心理 が 垣間見 られ る 


P 心理 学 、 精 神 分 析 学 の 用 語 


圧 口唇 其 


「oral stage」。 口唇 期 と は リビドー 発達 に お ける も っ 
と る 初期 の 段階 で やり 、 フ ロイ ト が 定義 し た 性 器 性 欲 の 
前 段階 た る 幼児 性 欲 の 第 一 段階 。 誕 生か ら 生 後 1 年 半 
頃 ま で の 、 口唇 を 介し た 刺激 に より 性 的 快感 を 得 て い る 
時 期 を 指す 。 そ の 後 は 、 肛 門 期 、 男 根 期 と 展開 し て いく 


遼 同一 化 


精神 分 析 学 に お ける 防衛 機制 の ひと つ 。 憧れ の 存在 
や 優れ て いる 人 と 同じ 行動 を する こと で 、 満 足 感 を 得 た 
り 劣 等 感 を 振り 払う こと 


圧 内 在 化 


心理 学 用 語 で 、 外 に ある も の を 自分 の 内 に 取り 込み 、 
身 に 付け て 変化 する 過程 を 指す 。 例 えば 、 外 的 な も の で 
ある 世の中 の 規 男 な どの 社会 性 を 身 に 付け る こと 


還 補償 


心理 学 で は 、 人 間 の 心 に 存在 する 意識 と 無意識 の バ 
ラン ス を と ろう と する 自然 な 働き の こと を 「 補 償 ] と 呼ぶ 
意識 が ある 一 方 向 に 偏っ て 心 の バラ ンス を 一 時 的 に 失 
っ た 場合 、 夢 の 中 な どの 無意識 に お いて その 偏り に 相反 
する 意識 を 生み 出し 、 そ れ に よっ て 自我 を 均衡 に 保つ 
し か し 、 一 般 に 意識 が 偏る 時 と は 当 人 の 主張 が 強く 表 


れ て いる と き で あり 、 ゆ え に 無 意識 は その 主張 に 反する 
「 当 人 が 強く 拒絶 する 不愉快 な も の 」 を 生み 出す こと に 
な る た め 、 受 け 入れ 難い も の を 強制 的 に 受け 入れ な けれ 
ば な ら な い 状 態 に な っ た 場合 、 神 経 症 な ど 精 神 疾患 の 原 
因 に な る 可能 性 も ある 。 ま た 、 精 神 分 析 学 に お ける 防衛 
機制 (自我 を 守る 作用 ) の ひと つ で も あり 、 自 ら が 劣等 
感 を 抱く 分 野 と は 別 分 野 で 成功 し 、 劣 等 感 を 補 お うと 
する こと を 指す 


還 抑圧 


精神 分 析 学 の 用 語 で 、 防 衛 機制 の ひと つ 。 自分 を 和田 
か すこ と に な る 記憶 や 感情 、 観 念 な を ど と 、 そ れ に 付随 す 
る 衝動 や 情動 を 無意識 下 へ と 追い や る 作用 の こと 


デマ へ 率 Nsh や を デキ デー HH 
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エピソード ガイ ド 


PI5HUE 6HIDE 
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軸 全 城 調査 隊 の 映像 記録 を … " 還 PO65 
見 て ゲン ドウ と キー ル が 会 話 
狐 加持 、 
ミサ ト の 留守 番 電 話 に 伝言 
ヤ 
和 ミ サト 、 
冬 月 が 拉致 され た こと を 知る 


引 1999 年 
冬 月 、 
ゅ 人 田 PU5H 


2015 年 
冬 月 、 
ゼー レ に 詰問 を 受け る 


@1999 年 
冬 月 、 
ゲン ドウ と 出会う … 33058MIiI 


較 2002 年 
冬 月 、 
セカ ンド イン パク ト 後 に 医者 を 開業 ゅ 【 対 PUD5 


⑧ 人 月 、 
セカ ンド イン パク ト 調 査 団 に 参加 上 POD 
マ 


92003 年 

人 工進 化 研究 所 を 訪れ た 冬 月 、 
計画 を 知る ………… ド バボ … ・ yy [07 
4⑩2005 年 

リツ コ 、 

ミサ ト と 出会う 


風 2003 年 
冬 月 、 
ユイ の 意志 を 知る 


⑫2004 年 
コイ 、 
EVA の 実験 に より 消失 …… 6 2 - 中 | HB 


8 ゲン ドウ 
アダ ム 計 画 と 人 類 補完 計画 を 立案 


電 2008 年 
リツ コ 、 
ゲ ヒ ルン に 入所 …………… ヶ 還 PU59 


52010 年 
ゲン ドウ 、 
ナオ コ と リツ コ に … [PH 
レイ を 紹介 … み 国 P69 


MAGI シ ステ ム 完 成 


2 5 年 


何者 か と 待ち 合わ せ 


⑳⑲ ミサ ト 、 
加持 の 伝言 を 聞く 


第 式 拾 式 語 へ 


ゲン ドウ に 疑念 を 抱く ゼー レ は 冬 月 を 拉致 し て 
尋問 する 。 同 じ 頃 、NERV 謀 報 部 は 、 加 持 を 冬 月 
拉致 の 首謀 者 と 見 て ミサ ト を 事件 解決 まで 独房 入 
り と し た 。 一 方 、 冬 月 は ゼー レ か ら 「 冬 月 先生 ] と 
呼ば れ 、 研 究 生 だ っ た 碗 ユイ 、 六 分 儀 ゲ ンド ウ と 
の 出会い を 思い 出す 。 それ は 1999 年 の こと だ 。 
翌年 セカ ンド イン パク ト が 発生 。2002 年 、 国 連 の 
南極 調査 隊 に 同行 し た 冬 月 は 、 謎 の 巨人 の こと を 
知る 。 だ が 国連 は 真実 を 隠蔽 。 冬 月 は 真相 を 暴 
く た め ゲン ドウ や ユイ が 所 属す る 人 工進 化 研究 所 
を 訪れ る 。 そ こ に は 冬 月 と 旧知 の 科学 者 で ある 赤 
木 ナ オ コ も お り 、E 計 画 の 話 を 聞か され た 彼 は 、 ゲ 
ンド ウ に 誘わ れる まま ゲ ヒ ルン に 加わ っ た 。 その 後 、 
実験 事故 で ユイ は 消失 。 ゲ ンド ウ は 人 類 補 完 計 画 
に 着手 する と 冬 月 に 告げ る 。2010 年 、 ナ オ コ が 開 
発する MAGI が 完成 する も 、 彼 女 は 謎 の 死 を 遂げ 
て し まう 。 そ し て ゲ ヒ ルン は 解体 、 特 務 機 関 NERV 
が 組織 され る 。 再 び 現 在 。 加 持 が 冬 月 を 救い 出 
し ミサ ト は 解放 され る 。 帰 宅 し た 彼女 を 待っ て い 
た の は 、 加持 の 残し た 留守 電 メ ッ セ ー ジ だ っ た 。 


秘 扱い の 南極 で の 葛城 

調査 隊 の 記録 映像 。 こ 
れ を 見 た キー ル と ゲン ドウ 
の 会 話 が 為 さ れる 


冬 月 拉致 報 
サト 。 加 持 


デー レ に 尋問 を 受け る 冬 

月 は 、 大 学 の 教授 だ っ 

た 頃 を 思い 出す 。 そ れ は 衛 
ユイ と の 出会い だ っ た 


カン ドイ ン パ クト 調査 

団 に 参加 し た 冬 月 は 真 
実 を 垣間見 る 。 だ が 公式 発 
表 は 藤 暗 に 満ち て いた 


ae ap 


第 弐拾 索 語 (初回 放映 日 : 96.2.21) 
脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 


半幅 
作画 監督 : 重 田 智 
> NEON 
0/ 2. EVANGELION 
第 弐拾 窟 話 Neeleeed 
EMHLMMH 


セカ ンド イン パク ト か ら NERV の 誕生 まで が 明らか 
に され る 。 第 拾 向 話 で 加持 が 京都 へ 出向 いて いた の は 、 
冬 月 と ゲン ドウ 、 そ し て ユイ と の 出会い が 京都 の 大 学 
で あっ た 点 が 遠因 と も 考え られ る 。 ま た 冬 月 の 「 あ の 
頃 は まだ この 国 に 、 季 節 …… 秋 が あっ た 」 と いう セリ 
フ で 、 劇 中 で 頻繁 に セミ の 鳴き 声 が 聞こ える 理由 が 明 
示さ れ た 。 な お 、 加 持 が 冬 月 を 助け 出し た 際 に 口 に 
する 「 科 司令 に アダ ム の サン プル を 横流し し た 件 」 と は 、 
第 八 話 の アダ ム 搬 送 の 件 を 指し て いる 。 


持 は ミサ ト に 電話 を か 
け て いた 。 だ が ミサ ト 
は お ら す ず 、 留 守 番 電話 に 何 
事 か メッ セー ジ を 吹き 込む 。 


は L し た セカ 
ュ ン ド ト か ら 2 
年 後 。 冬 月 は モグ リ の 医者 
と し て 生活 し て いた 


「HE ESSEHTIHL EMHHBELHON PHHIHIELE 


相 を 暴く た め 人 工進 化 
研究 所 で ゲン ドウ と 会 
っ た 冬 月 は 、 ユ イ や 赤木 ナ 
オ コ と 再会 。E 計 画 を 知る 。 


イ の 事件 か ら 1 週間 後 。 
て 2 全 し て いた ゲン ドウ 
は 、 人 類 補 完 計 画 を 推進 す 
る と 告げ る の だ っ た 。 


ミン ドウ が 綾波 レイ と い 

う 子 供 を 連れ て きた 

ナオ コ は 、 レ イ に ユイ の 面 
影 を 感じ 憶 然 と な る 


月 を 加持 が 解放 する 。 

その 後 、 何 者 か と 待ち 
合わ せ て いた 加持 。 待 ち 人 
の 到着 と 共に 銃声 が 枚 く 。 


か つて 誰 も が な し 得 な か っ た 
M ) 
y\ の ) 妃 
人 類 完 計画 た よ 


オ コ が 開発 を 進め て き 

た MAGI が 完成 の 
夜 、 ナ オ コ は レイ を 絞殺 
そし て 自ら も 転落 死 し た 


第 工 失 人 話 


(0 イ は EVA の 実験 中 に 消 


子 を 、 息 子 ンジ 
目撃 し て いた の だ っ た 


- 計 記 業 し た リツ コ は ゲ ヒ ル 

ン の メン バー と な り 、 
母親 の リツ コ と 職場 を と も 
に する こと に な る 。 


宅 し た ミサ ト は 加持 の 

遺し た 留守 番 メ ッ セ ー 
ジ を 聞く 。 涙する ミサ ト に 
シン ジ は 無力 で あっ た 。 


055 


テ ヾ 区 Nsh キ 究 へ 芝 マー マ RH 


チェ ッ ク ボ イン ト 


HEEH PHIIHTI 


| 才 計 各 隊 


国連 の 協力 を 得 て S* 機 関 の 研 究 と 実験 を 目的 に 結成 され 、 
南極 へ 派遣 され た 。 その 実体 は 未知 の 巨人 と その 活動 源 ニ 
S" 機 関 の 解明 で あっ た と 目 さ れ て お り 、 そ の 実験 中 の 事故 が 
セカ ンド イン パク ト 発 生 の 真実 で ある らし い 


| 還 セ カ ルド イシ クト 秋 和則 


2002 年 に セカ ンド イン パク ト の 原因 調査 の た め と し て 南極 
へ 派遣 され た 、 国連 の 調査 チー ム 。 こ れ に は 民間 か ら の 科学 
者 も エキ スパ ー ト と し て 参加 し て いる 。 だ が 、 こ の 調査 で 得 
られ た 事実 は 一 切 公開 され る こと は な か っ た 


| の 人 


055 


S* 理 論 の 提唱 者 で ある 葛 


城 情 士 は 、 な ぜ か 一 人 娘 
も 帯同 させ て いる 。 ま た 
ゼー レ の 人 間 も 同 行 し て 
いた が 、 彼 ら は セカ ンド 
イン パク ト 前 日 に 帰国 


P 参 央 メン バー 


セカ ンド イン パク ト 調 査 
隊 の 中 核 は 古 ゲ ン 6 ら 
ゼー レ の 人 間 で あり 、 民 
間 の 人 則 と し て 才 如 し た 


南極 の 地下 空洞 で 発見 され た 第 1 使徒 アダ ム と され る 巨 
人 。 活動 源 は S 機 関 と 推察 され 、 葛 城 調査 隊 は この 巨人 の 
研究 の た め に 結成 され た よう だ 。 な お 、 2015 年 に 、 復元 され 
た と いう 胎児 状 の アダ ム が ゲン ドウ の 手 に 渡っ て いる 


南極 より 巨大 な 羽 の よう な 


アダ ム と の 関連 性 は 明らか 
に され て はい ない 

ベー クラ イト で 固め られ た 

アダ ム と され る 存在 


冬 月 コウ ゾウ も の だ っ た 


セカ ンド イン パク ト 発 生 時 、 


も の が 伸び た と いわ れる が 、 


THETI【S 


セカ ンド イン バ パクト に 関係 する 
二 隊 の 南極 調査 隊 

西暦 2000 年 。S* 理 論 の 提唱 者 で ある 葛城 博士 
を 長 と し た 調査 隊 は 、 南 極 で 発見 され た 巨人 と S 
機関 の 研究 を 行っ て いた が 、 何 ら か の 要因 で セカ 
ンド イン パク ト が 発生 。 そ れ か ら 2 年 後に 国連 は 
調査 隊 を 派遣 。 そこ で 得 ら れ た 事実 は 隅 蔽 され た 。 


セカ ンド イン パク ト 発 生 時 の 国 
連 南 極 基地 の 様子 を 収め た 映像 
状況 を 中 継 し て いた 記録 映像 と 
思わ れる 極秘 資料 で ある 


2002 年 に 行わ れ た 国連 の セカ 
ンド イン パク ト 調 査 に は 、 何 者 
か の 推薦 に より 冬 月 が 外部 の エ 
キス パー ト と し て 参加 し て いた 


セカ ンド イン バ 
クト 調査 隊 の 報 。 
告 と し て 公式 に 
発表 され た の は 、 
随 石 の 激突 と い 
う 事 実 と 異な る 


02 | も カン ドイ ツク ト 衣 江 


当時 の 記録 映像 か ら 光 の 巨人 が 関係 し て いる こ 
と は 間違い な い 。 し か し それ ら の 情報 は 公 に は さ 
すず 、 真実 は 一 部 の 人 間 が 知る の み と な っ た 。 


昨 HBiH 
還 国連 の 正式 発表 を 伝え る 新聞 記事 


人 

時 才 際 、 一 般 に は セカ ンド イン パク 
今 | ト の 原因 は 、 限 石 衝突 と いう 天 淡 
静 … で ある と 信じ られ て いる 


1 
重 コ Ao 


LMMIH 

南極 と 箱根 の 地下 球状 空間 

NERV 本 部 の 置か れ た 地下 球状 空間 = ニ ジ オ フロ 
ント と 同様 の も の 、 コ ー ド ネー ム 「WHITE 
MOON」 が 、 南極 に も 確認 され て いた 。 


南極 大 陸 の スキ ャ ン 画 
像 。 ジ ャ イア ント イン 
パク ト で で きた 空洞 ら 
し いと の 記載 が ある 。 


| 計画 に より 生み 貞 さ れ た EVA 


EVA の 建造 は 日 本 の NERV 本 部 が も っ と も 先行 し て いた 
2015 年 に は 、 プ ロト タイ プ で ある 零 号機 と テス ト タ イ プ の 初 
号機 が 既に ロー ルアウ ト し 、 運用 に 向け て 起動 実験 が 行わ れ 
て いる 。 ま た 、 ほ ば 同時 期 に ドイ ツ 支 部 で プロ ダク ショ ン モ 
デル の 弐号 機 が 完成 。 こ れ に 遅れ て 米国 で も 3 号機 と 4 号機 
が 建造 され た が 結果 的 に 両機 と も 損失 。 その 後 、 急 ピッ チ 
で EVA 量産 機 が 建造 され 、 9 機 の 量産 機 が 完成 を 見 た 


EVA4 号 機 は 米国 第 2 支部 
で 建造 され た が 、 ぐ "機関 搭 
載 実 験 中 の 事故 で 消 減 し 欠 
番 扱い と な っ た 。 な お 4 号 
』 機 の 諸 元 は 非 公 開 


EVA 弐号 機 @ 


プロ ダク ショ ン モ デル の 
EVA。 適 格 者 は セカ ンド チル ド 
レン 、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
初 の 実戦 用 EVA で ある 


適格 者 と の シン クロ 率 が 良好 だ っ 


た 弐号 機 。 汎 用 性 も 高い 


14 年 の 歳 月 を 賭し て 進め られ た 
エヴァ ン ゲ リオ ン 建 造 計画 

アダ ム 再 生計 画 、 通称 「E 計 画 ] と は 、 新た な ア 
ダム を 人 類 の 手 因 に より 造り 出 そ う と いう 一 大 プ 
ロジ ェクト で ある 。 言う なれ ば 人 間 の 技術 で アダ 
ム を コピ ー す る 計画 で ある 。 その 頭 文 字 は エヴァ 
ン ゲ リオ ン の E に 由来 する と され 、 人 型 決戦 兵器 
で ある 人 造 人間 エヴァ ン ゲ リオ ン の 開発 を 指す も 
の と いっ て も を 差し 支え な い 。 そ の 研究 開発 に は 、 
14 年 の 歳 月 と 膨大 な リソー ス が 投入 され て いる 


| 和 験 中 に 発生 し た 事故 


E 計 画 を 推進 し 実行 し て いた の は 、 調 査 組織 ゲ ヒ ルン で あ 
る 。 だ が 、 EVA の 起動 に は 精神 的 な 接触 を 要する た め 、 その 
被験 者 が 必要 で あっ た 。 勢い ゲ ヒ ルン に 所 属す る 科学 者 が 
接触 実験 の 被験 者 と な ら ざ る を 得 ず 、 実 験 中 に 優秀 か つ 貴 
重 な 命 が 失わ れる ケー ス も し ば し ば あっ た よう で ある 


神経 接続 に よる EVA の 起 
動 に は 、 精 神 汚染 の リス ク 


が 付き まとう 。 こ れ は EVA 
が 一 応 の 完成 を 見 た 2015 
年 現在 も 同様 で ある 
EVA 零 号機 な 
プロ ト タ イ プ ブ の EVA。 適格 ん ) 


者 は ファ ー ス トチ ルド レン の 綾 ツン 
波 レ イ 。 主 に 実験 な ど で 運 用 
され て いた / M 『 


。 学 、 ーー (4 り 


戦闘 用 に 改修 され 再 就役 し た 零 号 マヤ > 
機 は 機体 色 も 青 に 変更 ーー 


EVA 号機 


プロ ダク ショ ン モ デル の 
EVA。 適格 者 は フォ ー ス チル 
ドレ ン 、 鈴原 トウ ジ 。 だ が 使徒 
に 寄生 され 形式 上 は 破棄 


3 号機 は パイ ロッ ト を 乗せ た まま 
使徒 に ジャ ッ ク さ れ て し まっ た 


| MI 


第 式 拓 話 


TNIETIES 


南極 で 発見 され た 光 の 巨人 
アダ ム 。EVA の 外見 が こ 
巨人 と 相似 し て いる と い 
う の は 、 あ る 意味 で 自明 の 
理 で あっ た と も いえ よう 


) 


E 計 画 初期 に 造ら れ た EVA 
の 頭 部 。 そ の 後 実用 化 さ れ 
た 零 号機 と 酷似 し て お り 
その 基本 構造 は 早く に 完成 
し て いた と 考え られ る 


巡 ユイ の 消失 


2004 年 、 日 本 の 人 工進 化 研究 
所 に て 行わ れ た EVA の 実験 に 
お いて 、 科 ユイ が 被験 者 と な る 
だ が イレ ギュ ラー な 事故 で 彼女 
は 肉体 ご と 消失 し て し まう 。 
惣 流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ッ ペ 
リン の 精神 障害 


2005 年 、 ゲ ヒル ンド イツ 支部 
に て 行わ れ た 接触 実験 に は 、 同 
支部 の 物流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ッ 
ペリ ン が 臨む が 、 精 神 汚染 に よ 
り 重 度 の 精神 障害 を 負う 。 


EVA 初 号 機 


テス ト タ イ プ の EVA。 適格 
者 は サー ド チ ルド レン の 伴 シン 
ジ 。 使徒 と 初 の 実戦 を 行っ た 
EVA で も ある 


初 号機 は 、 何 度 と な く 不 可 解 な 暴 
走 を 起 し て いる 


EVA 量産 機 


量産 モデ ル の EVA。 適格 者 
は な く ダ ミー プラ グ で コン トロ 
ー ル され る 無人 機 。S* 機 関 を 
動力 源 と し て いる 


量産 機 は 他 の EVA に は な い 飛 行 
能力 も る 有 し て いる 


デマ 半 ざ sh や を へ 告 デー ベ H 


チェ ッ ク ボ イン ト 


HEEH PHMIHI 


BYA に 絞 す る 実 駿 


EVA と 被験 者 の 接触 実験 と は 、EVA の 起動 に 必要 な 神経 
接続 の テス ト で あっ た よう だ 。 古 ユ イ を 被験 者 と し た 実験 は 、 
その ファ ー ス ト ケ ー ス で も あっ た が 、 被 験 者 は 肉体 も ろ と も 
初 号機 に 取り 込ま れる 惨事 を 招い て し まう 


接触 実験 は 、 人 工進 化 研究 所 の 
地下 (ジオ フロ ント 内 部 


| 2015 年 時 に は ター ミナ ルド ク グ 
= て マ と な っ て いる ) に 建設 され た 
第 2 実験 場 で 行わ れ た 


105| 某 テス イ 。 人 競 


HHNHETEH 

京都 大 学 出身 の 学生 。 生 物 工 学 の レポ ー ト が 緑 

で 当時 の 冬 月 と 知り 合う こと に な る 。 ゼー レ の 関 

係 者 。 の ち に 六 分 儀 ゲ ンド ウ と 結婚 し 、 人 工進 化 
研究 所 の 所 員 と し て E 計 画 に 従事 し て いた 。 


冬 月 と ハイ キン グ に 出かけ る な 
ど 、 ア ウト ドア で も ある 女性 


接触 実験 に は 、 被 験 者 の 
和 ユイ を は じ め 、 所 長 ( 当 
時 ) の ゲン ドウ 、 冬 月 、 
赤木 ナオ コ な ど 、 人 工進 
化 研究 所 の 主要 メン バー 
が 全員 立ち 会 っ た 


極秘 に 進行 し て いた は すず の E 計 画 だ が 、 こ の 衛 ユイ 
消失 の 事件 は マス コミ に 遺伝 子 操作 実験 の 事故 と し 
て スク ー プ され 、 大 々 的 に 叩か れ た よう で ある 


| U5 | 六 分 償 ゲ ンド ウ 届 


LHHNHNETEH 


ユイ の 恋人 で あり 、 の ち に 結婚 し 古 性 と な る 
ユイ に 接近 し た の は ゼー レ 目 当て と いう 噂 も あっ 
た 。 ゼ ー レ に 加わ っ て か ら は 重要 人 物 と な る 


ゲン ドウ は 、 人 工進 化 研究 
所 の 所 長 を 務め て いた 


未森 ナオコ ム 届 


ーーーーー ーー MINWETEH 


人 工進 化 研究 所 に て 、 生 体 コ ンピュータ 理論 
EE 
ー ト 。 冬 月 と も 旧知 の 間柄 で あっ た よう だ 


we、 上 


赤木 ナオ コ は 科 ゲ ンド ウ と 
不倫 関係 に あっ た 


THETIES 


EVA の 接触 実験 が も た らし た 、 


最初 の 惨事 

E 計 画 の 中 核 的 存在 で あっ た 日 本 の 人 工進 化 研 
究 所 に お いて 、2004 年 に 行わ れ た 初 号 機 と の 接触 
実験 。 こ れ が 成功 すれ ば 、EVA の 実用 化 へ 大 きく 
前 進 する は ず で あっ た が 、 実 験 は 失敗 し 被験 者 と 


な っ た 人 ユ イ は 初 号 機 に 取り 込ま れ 消 失 し た 。 


EVA の 実験 に は 、 在 ユイ の 実 
子 シ ンジ も 見 学 し て いた 。 こ れ 
内 は 息子 に 「 明 る い 未 来 を 見 せ た 
P い ] と いう 彼女 た っ て の 要望 で 


あっ た 


冬 月 は 、 各 ユイ が 被験 者 に な る 
こと に は 反対 だ っ た らし い 。 ま 
た 、 ゲ ンド ウ は 事件 直後 に 1 週 
間 失 中 し て いる 


赤木 ナオ コ 


実験 の 事故 は スキ ャ ンダ ラス に 報 
| 道 さ れ 、 様 々 な ゴシップ 的 な 記事 
が 乱れ 飛び 、 憶 測 を 呼ん だ よう だ 


WLMml 
教授 時 代 の 冬 月 


セカ ンド イン パク ト 以 前 
の 冬 月 は 、 大 学 の 教授 だ っ 
た 。 人 付合い は 積極 的 で 
は な か っ た よう だ 


| 参考 半月 


冬 月 が 籍 を 置い て いた 、 大 学 
の 形 面 上 生物 学 第 1 研究 室 


に 


幼い 巡 シン ジ 

当時 3 歳 だ っ た 委 シン ジ 。 
ユイ の 実験 当日 見 学 に 訪 
れ 事故 を 目撃 。 後 の 初 号 
機 も 見 て いた よう だ 。 


無邪気 に EVA の 実験 設備 を 
な が め る 幼い シン ジ 


ミサ ト が | 父 の 組織 ] と 呼ん で いる こと か ら 、 セ 
カン ドイ ン パ クト 以前 より 存在 し た と 見 られ る 調 
査 機関 。 主 に ゼー レ の 後援 を 受け て 活動 し て いた 
構成 員 は 学者 が 中 心 で 、 軍事 ・ 課 報 関 係 の 人 材 も 
擁し て お り 、 後 の NERV の 母体 と な っ た 


箱根 地下 に 発見 され た ジオ フロ 
ント に 、 後 の NERV 本 部 と な る 
各種 の 施設 を 建設 し た の も ゲ ヒ 
ルン で ある 


| 箱 弧 概要 と 主要 な 所 属 メン ノ 


国連 直轄 の 調査 組織 で ある ゲ ヒ ルン だ が 、 実質 的 に は その 
実権 を 掌握 し て いる ゼー レ 直 属 の 機関 と いっ て も 過言 で は な 
い 。 人 工進 化 研究 所 は 国連 直轄 で あっ た が 、 そ の 実体 は ゲ 
ヒル ン の 研究 拠点 で あり 、 いわ ば 隠れ 養 で あっ た 


W ゲ ヒ ルン 本 部 の 隠れ 養 で ある 人 
工進 化 研究 所 。 箱 根 に 研究 所 が 
建設 され た の は 偶然 で は な く 、 
ジオ フロ ント が あっ た た め 


実権 を 掌握 


下 直 還 


隠れ 昔 と し て 利用 


| 05 | 区 貫 涼 レイ 


fn BHTIE H 


2010 年 、 巡 ゲ ンド ウ が 「 知 人 の 子 ] と 称し て 人 
工進 化 研究 所 へ 連れ て きた 少女 。 だ が レイ に 関す 
る 過去 の デー タ は すべ て 抹消 済み 。 ナ オ コ は 「 あ 
ん た な ん が 死ん で も 代わ り は いる 」 と 咳 い て いた 


無 表 情 の レイ 。 赤 木 ナ オ コ は 、 』 
綾波 レイ に ユイ の 面影 4 見 る 。 / 還 識 


レビ 


ゲ ヒ ルン 活動 年 表 


調査 機関 ゲ ヒ ルン 誕生 

人 工進 化 研究 所 設立 

碗 ゲン ドウ 、 人 工進 化 研究 所 所 長 に 就任 
冬 月 コウ ゾウ 、 ゲ ヒ ルン 入所 

記 ユイ 、 実 験 中 に 消失 

遼 ゲ ンド ウ 、 人 類 補 完 計画 を 立案 


物流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ッ ペリ ン 、 接触 実 験 で 精神 障害 に 


所 属 メ ン バ ー 


遺伝 子 工学 者 
健 ユ イ 


生体 コン ビュ ー タ の 権威 


赤木 ナオ コ 


形 古 上 生物 学 の 元 教授 
冬 月 コウ ゾウ 


E 計 画 所 属 


- 閉 。 灰 木 リツ コ 


ドイ ツ 第 3 支部 所 属 
慕 城 ミ サト 


MLMMMI 

学生 時 代 の ミサ ト と リツ コ 

後に NERV 本 部 の 上 級 ス タッ フ と な る ミサ ト と 
リツ コ は 、 大 学 時 代 か ら の 友人 で ある 。 リツ コ は 、 
学生 時 代 に 髪 を 金髪 に 染め た よう だ 。 


ミリ ツ コ 


HE SSEHTIHL EMHHEELUHUIT EWHIIIELE 


第 弐拾 人 話 


WW6HMIZHTIMH 


物流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ペ リン 、 自殺 

赤木 リツ コ 、 ゲ ヒ ルン 入所 。E 計 画 に 配属 
発令 所 の 駆 体 が 完成 

スー パー コン ピュ ー タ MAGI シ ステ ム 完 成 
赤木 ナオ コ 、 転落 事故 に より 死亡 


調査 機関 ゲ ヒ ルン 解体 。 同 日 、 特務 機関 NERV 誕 生 


| し ルン の 研究 事項 


ゲ ヒ ルン の 目的 は 、 来る べき 使徒 の 翼 来 に 備え て 、 そ れ に 
対向 し うる だ け の 技術 や 設備 等 の 開発 に ある 。 ま た 人 類 補 
完 計 画 の 遂行 も その 重要 案件 で あっ た と いわ れ て いる 。 


生体 コン ピュ ー タ の 開発 


赤木 ナオ コ 博 士 の 理論 を 元 に 、 生 体 部 品 を 利用 し た 人 格 
移植 OS に よる コン ピュ ー タ の 研究 が 行わ れ て いた 。 す な わ 
ち 第 七 世代 有機 コン ピュ ー タ と も 呼ば れる 人 工 知能 で ある 。 


人 格 移植 OS の 第 1 号機 と な っ た 
スー パー コン ピュ ー タ MAGI シ ス 
テム に は 、 赤 木 ナ オオ コ の 3 つの 人 
格 が 移植 され て いる 


三 大 計画 の 推進 


人 類 補完 ] と いう 命題 の 元 に リン ク す る 三 つ の プロ ジェ ク 
ト E 計 画 、 ア ダム 計画 、 人 類 補完 計画 。 ゲ ヒル ン に と っ 
て これ ら の 計画 遂行 は 最 優先 事項 だ っ た 


冬 月 に 人 類 補完 計画 を 開始 する と 
告げ た ゲン ドウ は 、「 誰 も が な し 
得 な か っ た 神 へ の 道 ] と も 語っ た 


LMHMI 

セカ ンド イン パク ト 当 時 の キー ル 
キー ル 講 長 は セカ ンド イン パク ト 以 前 か ら ゼ ー 
レ の 主要 メン バー で あり 、 セカ ンド イン パク ト に 関 
連 する 情報 操作 に も 深く 関与 し て いた 。 
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テマ へ 壮 Nsh 鼻 生生 デ ア ー ベ CH 


EE 


エビ ソー ドガ イド 


PISIUHE IIDE 


sttMG/CHEHPUHT 


人 欠 ア スカ 、 
日 本 へ 向かう 空母 で 
加持 に 言い 寄る 


アス カ 、 
過去 を 回 想 


アス カ 、 
シン クロ 率 が 下降 


暫 日 向 、 
EVA の 量産 開始 を 
ミサ ト に 報告 


アス カ 、 
駅 の ホー ム で 
シン ジ と レイ を 見 か ける 
h 
⑯ ア スカ 、 
継母 と 国際 電話 で 話す 
4 
W ア スカ 、 
入浴 時 に 感情 が 爆発 
アス カ 、 
シン クロ 率 が さら に 下降 
4 
旨 ミサ ト 、 
シン ジ 、 アス カ と の 
共同 生活 に 限界 を 感じ る 
ず 
⑩ アス カ 、 
レイ と 衝突 
、 < 
和 ケ ンス ケ と ヒカリ 、 
EVA パイ ロッ ト た ち を 思う 
T 
2 弐号 機 、 修復 完了 
マ 
符 使 徒 、 Aa 22 の 本 oe か か 2| Pl72 
衛星 軌道 上 に 出現 
マ 
特 ア スカ 、 
独断 で 使徒 加 軸 の 先 鐘 を 務め る >: 還 P072 


h 4 


5 使徒 、 
アス カ に 精神 攻撃 


⑯ 零 号機 、 
使徒 迎撃 に 失敗 

h 
⑰ アス カ の 心 が 暴 か れ 、 
弐号 機 は 活動 停止 

kJ 
8 ゲン ドウ 、 
ロン ギ メ ヌス の 紛 の 使用 を 許可 … ゅ : [ 全 『072 

4 
9 使徒 、 残 減 

h 4 


第 弐拾 参 話 へ 


ハー モニ クス テス ト の 最 中 、 アス カ は 日 本 へ くる 
途上 で の 加持 と の 会 話 や 、 幼 い 頃 の こと を 思い 出 
す 。 それ は 自分 が いか に オト ナ で あり た いか を 示 
す 記 憶 で も あっ た 。 テ スト 結果 は 最悪 で 、 生 理 と 
も 重なり リア スカ の いら だ ち は 頂 点 に 達する 。 彼女 
は 周囲 の 人 々 、 何より 自分 自身 に 激しい 嫌悪 を 抱 
く 。 そ ん な と き 、 ドイ ツ に いる アス カ の 継母 か ら 電 
話 が きた 。 ふ た り の 会 話 に 親子 の 繋が り を 感じ る 
シン ジ 。 そ し て 、 第 14 使 徒 戦 で 大 破 し た 零 号 機 と 
弐号 機 の 修復 が 完了 し た 矢先 、 新た な 使徒 が 現れ 
る 。 零 号機 の バッ クア ッ プ を 命じ られ た こと に 屈 
辱 を 覚え た アス カ は 独断 で 先行 、 ミ サト は ラス ト 
チャ ンス と し て 先 鐘 を 任せ る 。 し か し 衛星 軌道 上 
の 使徒 に 射撃 は 届か ず 、 使 徒 は 精神 攻撃 で アス カ 
の 心 を ズタズタ に し て ゆく 。 攻撃 の 届か ぬ 相 手 に 、 
ゲン ドウ は ロン ギ ヌ ス の 槍 に よる 残 減 を 決断 する 。 
零 号機 は 地下 の 巨人 に 刺さ れ て いた 槍 を 回 収 し 、 
投 折 。 槍 は 容易 く 使徒 を 思 く 。 作 戦は 終了 し た が 、 
心 を 暴 か れ 、 嫌 っ て いた レイ に 助け られ た アス カ は 、 
た だ 悔し 涙 を 流す の み で あっ た 。 


ヶ月 前 の こと 。 日 本 に 

向かう 空母 の 船上 で 加 
持 に 迫る アス カ 。 だ が 子供 
扱い され る だ け だ っ た 


日 向 か ら EVA 量産 計画 の 
- 情報 を 聞い た ミサ ト は 、 
これ まで 以上 に き な 臭 さ を 
感じ る の で あっ た 


等 EAA ) アレ ド 。 つら 吉 


5fHff L151 一 一 一 一 に こそ 
第 弐 捨 弐 語 (初回 放映 日 : 96.2.28) 


て 人 世 。 敵 。 
し RWANGEON 


第 弐 拾 話 く Dot Be 


EWLW 旧 一 ーー 一 


第 拾 大 話 の ハー モニ クス テス ト 以 来 、 ア スカ の 中 に 
芽生 えて いた シン ジ へ の 対抗 心 と 、 そ こ か ら 生 まれ る 
孤立 感 が 一 気 に 噴出 する 。 ア スカ の 実母 の 精神 障害 
は 劇 中 で は 具体 的 に 語ら れ な い が 、EVA の 接触 実験 
に よる 精神 汚染 の 結果 と いう 設定 だ 。 ま た 、 エレ ベー 
タ 内 で レイ が 「EVA に も 心 は ある 」 と 話す が 、 アス カ が 
その 意味 を 理解 する の は 劇場 版 で の こと と な る 。 な お 、 
日 向 が ミサ ト に 伝え た 13 号 機 ま で の EVA と は 、 も ちろ 
ん 劇場 版 に 登場 する 量産 機 の こと で ある 。 


い 頃 。EVA 関 連 の 事故 

で アス カ を 忘れ て し ま 
っ た 実母 の 死 が 、 彼 女 の 自 
立 し た 生き 方 を 決め た 


wu 私 潤 か な い 。 
航 目 分 *# え る の 


THEE5SEHWTIHLEIHHEELON TEHHUHIELE 


は や 他人 を 否定 する こ 

と で し か 自尊 心 を 保 て 
な い ア スカ 。 そ し て 、 そ ん 
な 自分 に も 耐え られ な い 


- な 
い 。 ケ ンス ケ と ヒカリ は 
EVA パイ ロッ ト を 心配 する 


は 星 軌道 に 第 15 使 徒 が 出 

現 。 降 下 し て くる 気配 
は な く 、 ミ サト は 零 号 機 に 
よる 狙撃 作戦 を 考え る 。 


機 。 だ が 使徒 に ダメ ー ジ を 
与え る こと は で き な い 


D 槍 で 使徒 は 
アス カ に シン ジ 


さぶ 作 SYC 


信 一 ーー 委 
人 一 


4 


ら に 低下 する アス カ の 

シン クロ 率 を 見 て 、 リ 
ツ コ は 弐号 機 の パイ ロッ ト 
変更 も 視野 に 入れ 始め る 。 


ひい Y 
に スーン 2mmt Ca7 の 


然 レイ と 居合 わせ た ア 

スカ 。EVA に は 心 が あ 
る と いう レイ の 助言 に 、 ア 
スカ は 「 人 形 ] と な じ る 


イ の 後塵 を 拝 す る こと 

が 耐え られ な い ア スカ 
は 、 独 断 で 出撃 。 し か し ミ 
サト は これ を 甘 認 し た 。 


絶 へ の 恐怖 か らく る 顕 
示 欲 。 ア スカ の 心 は ト 
ラウ マ と 向き 合い 傷つき 、 
弐号 機 は 沈黙 する の だ っ た 


伺 で あん た が そこ に いる の よ ! 
何 も し な い ! 私 を 助け て くれ な い ! 


抱き し め て も くれ な いせ に 


| 
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テ で へ 半 Nsh 下 を 雪 へ ミキ メード H 


。 チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIHTI 


ボ ポジトロン 20X ラ イフ ル 

【 弐 号機 

先行 し て 出撃 し た 弐号 機 
は 、 連 射 可能 な ボ ジ ト ロン 20X 
ライ フル で 目標 を 狙う が 、 衛 
星 軌 道上 の 使徒 に は 届か ず 、 
逆 に 精神 攻撃 を 浴び る 


| 02 | 第 15 使 徒 アラ エル 


精神 攻撃 で 錯乱 し て いた た め 
市 街 地 に 全 弾 誤 射 する 


衛星 軌道 上 の 使徒 と の 戦い と 、 
ロン ギ ヌ ス の 槍 の 投入 


衛星 軌道 上 に 出現 し た 第 15 使 徒 に 対し 、 空 戦 
能力 を 持た な い EVA は 不利 で あっ た 。 葛 城 三 佐 は 
超 長 距離 射撃 に よる 攻撃 を 決定 。 だ が 通常 の 装 
備 で は 目標 を 捉え られ ず 、 先 行 し て 出撃 し た 弐号 
機 が 精神 攻撃 を 受け 戦闘 不能 と な る な ど 、 窮 地 に 
立た され る 。 右 司令 は ロン ギ ヌ ス の 檜 の 使用 を 決 
断 。 槍 は 零 号 機 に 投 搬 され 使徒 を 残 減 し た 


第 15 使 徒 戦 

に お ける 超 長 

距離 射撃 田 ボ ジ トロ ン 
20X ラ イフ ル 

ボ ポジトロン スナ イ バ パー 


ライ フル 改 【 零 号機 ( 改 )】 
バッ クア ッ プ の 零 号機 が ポ 
ジ ト ロン スナ イ パ バー ライ フル 改 
に て 狙撃 を 敢行 。 着 弾 す る が 
出力 不足 で 敵 の A.T. フ ィ ー ル 
ド を 買 通 で きず 


陽電子 の 着弾 に は 成功 する が 
出力 が 足り ず 効 果 は な い 


THNETI【S 


第 15 使 徒 戦 当 時 、 初 号機 
は 別 命 あ る まで 凍結 と され 
有 て いた 。 初 号機 パイ ロッ ト 
は 弐号 機 の 援護 を 志願 し た 
が 、 却 下さ れ て いる 


可視 波長 の エネ ルギー 波 に 
より EVA パイ ロッ ト へ 精 
神 攻撃 を 行う 使徒 。 リ ツ コ 
は ヒト の 心 を 探っ て いる よ 
うに も 見 える と 評 し た 


峰 ボ ジ ト ロン スナ イ バ パー ライ フル 改 


ロン ギ ヌ ス の 槍 
【 零 号機 ( 改 )】 


通常 兵器 で は 残 減 不 可能 と 
判断 し た 笠 司 令 の 指示 で 、 零 
号機 は ター ミナ ルド グマ より ロ 
ン ギ ヌス の 槍 を 持ち 出し 投入 。 
使徒 は 撃破 され た 


ロン ギ ヌ ス の 槍 は 衛星 軌道 上 
の 目標 を 瞬時 に 買 く 


HHTH 

較 呼称 : 第 15 使 徒 

較 天使 名 : アラ エル 

較 象徴 : 島 

較 能力 : 可視 波長 の エネ ルギー 波 


衛星 軌道 上 に 出現 し た 使徒 。 他 の 使徒 と は 異 
な り 、 第 3 新 東京 市 へ と 降下 は せ ず 、 大 気 圏 外 に 
留まり 続け た 。 可視 波長 の エネ ルギー 
EVA パイ ロッ ト の 精神 に 干渉 する 精神 攻撃 を 行う 
な お 物理 的 な 方 法 で の 攻撃 は 確認 され て いな い 
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波 を 照射 し 、 


A.T. フ ィ ー ル ド に 近い 可視 波長 
の エネ ルギー 波 。 精 神 攻撃 を 浴 
び た 弐 号機 パイ ロッ ト の 心理 グ 
フン ノ は 完全 に 変調 を きた し た 


衛星 軌道 上 か ら 位 置 を 変え な い 第 15 使 徒 。 長 々 
距離 射撃 に よる 攻撃 を 試み る も 、 EVA の 通常 兵器 
で は 飛 距 離 、 威力 と も に 不足 し て いた 


ボ ポジトロン 20X 
ライ フル 
カー トリ ッ ジ 式 で 連射 が 可 
能 。 質 量 セン サー に よる 精 
密 射 撃 も で きる 。 式 号機 が 
装備 し 、 先 制 攻撃 に 使用 


ホ ポジ トロ ンス ナイ 

バー ライ フル 改 
大 出力 か つ 長 距離 狙撃 に 適 
し た 装備 で ある が 、 発 射 に 
時 間 が か か る な ど 弱 点 も あ 
る 。 堆 号機 が 使用 


ロン ギ ヌ ス の 枚 


南極 に て 回 収 さ れ た 檜 状 物 
体 。 使 徒 を 撃破 し た の ち 月 
軌道 まで 達し て 回 収 不能 と 
な る 。 零 号機 が 投入 


ElHMELIUN 


第 15 使 徒 残 減 に 用 いら れ た ロン ギ ヌ ス の 槍 。 瞬 A.T. フ ィ ー ル ド 突 破 の プロ セス 


時 に 大 気 圏 を 突破 する 加速 力 や 、 目 標 の AT. フ ィ sa SN cY 


ー ル ド を 買 く 際 の 自己 変形 機能 な ど 、 対 AT. フ ィ 
ー ル ド 用 と も いえ る 力 を 発揮 し た 。 意 図 は 不明 だ 
ンジ に 対す る 意識 


が 、 地 下 の 巨 人 の 体 に 突き 刺し て 保管 され て いた 


拒絶 的 否定 的 な 語 切 が 多い 。Nein (否定 ) と Tod ( 死 ) の 意 が 多く 、 
ほか の ドイ ツ 語 は Erhangete ( 首 刷 り 自 殺し た ) tiefutter (継母 )、 
Groll (憎悪 )、Schmach (屈辱 )、Doppelselbstmord begehem ( 二 
重 自殺 )、Peinlichen (苦し み )、unsauber (不潔 な )、Wie argerlich こ 
(どう し て 怒る の ?)、der Verlust (喪失 ) な ど つ 
第 九 話 で 「 ジ ェ リ コ の 壁 」 を 言い 渡し た 直後 と 、 第 拾 仙 話 で キス し た 直後 の アス カ の 様子 が 描か れ て いる 


テマ へ 半 SSh や を テキ デー ベビ H 


内 的 世界 で 見 られ る 映像 と 言葉 


FE3KIEWZ3Cg 
EEgHEJEYL ヨ 
| | 下 


喪 < の | Ne ueczyae い \ // F プ 7 二 科 7 4 内 人 還 間 上 
7 中 当 、 ロロ デー 有 動 Y/) 
0 〒 線 利 叉 量 僚 UM 


デ 本地 商 | 電 春の | の 物 
時 朋 記 PE る 補 呈 思 寺 穫 馬 


pr ーーー 一 


選ば [| タ 先 
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笠 WSMM 


エピ ソー ドガ イド 


PISHHE BIHIDE 


sEEME/EHEEHPHIIT_ OO 


秋 ミサ ト 、 
自室 に こも る 


アス カ 、 
ヒカリ の 部 屋 に 居候 


h 4 


き リ ツ コ 、 


ミサ ト は 加持 へ の 未練 に 囚われ 、 ア スカ は ヒ カ 
リ の 家 で 自 堕 落 な 日 々 を 過ごす 。 ゼ ー レ か ら ロ ン 
ギ ヌ ス の 槍 の 無断 使用 に つい て 追及 され て いた ゲ 
ンド ウ に 使徒 出現 の 報告 が 入る 。 使徒 は 出撃 し 
た 零 号機 に 一 次 的 接触 を 開始 。 侵 食 と 同化 に よ 
り 、 使 徒 は レイ の 心 に 秘め た る 汐 し さ を 暴 露 、 彼 
女 は 初め て の 涙 を 流す 。 レ イ の 危機 に アス カ の 弐 
号機 は シン クロ 率 低下 の た め 起 動 で きず 、 ゲ ンド 
ウ は 初 号 機 の 凍結 を 解除 、 援護 に 回 す 。 し か し 使 


| 凍 昌 放 H ラ ニニ ーー で ーー == ペ 


第 弐 捨 参 語 (初回 放映 日 : 96.3.6) 
脚 本 : 山 口 宏 、 庵 野 秀明 

絵 コン テ : 鶴巻 和哉 、 庵 野 秀 明 

演 出 : 増 尾 昭一 
作画 監督 : 鈴木 俊二 


上 NEON 
BNINN 
EVANGELION 


徒 は シン ジ を も 侵し 始め た た め 、 レ イ は 使徒 を 抑 涙 Rei 四 
え 込 み 自爆 。 その 後 、 生 存 が 絶望 視 さ れ て いた レ 
イ は 無傷 で 生還 する 。 一 方 ミサ ト は 加持 の 遺志 を 
受け 継ぎ 真実 の 探求 を 決意 。 レ イ の 身代わり と し 
て ゼー レ の 尋問 を 受け た リツ コ も また 、 あ る 決意 
を 固め シン ジ を 連れ セン トラ ルド グマ へ 。 真実 を 
求め る ミサ ト も 友人 に 銃 を 突き つけ 同行 する 。 そ 
こ で 見 た も の は 、 ダ ミー プラ グ の 元 だ と いう 水槽 
に 浮か ぶ 多 数 の レイ だ っ た 。 驚 乙 す る ミサ ト や シ 
ンジ を 尻目 に 、“ 元 " を 処分 する リツ コ 。 ゲ ンド ウ 
の 裏切り に 感情 を 爆発 させ た 彼女 は 泣き 崩れ る 。 


祖母 か ら 電話 を 受け る 


ゲ ンド ウ 、 
ゼー レ か ら 召 喚 さ れる EULMMIH 
了 今回 の 英字 サブ タイ トル は 「Rei」。 第 仙 話 ・ 第 六 
話 [Rei 1 」「Reil 」 に 続く 、 レ イ の 内 面 と その 変化 
を 描く 3 度目 の 話 の 意味 合い と 同時 に 、 彼 女 自身 の セ 
リフ に も ある 通り 「3 人 目 の レ イ 」 と いう 意味 と も 取れ 
る 。 第 拾 九 話 で の 「 私 が 死ん で も 代わ り は いる も の 」 
と いう レイ の セリ フ も 、 彼 女 が クロ ー ン 体 で ある こと 
を 自覚 し て いた こと を 物語 る 。 な お 加持 か ら 送 られ た 
情報 の 入っ た 小型 カプ セル は 、 第 弐拾 話 の ミサ ト と の 
ベッ ド シ ー ン で チラ リ と 登場 し た カプ セル だ 。 


時 1423107WMI// 


> 【P075 


凍結 を 解除 され て 出撃 


レイ 、 
使徒 を 巻き 込み 自爆 Y の 
カリ の 家 で 一 日 中 ゲー | ey 
ム ば か り 続 ける アス カ コ っ て いた 猫 が いな く な 
彼女 は 気持 ち を ヒカリ に 吐 っ た と 連絡 を も ら う 。 寿命 
露 し 喝 頂 を 漏らす 。 だ っ た と な だ め る リツ コ 


0 リツ コ 、 
爆 心地 を 調査 


の メッ セー ジ を 聞き 続け る 
虚ろ な 毎日 を 送っ て いた 。 


供 ゼ ー レ 、 
死海 文書 に ある 使徒 の 記述 と 
ゲン ドウ の 処 山 を 議論 


⑫ ミサ ト 、 
温もり を 求め る 

に 
交 冬 月 、 
『 ミ ー プ ラグ ・ プ ラン ト に て 
レイ を 語る 


< 輝 芝 号 機 を 宗 知 し 


を か カ 


幸 ミ サト 、 
レイ 生存 の 報告 を 受け る 


レイ 、 
ゲン ドウ の 眼鏡 を 見 て 
涙 を 流す 
⑯ リツ コ 、 
ゼー レ の 尋問 を 受け る 


ミサ ト 、 
加持 の 意志 を 継ぐ こと を 決意 


イ の 内 的 世界 に 現れ る 

も う ひ と り の レイ 。 対 
話 を 続け る 中 、 い つ し か レ 
イ は 涙 を 流し て いた 


時 リツ コ 、 

シン ジ と ミサ ト を 連れ 

ター ミナ ルド グマ を 案内 …… ゅ [ 77 
史 9 リツ コ 、 

7 ミー プラ グ の 正体 を 明か す 


第 式 失 四 話 へ 


THE ESSEHITIHLEUHHWELHUW HBUHIELE 


護 に 出 た 初 号 機 に も 使 
徒 は 侵食 。 そ れ が 自分 
の 想い の 顕 れ と 気づく レイ 
は 、 使 徒 と と も に 自爆 する 。 


る 使徒 は 1 体 と な り 補 

完 計画 の 発動 も 近い 
その 前 に ゼー レ は ゲン ドウ 
へ の 人 柱 を 求め る 


イ 生 存 の 知ら せ を 受け 、 

病院 に 行っ た シン ジ は 
彼女 に 礼 を 言う が 、 な ぜ か 
会 話 が か み 合わ な い 。 


ゃ ンジ を 連れ て ター ミナ 
ツル ドグマ へ や っ て きた 
リツ コ は 、 ミ サト と 出会い 
内 部 を 案内 する 


詞 工 進化 研究 所 


ARTIFICIAL EVOLUTION LABORATOR 
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室 に 戻っ た レイ は 、 大 
- 下 事 に し て いた は ず の ゲ 
ンド ウ の メガ ネ を 握り 潰 そ 
うと し 、 涙 を 流す 。 


ツ コ は レイ の 身代わり 
と し て ゼー レ の 尋問 を 


受け させ られ た と 知り 、 ゲ 


ンド ウ へ の 復讐 心 を 抱く 


デー で へ 閉 Nvh 了 tt を へ 半 ア マー 


2 病 相 ー ソ ジグ ャ ワラ 


ト を 一 心 に 見 つめ る 


| 了 二 和 本 2 
彼女 は 位 り 鞭 紀 の 産物 で あり 、 
GE の 汐 | cb あぁ 


持 か ら の メッ セー ジー 

の 意志 を 継ぐ 決意 

を 固め た ミサ ト は 、NERV 
の 真実 へ 迫 ろう と 動き 出す 。 


chs レイ た ML の BA 
た だ の 雰 れ 物 な の 。 


だ か ら 寺 すす の 。 憎 ぃ から 


075 


チェック ボ ポイント 


HEEH PHMIHI 


| 第 1( 側 徒 克 小 まで の 経 線 


軸 使徒 の 出現 


使徒 は 当初 は 円 環状 の 形態 
で 浮遊 し 移動 。 使 徒 を 判別 す 
る 波長 パタ ー ン も 不 規則 に 変 
化し て いた 。 葛 城 三佐 は 零 号 
機 を 発進 させ 様子 を うか が う 


曰 使徒 、 零 号機 ( 改 ) と 接触 


零 号機 に 対し 、 使 徒 は 紐 状 
に 形態 を 変化 させ 、 そ の 腹部 
装甲 を 買 通 し て 接触 。 零 号機 
は ライ フル の ゼロ 距離 射撃 で 
応戦 する も 効果 無し 


回 弐号 機 、 初 号機 の 出撃 


葛城 三佐 は 、 援 護 の た め に 
弐号 機 を 出撃 させ る が 、 弐 号 
機 パ イロ ッ ト の シン クロ 謗 低 
下 が 原 因 で 起動 せ ず 。 や む な 
く 弐 号機 は 即時 回 収 


四 使徒 、 初 号機 と 接触 


零 号機 の 危機 に 委 司令 は 初 
号機 の 凍結 を 解除 。 出 撃 し た 
初 号機 が AT. フ ィ ー ル ド を 展 
開 し た と た ん 、 使 徒 は 初 号 機 
に も 接触 し 侵食 を は じ め る 


目 使徒 の 克 減 


侵食 され る 初 号 機 を 見 て 、 
零 号機 パイ ロッ ト は 独自 の 判 
断 で 緊急 時 用 の 自爆 装置 を 起 
動 。 使 徒 を 機体 ご と 残 減 す る 
こと に 成功 する 


75 


' 


大 浦 谷 付近 の 第 16 使 徒 。 貴 
環状 で 回 転 を 繰り 返す 


使徒 に 腹部 装甲 を 買 か れ 、 接 
触 箇所 か ら 葉 脈 状 腫 が 拡大 


る 
> 


地上 へ と 送り 込ま れ た 弐号 機 
だ が 起動 し な か っ た 


、 
こそ 


還 
コツ 


零 号機 と 融合 し つつ ある 使徒 
の 一 部 形状 は レイ に 似 て いた 


A.T. フ ィ ー ル ド を 反転 させ 使 
徒 を 押さ え 込 む 零 号機 


第 16 使 徒 戦 配置 概念 図 


氏 号 機 出撃 地点 


使徒 通過 地点 【 強 雇 付近 】 


強 苺 絶対 防衛 戦 を 越え た 第 16 使 る 武 


徒 。 そ の 姿 を 、 本 部 へ 急行 中 の 葛 関 
城 三佐 が 目視 に て 確認 し て いる 


使徒 滞空 地点 【 大 湧 谷 上 空 】 

大 浦 合 に 達し た 段階 で 、 第 16 使 
徒 は 移動 を 中 止 。 そ の 場 に 清 空 す 
る 。 そ の 理由 は まっ た く 不 明 


零 号機 ( 改 ) [大 湧 谷 付近 】 
零 号機 は 第 16 使 徒 滞空 地点 付近 
へ と 接近 。 こ れ は 先制 攻撃 の た め 
と 言う より は 、 偵察 に 近い 行動 


テン 


と 


TETIES 


積極 的 な 一 次 的 接触 に より 、 
使徒 に 侵食 され た 堆 号 機 

大 浦 谷 で 滞 空 する 第 16 使 徒 に 、 当 時 唯一 戦闘 
可能 で あっ た 零 号機 を 出撃 させ る も 、 接 近 と 同時 
に 使徒 に 機体 を 侵食 され る 。 起 動 で き な い 弐号 機 
に 代わ り 初 号機 が 急 達 凍 結 を 解除 され 、 援護 に 出 
撃 。 だ が 目標 は 初 号機 を も 侵食 。 零 号機 パイ ロッ ト 
は 、 独 自 の 判断 で 機体 を 自爆 。 使徒 は 贅 減 され た 


使徒 の 侵食 は 、 零 号機 の 機体 を 
構成 する 生体 部 品 の みな ら ず 、 
その パイ ロッ ト の 肉体 と 精神 に 
も 及び 、 さ ら に 融合 を 行う 


零 号機 の 自爆 に より 使徒 は 婚 減 
コア の 臨界 突破 に よる 爆発 力 は 、 
第 3 新 東京 市 市 街 地 を クレ ー タ 


2 
ー 湖 に 変貌 させ て し まう | マー | 


使徒 通過 地点 デア 


使徒 滞空 地点 Y 


鶴 号 ( 改 ) 配置 地 虚 / 
零 号機 Cc) 邊 械 好 点 N 


弐号 機 出 届 地 点 [第 3 新 東京 市 内 

援護 と し て 出撃 させ た 弐号 機 の 
発進 ボイン ト 。 使徒 に も っ と も 近 
接し た リフ トビ ピル を 使用 し た 。 


初 号 機 出撃 地点 【 第 3 新 東京 市 内 

初 号機 の 発進 ボ ポイ ント 。 道 路上 

に 設置 され た 発進 口 より 出撃 。 直 
後 、 使 徒 の 先制 攻撃 を 受け る 。 


か SN タダ 


零 号機 ( 改 ) 自 爆 地 点 [大 清谷 付近 ) 

零 号機 が 使徒 か ら 侵食 を 受け た 
地点 。 自 爆 に より 芦ノ湖 の 水 が 都 
心 部 へ と 流入 し て し まう 


HHTH 

大 呼称 : 第 16 使徒 

遼 天使 名 : アル ミサ エル 
固 象徴 : 子宮 

改 能力 : 侵食 、 形状 変化 


03 | NERV : 


NERV 本 部 最 下層 に 位置 する ター ミナ ルド グマ 
は ゲ ヒ ルン 時 代 か ら 存在 する 施設 群 で ある 。 綾波 
レイ に 関連 し た セク ショ ン が 多い の も る 特徴 。 


ター ミナ ルド グマ へ の 立ち 入り 
は 、 茂 重 に セキ ュ リ ティ が か け 
られ た エレ ベー タ を 利用 する 
背後 に は 六角 形 の 窪み が 見 える 


等 身 大 の シリ ンダ ー と 大 脳 の よ 
うに 構成 され た 装置 が 設置 され 
た ダミ ー プ ラグ ・ プ ラン ト や も 、 
ター ミナ ルド グマ の 施設 


ゲ ヒ ルン 時 代 に 造ら れ た E 計 画 の 実験 場 。 現 在 は 一 切 使 
用 され て お ら ず 、 開 発 計画 初期 に 制作 され た EVA の プロ ト タ 
イプ が 未完 成 の まま 、 多数 放置 され て いる 


和 ユイ が EVA と の 事故 に より 
消失 し た の も この 区 画 で あり 、 
サー ド チ ルド レン と は 因縁 浅 か 
ら ぬ 場所 と いえ よう 。 


現在 の 地下 第 2 実験 場 は 、 破 棄 
され た EVA が 散乱 する “EVA 


の 墓場 「 と いっ た 場所 
は ゴミ 捨て 場 と 呼ん だ 


リツ コ ユ 


ター ミナ ルド グマ ③②) 


DNA を 思わ せる 二 重 螺 旋 構造 の 使徒 移動 時 
や 待機 状態 で は 円 環状 で 定点 回 転 を 繰り 返す が 、 
敵 の 接近 を 察知 する と 紐 状 形態 と な り 、 目 標 に 接 
触 し 侵食 、 融合 を 行う 。 紐 状 形態 時 は 、 体 駆 を 長 
距離 伸長 させ る 事 が 可能 で 、 動き も 素早 い 。 


第 16 使 徒 に 侵さ れる 
ファ ー ス トチ ルド レン 
融合 され つつ ある 中 、 
内 的 世界 に て 使徒 と の 
接触 が あっ た と いう 


| 人 工進 化 研 完 所 3 号 分 守 


室内 に 残さ れ た 設備 か ら 、 一 種 の 医療 関連 施設 を 思わ せ 
る 区 画 だ が 、 実 際 は ファ ー ス トチ ルド レン = 綾波 レイ 養育 用 
と し て 設け られ た も の らし い 。 そ の 名 称 か ら 、 ゲ ヒル ン 時 代 
か ら 存 在 し た 施設 で ある こと が うか が える 


第 式 拾 参 放 


』 各 使徒 の 姿 を 
内 包 し た 物体 


素 体 より 現 出 し た 物 
体 。 融合 に より 使徒 
の 遺伝 子 的 な 情報 が 
具現 化し た も の か 


綾波 レイ の 自室 は 、 こ の 場 
所 に 似 た 弾 囲 気 で 選ば れ た 
よう だ 。 な お 、 壁 や 床 に は 
数 字 や 物理 学 用 語 が 書き 区 
られ て いる 。 


| タミー フラ タ ・ フ ラン ト 


『 ミ ー プ ラグ ・ プ ラン ト は 、 NERV の 最高 機密 に し て 最 重 要 
施設 の 一 つ で ある 。 部 屋 の 周囲 は LC.L. と 推察 され る 溶液 
で 満た され た 水槽 が 設置 され 、 そ こ で ダミ ー プ ラグ 用 の コア 
と な る クロ ー ン 体 が 密か に 培養 され て いる 


『 ミ ー プ ラグ ・ プ ラン ト の 
水槽 で 培 導 さ きれ て いる クロ 
ー ン 体 。 そ の 姿 は 綾波 レイ 
の も の で 、「 レ イ の た め の 
パ バーツ] と リツ ウツ コ は いう 。 
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デ で へ 壮 Ysh 下 を 和 へき デー マ H 


午 言 革 呈 層 


SEEHE/EHEEH PHIIHT 


エピ ソー ドガ イド 


PISIHE IIDUE 


ーー 


細 ア スカ 、 
過去 を 回 想 

4 
失 路 中 の アス カ 、 
NERV 課 報 部 に 保護 され る 


bk 
細 シ ンジ 、 
レイ と ユイ の こと を 考え る 
軸 ゲ ンド ウ 、 
リツ コ を 尋問 


シン ジ 、 

カヲル と 出会う …………… ら 皿 PFMWI 
h 

フィ フス チル ドレ ン 、 ゅ [PB 

NERV 本 部 に 着任 し 

シン クロ テス ト に 参加 
〒 

語 カラ ル 、 

レイ と 接触 


8 シンジ 、 
カヲル と 入浴 


9 ゼー レ 、 

NERV の 処置 を 検討 
マ 

⑳⑩ ゲン ドウ 、 

初 号機 に 語り か ける 


ず 
鐵 レ イ 、 
自問 自 答 を 繰り 返す 
ず 
2 ミサ ト 、 
ペン ペン に 別れ を 告げ る 
h 
符 シ ンジ 、 
カヲル の 部 屋 に 泊まる 
4 
符 カ ラル 、 
ゼー レ と 密会 


5 ミサト 、 
カブ ル の 正体 を 探る 
h 
⑯ カ ラル 、 
使徒 と し て 行動 開始 ……… 23313BAII 


7 シン ジ 、 
カラ ヲ ル を 妃 撃 MI 


8 カヲル 、 

ター ミナ ルド グマ で 

巨人 の 正体 に 気づく …… ボ バッ 細 UMU 
定 

⑳⑲ シ ンジ 、 

使徒 を 奄 減 


〒 
第 弐拾 休 若 へ 


自信 を 失い 失 蹴 し た 末 、 廃人 同然 で 発見 され た 
アス カ 。 その 頃 、 人 恋し く な り 、 廃 壇 を 初 節 う シ 
ンジ に 歌 が 聞こ えて くる 。 歌 の 主 、 潜 カチ ル に シ 
ンジ は 親しみ を 持つ 。 フ ィ フ スチ ルド レン で あっ 
た カブ ル は 、 シ ンク ロ 率 を 自在 に 設定 で きる と い 
う 能力 を 持っ て いた 。 あ り 得 な い 力 に 不信 を 抱く 
ミサ ト は 彼 の 正体 を 探る も 。 その カヲル は レイ と 接 
触 。 レ イ は 彼 に 自分 と 同じ も の を 感じ 取っ た 。 一 
方 、 と も に 入浴 し 、 カ ヲ ル の 部 屋 に 泊め て も ら っ 
た シン ジ は 、 彼 に 好意 を 伝え られ る 。 翌朝 、 カ ヲ 
ル の 正体 が 掴め な い ミ サト は 、 危 険 を 侵し 監禁 中 
の リツ コ に 面会 。 リ ツ コ は カヲル が 「 最 後 の 使者 ] 
だ と 答え た 。 その 推察 通り カヲル は 使徒 で あり 、 
弐号 機 を 操り ター ミナ ルド グマ へ と 侵攻 する 。 そ 
の 事実 に 慢 然 と する シン ジ 。 ア ダム へ と 辿り 着く 
カヲル だ が 、 そ れ が リリ ス で ある と 看破 。 直 後 、 現 
れ た 初 号機 に 自ら 捕らわれ 死 を 望む 。 シ ンジ は 蹴 
踏 し つつ も 彼 の 願い を 叶え る 。 カ ヲ ル こそ 生き 残 
る べき だ っ た と 言う シン ジ に 、 生き る 意志 の な いも 
の に その 資格 は な いと 、 ミ サト は 答え る の だ っ た 。 


し 時 PE を 自殺 で 失 
っ た アス カ に と っ て 、 
墓 っ て いた 加持 の 死 は 、 受 
け 入 れ が た いも の が あっ た 。 


人 


第 弐 捨 四 語 (初回 放映 日 : 96.3.13) 


脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 
絵 コ ン テ : 摩 砂 雪 、 庵 野 秀明 


演 出 : 摩 砂 雪 

作画 監督 : 摩 砂 雪 
NEON 
GENESIS 
BVANGELION 
ーー 


EWLMMI 


オー プ ニ ン グ 映 像 に も ち 、 ほ ん の 一 瞬 だ け 姿 を 見 せ て 
いた 謎 の 少年 、 沙 カチ ル が つい に 登場 する 。 カ ヲ ル は 
企画 書 の シリ ー ズ 構成 案 の 時 点 で 、 シ リー ズ 終 盤 に 登 
場 する 少年 の 雇 を し た 使徒 で ある と され て お り 、 初 期 
の 段階 か ら 重 要 な キャ ラク ター と し て 位置 づけ られ て 
いた こと が 判る 。 シ ンジ と カヲル が 枕 を 並べ て 会 話す 
る シー ン が ある が 、 第 拾 人 話 で の 加持 の 隣 で 床 に 就 い 
た 時 と は 異な り 、 カ ヲ ル の 顔 を 見 て シン ジ は 会 話 を し 
て いる 。 それ だ け カ ヲ ル に 心 を 開い て いた の で あろ う 。 


VA と シン クロ で き な く 

な っ た 結果 アイ デン テ 
ィ テ ィ を 失い 失 中 し た アス 
カ は 、 廃 人 同然 で 発見 され る 。 


THEESSEHTIHL EMHHEELIN THHHHIELE 


ー、 スト を 終え た カヲル は 
プー レ ィ に 相本 稲 な 言葉 を 
投げ か ける 。 その 彼 の 正体 
は MAGI に すら 掴め な い 。 


好意 に 値する ] 
と カヲル は 口 に し た 


で さ ノ ンジ は カヲル の 部 屋 に 
ツン 泊め て も ら う 。 自分 で 
も 敬 く ほど 積極 的 に カブ チル 
と 会 話 を する シン ジ 、 


カ ブル は ゼー レ と 接触 し 
て 彼 は ある 目的 
の た め に ゼー レ が 送り 込ん 
で きた の で あっ た 


ブル の 正体 は 最後 の 使 
徒 で あっ た 。 彼 は 弐号 
機 を 引き 連れ ター ミ 
グマ の アダ ム へ と 向かう 


| 「 As リス と 和 看破 し た 


ょ カブ ル 。 彼 は 死 を 望み 、 


最後 を シン ジ 
し て 最後 の 使 和 


ラル が 使徒 と 知り ショ 


ッ ク を 受け る シン 


ミン ドウ の 育 任 に 対し て 、 


ゼー レ は NERV と EVA 
を 彼ら が 望む 、 本 来 の 形 に 
戻す べき と 決断 する 


き サト は ペン ペン を ヒ カ 
で リ の 家 で 預かっ て も ら 
うこ と に 。 穏 や か な 日 々 は 
既に 終わ り を 告げ て いた 。 


第 弐 捨 四 話 


げ 。 こい て 、 誰 の た 

愛 に 生き て いる の か ? 

する 。 そ の 右手 に は 疑問 を 独り ご ちる レイ 。 だ 
奇怪 な 物体 が あっ た が 答え は 出 な い 


は 君 に 会 うた ゅ に 、 
れ て きた の か る 誠 愉 い 


ヲ ル の テス ト 結 果 を 日 


73 


デー へ 半 NH 下 盆 生生 メ ー マ CH 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEH PHIIHI 


“最後 の 使者 "た る 、 

ヒト の 姿 を し た 使徒 の 出現 

EVA 適格 者 と いう 形 で 姿 を 現し た 第 17 使 徒 は 、 
弐号 機 を 遠隔 操作 に て 奪取 。 ター ミナ ルド グマ へ 
の 侵攻 を 開始 し た 。 こ れ に 対し 初 号機 が 速やか に 
追撃 。 メ イン シャ フト 内 で 弐号 機 と 性 返し 交戦 状 
態 と な る 。 そ の 間 に も 使徒 は 地下 の アダ ム へ と 接 
近 す る が 、 間 一 髪 の と ころ で 初 号機 が 追い つき 、 
使徒 を 捕え る 。 そ し て 最後 の 使徒 を 残 減 し た 


THETIES 


フィ フス チル ドレ ン と し て 
現れ た 第 17 使 徒 は 、NERV 
着任 前 に サー ド チ ルド レン 
と 接触 。 そ れ が 意図 的 な も 
の だ っ た の か は 不明 で ある 


遠隔 操作 で 第 17 使 徒 に 操 
られ 、 初 号機 と 格闘 戦 を 演 
じ る 弐号 機 。 だ が 第 17 使 
徒 自身 が 初 号機 に 直接 攻撃 
を 仕掛 けた 形跡 は な い 


| フ ィ フス チル ドレ ン と し て の 行動 


適格 者 と し て NERV 本 部 に 着任 し た 第 17 使 徒 は 、 他 の 
EVA パイ ロッ ト ( フ ァ ー ス トチ ルド レン と サー ド チ ルド レン ) と 
積極 的 に 接触 し 、 会 話 を 交わ し て いる 。 その 真意 は 不明 だ が 、 
特に サー ド チ ルド レン と 行動 を と も に し て いた 。 な お 、 第 17 
使徒 は 人 間 の こと を 「 リ リン 」| と 呼ん だ が 、 こ れ は 人 間 が リ 
リス を 起源 と し て いる こと を 意味 する と 思わ れる 


フィ フス チル ドレ ン と し て 
NERV 本 部 へ 現れ た 第 17 使 徒 
は 、 完 全 に 使徒 と し て の 正体 
を 隠し 、 ハ ー モ ニク ステ スト 
を 受け て いる 


| 像 徒 と し て の 行動 


サー ド チ ルド レン と の 接触 


第 17 使 徒 は サー ド チ ルド レン 
と より 積極 的 に 接触 を 重ね て い 
る 。 と くに 銭湯 で は 一 次 的 接触 
を 持ち 、 サ ー ド チル ドレ ン に 対 
し 好意 を 表明 し て いる 


ファ ー ス トチ ルド レン 
と の 接触 


ファ ー ス トチ ルド レン に 対し て 
お 互い に 、 こ の 星 で 生き て い 
く 身 体 は リリ ン と 同じ 形 に 落ち 
着い た か | と 、 自 分 と 同種 で あ 
る か の よう に 語り か け て いる 


これ まで ター ミナ ルド グ ーー 
マ 内 の 白い 巨人 は アダ ム  Q い NY 
と され て きた が 、 第 17 使 Ni 人 
徒 に より リリ ス で ある と 和 看 。 \ 。 
破 され た 衣 


セン トラ ルド グマ で の 降下 戦闘 経緯 


弐号 機 の ケイ ジ に 現れ た 第 17 使 徒 は 、 そ の 能力 を 使 
い 無 人 の 弐号 機 を 遠隔 操作 で 起動 させ 、 弐 号機 を 伴い 
空中 浮遊 に て ター ミナ ルド グマ へ と 降下 を 開始 


初 号機 の 追撃 


この 段階 で 発令 所 は フィ フス チル ドレ ン を 初め て 使徒 
と 確認 。 隔 壁 を 閉鎖 し て 侵攻 を 阻止 する も すべ て 突破 
され 、 第 17 使 徒 の 追撃 命令 が 初 号 機 に 下さ れ た 。 


白い 巨人 の 正体 は 、 第 17 使 徒 も 
直接 見 る まで は わか ら な か っ た 


HMI 


ファ ー ス トチ ルド レン の AT. フ ィ ー ル ド 騰 識 ここ ニー 
第 17 使 徒 の AT. フ ィ ー ル 寺 | 詳 議 。 2 6 sd 


ド に 干渉 し た ファ ー ス トチ メイ ン シ ャ フト 内 を 急速 降下 する 初 号 機 は 、 タ ー ミ ナ | 
ルド レン 綾波 レイ 。 そ の 能 ルド グマ 到達 前 に 弐号 機 と 使徒 を 捕捉 。 だ が 使徒 が 操 
力 は 使徒 と 同等 と 言え た 。 る 弐号 機 と プロ グ ・ ナ イフ を 用 いた 戦闘 と な る 。 


ター ミナ ルド グマ 到 達 


弐号 機 と 格闘 戦 を 続け る 初 号機 は 、 そ の まま ター ミナ 
ルド グマ へ と 落下 。 弐 号機 は 使徒 を 追う 初 号機 を 徹底 
的 に 妨害 する が 、 初 号機 は どう に か これ を 退け た 。 


ファ ー ス トチ ルド レン は 強力 
な A.T. フ ィ ー ル ド を 展開 し た 


Il 


DHTH 

較 第 17 使 徒 

田 天使 名 : タブ リス 
圏 象徴 : 自由 意志 

層 能力 : EVA と の 同化 


戦線 離脱 し た セカ ンド チル ドレ ン の 、 い わ ば 交 
代 要 員 と し て 着任 。 マ ルド ゥ ッ ク 機 関 を 介さ ず に 
人 類 補完 委員 会 か ら 直 接 送 り 込 まれ た 。 フ ラン ク 
な 性 格 の よう で いて 、 超 然 と し た 雰 囲 気 も 持つ 


コア の 書き 換え 無し で も 弐号 機 と シ 
ンク ロ し 、 か つ 自 在 に シン クロ 率 を 
設定 で きる と いう 能力 を 見 せ た 


2 


少年 の 次 を 持つ 使徒 で あり 、 裏 死海 文書 に 記さ | デン ec 
れ た 最後 の 使 科 と され る 。 使徒 と し て の 反応 を 2 全 還 BEE 
og SPIN 
CR 人 生 で 0 近 る 大 え ダブ リス は 、 委 員 会 (ゼー レ ) が 送り 込ん で きた 使徒 で あ 
る た めか 、NERV 側 は ダブ リス が 侵攻 を 開始 する 。。 の 肉体 に 宿 し て いた 魂 は 、 サ ル ベ ページ きれ た アダ ム 
まで その 正体 に 気づか な か っ た の 魂 そ の も の で あっ た と いう 説 も ある 


ダブ リス は EVA と 自在 
に シン クロ 可能 と いう 能 
力 を 使い 、 弐 号機 を 遠隔 
操作 し て ター ミナ ルド グ 
マ 侵 攻 の 手駒 と する 


ゼー レ と の 会 話 か ら 、 ア ダム の 魂 
は カブ ヲ ル の 中 に 宿 き れ で いる こと 
が 明か され 、 彼 が ゼー レ の 手 で 生 
み 出 され た 使徒 だ と 分 か る 。 


第 6 使徒 戦 直 後に NERV 本 部 へ 持ち 込ま れ た 、 
和議 復元 され た アダ ム の 肉体 。 だ が 、 い つ 和 ゲン ドウ 
SS の 右 掌 に 移植 され て いた の か は 不明 で ある 


復元 され 硬化 ペー ク 
ライ ト で 固め られ た 
アダ ム 。 加持 に より 
委 ゲン ドウ の 元 へ 運 
ば れ て いる 


アダ ム の 肉体 は 碗 ゲ 
ンド ウ の 右 掌 に 移植 
彼 の 手袋 は これ を 隠 
蔽 する 目的 も あっ た 
と 見 る べき だ ろう 


EHHHNETEH 


第 17 使 徒 砲 減 よ こり 18 ヶ 月 前 の 出来 事 | 
第 3 使徒 の 製 来 以 前 、 第 2 新 東京 市 第 三 中 学校 講堂 9 「 確 ] と 呼ば れ た 少年 は 
内 に 4 人 の 少年 少女 が 集い 、 パ ッ ヘ ルベル の カノ ン を 月 チェ ロ 、 宮 黙 な 少女 は ビ 
演奏 し た 。 そ の 姿 は 、 後 に 世界 の 命運 を か け て 戦う 4 


オラ 、 陽 気 な 少女 と 最後 
生 に や っ て きた 少年 は バイ 
人 の 適格 者 達 に 良く 似 て いた 。 講 オリ ン を 担当 し た 。 


テマ へ 半 Nshh を アキ アー ベビ H 


SEEIE/EHEEH PHMIITI 


エビ ソー ドガ イド 


PISIHE IIDME 


Pos 


介 シ ンジ 、 
カラ ヲ ル を 殺し た こと に 
苦悩 する 
ママ 
備 シ ンジ 、 
EVA に 乗る 理由 を 考え る 
h 
第 2 の キャ ラク ター 
物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 
場合 
〒 
員 第 3 の キャ ラク ター 
綾波 レイ の 場合 
4 
還 人 々 の 補完 が は じ ま る …- 
マ 
葛城 ミサ ト の 心 の 補完 
〒 
悦 物 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 
心 の 補完 


ゅ 【POB5 


4 
@ シ ンジ 、 
自ら が 望ん だ 世界 を 
突き つけ られ る 

。 / 


最終 話 へ 


最後 の 使徒 は 自ら 死 を 願い 、 残 減 さ れ た 。 だ が 
シン ジ は 苦悩 し て いた 。 ヒト の 姿 を し た 使徒 カ ヲ 
ル を 殺し た こと が 、 シ ンジ の 心 を 激しく 揺さぶる 。 
だ が 、 それで も 彼 は 他人 の た め に 殺し た の だ と 自 
ら に 言い 聞か せる 。 その 思考 は ネガ ティ ブ な 方 向 
へ と 向かっ て ゆく 。 それ を 鼻 で 笑う シン ジ の 心 の 
中 の アス カ 。 だ が 彼女 も 常に 不安 を 抱い て 生き て 
きた 。 他人 に 依存 し な いと 言い つつ も 、 他 人 か ら 
認め て も ら え な く な る こと へ の 恐怖 。 一 方 、 レイ は 
か つて 無 へ と 還る こと を 願っ て いた が 、 自 我 の 芽 
生え た 今 は それ を 恐れ て いた 。 新 くし て 人 類 補 完 
計画 が 発動 し た 。 人 々 の 心 は 溶け 合い 、 誰 し も が 
持つ 心 の 欠落 を 互い に 補い 合っ て ゆく 。 それ を 馴 
れ 合い と 否定 する ミサ ト 。 だ が 、 彼 女 も 愛す る 男 
と 馴れ 合う こと で 心 の き を 満た し て いた に 過ぎ 
な い 。 それ ぞ れ が 心 の 奥底 に 隠し て きた 弱 さ 
や 本 さ が 暴 か れ 、 自 分 を 嫌悪 し 他人 を 拒絶 する 。 
そん な 絶望 が 支配 し た 世界 。 そ れ が シン ジ の 望ん 
だ 世界 な の か ? だ が これ も 一 つの 終局 の 形 で あ 
っ た 。 そし て 補完 へ の 道 は 続く 。 


ヲ ル を 手 に か けた こと 

に 苦し む シ ンジ 。 茶 ま 
れる 心 は や が て 恐怖 の 源 、 
父 の 存在 に 行き 着く 


代表 有 、 レ ゾン デー トル 


還 人 0 間 50jhe ニ ーー 一 ーー ニー ニー ニャ ーー ーー つや 


第 弐 捨 休 語 (初回 放映 日 : 96.3.20) 


脚 本: 庵野 秀明 
絵 コ ン テ : 鶴巻 和哉 、 鹿 野 秀 明 
: 鶴巻 和哉 


演出: 
作画 監督 : 本 田 雄 
NEON 
IT] GENESIS 
終わ る 世界 EVANGELION 
EPISODE:25 「 


EWLMMH 


TV 放映 の 後に 製作 され た 劇場 版 「Air/ ま ご ころ を 
君 に ] が 、 人 類 補完 計画 を “外側” か ら 描い た も の と す 
れ ば 、 今回 と 最終 話 は 登場 人 物 の 心 の 世界 = イン ナー 
スペ ー ス 側 か ら 描い た も の と 捉え る こと も で きる だ ろ 
う 。 射 殺さ れ た と お ぼ し き ミ サト や リツ コ の カッ ト な 
どの 真相 に つい て は 「Air/ ま ご ころ を 君 に | で 描か れる 
こと に な る 。 ま た 学校 の 体育 館 か 講堂 を 連想 させ る 
背景 等 を 使っ た 舞台 劇 的 な 見 せ 方 は 、 そ の 後 の 総 集 
編劇 場 版 「 シ ト 新生 ] に も 引き 継が れ て いる 。 


IE 


ESSENIIHL EMHHEELUUI ENHHIHIELE 


底 に 沈む 弐号 機 。 ア ス 加 芝 7 ウッ ル -、 
カ は 他人 に 求め られ る 7 の) 

た め に EVA に 乗る の だ と 、 

心 の 中 の レイ が 指摘 する 。 


綾波 レイ 、 彼 妨 の 場合 


「 それ が 、 較 ? 」 


「 怖い で し ょ ? 」 


類 の 補完 が は じ ま っ た 。 

心 を ひと つ に まとめ 、 
お 互い の 事 失 を 補填 し 合い 
安らぎ を 得る と いう 。 


人 参 さ サト の 咽 合 
(PART1 


シ ンジ が 望ん だ と いう 誰 
も 救 わ れ な い 世界 。 閉 
塞 し た 自分 だ け の 世界 が シ 
ンジ に 突き つけ られ る 。 


の 
| 


nn が ご 区 S 


ーー 


人 玲 . ら れる アス カ の 過去 
凍 ン し で g き みとめ 
た アス カ 。 だ が 彼女 の 本 心 
は 孤独 を 恐れ て いた 


M) ル は 


第 式 捨 仙 話 


人 類 の 補完 が 稀 ま る 


Ke 0 
あな た 自身 が 導い た 、 


わ 4 の ょ 
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デマ へ 閉 Nsh 下 を アキ アー ベベ H 


SEEHE/EHEEH PMIITI 


エピ ソー ドガ イド 


PISHUE 65HIDE 


旨 古 シン ジ の 心 の 補完 が 続く 


ヤ 


用 補完 計画 の 意義 が 語ら れる > [PUB6 


マ 
筐 シン ジ 、 
生き る 意味 を 考え る 

h 
夫 シ ンジ 、 
自分 の 価値 を 否定 

h 4 
答 シ ンジ 、 
「EVA に 乗る 自分 」 に 
存在 意義 を 求め る 

マ 
@ シ ンジ 、 
自分 の 価値 を 欲す る 

〒 マ 
倫 シ ンジ 、 
「 自 分 ] と は 何 か を 考え る 

〒 マ 
シン ジ 、 
自由 の 世界 を 体験 

〒 
シン ジ 、 
EVA パイ ロッ ト で は な い 
世界 を 体験 

h 
4⑩ シ ンジ 、 
自分 の 中 の 可能 性 に 気づく 

〒 
答 シ ンジ 、 
祝福 され る 


ここ ここ ここ sy 


は に - デ ーッ 


西暦 2016 年 。 人 類 補完 計画 に より 、 人 々 の 心 
の 補完 は 続い て いた 。 それは 条 シン ジ の 心 も 同 様 
で あり 、 彼 は 心 の 奥底 に 隠れ た “欠損 " を 見 つめ 補 
お うと する 。 即ち 、 自 分 自身 の 価値 、 存 在 意義 一 
ーーEVA に 乗る 理由 に つい て の 問い か け を 心 の 中 の 
自分 に 、 親 し い 人 々 に 続け て ゆく 。 人々 や 自分 が 、 
自分 を 嫌う 理由 。 そ うな ら な いた め の EVA。 そん 
な 閉塞 し た 世界 が 自分 の 真実 な の か ? 自分 と いう 
真実 を 見 つけ 出 そ う と する シン ジ は 知る 。 自分 自 
身 が 望む 現実 が 真実 な の で ある と 。 自 分 自身 を 嫌 
う 世 界 は 、 自 分 を 受け 入れ て も ら え な い 世 界 に な 
っ て し まう と 。 そ う で な い 別 の 可能 性 の 現実 も あ 
り 得 る の だ と 。 …… 幼なじみ の 明日 香 と 他愛 な い 
ロロ げん か を し 、 美 少女 転校 生 の レイ と ラブ コメ の 
王道 の よう な 出会い を し 、 美 人 の ミサ ト 先 生 に ト 
ウジ や ケン スケ と 一 緒 に ドキ ドキ する …… そん な 
賑やか で 楽し い 世 界 。 そ う 、 自 分 自身 が 望め ば 可 
能 性 は 広がり 世界 も 変わ る 。 そ し て シン ジ は 願っ 
た 。 こ こ に いた いと 。 その 時 シン ジ の 世界 は 
開け 、 人 々 は 彼 を 祝福 し た 。 「 お めで と う 」 と 。 


類 の 補完 が 続く 中 、 ひ 

と り の 少年 、 和 村 シン ジ 
の 心 の 補完 に 焦点 が 当て ら 
れ 、 終 局 が 描か れる 。 


時 に 西 層 2016 年 


ンジ は 生き る 理由 を 心 
ツン 2 問い 続け る 。 自 
分 に は 価値 が な いか ら こ そ 、 
EVA に 乗る の だ と 。 


「 理 エヴァ に ま 60 か ?] 


| 昌 。 ャ スム A、 うこ 人 とう 


ST8ff L15T 一 一 
最終 話 (初回 放映 日 : 96.3.27) 
脚 本: 庵野 秀明 


絵 コ ン テ : 摩 砂 雪 、 鶴巻 和 哉 、 庵 野 秀明 
演 出 : 摩 砂 雪 、 鶴 巻 和哉 


最終 話 
レン Ye Nm 
け も の 本 YOue 


ElLlMl 


第 弐拾 伯 話 と 同様 に 、 心 の 内 側 に 焦点 を し ぼっ た 
エピ ソー ド 。 ラ スト に 「 母 に 、 さ よう な ら 」 と いう テロ 
ッ プ が ある が 、 こ れ は 劇場 版 に お いて 、 ユ イ の 魂 を 宿 
し て いる と 考え られ る 初 号 機 が 、 地 球 を 離れ て いく シ 
ー ン を 意味 し て いる と も 考え られ る 。 ち な み に こ の 最 
終 話 も 第 26 話 (劇場 版 後半 ) も 、 サ ブタ イト ル は 有名 
な SF 小説 の 邦題 に ちな ん だ も の で 、 企 画 書 で も 最終 
回 の サブ タイ トル は 同様 に SF 小説 の 題名 「 た っ た ひ 
と つの 汗 え た や りか た 」 か ら つ けら れ て いた 。 


すなわち 、 
心 の 析 は 
続い て いた 


お 月 い ぃ に 雷 め あ お うと し て いる 。 


st ゆ 情 叶 有 


THE SSEHTIHLEIHHWEMHMW HHIHIELE 


も な い 自由 な 世界 。 自 
分 の イメ ー ジ 次 第 の 世 
界 で 、 シ ンジ は 他人 が 自分 
の 心 を 形作っ て いる と 知る 


| 96 処 ロッ ト で は な 
\ シ ンジ の 可能 性 の 世 


界 。 そ こ で は 賑やか な 学校 
生活 を 送る 自分 が いた 


分 自身 の 見 方 に よっ て 

世界 が 変わ る こと に 気 
づい た と き 、 シ ンジ の 世界 
は 明る く 拡がっ た 。 


時 さい 本 
いい ん だ ! 


「 前 の イメ ー ジ ?] 


085 


テマ へ 北 Nsh ゆ 人 へ 計 ア ー ベ (H 


チェ ッ ク ホ イン ト 


HEEH PHMIHTI 


人 類 補完 計画 と は 、 人 が 誰 し も 抱え る “ 魂 の 欠 
落 *” を 相互 的 に 補い 合い 、 ひ と つ に 繋が る こと で 、 
心 の 不安 や 恐怖 を 解消 する と いう 全 人 類 規模 の 
計画 で ある 。 こ こ で は NERV メ ン バ ー を 例 に 、 魂 
の 補完 が いか に し て 行わ れ た か を 確認 する 


| の 完 一 - そ れ ぞ れ の ケー ス 
負 シ ンジ 


他人 と の 接触 を 恐れ 、 自 己 の 存在 理由 を 問い 続け て き 
た 条 シン ジ 。 「 必 要 と され て いる 」 こ と の 確認 と し て 、 彼 は 
EVA に 乗る こと を 選び 、 使 徒 と 戦っ て きた 。 し か し 、 友 人 
で あっ た は ず の 浅 カ チル を その 手 で 殺し て し まっ た こと か ら 、 
彼 の トラ ウマ は より 深い も の と な っ て いく 。 それ は 幼い 頃 
に 父親 に 見 捨て られ た こと に 上 端 を 発する 他 者 か ら の 孤立 感 
に も つなが っ て いる と 言え よう 。 補 完 計 画 が 発動 し 、 他 者 
の 魂 と 解け 合う 中 で 、 彼 は 心 の 閉塞 は 何 も 生 み 出 さ な い 
と 感じ る 。 そ し て 「 こ こ に いて も 、 良 い 理由 ] は 自分 自身 
の 想い に ある こと を 知る 。 


A 
| 胃 ー 


自己 の 存在 理由 を 間 い 続け る 
礎 シ ンジ 。 父 親 = 遼 ゲン ドウ 
に 幼い 頃 に 見 捨て られ た 経験 
か ら 、 必 要 と され た い 、 嫌 われ 
た く な いと いう 想い で 、EVA 
に 乗り 続け て きた の だ っ た 


gi 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 過剰 な まで の 自己 顕示 欲 は 、 
他人 に 自己 の 存在 を 認識 させ よう と する 一 種 の 代償 行為 
で も あっ た 。 お そら く 、 他 人 に 自分 を 認め させ る こと で 、 
自分 が 孤独 で は な いこ と を 確認 し た か っ た の で あろ う 。 そ 
れ は 幼い 頃 の 実母 の 自殺 と 、 継母 と の 埋め られ な い 溝 に 端 
を 発する も の で あっ た 。 独り で 生き る こと を 望む 彼女 で あ 
っ た が 、 それ は 他 者 に 自立 し て いる 次 を 認め させ た い 欲 求 
の 裏返し に 過ぎ な い 。 し か し 、 そ の 自信 が 失わ れ た 時 、 彼 
自己 と 他 者 へ の 


女 の 心 に は 孤独 に 対す る 恐怖 と 絶望 
否定 と 嫌悪 し か 残ら な か っ た と 言え よう 


自身 に 価値 見いだせ な く な 
っ た 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レ 
ー。EVA に 乗れ な く な っ た 
こと で 、 ア スカ が 心 の 拠り ど 
ころ と し て いた 自尊 心 を 満た 
すこ と が で き な く な っ た の で 
ある 


IW5 


時 に 両 層 2016 征 


7 順 


第 3 使徒 典 来 か ら 1 年 一 一 死海 
文書 に 記さ れ た すべ て の 使徒 が 
残 減 さ れ 、 西 暦 2016 年 、 つ い 
に 人 類 補完 計画 は 発動 し た 


ーー ヨコ 


綾波 レ イ 


綾波 レイ は 、 碗 ゲン ドウ に 対す る 従順 さ が 際 立つ 、 ア イ 
デン ティ ティ の 希薄 な 少女 と 言え た 。 し か し 、 サ ー ド チル 
ドレ ン と の 出会い と と も に 過ごし た 経験 か ら 、 和 ゲ ンド ウ 
へ の 従属 と は 異な る 、 他 者 と の 絆 を 欲す る よう に な っ て い 
く 。 そ れ は 、 つま り 彼 女 が 自己 の 存在 意義 を 求め 始め た と 
も 言え よう 。 当 初 、 己 の 存在 を 無 へ と 回 帰 さ せる こと と な 
る 、 補 完 計画 の 発動 こそ が "存在 理由 ' で あっ た は ず だ が 、 
次 第 に 彼女 の 心境 に 変化 が 起こ る 。 自 我 の 芽生 えた 彼女 
は 、 補完 計画 に よっ て 、 自我 が 消 減 し て し まう こと を 恐れ 、 
結果 的 に 和 ゲ ンド ウ に 反抗 する こと と な っ た の で ある 
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綾波 レイ は 、 和 ゲン ドウ と の 
従属 的 な 関係 性 に 自己 の 存在 
理由 を 確信 し て いた は ず で あ 
っ た が 、 心 に 根ざし た 自我 は 、 
計画 に より 無 へ 回 帰す る こと 
に 疫 怖 感 を 抱き は じ め る 


募 城 ミサ ト 


NERV の 作戦 指揮 官 で ある 葛城 ミサ ト は 、 幼 き 頃 か ら 家 
族 を な い が し ろ に する 父 を 否定 する 一 方 、 認 め て も ら お う 
と “よい 子 " に 徹し て きた 。 し か し 、 彼女 は そん な 模範 的 な 
自分 に 、 嫌 悪 感 を 頂い て も いた 。 そ れ は 恋人 の 加持 の 前 で 、 
"よい 子 " の 仮面 を 外す こと で 、 安 息 を 感じ て いた こと か ら 
も 明らか で あろ う 。 ま た 、 加 持 と の 情事 に は 、 否 定 し て い 
た は ず の 父親 を 求め る 意味 も あっ た よう だ 。 彼女 の 中 で は 、 
この 関係 に 対し 、 和 刺 那 的 と 謀 弾 す る 理性 と 、 そ れ を 求め る 
感情 が せめ ぎ 合 っ て いた 。 補 完 計画 を 「 馴 れ あ い 」 と 否定 
する も の の 、 彼女 も 馴れ 合う 他人 を 欲し て いた の だ 


葛城 ミサ ト は 、 幼 い 頃 か ら 不 
本 意 な 潔癖 さき を 汚 し た いと 願 
い 続 け 、 恋 人 = 加持 リョ ウジ 
と の 情事 に その 願望 を 満た す 。 
し か し 、 そ ん な 自分 を 他人 に 
知ら れる こと は 恐れ て いた 


TNITIES 


“* 魂 の 補完 " と は 、 内 的 宇宙 で 
の 自分 の 心 の 中 に ある 他 者 の イ 
メー ジ と の 対話 に よっ て 行わ れ 
た 例 も あっ た よう だ 
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llustration by Aki Unuma 


回 パレット ライ フル 


EVA 専用 電磁 加速 レー ル 
ガン で あり 、 劣 化 ウ ラン 弾 
を 高速 連射 する 自動 小銃 。 
A.T. フ ィ ー ル ド を 貫通 する 
ほど の 威力 こそ な い が 、 使 
徒 へ の 牽制 と し て 用 いら れ 、 
その 使用 頻度 は 高い 。 


ピ ィ 
ンコ 『4 ッ ン 才 


第 10 使 徒 戦 で は 、 バ レッ トラ 


デザ ー ト イー グル .50EA 版 
に 似 た 形状 の 拳銃 型 火器 。 
第 12 使 徒 戦 で 初 号 機 が 装備 
し て いる 。 第 5 使徒 の 観測 
に 用 いら れ た バル ー ン ダミ 
ー が 所 持 し て いた ハン ドガ 
ン は 、 この 試作 型 で ある 。 


第 12 使 徒 戦 で は 、 初 号機 が 


器 。 ス コー プ を 備え た ロン 
グ バ レル ライ フル だ が 、 狙撃 
以外 に 後方 支援 目的 と し て 
も 使用 され る 。 第 12 使 徒 戦 、 
第 16 使 徒 戦 に て 零 号機 が 携 
帯 し 出撃 し て いる 。 


% 和 て 腺 韻 /74 
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スナ イ パ ー ラ イフ ル は 、 零 号 


イフ ル に て 、 目 標 を 青 減 し た 。 


目標 へ 接近 し た 際 に 使用 し た 。 


回 ボ ジ ト ロン 20X ラ イフ ル 


機 が 使用 する ケー ス が 多い 。 


ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル 


砂 域 カ に 便 れ た 陽電子 の 王 還 還 


弾 体 を 高速 射出 する EVA 専 
用 射撃 装備 。NERV が 独自 
開発 し た も の で 、 そ の 形状 
は EVA の 肩 部 ヘ へ ホ ー ル ド し 
て 発射 する こと を 考慮 し た 
デザ イン と な っ て いる 。 


ポジ トロ ン ラ イフ ル は 、 第 7 
使徒 戦 に て 弐号 機 が 使用 し た 。 


国 ハン ド バ パス ズー カ 


EVA 専用 の ロケ ッ ト 弾 ラ 
ンチ ャ ー。 装弾 数 も 多い 上 
に 連射 が 可能 、 そ れ な り の 
火力 を 持ち な が ら サ イズ も 
小さ めで ある た め 、 比 較 的 
取り 回 し も 良好 な 汎用 性 の 
高い 武器 と な っ て いる 。 


第 14 使 徒 に 対し て 、 弐 号機 
が 二 丁 持ち で 使用 し た 。 


陽電子 を 連続 発射 出来 る 
改修 モデ ル の ポジ トロ ン ラ 
イフ ル 。 エ クス テン ショ ン 


バレ ル と 質量 セン サー を 装 開 


備 し 、 精 密 射 撃 も 可能 と な 
っ た 。 長 距 離 射撃 タイ プ で 、 
大 気 圏 外 へ も 攻撃 で きる 。 


計 「 
第 15 使 徒 戦 に て 、 弐 号機 が 大 
気 較 外 へ の 使徒 攻撃 に 使用 。 


EVA と ほぼ 同 サ イズ の 砲 
身 を 持っ た 大 型 ロ ケッ ト 弾 
ラン チャ ー。 大 火力 で ある 
と 想定 され る が 、 第 13 使 徒 
戦時 で は 、 使 用 前 に 弐号 機 
が 撃破 され た た め 、 そ の 威 
力 を 発揮 出来 な か っ た 。 


その サイ ズ か ら 長 い 身 程 距離 
と 破壊 力 の 高 さ を 伺わ せる 。 


戦略 自衛 隊 が 開発 し た 自 
走 式 陽 電子 砲 を NERV が ヤ 
シマ 作戦 に お いて 徴発 。 
EVA 用 に 改造 し た 射撃 武装 
で ある 。 その 後 、 さ ら に 改 
良 が 加え られ 、 第 15 使 徒 戦 
に も 投入 され た 。 


思 ニー ドル 発射 装置 


EVA の 肩 パ イロ ン に 内 半 
させ て 使用 する 小型 ニー ド 
ル ラ ンチ ャ ー。 目標 に 対し 
て 買 通 能力 の 高い 小型 の ニ 
ー ド ル を 、 瞬 時 に 多数 射出 
する 兵 装 で 、 近 接 格闘 戦時 
に お いて 威力 を 発揮 する 。 


記 = コ 


レ ーー 
連射 は 出来 な いも の の 、 趣 高 
出力 と 長 距離 射程 を 誇る 。 


至近 距離 に 迫っ た 量産 機 に 、 
ニー ドル を 撃ち 込む 弐号 機 。 


ー デ へ 千 shH 和 や を 雪 キ アマ アーバ H 


筆記 問 肛 世 涯 


エピ ソー ドガ イド 


PI5SIUE BHMHIME 


EHEEH PMIIT 


ーーーーーーーーーーーーーー へ 、 


NERV 本 部 張 嗣 接収 ……… > 092 


マ 


戦 陥 自衛 隊 NERV 本 部 に 侵攻 … 


マ 


EVA 弐号 機 の 戦闘 


32317 


は 03MIUI 


EVA 量産 機 の 戦闘 20UMIHUI 


溢 カ チル を 手 に か けた シン ジ は 罪悪 感 に 囚われ 
て いた 。 救 い を 求め 入院 中 の アス カ に 会 う も 、 己 
の 行為 に よっ て 一 層 自 己 嫌悪 に 陥る 。 一 方 、 つ い 
に ゼー レ が 動く 。NERV 各 支部 か ら MAGI へ の ハッ 
キン グ が 為 さ れる も 、 釈 放さ れ た リツ コ が これ を 阻 
止 し た 。 そ こ で ゼー レ は 日 本 政府 を 動か し 、 戦 自 
に よる 強制 接収 に 出る 。 次 々 と 制圧 され て いく 本 
部 施設 。 目 的 は MAGI の 接収 と EVA の 確保 、 そ し 
て EVA パイ ロッ ト の 抹殺 で ある 。 ア スカ と 弐号 機 
を ジオ フロ ント の 湖底 に 避難 させ た ミサ ト は 、 珈 立 
し た シン ジ を 救出 。 瀬 死 の 重傷 を 負い つつ も 彼 を 
初 号 機 ケ イジ へ と 送り 届け 、 別 れ を 告げ る の だ っ た 。 
さら に 戦 自 は n* 兵 器 まで も 投入 する が 、 目 覚め た 
アス カ が 弐号 機 で 戦 自 の 戦力 を 一 掃 す る 。 こ れ に 
より ゼー レ は EVA 量産 機 を 投入 。 弐 号機 は 善戦 虚 
し く 路 距 さ れる 。 一 方 ゲン ドウ は 、 レ イ と と も に リ 
リス の 前 に いた 。 そこ に 現れ た リツ コ は 自爆 装置 
を 作動 させ る も 、 MAGI カ スパ ー に 起爆 を 拒否 され 
ゲン ドウ に 射殺 され る 。 その 頃 、 本 部 の 爆発 と と 
も に 、 光 の 四 を 有する 初 号機 が 姿 を 現し た 。 


ぁ ぁ すべ て の 個 全 に は 


滑 


えた は ず だ 
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キャ ラク ター 作画 監督 : 黄 瀬 和哉 
メカ ニッ ク 作 画 監督 : 本 田 雄 


THEENDO 
EVANGELION 


0 LOWe is destWdtie 


EMILMMMH 


弐号 機 と 戦 自 の 空戦 部 隊 と の 戦闘 シー ン で は 、 第 
壱 話 の 国連 軍 対 第 3 使徒 サキ エル の 戦闘 を 思い 起こ さ 
せる 描写 が いく つか ある の が 特徴 だ 。 ま た 、 ゼ ー レ が 
投入 し た EVA 量産 機 は 、 5 号機 か ら 13 号 機 ま で の 合計 
9 体 。 白 い ボ ディ や 背中 の 思 な ど 、 い わ ゆ る [天使] の 
モチ ー フ が 散見 され る デザ イン で ある 。 な お 、 量 産 機 
が S" 機 関 を 解放 し た 際 、 それぞれ が セ フ ィ ロ ー ト の 樹 
の 各 セ フィ ー ラ ー に 対応 。 ち な み に 初 号機 は 樹 の 中 
心 の セ フ ィ ー ラ ー「 テ ィ フ ェ レ ト 」 に 位置 し て いた 。 


語 WMA(」 ト ウツ キン 
ii 守 / 


1j 
E) 
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刷 場 版 第 25 話 


最後 の 
『 じ 人 ト 拓 


JA シリ ー ズ 、 
ec 完成 し て いた の 


テマ 区 Ysh 下 の アキ マー マ H 


エビ ソー ドガ イド 


PISIUUE IIDE 


EHEEH PMIHTI 


ーーーーーーーーーーーーー へ 、 


EVA 弐号 機 の 敗北 "を 輔 9 


EVA 量産 機 の 戦闘 31UIMIUI 
リリ ス の 覚醒 > [ 田 P095 


人 類 補 完 計 画 の 発動 p 田 P095 


0 フィー ルド を 、 
選 の 肉 を 解き 放 て 


初 号 機 に 乗り NERV 本 部 の 外 に 出 た シン ジ 。 彼 
は 弐号 機 の 惨状 を 見 て 絶叫 する 。 シ ンジ の 叫び に 
呼応 し て か 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 が 月 より 飛来 。 初 号 
機 の 周囲 を 量産 機 が 取り 囲み 、 人 類 補完 の 儀式 
が 始ま っ た 。 一 方 ゲン ドウ は 、 レ イ を 利用 し て ア 
ダム と リリ ス の 融合 に よる 補完 を 行 お うと する が 、 
レイ は 彼 の 望み を 無視 し て シン ジ に 応え 、 リ リス 
と 融合 を 果たす 。 リ リス は 巨大 な レイ の 姿 と な り 
上 空 の 初 号 機 と 接触 。 初 号機 は 生命 の 樹 に 姿 を 
変え 、 人 類 補 完 計画 が 発動 する 。 そ の 際 に 起き た 
爆発 に よ に り 、 ジ オフ ロン ト は 真 の 姿 で ある 黒き 月 
と な る 。 リ リス か ら 発 生 し た アン チ A.T. フ ィ ー ル ド 
に より 、 す べ て の 人 間 が L.C.L. へ と 還元 され て いく 。 
その 頃 シ ンジ は 、 す べ て が ひと つ に な っ た 世界 で レ 
イ や 沙 カ ヲ ル と 対話 を し て いた 。 シ ンジ は 傷つく 
こと を 恐れ ず 、 他 人 の 存在 する 世界 を 望む 。 そ れ 
に 反応 し た か の よう に 初 号機 は リリ ス か ら 分 離 。 
地球 を 離れ て いく 。 砂 浜 で 目覚 め た シン ジ は 、 そ ば 
に いた アス カ の 首 に 手 を か ける 。 し か し アス カ は 、 静 
か に 手 を 伸ばし シン ジ の 類 に 触れ る の だ っ た …… o 
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ElLIMMI の 


第 弐拾 参 話 ビ デオ フォ ー マ ッ ト 版 で は 、 零 号機 を 侵 
食し た 使徒 が 、 その 肉体 の 一 部 を レイ の 姿 に 変え て 初 
号機 に 迫る 描写 が ある が 、 こ の 劇場 版 で の 、 レ イ と 融 
合 し た リリ ス や 、 レ イ の 顔 に 変形 し た 量産 機 を 踏ま え 
た 上 で 追加 され た と いえ よう 。 第 弐拾 四 話 ビデ オバ ー 
ジョ ン で の ゼー レ と カラ ヲ ル の 会 話 に 出 て くる 「 黒 き 月 ] 
が ジオ フロ ント で あり 、 こ れ が 「 リ リス の 卵 」 で ある こ 
と が 明示 され る 。 こ れ は 「 白 き 月 ] が アダ ム の 発見 さ 
れ た 南極 の 大 空洞 で ある こと を 示唆 し て いる 。 


凡 は あな た の 
じゃ な い 


SEHTIIHLEIHHEELHIIH EHHUHHELE 


其 場 版 第 26 


は 析 の ) 自 子 に 


変 ね られ た な 


| 入 K 馬 ー ル トド が 
消 を て いく 


~. で 0 僕 は 5 
し だ し 2 思っ た 


4Y し 
I ェ 人 4 
2 N 
人 


テ で へ 革 Nshh 人 を デー で H 


_ チェ ッ ク ボ ポイント 


HEEH PIIHT 


TWNETIIES 


戦略 自衛 隊 に よる 

NERV 本 部 施設 の 強制 接収 作戦 
NERV に よる サー ドイ ン パ クト 誘発 の 謀略 と い 

う 情報 (実は ゼー レ の 情報 操作 ) に より 、 日 本 政 

府 は 戦略 自衛 隊 を 動員 し NERV 本 部 の 武力 に よる 

強制 接収 を 決行 。MAGI お よび 現存 する EVA の 確 

保 と EVA パイ ロッ ト の 排除 が その 目的 で あっ た 。 


| ーー 強制 接収 作戦 で は 、 地 上 部 

。 隊 の 総 攻撃 と 潜入 部 隊 に よ 
る 無 差 別 の 掃討 戦 と いう 、 
二 面 作戦 が 展開 され た 


_ 。 。 有 ゴア 
も 


一 時 は 優勢 で あっ た 戦 自 だ 

が 、 弐 号機 の 反撃 に 遣い 敗 es 
退 。、 ゼ ー レ は EVA 量産 機 * 
を 投入 する こと と な っ た MV 


| 強制 接収 の 経 紳 地上 と ジオ フロ ント で の 戦闘 概念 較 


MAGI へ の ハッ キン グ 


ゼー レ は 世界 各国 の 
MAGI 同 型 機 に よる 
NERV 内 MAGI へ の ハ 
ッ キ ング を 開始 。 が 、 
赤木 リツ コ 博 士 の 防御 
プロ グラ ム に より 、 攻 


同時 に 5 つの MAGI か ら の ハッ キン グ 


撃 は 失敗 に 終わ る を 受け る NERV 本 部 の MAGI 
戦 自 は 陸上 部 隊 と 航空 
部 隊 を 動員 し た 3 方 面 か 
戦 自 、 直接 占拠 開始 ら の 総 攻撃 に 加え 、n* 兵 


器 も 投入 する と いう 物量 
作戦 を 展開 し た 


まそ 


ハッ キン グ に 失敗 し 
た ゼー レ は 、 日 本 政府 
に 働き か け 、 強 制 接収 
作戦 を 決行 。 空 陸 の 総 
攻撃 に 併行 し 、 潜 入部 


1 電 
1 Se 


隊 が NERV 本 部 内 へ 保 后 訓 際 は 、 正 拓 戦 に 長け た 対人 戦 ie 
入 、 白 兵 戦 を 展開 する \ た 。 Me 
久 闘 の プロ で 構成 され て いた 設置 され た 探査 装置 を 次 々 
と 破壊 し て いっ た 
弐号 機 の 起動 


弐号 機 が 突然 起動 
し 、 参 戦 。 戦 自 は 多量 
の ミサ イル 斉 射 と 航空 
部 隊 で これ に 応戦 する 1 
が 、 戦 果 は 電源 ケー ブ 
ル の 切断 の み に 留 まつ 。。 に 乱舞 比 の EVA に 対し て 、 戦 
た 自 の 通常 戦力 で は 歯 が 立 た な か っ た 


戦 自 の 各部 隊 を 退け た 
弐号 機 と 量産 機 が 激突 
ざ * 機 関 を 搭載 し た 量産 機 
は 、 そ の 能力 を 発揮 し 、 
弐号 機 を 粉砕 し た 。 


ゼー レ 、 量産 機 を 投入 


戦況 を 打開 すべ く 、 
セー レ は 直接 介入 を 決 本 還 % 加 M 


断 。9 機 の EVA 量産 機 


に よる 弐号 機 の 交 滅 を ヽ パ 5 
開始 する 。 孤 軍 奮 闘 す 


る 弐号 機 も 、 量 産 機 の 2 放 。 拓 地 し た 最新 鋭 の EVA 量産 
群れ の 前 に 撃破 され た 。 機 が 、 実 戦 投入 され た 
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圧倒 的 な 戦力 差 を も の と も 
し な い 弐 号機 に 、 当 初 は 量 
産 機 も 苦戦 し た が …… 


2015 年 時 、 国 連 加盟 国 は 保有 する 軍隊 を 国連 
軍 に 委譲 し た た め 、 各国 固有 の 軍隊 は 原則 的 に 存 
在 し な い 。 し か し 、 常 任 理事 国 で ある 日 本 は 、 異 
例 な が ら 独 自 の 直轄 軍事 組織 と し て 戦略 自衛 隊 
(略称 : 戦 目 ) を 保有 。 こ の 組織 は 、2003 年 の 南 
沙 諸 島 で の 紛争 を 契機 に し た 、 独 自 の 軍事 組織 の 
必要 性 に 応え 、 創設 され た も の で あっ た 。 


NERV 本 部 の 強制 接収 
に 従事 し た 戦略 自衛 隊 
で ある が 、 本 義 的 に は 
自国 防衛 の た め に 創設 
され た 組織 で ある 


| 隊 昌 の 保有 する 戦力 


国連 管轄 下 で は な い に も 関わ ら ず 、 戦 略 自衛 隊 は 過剰 と 
も 言え る 戦力 を 有する 組織 で あっ た 。 自衛隊 と ほぼ 同一 の 
通常 兵器 に 加え て 、 n* 兵 器 や BC 兵器 の 保有 、 大 出力 の 自 走 
式 陽電子 砲 の 開発 な ど 、 世 界 屈指 の 兵力 と NERV に も 人 迫る 
高度 な 技術 開発 力 を 有 し て いた 。 し か し 、 戦 自 が 対 使徒 戦 


に 投入 され た 事実 は な く 、 確 認 さ れ て いる 戦 自 の 軍事 行動 は 、 


NERV 強 制 接収 の み で ある 


| 


園 軽 戦闘 機 

小 魚 を 思わ せる スタ イリ ング の VTOL 機 。 兵 装 は 機 首 下部 
の 単 装 機銃 の み だ が 小型 で 小回り の 効く 機体 で ある こと か 
ら NERV 本 部 内 へ 直接 投入 。 対 人 制圧 に 用 いら れ た 。 


戦 自 仕様 の 大 型 VTOL 
戦闘 機 。 主 武装 は 国連 
軍 所 有 の 機体 と 同一 で 
世 下 バイ ロン の ロケ ッ 
トラ ンチ ャ ー と 機 錠 


機体 下部 に 巡航 ミサ イ 
ル を 搭載 し た 大 型 戦闘 
機 。 弐 号機 減 の た め 
に 投入 され た が 、 返 り 
討ち に あっ て し まう 


編入 


戦 自 は 日 本 国政 府 の 意向 を 反映 す 
る 組織 な の で 、 政 府 を 通し た 要請 
は 受け ざる を 得 な い 。 そ の た め 、 
時 折 で は ある が 、NERV な どの 外 


技術 協力 


ジオ フロ ント 内 
へ 降り 注ぐ 戦 自 
の ミサ イル 群 。 
その 火 線 の 数 か 
ら も 、 保 有する 
戦力 の 大 き さ が 


。。、。 二 出馬 肝 い 知れ 2。 


戦 自 保有 の 戦車 。 NER 
V 本 部 に 対し 先制 砲撃 
を 行い 、NERV の レー 
ダー サイ ト 群 を 確実 に 
破壊 し て いっ た 。 


戦車 部 隊 と 同様 に 、 先 
制 砲撃 を 仕掛 けた 戦 自 
仕様 の 六 輪 タイ プ の 装 
甲 車両 。 機 動 性 に 優れ 
る と 推測 され る 。 


較 ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー 車 両 
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6 連装 型 の MLRS ( 多 
目的 ロケ ッ ト 発 射 シ ス 
テム ) を 搭載 し た 車両 
突如 、 出 現し た 弐号 機 
に 斉 射 攻撃 を 行っ た 。 


カチ ュー シャ と 
呼ば れる 多 連 装 
式 ロ ケッ トラ ン 
チャ ー 発 射 機 を 
搭載 し た 車両 

本 部 施設 砲撃 時 
に 投入 され た 


部 組織 に 協力 する 場合 も ある 


| 隊 貞 と 壮 備 


戦略 自衛 隊 の 隊員 は 、 高 度 な 装備 を 着用 し て 任務 に 従事 
し て お り 、 そ の 独自 性 が 伺え る 。 ま た 、 潜入 部隊 の 無 差 別 な 
戦闘 活動 と 迅速 な 工作 活動 は 、 高 度 な 対人 対 施設 占拠 作戦 
の 訓練 の 成果 を 物語 っ て いる 。 


戦 自 の 潜入 部 隊 
は 、 銃 器 以外 に 
も 、 バ パック パッ ク 
式 火災 放射 器 を 
も 使用 し て 、N 
ERV 本 部 の 制圧 
を 行っ て いっ た 


ぁ 戦 自 師団 長 


p アサ ルト 
ライ フル 


戦闘 スー ツ や 対人 用 アサ ル 
トラ イフ ル な ど 、 そ の 装備 
は 自衛 隊 と は 一 線 を 画す 。 


の 


7/ 


SS / 員 の 個人 用 末 。 イ ンカ ム は を 
ー ブ ノ 
6 側 に あり 、 チ ュー ナー の ある 答 材 
は トラ ン シ ー バ ー の よう に 使う 


N 


ェ ン グ 
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デマ へ 系 Nsh 下 を へ キア マー ベビ H 


_ チェッ クボ ポイント 。 


HEEHW PHIIHI 


KIHH6ELIWH 

ジオ フロ ント 湖底 内 に 待避 させ て あっ た 弐号 機 
で ある が 、 機 体 に 母 の 存在 を 感じ 取っ た セカ ンド 
チル ドレ ン は 戦線 復帰 を 果す 。 そ の 戦闘 力 は 凄まじ 
く 、 量産 機 を 一 度 は 全 機 沈黙 寸前 まで 追い 込ん だ 


復活 し た 弐号 機 は 
AT. フ ィ ー ル ド を 指向 
展開 させ て 攻撃 に 利用 
する な ど 、 圧 倒 的 と も 
言え る 戦闘 能力 を 発揮 


EUHH5ELIIH 
ゼー レ が 対 弐 号機 の た め に 投入 し た 量産 タイ プ 
の EVA。 外 部 に セン サー アイ を 持た な い 頭 部 が 特 
微 で 、 能力 、 カ ラー リン グ な ど は 9 機 全 機 同一 。 ダ 
ミー プラ グ で 起動 する 無人 機 で あり 、S* 機 関 を 搭 
載 し て いる た め ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル 等 の 制約 を 
受け ず 活 動 可 能 。 強 征 な 自己 修復 能力 を 持つ 


* 量産 機 は ロン ギ ヌ ス の 
槍 の レプ リカ を 主 兵 装 
と し 、 ま た これ まで の 
EVA に は な い 飛 行 能 
力も 与え られ て いる 


ULMWI 
NERV の 対人 要 酸 装 備 


軍事 組織 と し て の NERV は 、 対 使徒 戦 専門 を 原則 と す 
る 極め て 特殊 な 組織 で ある 。 従 っ て 対人 戦闘 訓練 は 護 
身 レ ベル の 最低 限度 の も の で あり 、 対人 要 撃 装備 も 簡素 
と 言わ ざる を 得 ず 、 侵入 者 に は 無防備 に 等 し い 。 


NERV の 職員 は 従 
軍 経 験 の な いも の 
が 圧倒 的 で 、 護 身 
と は いえ 拳銃 を 持 
つこ と に 抵抗 を 覚 
える も の さえ いた 


NERV が 使用 し て いる 警備 用 車両 。 防 弾 装 
備 等 が な され て お り 、 本 部 施設 の 地上 入出 用 
ゲー ト に 配備 され て いる 


戦 自 の 瓶 撃 に よ 
り 、 あ っ け な く 
間 破壊 され る 警備 
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3 分 半 ほ どの 活動 時 間 で EVA シリ ー ズ 9 体 を 相手 取 
る こと に な っ た 弐号 機 は 、 9 号機 、11 号 機 、 7 号機 、6 号 
機 、12 号 機 、 8 号機 、10 号 機 、 5 号機 、13 号 機 の 順に 層 


っ て いく 。 実質 は 弐号 機 の 圧勝 た 


> た と いえ る 。 し か 


し 、 残 り 数 秒 で ロン ギ ヌ ス の 槍 の レプ リカ を 頭 部 に 受 
け 、 内 蔵 電源 が 終了 。 再 生 し た 量産 機 に よっ て 躍 嗣 
な お 、 図 は 量産 機 の 損傷 部 位 


され て し まう 


グロ ッ ク 17 


> さ ぴ 党 層 軸 ③ 環 


x 頭 抽 評 且 半 


の さ nx 足 抽選 時 


の ひさ 頭 沿 古 ゴ ヒ 忌 将 劉 


NERV 職 員 に は 拳銃 が 各自 に 支給 され て いる 。 制 式 
採用 され て いる の は オー スト リア の グロ ッ ク 社 製 の オー 
トマ チッ ク 拳 銃 グ ロッ ク 17 で ある 。 


サブ マシ ン ガ ン 


NERV が 正式 採用 し て いる サブ マ :> シン ガン 。 平時 で は 
警備 スタ ッ フ が 使用 し て お り 、 
ン ソ ー ル 下 に 加 急 時 用 の 武器 と し て 常備 され て いる 。 


ん / 


に 


に 


H&K USP 


| 支給 され た 拳銃 は 職場 に 常 


備 し て いる よう だ が 、 コ ン 
ソー ル の 引き 出し に 突っ 込 
まれ て いる な ど 、 ル ー ズ さ 
が 垣間見 える 


叶 石 次 
蘭 上 品 基 


ひさ さき 江 忌 器 交 ご 
尊 叩 沸 。 か いさ kw の 0 ご 


さび 常 束 吾 ひさ ok 


さき mx 促 千 き ひで ざ 忌日 8 旭 署 


完膚 な きま で に 叩き の め さ れ 
た は ず の 量産 機 だ っ た が 、S 
機関 と 思わ れる 力 で 復活 し た 


同一 の も の が 発令 所 の コ 


戦 自 の 特殊 部 隊 潜 入 の 報告 
に より 、 発 令 所 スタ ッ フ は 


サブ マシ ン ガ ン を 取り 出し 、 


不慣れ な 白兵戦 に 備え た 。 


葛城 ミサ ト が 愛用 し て いる ドイ ッ の へ ッ ケ ラー& コ ッ 
ホホ 社 製 の オー トマ チッ ク 拳 銃 。NERV の 制式 拳銃 で は な 
い が 実 用 性 の 高い 軍用 ・ 警 察 用 拳銃 で ある 。 


好み の 銃 の 所 持 を 認め られ 
て いる 葛城 ミサ ト 。 射 撃 の 
腕前 は 確か で あり 、 白 兵 戦 
能力 も 戦 目 の 兵士 に 引け を 
取ら な い 。 


第 2 使徒 た る リリ ス は 、 従 来 ア ダム と され て きた 
白い 巨人 で あり 、 人 類 の 始祖 と いえ る 存在 で ある 
使徒 の 始祖 と 考え られ て いる アダ ム と 、 い わ ば 同 


様 な 存在 と 考え られ る 。 綾波 レイ と 融合 し た 後 、 


その 次 を レイ へ と 変貌 させ 、 巨大 化し て いく 


夫 重 も の 羽 を 広げ 、 地 
球 規 模 に まで 巨大 化し 
た リリ ス は 、 強 力 な ア 
ンチ AT. フ ィ ー ル ド を 
発生 させ る 


| 時 き 月 


NERV 本 部 が 置か れ た 箱根 の ジオ フロ ント は 、 「 黒 き 月 | と 
SHEET 人 類 
完 計 画 の 発動 に は 、 愉 好 の 場所 と いえ た 


い 
衛星 軌道 上 か ら 見 た 
[黒き 月 | の 映像 。 サ 
ー ド イン パク ト に よっ 
⑥) て 、 初 め て その 全貌 が 
明らか と な っ た 


人 類 補完 計画 の 発動 は 、 人 類 を 
破滅 させ る 災い を 意味 し て いた 

使徒 と アダ ム の 接触 に よっ て 引き 起こ され 、 人 
類 を 減 亡 さ せる と いわ れ て きた サー ドイ ン パ クト 
し か し 人 類 自ら の 手 で それ を 起こ すこ と こそ が 、 
ゼー レ の 目指 す 人 類 補 完 へ の 第 一 歩 だ っ た よう だ 
サー ドイ ン パ クト に よる 全 人 類 の L.C.L. 化 を 経て 、 
完全 な る 単体 生物 へ と 進化 する 。 そ れ が 人 類 補 完 
計画 の 全貌 だ っ た の か も し れ な い 。 


| サド イン バク ト 発 生 の 要因 


ゼー レ の 量産 機 投入 は 、 弐 号機 の 残 減 よ たり も むし ろ ジ オフ 
ロン ト 上 に て サー ドイ ン パ クト を 引き 起こ す た め で あっ た 
出現 し た 初 号機 と 月 より 帰還 し た ロン ギ ヌ ス の 槍 。 これら を 
いわ ば 依り 代 と し て 、 ゼ ー レ は 人 類 補 完 計画 を 発動 。 量 産 機 
の S* 機 関 を 解放 し 、 サー ドイ ン パ クト を 発生 させ た の で ある 


葛城 ミサ ト は 、 
ゼー レ が EVA 
を 使い サー ドイ 
ン パ クト を 発生 
させ る つも り で 
ある こと に 気 づ 
いた 


綾波 レイ の 肉体 に 宿っ て いた 魂 は リリ ス の 魂 で あり 、 リ リ 
ス と の 融合 は 本 来 の 肉体 へ 還っ た と も 言え る 。 分 離す る こ 
と で リリ ス の 力 を 抑制 し て いた の か も し れ な い 。 

*P 還 II ウラ ル の 区 は 、 ア ダム の 区 で 

あっ た と 推察 され て お り 、 そ の 


意味 に お いて カヲル と レイ は 同 
様 な 存在 だ と いえ る だ ろう 。 


リリ ス へ と 融合 し て 行く 
綾波 レイ 。 融 合 の 瞬間 、 
レイ は 「 た だ いま 」 と 帰 
還 の 意志 を 表し て いる 


LMMH 

南極 と 箱根 の 地下 空洞 

アダ ム が 発見 され た 南極 の 地下 と 、 科 根 の 地下 
は 同様 の 球状 空間 で ある こと か ら 、 リ リス も また 
以前 か ら ジ オフ ロン ト に あっ た と 推測 で きる 


使徒 の 始 源 と され る アダ 

二 ム と 、 人 類 の 始 源 と され 

る リリ ス は 同格 の 存在 な 
- の か も し れ な い 


TIETIES 


人 類 補完 計画 発動 時 の 状 
況 が 、 セ カン ドイ ン パ バク 


確認 し て いる 


オペ レー タ の 伊吹 マヤ が 
ル 補 
> 


ジオ フロ ント 周辺 か ら 急 
激 に 拡大 し て 行く 巨大 な 
衝撃 波 と 爆炎 。 そ れ は ま 


さ に サー ドイ ン パ クト と 
呼ぶ べき 揚 発 た っ た 。 還 還 較 ーー 


S* 和 関 解放 に よる 物理 衝撃波 


初 号機 を 量産 機 が 取り 囲み セ 
フィ ロー ト の 樹 を 描き 出す 
その 後 量産 機 は 内 蔵 さ れ た S* 
機関 を 解放 。 こ れ に より 猛烈 
な 物理 的 衝撃 波 が 発生 し た 


アン チ A.T. フ ィ ー ル ド に よる 人 類 L.C.L. 化 


]” ファ ー ス トチ ルド レン と 融合 
し た リリ ス か ら 地 球 規模 の ア 
ンチ AT. フ ィ ー ル ド が 発生 
人 類 は 自我 境界 を 維持 出来 な 
く な り 、L.C.L. 化 し て 行く 。 
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デマ へ 半 Ysh や 補 生生 アー H 


ト に 酷似 し て いる こと を 、 


各 本 きい 、 


エピ ソー ドカ イド 


PISIUUE ほ HIUE 


2015 年 に 始ま っ た 人 類 と 使徒 と の 戦い 。 若 干 
の 例外 は ある が 、 そ の 中 心 と な っ て 活動 し た 者 の 
大 部 分 は 、 EVA 初 号機 を 依り 代 と し た 人 類 補 完 計 
画 発動 時 まで を 様々 な か た ち で 生き 延び 、 補 完 の 
対象 と な っ た 。 人 類 は LC.L. と 化し 一 元 的 な 存在 
へ と 還元 され 魂 の 補完 が 始ま っ た が 、 同 計画 は ゲ 
ンド ウ 、 ゼ ー レ どちら の 思惑 と も 異な る 終 韻 を 迎 
えた 。 その後 の 世界 に は シン ジ と アス カ の 姿 が 認 
め ら れ た が 、L.C.L. と 化し た 人 々 が どこ へ いっ た の 


E0LIMMH 


ゼー レ の 主導 に より 発動 され た 初 号 機 を 依り 代 と 
し た 人 類 補完 計画 。 た だ し 、 こ れ は 彼ら の シナ リオ を 
修正 し た も の で あり 、 本来 の 補完 に 和 シ ンジ が 必要 だ 
っ た か は 定か で は な い 。 奇しくも 補完 の 方 向 性 を 決 
め る 重要 な 役割 を 担う こと と な っ た シン ジ が 他人 の 
存在 する 世界 を 望ん だ た め 、 ゼー レ の 計画 は 潰え る か 
た ちと な っ た 。 な お 、 補完 の 対象 が L.C.L. と 化す 直前 
に は 「 想 い を 寄せ る 人 間 の 姿 が 見 える ] と いう 現象 が 
起こ っ た と され て いる 。 


崩れ て いく リリ ス の 身体 の 周囲 で は 、 完 全 な る 単体 生物 に な り 得 
な か っ た 多く の 生命 が 十字 架 の よう な 形状 を 成 し て 輝い て いた 。 
シン ジ が 戻っ た 場所 に 元 の 地上 らし い 景 観 は な く 、 そ こ に は た だ 
LCL. の 海 が 広がっ て いた 。 


か は 定か で は な い 。 
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NERV EVA 初 号 機 専属 操縦 者 


h さ ゞ で 
健 シ ンジ 
EVA 初 号機 に 搭乗 し 、 対 使徒 戦 に お いて 活躍 し た シン ジ 
友人 だ っ た 最後 の 使徒 、 済 カチ ル を 殺し 大 き 
な 傷 を 負っ た 彼 は 、 初 号機 を 媒介 と し た 人 と の 繋が り に よ 
っ て 救 わ れる 。 葛城 ミサ ト の 命 を 賭し た 行動 に より 再起 し 、 
人 類 補 完 計画 に お ける 重要 な 役割 を 果たし た シン ジ 。 す ペ 
て が ひと つ に な っ た 世界 に 行き 着く も 、 彼 は それ を 拒み 、 
他人 の 存在 する 世界 へ と 帰っ た 


NERV EVA 零 号機 専属 操 緩 者 


緩 渡 レ イ 


EVA 零 号 機 専属 操縦 者 と し て の 活動 を 通じ 、 他 者 一 一 
特に 碗 シン ジ と の 絆 を 深め て いっ た レイ 。 感情 を 得 た 彼女 
は 、 深 い 信 頼 を 寄せ て いた ゲン ドウ の 人 形 で ある こと を や め 、 
明確 な 意志 を も っ て 第 2 の 使徒 と も 言わ れる リリ ス と 融合 。 
人 類 補完 計画 発動 後 、 人 類 の 行く 未 を 委ね られ た シン ジ を 
導い た レイ は 、 人 類 に 未来 を 託す か た ち で 減 び の 時 を 迎え 、 
復活 の 余地 が な い ほ ど に 崩れ 去っ た 。 


NERV 戦術 作戦 部 作戦 局 第 一 課 


募 大 ミ サト 


父 へ の 想い を 原動力 と し て 使徒 戦 の 指揮 を 執っ た ミサ 
ト 。 恋 人 で ある 加持 リョ ウジ を 失っ た 後 、 セ カン ドイ ン パ 
クト と 人 類 補 完 計画 の 真相 を 追い 続け た 。 真 実に 肉薄 し 
た も の の 、 突 如 、 ゼ ー レ が NERV 本 部 強制 接収 を 開始 。 戦 
略 自衛 隊 か ら 碗 シン ジ を 守る た め に 謀 走 し た ミサ ト は シン 
ジ を 奮い立た せる も 、 腹部 へ の 被弾 が 致命 傷 と な り 人 類 補 
完 計画 の 発動 を 見 届け る こと な く 倒 れ た 


NERV 副 司 令 官 
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冬 月 コウ ゾウ 

人 類 補完 計画 の 真実 を 知り 、 常 に 邊 ゲン ドウ を 補佐 す 
る 役割 を 担っ て いた 冬 月 。 戦 略 自衛 隊 に よる NERV 本 部 
強制 接収 を 受け 、 自 身 の 補 完 計画 発動 を 目論ん だ ゲン ド 
ウ か ら 後 を 任 さ れ た 冬 月 は 、 侵 攻 し て くる 戦 自 へ の 対応 を 
指揮 し た 。 状 況 を 正確 に 把握 で き て いた 彼 は 、 秘か に 想っ 
て いた ユイ と 再会 し L.C.L. へ と 化す まで の 間 、 自 身 が 支え 
続け て きた 人 類 補完 計画 の 発動 を 静か に 見 つめ 続け て いた 。 


NERV EVA 式 号 機 専 属 操縦 者 


ーー に 3 

物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 

EVA 弐号 機 に 搭乗 する こと で 自尊 心 を 満た し つつ も 、 古 
シン ジ へ の 愛憎 を 深め て いっ た アス カ 。 使徒 戦 で の 度 重 な 
る 敗北 に より 精神 的 な 脆 さ を 露呈 し た 彼女 は 、 ゼ ー レ に よ 
る NERV 本 部 強制 接収 時 に 再起 する も 、EVA 量 産 機 と の 
戦闘 に も 敗北 。 直 後に 、 人 類 補完 計画 が 発動 する 。 ア ス 
カ は 、 シ ンジ が 望ん だ 他人 の 存在 する 世界 に お ける 最初 の 
他人 と し て 、 彼 の 側 に 横たわっ て いた 。 


健 ゲ ンド ウ 


使徒 天 減 と 同時 に 、 ゼ ー レ と は 異な る シナ リオ の 人 類 補 
完 計画 の 完遂 を 目指 し た ゲン ドウ 。 自身 の 意図 し た 形 で 
の 補完 計画 発動 を 目論ん だ 彼 は 、 ゼ ー レ に よる NERV 本 部 
強制 接収 時 、 ア ダム と リリ ス の 禁じ られ た 融合 を 図る る レ 
イ の 折 意 に より 失敗 。 リ リス と 同化 し た レイ が 全 人 類 の 前 
に 現れ た 時 、 ゲ ンド ウ は 最愛 の 人 、 碗 ユイ と 再会 し た 後 、 
EVA 初 号 機 の 中 へ と 消え て いっ た 


NERV 技術 開発 部 技術 局 一 課 


率 木 リツ コ 

NERV の 技術 的 な 側面 を 一 手 に 引き 受け る と 同時 に 、 
確 ゲン ドウ の 暗躍 の 目的 を 知る 人 物 だ っ た リツ コ 。 ゲ ンド 
ウ へ の 意 に より 独房 に 拘束 され た 彼女 は 、 後 に MAGI が 
ハッ キン グ を 受け た 際 、 一 時 復帰 し て MAGI の 自律 防御 を 
展開 。 同 時 に プロ グラ ム を 変更 し 、 本 部 の 自爆 を 謀っ た 。 
MAGI 自 身 が 拒否 し た た め 自 爆 は な ら ず 、 愛 する ゲン ドウ 
の 手 に より その 含 を 絶た れる 結果 と な っ た 。 


THE ESSEHTIIHL EIHHEELUNEHHUHIELE 


NERV 特殊 監察 部 他 


加持 リョ ウジ 


NERV、 日 本 国政 府 、 ゼ ー レ の 間 謀 と し て 活動 する 「 三 
重 ス パイ 」 と いう 特殊 な 存在 だ っ た 加持 。 来 日 以降 、 様 々 
な 謎 の 真相 に 近づく に つれ 、 そ の 周囲 に は 危険 が 増し て い 
っ た 。 第 14 使 徒 戦 の 後 、 ゼ ー レ に 拘束 され た 冬 月 を 助け 
た 加持 だ が 、 こ の 行動 は ゼー レ に 対す る 裏切り で あり 、 こ 
れ が 彼 の 命取り と な っ た 。 真実 を 追い 求め 、 組 織 を 股 に 
掛け た 結果 、 加 持 を 待っ て いた の は 何者 か に よる 銃撃 だ っ た 。 


NERV 中 央 作戦 司令 部 作戦 局 第 一 課 


日 向 マ コト 


葛城 ミサ ト を 補佐 し 、 時 に は 危険 を 省 み な い 行動 も 取 
て きた マコ ト 。 使徒 侵入 の 危機 に 際 し NERV 本 部 自爆 の 
可能 性 を 示し た ミサ ト へ の 「 い いで す よ 、 あ な た と 一 緒 な ら 」 
と いう 返答 に は 、 マ コト の 想い が 凝縮 され て いた 。 リ リス 
と 同化 し た レイ が 全 人 類 の 前 に 現れ た 時 、 彼 の 前 に 現れ た 
の は 、 愛 する ミサ ト そ の 人 だ っ た 。 ミサ ト に 口付け られ 、 
マコ ト は 幸福 の うち に L.C.L と 化し た 


NERV EVA 適格 者 他 


深 カ チル 


適格 者 と し て 人 類 補 完 委 員 会 か ら 直接 NERV 本 部 へ と 
配属 され た 沙 カ ブル 。 彼 の 正体 は 、 第 17 使 徒 タブ リス だ っ 
た 。 使徒 の 使命 を 果たす べく 「 ア ダム 」 と の 接触 を は か る も 、 
そこ に 在 っ た も の が アダ ム で は な く 「 リ リス 」 で ある と 和 看破 
し た カヲル は 、 接触 を 中 止 。 好 意 を 寄せ た シン ジ に ヒト が 
生き る 道 を 選び 取っ て 欲し いと 望ん だ 彼 は 、 自 ら の 死 を 願 
い 、 EVA 初 号 機 に より 握り つぶ され た 。 


貞 則 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 他 


殺 原 トウ ジ 


第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 の 生徒 で 、 碗 シン ジ 

た トウ ジ 。 後 に 適格 者 と し て 選出 され EVA に 

大 】 - 彼 だ が 、EVA3 号 機 起動 実験 中 に 事故 

こ 第 13 使 徒 と 識別 され た 同機 内 に 取り 残さ れ 

3 使徒 が EVA 初 号 機 に 残 減 さ れ た 際 、 重 傷 を 負っ 

た トウ ジ は 一 命 を 取り 留め た 。NERV 本 部 の 病院 に 入院 
た が 、 人 類 補完 計画 進行 時 の 所 在 は 定か で は な い 


貞 則 上 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 


第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2? 年 A 組 の 生徒 で 、 物流 ・ ア ス 
カ ・ ラ ング レー の 親友 だ っ た ヒカリ 。 彼女 は 、 EVA3 号 機 に 


乗っ た た め に 重傷 を 負っ た トウ ジ の 姿 や 、 使 徒 戦 で の 度 重 
な る 敗北 に より 自身 を 衰 失 し た 状態 の アス カ の 姿 を 間近 
に 見 る と いう か た ち で 使徒 の 偶 威 に 晒さ れ た 。 な お 、 彼 女 
も また 、 第 16 使 徒 戦 で の 被害 に より 家 を 失い ミサ ト か ら 預 
けら れ た ペン ペン を 連れ て 他所 に 疎開 し た よう だ 。 


NERV 技術 開発 部 技術 局 一 課 


伊 吸 マ ヤ 


敬愛 する 上 司 、 赤 木 リ ツ コ を 的 確 に 補佐 し て きた マヤ 。 
し か し 、 戦 自 が NERV 強 制 接収 を は か っ て きた 際 に は 上 司 
の 姿 は 側 に な く 、 敵 に 銃 を 向け る こと を 拒否 する な ど 危 機 
か ら 目 を 背け る 一 面 を 見 せ た 。 リ リス と 同化 し た レイ が 全 
人 類 の 前 に 現れ た 時 、 リ ツ コ の 容 を 見 た 彼女 は 、 不安 や 恐 
怖 が 一 気 に 拭い 去ら れ た か の よう な 笑顔 を 浮か が べ な が ら リ 
ツ コ と 抱き 合い 、L.C.L. と 化し た 。 


NERV 中 央 作戦 司令 室 付 

育 葉 シゲ ル 

NERV 本 部 中 央 作戦 司令 室 を 3 
戦 自 が NERV 強 制 接収 を は か 
と 共に 銃器 を も っ て 応戦 し 、 弱 音 を 伊吹 マヤ を 叱 喧 
する こと で 励ま す 強 さ を 見 せ た 。 な お 、 周 囲 の 人 間 が 安 ら 
ぎの うち に LC.L. と 化す 中 で 、 彼 は 大 勢 の 綾波 レイ に 囲ま 
れ 、 え な が ら L.C.L. と 化し た 。 リ アリ スト で ある 彼 に は 、 
想い を 寄せ る 相手 が いな か っ た の か も し れ な い 


尼 m 切 最高 幹部 / 人 類 補完 委員 会 議長 


キー ル ・ ロ ー レ ン ツ 

人 類 補完 委員 会 議長 で あり 、 ゼ ー レ 最高 幹部 の ひと り で 
も ある キー ル 。 独善 的 な 行動 が 目立つ 碗 ゲン ドウ を 危険 視 
し て いた ゼー レ は 、NERV 強 制 接収 に 乗り 出し 、EVA 初 号 
機 を 依り 代 と する こと で 人 類 補 完 計画 を 発動 させ よう と 企 
て た 。 いか な る 人 物 の ビジ ョ ン を 迎え た か は 定か で は な い が 、 
彼 は 笑み を た た えて L.C.L. と 化し た 。 な お 、 その 身体 の 大 
部 分 を 占め る 機械 部 分 は 残さ れ た まま で あっ た 。 


貞 則 第 3 新 東京 市 立 第 索 中 学校 2 年 A 組 


村田 ケン スケ 


第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 の 生徒 で 、 和 シン ジ 
の 親友 だ っ た ケン スケ 7 傷 を 負っ た と いう 事実 
を 知る こと も な く 、 EVA に れ て いた が 、 結局 、 
彼 に は 搭乗 の チャ ンス が 
使徒 残 減 後 、 シ ンジ へ の 電 
ケン スケ は 、 第 16 使 徒 戦 で の 被害 に より 家 を 失い 他所 に 移 
り 住ん だ も の と 思わ れる 


E0LMHH ーー 


人 類 が 生き た 証 を 永遠 に 残し た いと 願っ て いた ユ 
イ 。EVA 初 号機 の 実験 に よっ て 消失 する 直前 に は 、 
息子 の シン ジ に 「 明 る い 未 来 を 見 せ た い 」 と いう 前 向 
き な 想い を 述べ て いる 。 自 身 の 死後 に 立案 され た 「 人 
類 補完 計画 ] の 詳細 を 知る 由 も な か っ た は ず の ユイ だ 
が 、 結 果 的 に その 想い は 、 初 号機 と ひと つ に な り 、 宇 
宙 の 彼方 へ と 旅立っ た こと で 成就 され た と 言え る だ 他人 が いる 世界 へ と 帰る こと を 
ろう 。 独 り 旅 立っ た 彼女 に と っ て 、 夫 、 人 息子 の 存在 決め た シン ジ を 、 ユ イ は 優し く 


送り 出し 、 自 ら の 願い を 叶え る 
は いか な る 意味 を 持っ て いた の だ ろう か 。 た め 初 号機 と 共に 旅立っ た 。 
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デ ざ へ 半 ヾ sh を へ ュ デ マ ー マ H 


エビ ソー ドガ イド 


PISIUE 5lIDUE 


全便 徒 戦 二 千 


第 3 使徒 以降 、NERV は 15 回 も の 使徒 迎撃 作戦 
を 実行 。 使 徒 の 特徴 に 応じ た 対応 を する こと で 、 
結果 的 に すべ て の 作戦 で 成功 を 収め た 。 し か し 、 
3 号機 の 損失 、 本 部 施設 の 大 打撃 、 零 号機 及び 第 3 
新 東京 市 の 消失 な ど NERV 側 に も 甚大 な 被害 が お 
よん で お り 、3 機 の EVA に よる 対 使徒 戦 が 回 を 重 
ね る ご と に 難し く な っ て いた こと を うか が わせ る 。 
し か し 、 第 17 使 徒 ダ ブリ ス 戦 を も っ て 、 す べ て の 
使徒 を 奄 減 。 NERV は その 一 義 的 目的 を 完遂 し た 。 


KN と 、・ 


15 年 ぶり に 次 を 現 わ 
し た 使徒 。 以降 、 
NERV は EVA を 擁 し 、 
個体 ご と に 特性 が まっ 
た く 異 な る 使徒 を 残 減 


第 昌 使 徒 


イロ ウル 戦 
第 2 使徒 敵 どー 
人 ヲ 第 16 使 徒 
に こ アル ミサ エル 戦 
N 2 第 14 使 徒 
N ゼル エル 戦 


レ リ エ ル 農 


第 17 使 徒 
タプ リス 戦 


し て ゆく 。 


涯 4 補 
7 第 3 使徒 サキ エル 戦 


15 年 振り に 出現 し た 使徒 サキ エル の 
迎撃 は 、NERV と EVA に と っ て 初 の 実 
戦 で あっ た 。 当初 、 国連 軍 第 2 方 面 軍 が 
撃破 を 試み る も 失敗 し 、 指 揮 権 は 
NERV へ 委譲 され た 。 同 日 、 サ ー ド チル 
ドレ ン が EVA 初 号 機 に て 出撃 。 一旦 は 
使徒 に 屈する も 突如 再起 動 、 暴 走 し つ 
つ 瞬 時 に 目標 を 撃破 し た 。 


第 一 次 直上 会 戦 と 命 
名 され た 初 の 使徒 と 
の 戦闘 。 し か し 、 当 
初 初 号機 は 使徒 に 手 
も 足 も 出 な か っ た 


SW 
第 7 便 健 イス ラフ ェ ル 戦 


駿河 湾 付 近 よ り 上 陸 し た 第 7 使徒 に 
対し 、 迎 撃 に 出 た 初 号機 、 弐 号機 で あ 
> た が 連携 に 失敗 。 分 離す る 使徒 に 対 
応 で きず 敗退 する 。 目標 は 国連 軍 の n 
兵器 に て 一 時 的 に 活動 を 抑制 、 そ の 間 
に 緊急 特訓 を 受け た 両機 操縦 者 は スム 
ー ズ な 連係 攻撃 が 可能 と な り 、 活 動 を 
再開 し た 第 7 使徒 を 二 戦 目 で 撃破 し た 


EVA2 機 に よる 攻撃 
を 受け た 第 7 使徒 は 、 
2 個体 に 分 離す る と 
いう 想定 外 の 能力 を 
見 せ た 


2 
第 4 使徒 シャ ムシ エル 戦 
第 3 使徒 の 朋 来 か ら 3 週間 後に 出現 し 
た 第 4 使徒 。 そ の 迎撃 戦は 、EVA が 銃 
火器 等 の 武装 を 使用 し て の 初戦 闘 と な 
っ た 。 戦 闘 中 、 ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル 
の 切断 、2 名 の 民間 人 を エン トリ ー プ ラ 
グ 内 に 収容 する な どの アク シ デ ン ト は あ 
っ た も の の 、 暴 走 す る こと も な く 目 標 の 
残 減 に 成功 し た 


プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ 
イフ で 使徒 を 殖 減 

使徒 の サン プル を ほ 
ぼ 無 傷 で 入手 する 
と に も 成功 し た 


遼 第 8 便 健 サン ダル フォ ン 戦 


覚醒 以前 に 発見 され た 第 8 使徒 。 そ 
の 生体 分 析 の た め 当 初 NERV は 目標 の 
捕獲 を 目的 と し た 作戦 を 立案 。 局 地 戦 
用 の D 型 装備 を 装着 し た 弐号 機 に より 、 
捕獲 作戦 が 浅間 山 火 口内 に て 実行 され 
た 。 し か し 、 作 戦中 に 目標 が 覚醒 。 作 
戦は 即座 に 目標 鍼 減 へ と 変更 され 、 初 
号機 の 援護 も あっ て 撃破 に 至っ た 


浅間 山 の 火口 内 で 探 
知 さ れ た 時 の 第 8 使 
徒 は 、 ヒ ト の 胎児 を 
思わ せる 幼生 体 の 変 
で あっ た 。 


NN / 征 9 全 徒 
SI マト リエ ル 湿 


| 第 3 戦 
| 第 5 使徒 ラミ エル 戦 


ヤシ マ 作 戦 と 命名 され た 第 5 使徒 戦 
は 、 NERV に と っ て 総力 戦 と な っ た 。 本 
作戦 に は 支援 と し て 調整 中 で あっ た 零 
号機 も 実戦 投入 。 第 3 新 東京 市 上 空 に 
静止 し 、 地下 施設 に ドリ ル 状 の シー ルド 
で 侵攻 する 目標 に 対し 、 ポ ボ ポジトロン スナ 
イ パ ー ラ イフ ル を 使用 し て 初 号機 が 狙 
撃 を 敢行 し 撃破 し た 。 


正 多面 体 と いう 幾何 
学 的 な 形状 の 第 5 使 
徒 ラ ミエ ル は 、 強 力 
な 加 粒 子 砲 を 武器 と 
し て いた 


第 7 了 戦 
第 9 使徒 マト リエ ル 戦 


旧 熱 海 付近 より 上 陸 し た 巨大 節 足 動 
物 の よう な 第 9 使徒 。 使徒 出現 時 、 
NERV 本 部 は テロ と 思わ れる 事態 に よ 
り 電力 供給 を 絶た れ 、 迎 撃 体勢 を 取れ 
ず 、 目 標 の 侵攻 を 許し て し まう 。 し か し 、 
生 司令 自ら の 陣頭 指揮 の 下 、 人 力 に て 
EVA3 機 の 起動 に 成功 。 本 部 直上 に 人 据 
っ た 目標 を 共同 攻撃 に て 残 減 し た 


第 9 使徒 は ボディ 中 
央 部 か ら 強 力 な 溶解 
液 を 滴 ら せる こと で 、 

攻 本 部 地下 施設 へ 攻撃 
を 加え た 


旧 小 田原 ノー _ 貞 


ど 


第 3 使徒 
サキ エル 戦 


第 4 使徒 
シャ ムシ エル 戦 


NERV 本 部 近郊 で の 戦闘 は 非常 に 多く 、 
本 部 内 まで 使徒 の 侵攻 を 許し て し まっ た 
事例 や 、 使 徒 出現 を 確認 で きた の が 本 部 
侵入 後 だ っ た ケー ス も ある 。 


第 6 使徒 は EVA 弐号 機 輸 送 の た め 太 
平 洋上 を 航行 中 の 国連 軍 太 平 洋 艦 隊 を 
襲撃 し た 。 同 行 し て いた セカ ンド チル ド 
レン が 弐号 機 に て 緊急 出撃 。 初 陣 と は 
思え ぬ 見 事 な 操縦 に より 目標 を 海中 に 
て 残 減 し た 。 な お 、 使 徒 が 艦隊 を 翼 撃 
し た の は 、 アダ ム を 極秘 裏 に 輸送 中 だ っ 
た た め と も 言わ れ て いる 


の 末 と の 戦闘 。 洋 上 、 海 
ョ 中 で 激しい 戦い が 繰 


語 語 語 証 証 語 証 議 間 り た けら れ た 


号機 の 初陣 と な 
た 第 6 使徒 ガキ エル 


第 BK 
第 10 便 徒 サ ハク ィ イエ ル 戦 


イン ド 洋 上 空 衛星 軌道 上 に 出現 し た 
第 10 使 徒 は 、NERV 本 部 上 空 へ と 移動 
し 落下 。 葛 城 三佐 は EVA3 機 の A.T. フ 
ィ ー ル ド で 目標 を 受け と め る と いう 破 
天 荒 な 作戦 を 立案 する 。 万 一 に 備え 民 
間 人 お よび 非 戦闘 員 を 退去 させ た うえ 
で 作戦 は 決行 され 、 被 害 は 最小 限 に 留 
め て の 使徒 史 減 に 成功 し た 。 


第 10 使 徒 は 成層 圏 
か ら A.T. フ ィ ー ル ド 
で 加速 し 、 自 ら を 質 
量 爆弾 と し て 落下 し 
て きた 。 


HE ESSEHTIHL EIHHEELHIW EHHHHIELE 


MMP-02 関東 東海 ・ 甲 信越 


第 7 便 徒 2 
イス ラブ ェ ル 般 


第 8 使徒 サン ダル フォ ン 戦 


入間 基地 / 


第 6 使徒 
ガ ギ エル 戦 


日 本 近海 の 太平 洋上 に 出現 し た 第 6 使徒 や 浅間 
山 火口 内 で 確認 され た 第 8 使徒 な ど 、 日 本 国内 の 広 


域 で 出現 を 確認 で きた ケー ス は 直 例 か 存在 する 


NERV 本 部 の 保守 パー ツ 内 に 潜ん で 
いた 細菌 サイ ズ の 第 11 使 徒 は 、 MAGI を 
ハッ キン グ 。 作戦 立案 時 、 MAGI の 破棄 
も 検討 され た が 、 赤 木 リ ツ コ 博士 は 使 
徒 を いわ ば 自 減 さ せる プロ グラ ム を 送り 
込む プラ ン を 提案 。 そ の 高度 な を プログ 
ラミ ング 技術 に より 使徒 は 奄 減 され 
MAGI へ の 侵食 も 阻止 され た 。 


第 11 使 徒 は 急速 に 
増殖 し 続け 、 知 能 回 
路 を 形成 。 本 部 施設 
を 冒し 、MAGI を ハ 
ッ キ ング し た 。 


レ た う ラク 


第 10 使 徒 同様 に 衛星 軌道 上 に 出現 し 
た 使徒 で ある 第 15 使 徒 。 弐 号機 が 地上 
か ら 対 空 斉 射 攻撃 を 行う が 、 セ カン ド 
チル ドレ ン は 使徒 の 精神 攻撃 を 受け 斉 
射 は 失敗 。 零 号機 に よる 超 長 距離 狙撃 
も 効果 な く 、 古 司令 は ロン ギ ヌ ス の 槍 の 
使用 を 決断 。 零 号機 が 投 和 攻 撃 を 行い 、 
使徒 は 残 減 さ れ た 


DPPTPT で 


き な い 高空 に 留まる 
第 15 使 徒 は 、 ロ ン 
ギ ヌ ス の 檎 に よっ て 
撃破 され た 


第 12 使 徒 レ リ エル 戦 


第 12 使 徒 は 突如 と し て 第 3 新 東京 市 
に 出現 。 独 断 専 行 し た 初 号機 が その 内 
部 に 呑み 込ま れる 事態 が 発生 する 。 作 
戦は 初 号 機 救 出 へ と 切り 替え られ 、n 
兵器 の 爆発 エネ ルギー を 用 いた 救出 計 
画 が 立案 され る 。 し か し 、 作 戦 決行 直 
前 に 初 号機 が 暴走 状態 で 使徒 内 部 より 
脱出 。 使 徒 も 獲 減 され た 


NN 浮遊 する 球状 に 見 え 


る 物体 こ て 使徒 本 体 
と 思わ れ た が 
は 使徒 の "3 


> た 


強 竣 方 面 か ら 侵攻 し て きた 第 16 使 徒 。 
単独 で 迎撃 に 向かっ た 零 号機 は 、 使 徒 
の 攻撃 に より 侵食 を 受け る 。 第 14 使 徒 
戦後 、 凍 結 さ れ て いた 初 号 機 が 援護 に 
発進 する が 、 使 徒 と の 同化 が 進み つつ 
あっ た 零 号機 が 自爆 する こと で 使徒 は 
残 減 。 し か し 、 第 3 新 東 京 市 も その 爆発 
で ほぼ 消 減 し た 。 


第 16 使 徒 は 、 自 ら 
の 形状 を 紐 状 に し て 
EVA に 接触 。 提 体 、 


に お よび 搭乗 者 の 精神 
- を 侵食 し た 。 


MMP-03 衛星 軌道 上 


衛星 軌道 上 に 出現 し た 使徒 は 第 10 使 徒 と 第 15 使 
徒 の 2 体 。 侵 攻 パ ター ン は 異な る が 、 い ずれ も 空戦 
能力 を 持た な い EVA は 苦戦 を 強い られ た 。 


テン 


>』。 陸 守 
トー 
Ap ア 


第 10 使 徒 
サハ クィ エル 戦 


Ilustration by(twinDel)Tokiko Yuzawa 


米国 より 空輸 され た EVA3 号 機内 部 
に 侵入 し て いた 第 13 使 徒 は 、 覚 醒 後に 
機体 と 同化 。NERV は 3 号機 を 使徒 と 
みな し EVA3 機 を 出撃 させ た 。 し か し 、 
3 号機 操縦 者 の 安否 を 気遣う サー ド チ ル 
ドレ ン が 戦闘 を 拒否 。 古 司令 は ダミ ー 
プラ グ で 初 号 機 を 制御 し 、 こ れ を 撃退 
させ た 。 


使徒 に 乗っ 取ら れ た 
3 号機 の 力 は 産ま じ 
く 、 弐 号機 、 零 号機 
と も 一 撃 で 倒さ れ て 
し まう ほど だ っ た 


プ ブリス 戦 


最後 の 使徒 で ある 第 17 使 徒 は 、 
NERV に 送り 込ま れ て きた フィ フス チル 
ドレ ン だ っ た 。 使徒 で ある 彼 は サー ド チ 
ルド レン と 友好 的 に 接触 する な ど し た 
後 、 無 人 の 弐号 機 を 操り ター ミナ ルド グ 
マ へ 侵入 。 ア ダム と の 接触 を 果 そ うと 
する が 、 追撃 し て きた 初 号機 に より 捕獲 
され 、 無 抵抗 の まま 残 減 さ れ た 


追撃 に 

出 た 初 号 機 は 使徒 の 

操る 弐号 機 と 戦闘 を 
. 繰り 広げ る 


学 便 徒 戦 幸 半 


出現 し た 第 14 使 徒 は 弐号 機 の 連続 斉 
射 攻撃 や 零 号機 の n2 爆 雷 に よる 自爆 特 
攻 に も びく と も せ ず 、NERV 本 部 内 発令 
所 へ と 到達 。 危 機 一 髪 で 初 号機 が 現 わ 
れ 、 形勢 は 逆転 し た か に 見 えた が 、 電源 


切れ で 窮地 に 陥る 。 し か し 初 号 機 は 三 
度 暴走 し 使徒 を 組 伏 す と 、 そ の 体 駆 を 


驚異 的 な 攻撃 力 を 持 

> た 第 14 使 徒 。 そ 
の 迎撃 戦は 第 二 次 ジ 
オフ ロン ト 攻 防戦 と 
呼称 され た 


EMLMMMI 


使徒 の 名 称 や 出現 順位 は 裏 死海 文書 に 
記さ れ て いた と いう の が 定説 だ が 、 最初 の 
使徒 で ある 第 1 使徒 は 南極 に 出現 し た 光 
の 巨人 アダ ム 、 第 2 使徒 は ター ミナ ルド グ 
マ て 内 に て アダ ム と され て いた 白い 巨人 リ 
リス と 言わ れ て いる 。 な ぜ タ ー ミ ナル ド グ 
マ に リリ ス が 安置 され て いた か は 謎 だ が 、 
地下 空洞 発見 時 より 、 そ こ に 存在 し て い 
た と する 説 が 有力 で ある 。 


南極 大 陸 に 出現 し た 
光 の 巨人 。 そ の 存在 
が 、 セ カン ドイ ン パ 
クト の 引き 金 と な っ 
た と 言わ れ て いる 。 


093 


ーー で 区 ざ shHh の プ き アー マ (H 


エピ ソー ドガ イド 


PISIUUE IIDE 


90 


THREE MAJOR PLANS 


ゼー レ の も と に NERV が 遂行 し た 「 ア ダム 計画 、 
「E 計 画 ]、「 人 類 補 完 計画 ]」」 これら は ゼー レ が 活動 
の 指針 と する 「 裏 死海 文書 ] の 記述 な ど に 基づき 、 
人 類 の 前 に 姿 を 現す で あろ う 使 徒 の 残 減 と 共に 、 
人 類 の 進む 道 を 決定 付け る 三 大 計画 で あっ た 。 
EVA を 用 いて すべ て の 使徒 を 残 減 し た 段階 で 、 最 
終 目的 で ある 人 類 補 完 計画 が 実行 に 移さ れる が 、 
ゼー レ と 人 ゲ ンド ウ の 思惑 は 、 そ の 大 詰め で 食い 
違い を 見 せる 。 こ れ に より 人 類 の 補完 の み は 、 予 
定 と は 異な る か た ち で の 進行 を 余儀 な くさ れ た 。 


二 uls4RSSSS 


第 1 使徒 で あり 、 使 徒 の 始祖 と いう べき 存在 と され る 光 の 
巨人 アダ ム 。 その 復元 を 目的 と し た 計画 と 推測 され る の が 
アダ ム 計 画 で ある 。EVA と の 接触 実験 に よる 和 ユイ 消失 を 
契機 に 、 ゲ ヒル ン の 代表 で あっ た ゲン ドウ は 一 週間 失 貴 。 復 
帰し た 彼 が 人 類 補 完 計画 と 同時 に この 計画 を 提唱 し た と 言 
われ て いる 。 な お 、 加 持 リ ョ ウジ が ゲン ドウ に 渡し た 胎児 状 
体 の アダ ム と 呼ば れる 生物 は 、 セ カン ドイ ン パ クト に お いて 
バ パラ バラ に な っ た アダ ム の 肉体 を 復元 し た も の と 推測 され 、 
後に ゲン ドウ の 掌 へ と 移植 され た 。 
復元 中 の アダ ム の 肉体 と 思わ 
れる 胎児 状 体 の 生物 。 硬 化 べ 


ー ク ライ ト に よっ て 固め られ 
た 状態 だ が 、 生 き て いる 。 


復元 され た アダ ム の 肉体 は ゲ 
ンド ウ の 右 掌 に 移植 され 、 禁 
じ ら れ た リリ ス と の 融合 を 果 
た す た め に 用 いら れる 。 


硬 ゲン ドウ が 立案 し 、 ア ダム 計画 、E 計 画 と と も に 遂行 に 
あたっ て いる 計画 。NERV の 上 位 機関 で ある 人 類 補 完 委員 
会 一 一 実質 的 に は ゼー レ の 指導 の も と 、 使 徒 残 減 と 重ね る 
形 で 進め られ て いる 。 三 大 計画 の 中 で 最も 重要 な も の と 位 
置 づ けら れる 同 計画 は 「 で き そ こ な い の 群 体 と し て 行き 詰っ 
た 人 類 を 完全 な 単体 生物 へ と 人 工進 化 さ せる 」 も の と され て 
言わ れ て いる が 、 計 画 の シナ リオ は 提唱 者 で ある ゲン ドウ と 
ゼー レ で は 異な る 部 分 も あっ た よう で 、 最終 的 に 両者 は 決別 
する こと と な っ た 。 
ゲン ドウ に 予定 を 狂わ され た 
ゼー レ は 、 リ リス の 代わ り に 


初 号機 を 依り 代 と し て 人 類 補 
完 計画 の 発動 を 試み た 。 


結果 的 に 人 類 は 完全 な 単体 生 W 


物 へ と 人 工進 化す る こと な く 、 暫 還 雪 
シン ジ は 自身 が 望ん だ 他人 の ニン 
存在 する 世界 へ と 帰っ た 。 


II 


し 縛 生 間 060 


その 開始 時 期 は 2000 年 前 後 と も 言わ れ 、 三 大 計画 の 中 で 
も 最初 に 着手 され た E 計 画 。 「 ア ダム 再生 計画 ] と も 言わ れる 
同 計画 は 、 光 の 巨人 アダ ム の コピ ー を 生み 出す 計画 で あり 、 
“E" は “EVANGELION” の 頭 文 字 と 推測 され る 。 こ の プロ 
ジェ クト に よっ て 汎用 人 型 決 戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リ 
オン が 建造 され た 。2003 年 に は 零 号機 の 頭 部 と 脊 呈 部 分 の 
複数 の 試作 パー ツ が 冬 月 コウ ゾウ に 目撃 され て いる が 完成 ま 
で に は 程遠く 、 実用 化 さ れる まで に は それ か ら 実 に 10 年 以上 
の 歳 月 が 費やさ れ て いる 。 

人 類 の 技術 で 新た な アダ ム を 
生み 出す E 計 画 。 セ カン ドイ 
ン パ クト 発生 の 要因 と も 言わ 


れる 存在 を 元 に し て EVA が 
建造 され た 。 


を 


NERV 本 部 地下 最深 部 に 礎 に 
され た 巨人 。 当初 これ が アダ 
ム と 称 さ れ て いた が 、 そ の 正 
体 は リリ ス だ っ た 。 


、 


| ゲ ンド ウ の 動向 

ゲン ドウ は その 手 に アダ ム を 宿 し 、 リ リス の 魂 を 持つ レイ 
と 融合 する 「 禁 じ ら れ た 融合 ] に よっ て 人 類 補 完 を 行い 、「 人 
類 の 心 の 隙間 を 埋め る ] こ と を 目指 し た と 思わ れる 。 し か し 、 
その 計画 は レイ の 意 に よっ て 実現 し な か っ た 。 


リリ ス と 融合 し た レイ を 、 果 然 と 
見 上 げ る ゲン ドウ 。 彼 の 人 類 補 完 
計画 は 、 自 我 を 得 た レイ の 想い に 
よっ て 潰え た 。 


= ゼー レ の 動向 。 。 

当初 の 計画 を 変更 し 、 初 号機 を 依り 代 と し た 和 人類 科 完 計 
画 を 目指 し た ゼー レ 。NERV 強 制 接収 に 乗り 出し た 彼ら は 
量産 機 9 機 を 投入 。 天 号 機 を 貴 員 し た 後 、 補 号機 を 捕らえ た 


量産 機 は 上 空 に 昇り 、 人 類 補完 計画 を 発動 させ た 。 


NERV 本 部 上 空 に 現れ た 9 体 の 量 
産 機 。S* 機 関 を 持つ その 機体 も ま 
た 、 人 類 補 完 計画 発動 に 必要 な も 
の だ っ た 。 


隠れ 其 と し て 利用 


アダ ム 及 び リ リス と EVA 

零 号機 か ら EVA 量産 機 (13 号 機 ) まで 、 ア ダム の コピ ー と 
し て 建造 され た は ず の EVA。 し か し 、 ゼ ー レ に よれ ば 初 号 失 
の み は 、 リ リス の 分 身 と し て 建造 され た と 言う 。 ま た 、 初 号 
機 は 人 類 補完 計画 に あたっ て は 依り 代 の 役割 を 果たし て お 
り 、 特 殊 な 機体 で あっ た こと が 宮 え る 。 


零 号機 は 第 16 使 徒 戦 で 自爆 。 弐 号機 は 量産 機 に よっ て 原形 を 留 
め な い ほ ど に 破壊 され た 。 初 号機 は 人 類 補 完 計画 に 欠か せな い " 依 
り 代 " と な り 、 量 産 機 9 機 と 共に 計画 発動 の 鍵 と な っ た 。 な お 、 
初 号機 は 計画 終 海 時 に 宇宙 の 彼方 へ と 漂っ て いっ た が 、 量 産 機 は 
活動 を 停止 し 全 機 地球 へ と 降下 し た よう だ 。 


、 人 類 補完 計画 の 発動 


ゼー レ 主 導 の も と で 発動 され た 初 号機 を 依り 代 と し た 人 
類 補 完 計 画 。 人 類 は 完全 な 単体 生物 へ と 人 工進 化す る 道 へ 
と 進む も 、 レ イ の 導き と シン ジ の 選択 に より 、 結 果 的 に 想定 
され た 補完 に は 至ら な か っ た も の と 思わ れる 。 


ぐ S' 機 関 を 解放 し た 量産 機 は 、 ア ン 
チ AT. フ ィ ー ル ド を 展開 。 人 類 の 
補完 が 実行 に 移さ れ た 。 


補完 進行 中 、 個 体 生命 の 形状 を 失 
い L.C.L. と 化し て いく 人 類 の も と 
に は その 姿 を 見 つめ る レイ の 姿 が 
あっ た 。 


巨大 な 羽 が 広がる と と も に 、 地 球 
上 に は 多く の 生命 が 輝い た 。 こ の 
後 、 シ ンジ は 自ら が 望ん だ 世界 へ 


THE ESSENTIAL 


EVANCELIONI 5 


9 O DD 5 COLLECTIOQON 


※ 掲 載 し て いる グッ ズ は 2007 年 11 月 の 情報 で す 。 な お 一 部 、 
絶版 な ど に より 入手 困難 な も の も あり ます の で ご 了承 下さ い 。 
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500DS COLLEPTON 有 | 
エ 


FIbURE 


kh 蘭 く ざ 記 混 避 


スタ チュ ー や アク ショ ン フ ィ ギ ュ ア な どの 塗装 済み 完成 品 フ ィ ギ ュ ア を 紹介 。 
名 作 ガ レー ジ キ ッ ト の スタ チュ ー 版 な ど 常 に 新作 が リリ ー ス され て いる 。 


綾 渡 レ イ 綾 渡 レ イ 
BMX ト リック Ver. パパ ー テ ィ ー ド レス Ver. 


発売 日 : 2007 年 6 月 on 発売 日 : 2007 年 5 月 
価格 : 4.410 円 (税込 』 中 価格 : 3.990 円 (税込 
原型 製作 : 白 能 食 7 

発売 元 : 毒 屋 

備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 


綾 流 レイ 


レー スク イー ン Ver. 


発売 日 : 2007 年 3 月 
価格 : 3.990 円 (税込 
原型 製作 : YOSHI 
発売 元 : 環 屋 

備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 


完 破 韻 フィ ギュ ア 


< 


物流 ・ ア スカ * ラ ング レー | 般 『。865 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
制服 Ver 本 部 屋 着 Ver. 
備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 発売 日 : 2007 年 6 月 


価格 : 3.990 円 (税込 ) 
原型 製作 : 稲垣 洋 
発売 元 : 否 屋 


信 N 備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 / 
1 」 
4 


vm で USN 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
ゴス ロリ Ver. 


発売 日 : 2005 年 7 月 

価格 : 5.040 円 (税込 ) 
原型 製作 : 西村 直 起 (Pilot) 
発売 元 : 屋 

備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 


プラ グ ス ー ツ Ver. 
発売 日 : 2006 年 1 月 
価格 : 7.140 円 (税込 ) 
原型 製作 : 稲垣 洋 
発売 元 : 正 屋 
備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 


2 う 発売 日 : 2007 年 1 月 
ンー アル カブ ル 価格 : 6.090 円 (税込 
ll 原型 製作 : 麻田 咲 
制服 Ver 発売 元 : 環 屋 
備考 : PVC 塗 装 済み 完成 品 
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UN IE AN EN 


目 邊 | 
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0005 ELLEETII 


フロ イラ イン リボ ル テ ッ ク 発売 日 : 2007 年 12 月 下旬 予定 


ゃ 価格 : 【 初 回 版 】2.000 円 (税込 
綾波 レイ [通常 版 】2.200 円 (税込 
原型 製作 : 榎木 と も ひで 


Creators' Labo CL#15 
新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 


7 
企画 ・ 制 作 : 海洋 党 繊 流 レ イ 
発売 元 : オー ガニ ッ ク < デ テ - 
引 il 


発売 日 : 2007 年 12 月 予定 
価格 : 7.140 円 (税込 ) 
原型 製作 : 吉沢 光正 


(REFLECT) 
イラ スト : 山下 し ゅ ん や 
発売 元 : や ま と 


発売 日 : 2007 年 10 月 27 晶 

価格 : 60.900 円 (税込 ) 

原型 製作 : 北原 =choro= 康 介 (造形 村 ) 

発売 元 : ボー クス 

備考 : ボー クス 各 SR、 通販 隊 、 
Web の イベ ント に て 限定 販売 


メタ モ フ ィ ギュ ア 


物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


1/4 ス ケー ル 
綾波 レイ 
塗 装 済 宛 成品 


価格 : 3.980 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 
備考 : 30 で 以上 で 、 透明 な 


| 発売 日 : 2007 年 2 月 
ワン ピー ス に 変化 


1/6 ス ケー ル 発売 日 : 2007 年 9 月 価格 : 各 15.540 円 (税込 
原型 製作 : 岬 太郎 (造形 村 ) 発売 元 : ボー クス 

綾波 レ イ 備考 : ワン フェ ス 前 夜祭 ・ ワ ン フ ェ ス 会 場 先行 販売 後 、 
ホー クス 各 SR、 通販 隊 、 Web に て 発売 

1/6 ス ケー ル 

物流 アス カ ・ 

ニー ヽ 

フン ノ ク グレー 

浴 3 尊 済 完成 , 同 


ニー 


29 


| GAINAX 初 の オフ ィ シ ャ ル デ フ ォ ル メ エ ヴァ と し て スタ ー ト と し た 「 ぶ ちえ ブ ぁ 」 
| ミニ フィ ギュ ア の リリ ー ス 以外 に も 、 マ ン ガ 化 な ど 含め 様々 な 企画 が 動い て いる 。 


Nm で US 


【 え づ ぁ ぐら し 】 
発売 日 : 2007 年 5 月 
価格 : 450 円 (税込 ) 


ライ ン ナ ッ プ : 全 8 種類 ( 欄 シン ジ 、 物 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー、 
綾波 レイ (長女 )、 綾 波 レ イ (次 女 )、 綾 波 レ イ ( 三 女 )、 エ ヴァ 


4 物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


# 


ンチ ョ ー、 綾波 レイ (長女 ) 友 、 ミ サト 先生 )+ シ ー ク レッ ト に 
発売 元 : バン ダイ |」 - ゆ 
備考 : ブラ イン ド ボ ッ クス 要 、 
に て 販売 s に ぶ ノ @ ウラ 
2 
IS 。 
綾波 レイ 
( 三 女 ) た 、 
< ミサ ト 先生 
と JA 子 、 1 
(シー クレ ッ ト ) 

【 え づ ぁ ぐら し ) 


し 物流 ・ ア スカ ・ 
9@。 ラン グレー 
(プラ グ 水 着 ) 


第 式 集 
発売 日 : 2007 年 10 月 
価格 : 450 円 (税込 ) 
ライ ン ナ ッ プ : 全 9 種類 ( 当 カ ブル 、 綾 波 レ イ (プラ グ 水 着 )、 
物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー (体操 服 )、 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
(プラ グ 水 着 )、 伊 吹 マ ヤ (アイ ドル 歌手 )、 エ ヴァ ンチ ョ ー 
(リペイント )、 赤 木 リツコ 、 洞 木 ヒ カリ 、 ト ウジ & ケン スケ ) ぬう 
+ シ ー ク レッ ト 
発売 元 : バン ダイ 
備考 : ブラ イン ド ボ ッ クス 
に て 販売 


5 1* 「 生 ) 


四 伊吹 マヤ = 
(アイ ドル 歌手 ) 彼 波 レイ 
(プラ グ 水 着 ) 


トウ ジ & ケ ンス ケ 


頑 し 泊 木 ヒカリ "人 ー ロ 
ぐい 
< 赤木 リツ コ の 


f 』 1 (シー クレ ッ ト ) 


エヴァ ンチ ョ ー 
( リ ベ イ ント ) 


【 ぷ ちえ づ ぁ ] 本 デ エヴァ ン ゲ リラ ヲ ン 新劇 場 版 : 序 

SN Ke ロー ソン 限定 「 ぶ ちえ づ ぁ 」 グッ ズ 付 き チ ケッ ト 
カヲル & シ ンジ Ver. Wo th > 6 8 
【 ぶ ぷち え づ ぁ 】 Romance 応 募 者 全員 サー ビス 綾 流 レイ 


《( 請 


綾波 を アス カ Ver. ペン ペン スト ラッ プ 


の 


、 = 


妊 < 


ーー ー_/ ムカ ヲ ル & シン ジ Ver. 


引き 渡し 日 : 2007 年 8 月 30 日 

価格 : 【「 ぶ ちえ う ' ぁ 綾波 レイ ] 付 

6 5 前 売 券 (一 般 ) 】1.750 円 (税込 ) 

- 【「 ぶ ちえ う " ぁ ペン ペン スト ラッ プ 」 付 
前 売 券 (一 般 )】 1.900 円 (税込 ) \ 
製作 : バン ダイ 


ぁ 綾波 レイ 


人 ムペ ベン ペン スト ラッ プ 


※※ 発 売 か ら 時 間 の 経過 し て いる 商品 は 、 生産 販売 が 終了 し て いる 場合 が ご ざい ます 。 ご 了承 くだ さい 


05 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 ULLEETIHH 


呈 P 才 崎 観 音 氏 XGAINAX の コラ ボ 企 画 と し て スタ ー ト し た 「 使 徒 XX」, 立体 物 に 人 語 の 
深い 吉崎 氏 な ら で は の 遊び 心 あ ふれ る デザ イン と こだわ り の 造形 が 交 力 の シリ ー ズ で ある 。 
使徒 XX 使徒 XX 
A-03 サキ エル -XX 時 4 ダブ リス ズ -X 
発売 日 : 2006 年 1 月 
原型 製作 : 創造 集団 OWL 
発売 元 : WAVE 


価格 : 2.604 円 (税込 ) 


使徒 XX 
AA-14 ゼル エル -XX 


発売 日 : 2006 年 2 月 
原型 製作 : 創造 集団 OWL 


発売 元 : W 
価格 : 2.604 円 (税込 ) 


誰 病 し 
発売 日 : 2006 年 2 月 
原型 製作 : 

創造 集団 OWL 


発売 元 : WAVE 
価格 : 2.604 円 (税込 ) 


使徒 XX 使徒 XX 使徒 XX 


に テア 攻 ア @ | ム > 」 アデ 
A-02 リリ ス 計 XX CODE BE 部 5 | A-160 アル ミサ エル -XX 
原型 製作 : 創造 集団 OWL 
発売 元 : WAVE 
備考 : EVANGELION 
STORE 限 定 販売 
(再販 予定 な し 


発売 日 : 
発売 日 : 2006 年 3 月 下旬 ーー し 価格 : 一 
原型 製作 : 原型 製作 : 
間 計 較 Dwr es デ 創造 集団 OWL 
売 元 : WAVE 発売 元 : WAVE に 較 
価格 : 2.604 円 (税込 備考 : 少年 エー ス 限 写 
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続 : 使徒 XX 
A-15 アラ エル -XX 


発売 日 : 2007 年 1 月 
価格 : 3.129 円 (税込 ) 
原型 製作 : zenko (硫黄 泉 ) 
発売 元 : WAVE 


続 : 使徒 XX 
A-04 シャ ムン エル -XX 


発売 日 : 2007 年 8 月 
価格 : 2.940 円 (税込 ) 
原型 製作 : 林 浩 己 
発売 元 : WAVE 


使徒 XXnano ! 


サキ エル 
XXnano! 


使徒 XXnano ! 
リリ ス 計 
X Xnamo! 


発売 日 : 2007 年 11 月 予定 
価格 : 1.890 円 (税込 ) 


原型 製作 : zenko (硫黄 泉 ) * * 
発売 元 : WAVE き 24 、 
発売 日 : 2007 年 11 月 予定 評 と て w 細 
価格 : 1.890 円 (税込 ) が 
原型 製作 : 林 浩 己 
発売 元 : WAVE 
使徒 XXnano ! 


タブ リス 
XXnano! 


使徒 XXnano ! つっ an 
ゼル エル レス 6 
XXnano! 


発売 日 : 2008 年 3 月 予定 
価格 : 1.890 円 (税込 ) 
原型 製作 : 林 浩 己 還 講 
発売 元 : WAVE 


発売 日 : 2008 年 3 月 予定 
価格 : 1.890 円 (税込 ) 
原型 製作 : zenko (硫黄 泉 ) 
発売 元 : WAVE 


続 : 使徒 XX 
A-10 サハ クイ エル -XX 


発売 日 : 2007 年 3 月 

価格 : 2.604 円 (税込 ) 
原型 製作 : 創造 集団 OWL 
発売 元 : WAVE 


使徒 XXnano ! 
レ リ エ ル XXnano! 


発売 日 : 2008 年 3 月 予定 
価格 : 1.890 円 (税込 ) 
原型 製作 : zenko (硫黄 泉 ) 
発売 元 : WAVE 


vmNN で Hs 
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グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 EULLEETIIMIH 


UFO キ ャ ッ チ ャ ー に 代表 され る プラ イズ マシ ン の 景品 と し て 人 気 の セ ガ プ ライ ズ 。 
ここ で は 2006 年 12 月 2007 年 10 月 まで の ライ ン ナッ プ を 紹介 し よう 。 


新 世 紀 エ エヴァンゲリオン 
ハイ グレ ー ド 
プラ グ ス ー ツ 
フィ キュ ア 


展開 時 期 : 2007 年 2 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 : 

宮川 武 (T's system 
発売 元 : セガ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


展開 時 期 : 2006 年 12 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 : 桜坂 美紀 
(チェ リー ブロ ッ サ ム ) 
モデ ル デ ザ イン 
ぽ よ よん ・ ろ っ く 
発売 元 : セガ 


展開 時 期 : 2007 年 4 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 

YOSHI (と れ ば ん く 
製品 版 イ ラス ト : 八雲 剣豪 
発売 元 : セガ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


ェ ク ス トラ 大 隔 際 
フイ キュ ア 


feat. 八 宏 合 受 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
エク スト ラ 

アフ ロディ ー テ 
フィ キュ ア Ver.2 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


オル ゴー ル 
フィ キュ ア 
Ver.3 


展開 時 期 : 2007 年 3 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 

山本 苦 力 猿 水 誠 洞 
発売 元 : セガ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
昨 み 梁 トラ 
フィ キュ ア 
パジャマ 
ベイ ビー 


展開 時 期 : 2007 年 1 月 

ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 

原型 製作 

片桐 克洋 (Vispo 

発売 元 : セガ 

と 
内 

展開 時 期 : 2007 年 6 月 新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン アリ 2007 年 7 月 


ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 : [綾波 レ イ 】 当 E ト キ 原作 zenko (硫黄 泉 ) 
KaNA (へ ビー ゲイ ジ ) グ ス フフ ブイ 4 モデ ル デ ザ イン : okama 


【 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー】 発売 元 : セガ 


まう り の よる に 


featokama 


志賀 弘 臣 (unsweet 
発売 元 : セガ 


新 世 紀 エ エヴァン ゲ リ オ ン 
エク スト ラ 
フィ キュ ア 

綾 流 育 成 計画 ー ュ 邊 
Ver.2 い 
ーー 天 療 どう 


原型 製作 : 西村 直 起 (pilot) 
発売 元 : セカ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


ハイ グレ ー ド チャ イナ ドレ ス 


フィ ギュ ア セガ 別注 Ver.2 


展開 時 期 : 2007 年 8 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 : あげ た ゆき を 
発売 元 : セガ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
パプ ミラ ーVol.3 
展開 時 期 : 2007 年 5 月 


ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種 
発売 元 : セガ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


HE SSEHTIHL EMHHWIHWN EWHUHIELI 


| 新 貞 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


展開 時 期 : 2007 年 10 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 2 種 
原型 製作 : 西村 直 起 
(pilot 
M イメ ー ジ イラ スト 
結 方 志 
発売 元 : セガ 


)\ 


新 志 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 4 
エピ ソー ドミ ニ デ ィ ス プレ イ 
フィ ギュ アシ リー ズ 2 


展開 時 期 : 2007 年 2 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種 
モデ ル デ ザ イン : 藤田 幸久 
発売 元 : セガ 


ETRA EULUMN 


セガ プラ イズ の フィ ギュ ア は 、「 ハ イグ レー ド フ ィ ギ ュ 
ア ]」 や 「 エ クス トラ フィ ギュ ア 」 な ど 多 彩 な シリ ー ス が 存 
在 す る 。 そ し て 、 綾 波 や アス カキ ャ ラク ター が 、 い わ ゆ 
る コス プレ を し た フィ ギュ ア は 、"“ オ リ ジ ナ ル シ チ ュ エ ー 
ショ ン シ リ ー ズ " と も 呼ば れ 、 特 に 人 気 が あ る 。 ま た 、 
各 シ リー ズ に お いて 、 夢 が 広がる アイ テム と し て 当代 の 
人 気 原型 師 が 起用 され て いる こと も 、 見 逃 せ な い 


王 ハ イグ レー 
に っ 作 
宮川 武 氏 や あげ た ゆき 
を 氏 な どの 有名 原型 師 
を 起用 、 高 い 完成 度 を 
追及 し た シリ ー ズ 。 全 
高 20cm 以 上 と 、 他 の 
プラ イズ より 大 きい フ 
ィ ギ ュ ア が 多い の も 特 
徴 の ひとつ で ある 。 


エク スト ラフ ィ キ ュ ア 白 と 赤 


新 世紀 エヴァンゲリオン の ' 
ホラ ー サ マー ミニ ディ スプ レイ 
フィ キュ ア 


展開 時 期 : 2007 年 8 月 
ライ ン ナ ッ プ : 全 4 種 
モデ ル デ ザ イン : 藤田 幸久 
発売 元 : セガ 


導 


の ・ 下 


減 多 に リリ ー ス され 
る こと の な い セ ガ 施 設 
限定 レア アイ テム 。 人 
気 の あ っ た プラ イズ の 
カラ ー バ リエ ーション 
と し て リリ ー ス され 、 
フ ィ 幸 ュ アア 記 ' 体 
"SEGA" の ロゴ が 入る 


オリ ジ ナ ル シ チ ュ エ ー 
ショ ン に 特 化 し た シリ 
ー ズ で 、 綾 波 や アス カ 上 
の 様々 な コス チュ ー ム 
姿 を フィ ギュ ア 化 。 モ 
デル デザ イン に 人 気 イ 
ラス トレ ー タ ー を 起用 
し た コラ ボ 企 画 も 多い 、。 


0 


Nm で US き 


グッ ズ コ レク ショ ン 


US5 [ULLEETIIMIH 


* 


| トイ ショ ッ プ や コン ビニ な ど で 手 軽 に 入手 で きる ガ シ ャ ボ ン や キャ ン デ ィ ト イ 。 安価 な ミニ 
ニ フ ィ ギュ ア な が ら 、 その クオ リティ は 傷 れ な い 。 


発売 日 : 2007 年 9 月 
価格 : 200 円 (税込 ) 


ライ ン ナ ッ プ : 全 7 種類 (レイ (プラ グ ス ー ツ )、 ア スカ (プラ グ ス ー 
ツ )、 ヒカリ 、 レイ (制服 )、 ミ サト 、 シン ジ & ペン ペン 、 カ ヲ ル ) 


HGIF 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
頁 本 義行 
ゴ レ ク ショ ン SP 


発売 元 : バン ダイ 


て 新劇 場 版 公開 記念 | < 介 城 ミサ ト 
、 寺 
、 kz a 
ト 1 
ッッ ) 
3 4 消 カ ヲ ル 有 か 借 
k シ ンジ & ベ ン ベ ペン と 
- 


発売 日 : 2003 年 5 月 


fr 価格 : 200 円 (税込 ) 

< ニャ こ ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種類 ( 綾 
HGIF シ リー ズ 波 レ イ 、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング 
新選 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン PS 


カリ 、 レイ & アスカ) 
発売 元 : バン ダイ 


て 貞本 義行 コレ クシ ョ ンー- 


】 1 
「 《 仙 ake 


が シン ノシ 
『 旬 、 


人 人 宙 流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


マレ イ & ア スカ 


マ 葛 城 ミサ ト 


人 
の 


な 
6 


発売 日 : 2003 年 12 月 


価格 : 200 円 (税込 ) 
ライ ン ナ ッ プ : 全 7 種 類 ( 綾 
HGIF シ リー ズ 波 レ イ ①、 綾 波 レ イ ②、 物 
ャ ラチ | * 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー(①、 惣 
新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 流 ・ ア スカ ラン グレ ー の 、 天 


流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー3)、 古 
ユイ 、 浴 カ ブル ) 
発売 元 : バン ダイ 


て 上 員 本 義行 コレ クシ ョ ン 3ー 


b 潜 カ ヲ ル 


思 


k 惣 流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 
(プラ グ ス ー ツ ) 


『 ぁ 洞 木 ヒカリ 


HGIF シ リー ズ 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


て 頁 本 義行 コレ クシ ョ ン 2-- 


赤木 リツ コ | 


が 束 1 


マ 巡 シ ンジ で 
( & ペ ベン ペン 
ず ー い > 
し ) 。 
^ ム 水着 の レイ & ) 民 
アス カ 
W 

HGIF シ リー ズ 
新 志紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


て 貞本 義行 コレ クシ ョ ン 4 


* < 綾波 レイ 
[ 私 服 Ver.2] 


ぁ 葛城 ミサ ト 


発売 日 : 2003 年 12 月 
価格 : 200 円 (税込 ) 

ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種 類 ( 水 
着 の レイ & アス カ 、 葛 城 ミ 
サト 、 伊 吹 マヤ 、 赤 木 リ ツ コ 、 
シ ンジ ) 

発売 元 : バン ダイ 


4 【 


発売 日 : 2004 年 9 月 

価格 : 200 円 (税込 ) 
ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種 類 ( 物 
流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー[ ゴ ス 
ロリ Ver.]、 綾 波 レ イ [ 私 服 
Ver.2]、 葛 城 ミ サト [Ver.3]、 
委 シン ジ [ 私 服 ]、 物流 ・ ア ス 
カ ・ ラ ング レー[ 私 服 Ver.2]、 
綾波 レイ [Ver.31) 

発売 元 : バン ダイ 


=、 や 古 シ ンジ [私 服 ] 
バ 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
N | [私 服 Ver.21 


L 葛 城 ミ サト 條 記 
[Ver.3] ( 


SN 計 


7 WS 


と 綾波 レイ [Ver.3] < 寺 有 


シャ ボン キャ ッ デ 人 トイ 


SS 


発売 日 : 2006 年 9 月 
価格 : 200 円 (税込 ) 


1 ] * 9 RSHAPU 」 こ あの きこ ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種 類 (綾波 レイ [パレ オ ]、 綾 波 レ イ [ プ ブール 
HGIF シ リー ズ HGIF シ リー ズ サイ ド ]、 綾波 レ イ [ ス クー ル 水 着 ]、 綾波 レイ [競泳 水着 ]、 物流 ・ 
新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン アス カ ・ ラ ング レー[ サ ン オイ ルト 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー ハイ 


0 


て 由 本 義行 コレ クシ ョ ン 5ー- : バン タイ 江 


発売 日 : 2006 年 3 月 


価格 : 200 円 (税込 ) マ 綾 波 レ イ [ スク ー ル 水着 ] Ce ( 
ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種類 (綾波 レ イ ①、 綾 流 レ イ 2 、 物 流 : ア スカ ・ 【 1 
ラン グレ ー(①、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー(?⑫)、 礎 シン ジ 、 鈴原 ト 
ゥ ジ ) 
発売 元 : バン ダイ 、 人 @ 乏 和え 
と 綾波 レイ (3 WS po 


* 


4 綾波 レイ 
[ プー ル サ イ ド ] 


ぁ 物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー? た レグ 4 物流 ・ ア スカ ・ 寺 。 
/ ラン グレ ー 
[ ハイ ビス カス ] 

| 発売 日 : 2007 年 4 月 

価格 : 200 円 (税込 ) 
LJ、 UIW TUO yo ーー ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種 類 (綾波 レイ [パレ オ ]、 綾 波 レ イ [ プ ー ル 
HGIF シ リー ズ サイ ド ]、 綾 涼 レ イ [ ス クー ル 水 着 ]、 綾波 レイ [競泳 水着 ]、 物流 ・ 
^ ゝ アス カ ・ ラ ング レー[ サ ン オ イル ]、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー[ ハ イ 

新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン ビスカス) 


ぁ 綾波 レイ ロ 


ビー チ サ イ ドコ レク ショ ン Ver.1.5 ! 量 ン タイ 


Se マ 綾 波 レ イ | 
[ スク ー ル 水着 ] 


N と 綾波 レイ 
[ 吉 涼 水着 ] 


マ 交 流 ・ ア スカ ・。 
ラン グレ ー 
[ ハイ ビス カス ] 


^ 物流 ・ ア スカ ・ 


マヤ 物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 
テ [ サン オイ ル ] 


綾波 レイ 
[ プー ル サ イ ド ] 


aa 皿 マ 物 流 ・ ア スカ ・ マ 物 流 ・ ア スカ ・ 
BASHAPDN OK ラン グレ ー ラン グレ ー 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン [ ワン ピー ス ] [ プラ グ ス ー ツ 1 
トリ コレ ! 
発売 日 : 2006 年 5 月 
価格 : 200 円 (税込 ) 
ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種類 ( 綾 
波 レ イ [ 制 服 ]、 綾 波 レ イ [ プ 
ラグ スー ツ ]、 物流 ・ ア スカ ・ | 
ラン グレ ー[ 制 服 ]、 物流 ・ ア | 
スカ ・ ラ ング レー[ プ ラグ スー 
ツ ]、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 』 
[スク ー ル 水着 ]、 洞 木 ヒカリ ) ) | 
発売 元 : バン ダイ 【 1 
窓 流 ・ ア スカ ・ ム 壮 流 レ イ 5 る 
ラン グ レー ムネ レイ - ニニ ググ スー 人 ム : | 
の 綾波 レイ [制服] [ プラ グ ス ー ツ ] 洞 木 ヒカリ 


※ 発 売 か ら 時 間 の 経過 し て いる 商品 は 、 生産 販売 が 終了 し て いる 場合 が ご ざい ます 。 ご 了承 くだ さい 


中 | 


TINON ふ 4 00 く K】 


いと と たく 】 


グッ ズ コ レク ショ ン 


00U5 [MLLEETIIH 


発売 日 : 2006 年 8 月 発売 日 : 2007 年 1 月 
価格 : 300 円 (税込 ) 価格 : 300 円 (税込 ) 
ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種類 ( 初 ライ ン ナ ッ プ : 全 6 種類 ( 初 
※ ァ ン ゲ リオ ・ ティ メ > ショ ・ 号機 、 鶴 号機 、 弐 号機 、 サ が ァ ン ゲ リ オ ン アル ティ メッ ショ ・ 号機 、 弐 号機 、 参 全 機 、 イ 
新 世 紀 エ エヴァンゲリオン アル ティ メッ ト ア クシ ョ ン キ エ ル 、 エ ヴァ 専用 輸送 人 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン アル ティ メッ ト ア クシ ョ ン 区 ob 且 25 


エヴァ ン ゲ リオ ン 第 容 集 1 計時 汐 。 エヴァ ン ゲ リオ ン 第 弐 集 | の eets 


発売 元 : バン ダイ 


4 イス ラフ ェ ル 甲 p エヴァ 専用 輸送 台 
& 武 器 セ ッ ト 


ょ エヴァ 専用 輸送 台 人 
4 サキ エル & 武 器 セ ッ ト 
ょ イス ラフ ェ ル 乙 
発売 日 : 2004 年 5 月 発売 日 : 2006 年 3 月 
価格 : 367 円 (税込 価格 : 399 円 (税込 ) 
セッ ト 内 容 : ラム ネ 菓 子 、 セッ ト 内 容 : ガム 、 彩 色 済 


N や 彩色 済み フィ ギュ ア NN さ み フ ィ ギ ュ ア 
新 志 紀 エ ヴァ ン ゲ リ オン 2 13wac 新旧 紀 エ ヴァ ン ゲ リ オ ン 2 
「 [ 紀 アン y2 ーー 本 し アン ング ーー 
、 綾 波 レ イ 、 物流 ・ ア スカ ・ ーー | 備 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 弐 号 
っ う +e  。 | キヤ プ グ タ ー ズ TYPEL-EF 科 、 そ ウ ァ ンク リオ 


発売 元 : バン ダイ ン 零 号機 F 型 装備 、 綾 波 レ 
イ 、 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー) 
+q 

発売 元 : バン ダイ 


4 物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


ょ エヴァンゲリオン 
弐号 機 F 型 装備 


ae 
^ ム エヴァ ン ゲ リオ ン 
堆 号 機 F 型 装備 


『 ^ ム エヴァ ン ゲ リオ ン 
初 号機 F 型 装備 


112 


み フ ィ ギ ュ ア 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
PORTRAITS 


マ 赤 木 リツ コ 


新 世 紀 エ ヴァ ・ 
PORTRAITS3 


発売 日 : 2007 年 7 月 


価格 : 420 円 (税込 ) 

セッ ト 内 容 : ガム 、 彩色 済み フィ ギュ ア 

ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種 類 (物流 ・ ア スカ ・ ラ ン 

グレ ー A、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー B、 綾波 キ 、 


レイ 、 洞 木 ヒ カリ 、 碗 シン ジ ) + シ ー ク レッ ト 
発売 元 : バン ダイ 


ぁ 物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ーB 


(シー クレ ッ ト ) 。 


』 古 シン ジ 


ヤマ 惣 流 ・ ア スカ ・ 


物流 ・ ア スカ ・ -- ーー 
ラン グレ ー ム A 


ンー e 


発売 日 : 2007 年 1 月 
価格 : 420 円 (税込 ) 
セッ ト 内 容 : ガム 、 彩 色 済 


ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種 類 ( 綾 
波 レ イ 、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング 
レーA、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング 
レーB、 葛城 ミサ ト 、 赤木 リ 
ツ コ ) + シ ー ク レッ ト 
発売 元 : バン ダイ 


2 


新旧 紀 エ ヴァ ン ゲ リ オン 
PORTRAITS2 


4 綾波 レイ A 


信 
* 
ド 『。 


b 伊 吹 マ ヤ 


新旧 紀 エ ヴァ ン ゲ リ オン 
PORTRAITS4 


発売 日 : 2007 年 11 月 
価格 : 420 円 (税込 ) 
セッ ト 内 容 : ガム 、 彩色 済み フィ ギュ ア 
ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種 類 (物流 ・ ア スカ ・ ラ 
ング レー、 綾 波 レ イ A、 綾波 レ イ B、 葛城 ミ 
サト 、 溶 カ ブル) + シ ー ク レッ ト 

発売 元 : バン ダイ 


マ 葛 城 ミ サト 


4 綾波 レイ B 
(シー クレ ッ ト ) 


人 4 綾波 レイ B 


※ 発 売 か ら 時 間 の 経過 し て いる 商品 は 、 生産 販売 が 終了 し て いる 場合 が ご ざい ます 。 ご 了承 くだ さい 


ぁ 惣 流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


発売 日 : 2007 年 5 月 

価格 : 420 円 (税込 ) 

セッ ト 内 容 : ガム 、 彩 色 済 
み フ ィ ギ ュ ア 

ライ ン ナ ッ プ : 全 5 種 類 ( 綾 
波 レ イ A 、 綾 波 レ イ B、 惣 
流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー、 葛城 
ミサ ト 、 伊 吹 マ ヤ ) + シ ー ク 
レッ ト 

発売 元 : バン ダイ 


p 潜 カ ヲ ル 


NmNN ざ で USN 


3 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UU0U5 ILLEETIIHH 


直 合 金 と プラ モデ ル は 、 ロボ ッ ト ア ニ メ の 王道 と も 言う べき キャ ラク ター グッ ズ で ある 。 
| A や 使徒 が 作品 中 で の 迫力 その まま に 立体 化 さ れ て いる 。 


魂 SPEC 中 20 魂 SPEC 
7 4 SS N v 価格 : 5.250 円 (税込 0 まま や N ゃ 
人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 初 号 sexzf 。 エヴァンゲリオン 初 号機 


Se 0 リー ミグ コト 
レン ンタ クロ 率 400% バ ジン ゴ ジン 発売 日 : 2007 年 1 月 
価格 : オー プン 価格 
発売 元 : バン ダイ 


ェ ヴ グリ オッ 
倒 機 


GX- * GX-16 


ェ ケ グン 人 
人 号機 改 上 


発売 日 : 2003 年 6 月 発売 日 : 2003 年 7 月 発売 日 : 2003 年 8 月 ) 
価格 : 5.775 円 (税込 価格 : 5.775 円 (税込 価格 : 5.775 円 (税込 ) ) 
発売 元 : バン ダイ 発売 元 : パン ダイ 発売 元 : バン ダイ 3 


GX-17 
エヴァ ン ゲ リオ ソ 
堆 号 

発売 日 : 2003 年 9 月 


価格 : 5.775 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


GX-22 

エリ ヴァ アリオン 
町 り 機 

発売 日 : 2004 年 3 月 


価格 : 6.825 円 (税込 
売 元 : バン ダイ 


1! 


HE SSfHIIHLEHHH6EHWHT EWHIIHIELE 


谷 金 誠 ・ プ ラ モ デ ル 


ソフ ビ ピ 魂 


サキ エル 


ソフ ピ 魂 
シャ ムン エル 


PG 
エヴァ ン ゲ リオ ン 


F 
初 号機 
| 発売 日 : 1997 年 12 月 


価格 : 10.500 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


発売 日 : 2007 年 9 月 PG 

価格 : 2.100 円 (税込 ) NN ド 

発売 元 : バン ダイ エヴァ ン ゲ リオ ン 初 
[リミテッ ドコ ー テ ィング エディ ショ ン 〕 
| 発売 日 : 2006 年 7 月 


価格 : 18.900 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


um で XS 


WS 


発売 日 : 2007 年 9 月 
価格 : 2.100 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


LMHG シ リー ズ 
エヴァ ン ゲ リオ ン 
式 号 機 

発売 日 : 1996 年 9 月 


| 価格 : 2.625 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


LMHG シ リー ズ 
エヴァ ン ゲ リオ ン 
初 号機 

発売 日 : 1996 年 9 月 


価格 : 2.625 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


LMHG シ リー ズ LMHG シ リー ズ 
エヴァ ン ゲ リ オ ン エヴァ ン ゲ リ オン 
償 号 機 得 号 機 ( 改 ) 


発売 日 : 1996 年 10 月 発売 日 : 1996 年 11 月 
価格 : 2625 円 (税込 ) 価格 : 2.625 円 (税込 
発売 元 : バン ダイ 発売 元 : バン ダイ | / 


1 


で 中 NN・ 設 =y 諾 


Il5 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 [MLLEETIIIH 


LMHG シ リー ズ LMHG シ リー ズ LMHG シ リー ズ 


エヴァ ン ゲ リオ ン 参 号機 第 13 使 徒 バ ルディ エル エヴァ ン ゲ リオ ン 4 号 機 


発売 日 : 1996 年 11 月 発売 日 : 1997 年 2 月 発売 日 : 1997 年 9 月 
価格 : 2.625 円 (税込 ) 価格 : 2.625 円 (税込 ) 価格 : 3.150 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 発売 元 : バン ダイ 発売 元 : バン ダイ 


LMHG シ リー ズ 


LMHG シ リー ズ 
生 2 ガ ン ン ゲ リオ ン 初 号機 エエ ウ ァ アン グリ ルン ン 8 \ 
輸送 台 仕様 ] | 主 本 ッ 
発売 日 : 1997 年 3 月 量産 機 
価格 : 3.675 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


の LMHG シ リー ズ 
ァ ダ ガッ 第 3 使徒 サキ エル 


発売 日 : 1997 年 11 月 
価格 : 3.150 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 
絶版 


価格 : 2.625 円 (税込 ) 


| 発売 日 : 1997 年 3 月 
発売 元 : バン ダイ デ 


LMHG シ リー ズ 
エヴァ ン ゲ リオ ン 
量産 機 
[最終 決戦 仕様 ] 

発売 日 : 1997 年 11 月 

価格 : 3.150 円 (税込 ) 


発売 元 : パン ダイ 
絶版 


巡 HWW HHI HIELE 


LMHG シ リー ズ LMHG シ リー ズ LM シリ ー ズ 


NN \ N ゃ 本 で N N の: 

穫 2 ン ゲ リオ ン 初 号機 エヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 エヴァ ン ゲ リオ ン 半 。 
[F 型 装 [エク スト ラフ ィ ニ ッシュ VerJ 1 世 
発売 日 : 2003 年 11 月 発売 日 : 2006 年 1 月 人 7 機 る 

| 価格 : 3.150 円 (税込 ) | 価格 : 5.250 円 (税込 発売 日 : 1996 年 3 月 当 
発売 元 : バン ダイ 発売 元 : バン ダイ | 代 1.050 円 (税込 ) ン 


発売 元 : バン ダイ 


LM シリ ー ズ 

7 グリ ルッ 
弐号 

| 発売 日 : 1996 年 5 月 


価格 : 1.050 円 (税込 ) 』 
発売 元 : バン ダイ 


LM シリ ー ズ 
エヴァ ン ゲ リオ ン 
参 号機 


発売 日 : 1996 年 11 月 
価格 : 1.050 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


LM シリ ー ズ 

エヴァ ン ゲ リオ ン 

審 号 機 ( 改 ) | 
Le 


LM シリ ー ズ 
エヴァ ン ゲ リオ ン 
短 号 機 
プロ ト タ イ フ 

| 発売 日 : 1996 年 11 月 


価格 : 1.050 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


発売 日 : 1996 年 6 月 
価格 : 1.050 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


LM シリ ー ズ 


第 3 使徒 
サキ エル 


LM シリ ー ズ 


第 14 使 徒 
ゼル エル 


LM シリ ー ズ 
エヴァ ン ゲ リオ ン 量産 機 
発売 日 : 1997 年 3 月 


| 価格 : 1.260 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 


発売 日 : 1997 年 1 月 発売 日 : 1997 年 3 月 
価格 : 1.260 円 (税込 ) 価格 : 1.260 円 (税込 ) 
発売 元 : バン ダイ 発売 元 : バン ダイ 


17 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 [ULLEETIIIH 


その 存在 感 は 、 多く の フィ ギュ ア の 中 で も 、 より “人 "に 近い も の が ある 


2 


ドル フィ ー ド リー ム 電 ンー r 二 ドル フィ ー ド リー ム 

ー 7 31 % 込 に 記 
綾波 レイ 2 綾波 レイ 用 制服 
水着 Ver. 発売 日 : 2004 年 


価格 : 15.540 円 (税込 ) 

セッ ト 内 容 : 制服 (リボ ンタ イ 、 シ ャ ツ 、 
スカ ー ド ) プ ワラ ジャ ー、 パン ツ 、 デッキ 
シュ ー ズ 、 カバ ン 


(本 商品 に ドー ル 本 体 と ウィ ッ グ は 付属 9 


し て お り ま せん ) 1 きっ に 
発売 元 : ボー クス 電 こ < 


備考 : WEB 限 定 予約 取扱 商品 


ペーーーーーー 


ドル フィ ー ド リー ム 


綾波 レイ 転 Eve 


27cm ド ルフ ィ ー 
綾 渡 レイ 
発売 日 : 2004 年 8 月 
価格 : 12.390 円 (税込 ) 
発売 元 : ボー クス 
備考 : ドー ルズ ・ パ ー テ ィ ー 
11 会 場 限 定 品 


発売 日 : 2004 年 5 月 

価格 : 41.790 円 (税込 ) 
発売 元 : ボー クス / 
備考 : ホー ムタ ウン ドル 東京 2 限定 販売 | 


ュ ニ ーー 


o 
に 
ふ 


創作 造形 @VOLKS/ 造形 村 
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キャ ラク ター ドー ル 


発売 日 : 2006 年 12 月 
価格 : 12.600 円 (税込 ) 


パ 発売 元 : ボー ク 
27cm ド ルフ ィ ー さ / 27cm ド ルフ ィ ー 27cm ド ルフ ィ ー 上 ドール ズバ ー テ カー 
ツ と あこ ーー ヽ N さ ES 本 
綾 渡 レ イ 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー ゴス ロリ ・ 


発売 日 : 2006 年 5 月 
価格 : 12.600 円 (税込 ) 


発売 日 : 2005 年 5 月 
価格 : 12.915 円 (税込 ) 


アス カ 


KTNON ふ 6 XN: 


発売 元 : ポー クス 発売 元 : ポー クス 
備考 : ドー ルズ ・ パ ー テ ィ ー 備考 : ドー ルズ -・ パ ー テ ィ ー 
15 会 場 限 定 品 13 会 場 限定 品 
トー 
に 
27cm ド ルフ ィ ー 


惣 流 ・ ア スカ ・ 
ラン ダレ ー 


REAL ACTION HEROES REAL ACTION HEROES REAL ACTION HEROES | | 
ワン ピー ス Ver. ツ ツ 
綾 渡 レ イ 綾 渡 レ イ 物流 アス か 
発売 日 : 2006 年 5 月 ラグ スー ツ Ve (包帯 Ver.) ラ ソ ゲ が 
価格 1200 円 (8 込 (プラ ダグ ス ー ツ Ver) 本 N/ ラン グレ ー 
発売 元 : ボー クス 発売 日 : 2006 年 2 月 プ ド プラ グ ス メー ツ Ver) 
備考 : ドー ルズ ・ バ パー | 議 s4en (税込 に つり コ - 
ティ ー 15 会 場 限定 品 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 
っ WW 
トコ h、 
だ いま 
ーー し 
S 。 U 8 
9 発売 日 : 2006 年 12 月 発売 日 : 2006 年 2 月 
に | 価格 : 13.440 円 (税込 | 価格 : 13.440 円 (税込 ) 
発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 


momoko DOLL 
as GAINAX Girls 


綾波 レイ 


| 発売 日 : 2006 年 8 月 21 日 


|& REAL ACTION HEROES 
) 嘱 惣 流 : ア スカ 
ヌン ツレ ー 


価格 : 16.800 円 (税込 ) 
発売 元 : (株 ) セキ グチ 


還 黄色 ワン ヒー ス Ver. 
発売 日 : 2007 年 5 月 


価格 : 14.490 円 (税込 ) 
発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 
販売 元 : EVANGELION STORE 
(株 式 会 社 ガ イナ ックス 
備考 : EVANGELION STORE 
限定 商品 
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500DS COLIEETCNH 


発売 日 : 2007 年 2 月 
価格 : 【 定 置台 座 セ 


1.083.600 円 (税込 ) 


【 移 動 台座 セッ ト 】 


1.107.750 円 (税込 ) 


発売 元 : 秋山 工房 


大 フ ィ ギュ ア 。 まさに 究極 の フィ ギュ ア で あり 、 究 極 の ファ ン ア イ テ ム と 言え よう 。 


-/ HUMANU 
ミ SALE 
FIEURE 


人 と 同等 の サイ ズ 、 つま り 綾 波 な どの キャ ラク ター で あれ ば 1/ 1 サイ ズ と な る 等 身 


[plugsuit version] 


” 綾波 レイ 等 身 大 


テイ キュ ア 


| 発売 日 : 2007 年 8 月 


価格 : 430.000 円 (税込 ) 
発売 元 : 秋山 工房 


LIUH EHHHMH 


等身 大 イ ギ ュ ア 


等 身 大 フィ ギュ ア 等 身 大 フィ ギュ ア - テ 
綾 渡 レ イ 綾 渡 レイ 
レ 4 
ト ( 
価格 : 472.500 円 (税込 ) 価格 : 380.000 円 (税込 ) レ 
発売 元 : ペー パー ムー ン 発売 元 : ペー パー ムー ン の 
備考 : 可動 タイ プ 備考 : 固定 タイ プ (発注 時 に ヨ 
新規 メイ ク 、 既 存 メイ ク の 選 ン 

択 可能 ) 


新規 メイ ク ) 旬 di [ 


アス カ 用 オプ ショ ン 
黄色 の ワン ピー ス 


価格 : 42.000 円 (税込 ) 
発売 元 : ペー パー ムー ン 
備考 : フィ ギュ ア 本 体 は 付属 し て お り ま せん 


等 身 大 フィ ギュ ア : 
2 」 海洋 堂 直営 店 * ホ ビーロ ビー 東京 "の 店 頭 に 

価格 : 367.500 円 (税込) は 、 等 身 大 サイ ズ の 綾波 レイ と 初 号 機 が 展示 さ 
| ー れ て いる 。 こ の 綾波 は 、 海 外 で も 高く 評価 され 


て いる 原型 師 の BOME 氏 製作 の ガレ ー ジ キッ ト 


を 等 身 大 化し た も の で 、 か つて 数 量 限定 で リリ 
ー ス され た 1/1 フ ィ ギ ュ ア で ある 。 一 方 、 初 号機 
は 、 ロ ボッ ト 原 型 師 の 第 1 人 者 と し て “ロボ 師 " 
と 称 され た 佐藤 拓 氏 原型 の ガレ ー ジ キッ ト を 等 
身 大 化し た 作品 。 こち ら は 1 点 モ ノ と な っ て いる 。 


(な スィ ンマ 右 記 ) 
(な る / ツ らら | 


88y/Oggy 7OKyO 


等 身 大 フィ キュ ア 、 
宮 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
ノビ キ ニ ス タイ ル 


価格 : 250.000 円 (税込 ) 
発売 元 : ペー パー ムー ン 
備考 : コト ブ キ ヤ 限定 商品 


一 ホ ビー ロビ ピー 東 京 

住所 東京 都 千 代田 区 外 神 田 1-15-16 ラ ジオ 会 館 4F 
営業 時 間 1 1 : 00 一 20 : 00 (水曜 日 定休 ) 

TEL : 03-3253-1951 
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ゴ や 作品 自体 を 記号 化し た デザ イン 性 の 高い も の が 多い 。 
プ と の コラ ボ T シ ャ ツ な ども リリ ー ス され て いる 。 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
ゃ っ Cd ゃ NN y 
人 62 一 フェ イス 綾 渡 ボウ ツリ ング シャ ツ 
カラ ー : 白 (綾波 Ver) - 赤 (アス カ Ver) サイ ズ : M-L 
価格 : 各 1.575 円 カラ ー : 黒 メ 々 クリ ー ム ペー ジュ メ x ブラ ウン 
発売 元 : COSPA 価格 : 15.540 円 (税込 ) 
発売 元 : COSPA 


4 綾波 Ver 


4 アスカ Ver 


新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 


月 と 綾 渡 T シ ャ ツ 


新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 

思 ヶ さ ANN w 

最後 の ン 者 T シ ャ ツ 
サイ ズ : SM_ L_XL 

カラ ー : 黒 / 白 | 


価格 : 3.045 円 (税込 ) 
発売 元 : COSPA 


カラ ー : 黒 
価格 : 3.045 円 (税込 


ド 電 MLーXL 
発売 元 : COSPA 


PRINT DESIBN | 


Tr = ーー 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン ミニ ン 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン ーー ドン 
あぁ ん た パカ ァ ?T ソ シャ ツ (人 納 請 較 商 チャ ー ン ス T シ ャ ツ 。 玉 


価格 : 3.045 円 (税込 ) 
発売 元 : COSPA 


し な 
を * リ 
な ア 
で 


サイ ズ : S プ ML XL いし 
カラ ー : 赤 / ラ イト ペー ジュ 4 


発売 元 : COSPA 


サイ ズ : S プ ML XL 7 2 /4 
カラ ー : 赤 / 白 4 き 
世 3.045 円 (税込) ボー >| 


用 を SSEHTIHL 1 WEHHHHIELI 


新選 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
プラ グ ス ー ツ 01 
T シ ャ ツ 


0 


新 和紀 エ ヴァ ン ゲ リ オン 
ネル フ T ン シャツ N 


サイ ズ : S プ ML XL 


mn で 1XSNY 


カラ ー : 白 ノ 黒 
価格 : 3.045 円 (税込 ) 
発売 元 : COSPA に 2 隊 


価格 : 3.045 円 (税込 ) 


ET 発売 元 : COSPA 
Ni 
IPRINT DESI6N| 


PRINT DESI6N 


4 


カラ ー : 黒 赤 


価格 : 3.045 円 (税込 AT フィ ー ル ド 人:3045 円 ( 和 


新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン サイ ズ :S_M し XL | 新 憎 紀 了 エヴァンゲリオン | S M し XL 新 志 紀 エ ヴァ ン ゲ リ オン サイズ: S/M ノ L2X 
発売 元 : COSPA 


人 類 補 完 計画 | 代 :smew 交 げ ちゃ 駄目 だ | 避 ::eem ( 


T シ ャ ツ T シ ャ ツ T シ ャ ツ 


mmm 
ー ペ PET 
人 類 補完 計画 


読 げ ちゃ 大 卓 だ 、 
医 げ ち ゃ 駄目 だ 。 


甘 !7 次 中 間 痢 介 
に ここ 


中 げ ち 最上 た 


新 億 紀 エヴァ ン ゲ リ オ ン サイズ :S MLXL や 9 62 1 出 中 学 
工 マ ー ジ ェ ン シー 4 3046 税込 本 2 層 8 (税込 第 3 新 東 朱 市 ザ 第 才 \ 秒 
の ツ 


9 Se 女子 制服 M 


T ツ ヤン ne 
ン ヤ ソ IN 層 ML ) 
N セッ ト : ブラ ウス 、 ワン ピー ス 、 


胸 リ ボン 、 凌 下 2 種類 5 
価格 : 10.290 円 (税込 ) 
発売 元 : COSPA 


Cr 


LILITH デ ニ 


陸 : 11 月 中 旬 


サイ ズ : 30 。 32 。 34 。 36inch 
価格 : 31.290 円 (税込 
発売 元 : COSPA 
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EVANGELIONxBEAMS T EVANGELIONxBEAMS T EVANGELIONxBEAMS T 

コラ ボレー ショ ン T シ ャ ツ コラ ボレー ショ ン T シャ ツ コラ ボレー ショ ン T シャ ツ 
すず, 3 て 

0:00:00- 活 動 限界 AYanamni Anti H.I.P 


FRON| |FRONT| 
サイ ズ :XS/ SM L サイ ズ : XS-S。 ML 
カラ ー : 自 カラ ー : 黒 
価格 : 5.040 円 (税込 価格 : 5.040 円 (税込 
発売 元 : BEAMS | 発売 元 : BEAMS 


EVANGELIONxBEAMS T 
コラ ボレー ショ ン T シ ャ ツ 


1 mustn t rum away 


コラ ボレー ショ ン T シ ャ ツ 


カラ ー : 黒 
価格 : 5.040 円 (税込 ) 
発売 元 : BEAMS 


価格 : 5.000 円 (税込 
発売 元 : RISK 


民放 ML PP M-L 


EVAXHEX ANTISTYLE 
コラ ボレー ショ ン T シ ャ ツ 


アタ ム 


発売 元 : HEX ANTISTYLE 


EVANGELIONx RISK 


綾 渡 レイ & 7angels 


エー ニュ 
/ 
Numman w 
Imstrumentality 
ITReNT| We need 
ATFIELD! 
サイ ズ : XS SM-L 
カラ ー : 白 
価格 : 5.040 円 (税込 
発売 元 : BEAMS 


EVANGELIONxRISK 
コラ ボレー ショ ン T シャツ 


EVA 初 号 機 
SK ATE 


価格 : 5.000 円 (税込 ) 


2 M-L 
発売 元 : RISK 


EVAxHEX ANTISTYLE 
コラ ボレー ショ ン T シ ャ ツ 


SEELEO6 


サイ ズ : M/L 
四 黒 赤 

価格 : 5.775 円 (税込 

発売 元 : HEX ANTISTYLE 


「EVA AT WORK」 work01 
敵 ス タイ ル T シ ャ ツ 
サイ ズ : M/L 
カラ ー : アイ ボリ ー 白黒 


価格 : 4.410 円 (税込 
発売 元 : POINT 


貞本 義行 イラ スト 
復刻 エヴァ T シャツ 


レイ 


サイ ズ : L 
カラ ー : 黒 
価格 : 4.725 円 (税込 ) 
発売 元 : GAINAX 


PRINT DESIBN 


例 号 機 あー 


価格 : 各 2.940 円 (税込 ) 


シン ヤ ゾ 発売 元 : BANDAI 


FONT 


EXTRA EULUMIN 


エヴァ の T シ ャ ツ は 、 従来 の アニ メー ショ ング ッ ズ と 一 線 を 画す デザ イン 性 の 
高い も の が 多い 。 か つて ムー ビッ ク よ り リ リー ス さ れ た 全 話 T シ ャ ツ は 、 エ ヴァ 
な ら で は の アイ テム と 言え る 。 サ ブタ イト ル が プリ ント され た T シ ャ ツ は 、 シ ン 


プル な が ら イ ン パ クト 大 で ある 


第 仙 話 第 六 話 第 話 
レイ 、 心 の むこ うに 決戦 、 第 3 新 東 京 市 人 の 造り し も の 


ア ィ マウ 


電 I し 1 
第 拾 参 語 第 捨 四 話 第 捨 休 話 
使徒 、 侵 入 ゼー レ 、 魂 の 座 骨 と 沈 甘 


ドー フ 


第 弐 捨 宮 話 第 式 拾 式 話 第 式 捨 参 話 
ネル フ 、 誕生 せめ て 、 人間らしく 3 


有一 へ 


貞本 義行 イラ スト 
復刻 エヴァ イシ ャ ツ 


アス カ 


サイ ズ :L 
カラ ー : 黒 


価格 : 4.725 円 (税込 ) 
発売 元 : GAINAX 


PRINT DESI6N 


価格 : 各 2.940 円 (税込 


発売 元 : BANDAI シャ ツジ 


価格 : 各 2.940 円 (税込 ) 
発売 元 : BANDAI 


綾 濾 レ イ 四 プ ナカ 障 呈 
シャ ツ 


第 式 語 第 四 話 
見 知ら ぬ 、 天井 須 ら な い 、 電話 南 、 逃 げ 出し た 後 
第 八 話 第 九 話 第 捨 語 第 捨 深 語 第 捨 式 話 


アス カ 、 来 日 峰 間 、 心 、 重ね て マグ マダ イ バ パー 静止 し た 開 の 中 で 何 跡 の 価値 は 


ニン 


第 捨 六 話 第 拾 上 上 話 
死に 至る 培 、 そ し て 四 人 目 の 適格 者 


く > 
| * 


第 弐 捨 四 話 第 弐 挫 休 話 最終 話 第 26 話 
最後 の シ 者 終わ る 世界 世界 の 申 心 で デイ を Ai まごころ を 、 君 に 
岬 ん だ け も の 


第 拾 九 話 第 式 捨 話 
男 の 戦い 心 の か た ち 人 の か た ち 
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mwY マ USASN 


クロ ニク ル 


HHIHIELE 


作品 企画 の 立ち 上 げ よ り 14 年 間 に も 及ぶ エヴァ の 軌跡 を 年 表 と し て 紹介 。 
エヴァ は 企画 「 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 」 から スタ ー ト 、 

庵野 監督 に よる アニ メ 化 と 貞本 氏 に よる コミ ッ ク 化 が 進め られ た 。 

アニ メシ リー スズ 完結 後 、 現在 に 至る あま で コミ ッ ク 版 は 連載 が 続い て お り 、 
2007 年 9 月 に は 新劇 場 版 も 公開 。 そ の 歩み は 今 も 続く 。 


1993 生 


9 月 20 日 ガイ ナッ クス 社内 検討 企画 案 (第 1 稿 ) 
「 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 」 提 出 


1994 和 ェ 
1 月 5 日 企画 案 (第 2 稚 )、 お よび 全 26 話 の プロ 

ッ ト 完 成人 @ 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 企 画 書 
4 朋 外部 用 企画 完 成 ue 
9 月 第 老 話 、 第 天 話 作画 開始 EVANGEWION 
12 月 26 日 「 月 判 少年 エー ス 」2 月 号 (創刊 3 号 ) 

に て コミ ッ ク 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リ 4 

オン 」 連載 開始 いい 得 ( 
1 の 99 の 5 年 vi 


3 朋 3H~12 昌 角川 書店 「Newtype」10 周 年 を 記念 
し た イベ ント 「10Days ア ミュ ー ズ メン 
トバ パーク 」 に て 、 エヴァ の パネ ル を 展示 。 
この 際 、 パネ ル の イラ スト を 使用 し た 告 


知 葉 書 も 配 大 され た 
9 月 1 日 ミッ クス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume1」 発売 1 題 コ ミッ クス 
ゃ 、 「 新 世紀 エ ヴ 
22・23H イベ ント 「 ガ イナ 祭 "95」 に て 「 新 世紀 っ 0 


エヴァ ン ゲ リオ ン 」 第 老 話 、 お よび 第 式 葵 半 9/ Velume」 
話 の 16 ミ リフ ィ ル ム を 上 映 

8 月 ガレ ー ジ キッ ト (CK) イベ ント 「 ワ ンダ 
ー フ ェ ス ティ バル 」 に て 、 CK 第 1 弾 「 エ 
ヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 」 (吉山 治 樹 氏 原 
軸 ) 発売 。 こ の 吉山 氏 に よる 初 号機 は 、 
そもそも は 作画 参考 モデ ル と し て 製作 


され た も の で あっ た @ @ 作画 参考 モデ ル 

e 「 エ ヴァ ン ゲ リオ 

10 月 4 日 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 」 TV 放送 開始 ン 初 号 携 (原型 
10 月 上 旬 アニ メイ ト (ムービック ) より 、「 新 世紀 製作 : 吉田 治 樹 ) 」 


エヴァ ン ゲ リオ ン 」 関 連 商品 第 1 弾 と し 
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10 月 25 日 


12 月 16 日 


3 月 1 日 


3 月 12 日 


3 月 25 日 


3 月 27 日 


4 月 26 日 


4 月 28 日 


5 月 4 旧 ~19 昌 


6 月 16 日 


8 月 29 日 


11 月 7 日 


12 月 31 日 


て 、 ポス ター、 ド 敷き 、 設定 資料 集 な ど 
が 発売 

TV シリ ー ズ 主題 歌 CD シ ング ル 3 枚 同時 
発売 

オリ ジ ナ ル サ ウ ンド トラ ッ ク 第 1 弾 CD ア 
ル バ ム 「NEON GENESIS EVANGELION」 
発売 @ 


リオ ン 」 リ リー ス 開 始 ( 全 14 巻 リリ ー ス ) 
の 

ゲー ム ソ フ ト 第 1 弾 セ ガサ ター ン 版 『 新 
世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 発 売 

コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume2」 発売 
プラ モデ ル 第 1 弾 「LM エ ヴァ ン ゲ リオ 
ン 初 号 機 」 発売 

「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 」 TV 放送 終了 
以後 、 ニ フ テ ィ や 口コミ な ど に より 、 放 
送 時 以上 に 人 気 が 加 然 し て いく 

角川 書店 「 少 年 エー ス 6 月 号 」 に て 、 劇 
場 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 」 公 開 
を 発表 。 こ の 時 点 で は 劇場 版 は 完全 新 
作 と し て 報じ られ た 

SF イベ ント 「SF セ ミナ ー'"96」 に て 、 庵野 
監督 と 翻訳 家 の 大 森 望 氏 、 ラ イタ ー の 
小黒 祐一 郎 氏 に よる 座談 会 を 開催 。 TV 
放送 終了 後 、 庵 野 監 辿 が 直接 ファ ン の 
前 で 作品 に つい て 語っ た 最初 の イベ ン 
ば スジ) 

GAINAX 公 認 エ ヴァ ン ゲ リオ ン イ ベン ト 
「 ガ レキ ゲ リ オ ン 」 開催 。 こ れ は 東京 渋 
谷 の 海洋 堂 ホ ビー ロビ ー で 開催 され た 
CK コン ペ で 、 各 メー カー の CK 展示 や 販 
売 、 セ ル 画 な どの 資料 展示 が 行なわ れ 
た 

東京 六本木 の ディ スコ 「 ヴ ェ ル ファ ー レ 」 
で 開催 され た 「 ガ イナ ックス 新年 度 会 」 
に て 、 劇 場 版 は リメイク 版 の 第 弐拾 伯 
話 と 最終 話 と な る こと を 発表 

「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン イ ベン ト 」 を 東京 ・ 豊 
鳥 公会 堂 に て 開催 。 第 拾 六 話 、 第 弐 十 
話 、 第 式 拾 伯 話 の 上 映 、 お よび 庵野 監 
世 と 声優 陣 の トー クシ ョ ウ が 行なわ れ 
た 

コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume3」 発売 回 
「 エ ヴァ ・ セ レク ショ ン 年 越し オー ルナ イ 
ト ・ イ ベン ト 」 を 東京 ・ 新 宿 ミ ラノ 座 に て 
開催 。 庵野 監督 邊 ら セ レク ト し た TV 版 
13 本 上 喘 の ほか 、 ト ー ク ショ ー や 抽選 
会 も 行なわ れ た 


に に アコ 


2 月 14 日 


3 月 13 日 


3 月 14 日 


劇場 版 制 作 記者 会 見 。 本 来 、 春 に 1 作 
品 の み の 公開 予定 で あっ た 劇場 版 が 存 
と 夏 の 2 作品 と な る こと を 公式 発表 


劇場 版 「 シ ト 新 生 」 試写 会 を 東京 、 大 阪 、 


名 古屋 、 札幌 、 福岡 に て 開催 
劇場 版 「 シ ト 新 生 」 公 開 前 夜祭 を 新宿 
ミラ ノ 座 に て 開催 


mov as 
⑨ CD アル バム 「NEON GENESIS 
EVANGELION] 


@⑨ LD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Genesis0 : 1」 


ァ ン ゲ リ オ ン 


⑨GK「 綾 波 レイ 病室 に て (原型 
製作 : 寺岡 邦明 ) 」 


ァ アン ゲ リ オ ン 


3 月 15 日 劇場 版 「 シ ト 新 生 」 公開 ⑨ 
最終 的 な 興行 収入 は 約 20 億 円 ほど で あ 
っ た 
7 月 6~<8 日 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 に よ 
る コン サー ト 「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 交 響 楽 」 
を 東京 渋谷 Bunkamura オ ー チ ャ ー ド ホ 
ー ル に て 開催 
7 月 11 日 ゲー ム ソ フ ト Windows 版 「 鋼 鉄 の ガー 
ルフ レン ド 」 発売 
| 7 月 16 日 劇場 版 『THE END OF EVANCELION」 
写 会 を 東京 、 大 阪 、 名 古屋 、 九 州 に 
て 開催 
7 月 19 日 劇場 版 「THE END OF 
EVANGELION」 公開 @ 
興行 収入 約 25 億 円 と 春の 劇場 版 を 上 
回 る 
7 月 19 日 DVD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 」 リ リ 
ー ス 開始 ( 全 7 人 巻 リ リー ス ) 
10 月 22 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume4」 発売 
| 12 月 31 日 「 新 世紀 エエ ヴァ ン ゲ リオ ン 」CD シ リー ズ 、 
レコ ー ド 大 賞 企画 賞 受賞 


1998= 


2 月 4 日 CD「EVANGELION : DEATH」、 第 12 
回 日 本 ゴー ルド ディ スク 大 賞 「THE 
BEST ANIMATION ALBUM OF THE 
YEAR」 受賞 

3 月 7 日 劇場 版 「REVIVAL OF 
EVANGELION 新 世紀 エヴァ ン ゲ 
リオ ン 劇 場 版 DEATH (TRUE)* 

| Air- ま ご ころ を 、 君 に 」 公開 

12 月 23 日 VHS ビ デオ ・LD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ 

リオ ン 劇 場 版 BOX」 発売 


1999 の 年 

9Jz2H DVD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 劇 場 
版 」 発 売 

12 月 17 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume5」 発売 

の OOO 生 


Groundwork of EVANGELION VolL1」 
発売 (以後 、 全 3 巻 ) 
11 月 15 日 DVD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
SECOND IMPACT BOX 上 巻 」 発売 
| 12 月 15 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume6」 発売 


2001 和 年 


2 月 21 日 DVD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
| SECOND IMPACT BOX 中 巻 」 発 売 

| 6 月 22 日 DVD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
SECOND IMPACT BOX 下巻 」 発売 

10 月 26 日 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 劇 場 版 原画 集 

Groundwork of EVANGELION The 

| Movie Vol1」 発売 (以後 、 全 2 人 巻 リ リ 


| ー ス ) 
12 月 1 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume7」 発売 。 171 


フィ ギュ ア 付 き 初回 限定 版 も リリ ー ス 


@ 劇場 版 「THE END OF 
EVANGELION] チラ シ 


粗 コ ミッ クス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ ン ゲ リ オ ン 
Volume4] 


人 LD 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
、 間 電 馬 965d 


上 還 コミ ックス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ アン ゲ リ オ ン 
Volume5] 


詩 コ ミッ クス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ ン ゲ リ オ ン 
Volume6] 


回 コ ミッ クス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ ン ゲ リ オ ン 
Volume7]」 


THE ESSEHTIHLEIHHEELHWW EHHHHIELE 


企画 立ち 上 げ 10 周 年 を 記念 し た 企画 
で あり 、 以後 、 DVD の リニュ ー ア ル を 始 
め 、 新 商品 の リリ ー ス ラッ シュ が 始ま る 
12 月 19 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume8」 発売 18」 


2003 年 


3 月 26 日 DVD( リ ニュ ー ア ル 版 )「NEON 
GENESIS EVANGELION? 01 TEST- 
TYPE」 発売 

5 月 16 日 ゲー ム ソ フ ト Windows 版 「 鋼 鉄 の ガー 
ルフ レン ド 2nd」 発売 

6 月 25 日 DVD( リ ニュ ー ア ル 版 )「NEON 
GENESIS EVANGELION DVD-BOX」 発 
売 

7 月 24 日 DVD( リ ニュ ー ア ル 版 )「NEON 
GENESIS EVANGELION 」 リリ ー ス 開始 
(以後 、 全 8 巻 リ リー ス ) 


| 9 月 企画 立ち 上 げ 10 周 年 

11 月 23 日 ゲー ム ソ フ ト PS2 版 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ 
リオ ン 2」 発売 人 ⑲ 

| 20024 年 

4 月 23 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume9」 発売 。 回 
初回 限定 版 と し て フィ ギュ ア 付 き 「 綾 波 


| レイ スペ シャ ル BOX」 も リリ ー ス され た 
| 11 月 3 日 DVD 版 「THE FEATURE FILM NEON 
GENESIS EVANGELION DTS 
COLLECTOR'S EDITION」 発売 
12 月 パチ ンコ 第 1 弾 「CR 新 世紀 エヴァ ン ゲ 
リオ ン 」 稼 動 。 パ チン コ の リリ ー ス に よ 
り 、 新た な ファ ン 層 が 開拓 され る 


の OO5 生 


9 月 パチ スロ 第 1 弾 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ 
ン 」 衝 動 


3 月 25 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume10」 発売 名 

7 月 1 日 分 同 百 科 ! エ ヴァン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 」 
創刊 ( 全 30 号 リリ ー ス ) 

9 月 10 日 角川 書店 「Newtype10 月 号 」 に て 、 新 


劇場 版 の 制作 を 発表 
の OO0 プ 年 
2 月 17 日 庵野 監 局 の " 案 急 声明 " と し て 、 新 劇場 
| 版 製作 に 対す る 所 信 表 明 を 発表 
| 6 月 9 日 コミ ックス 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 
Volume11」 発売 


| 8 月 1 日 DVD 版 「NEON GENESIS 

EVANGELION DVD-BOX '07 

EDITION」 発売 

| 9 月 1 日 劇場 版 「 エ ヴァ ン ゲ リ ヲ ン 新 劇場 版 : 序 」 
公開 


コミ ックス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ ン ゲ リ オ ン 
Volume8」 


合 コ ミ ックス 
「 新 世紀 エ ヴ 
アァ アン ゲ リ オ ン 
Volume9] 


思 コ ミッ クス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ ン ゲ リ オ ン 
Volume10] 


還 コ ミッ クス 
「 新 世紀 エ ヴ 
ァ ン ゲ リ オ ン 
Volume11] 
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2007 年 12 月 25 日 
鈴木 徹也 
株 式 会 社 ウ ィ ー ヴ 
〒102-0074 
東京 都 千 代田 区 九段 南 2- 1-30 
株 式 会 社 ソ ニー・ マ ガ ジ ン ズ 
〒 ェ 102-8679 
東京 都 千 代田 区 五 番 町 5- 1 
共同 製作 株 式 会 社 テレ ビ 東 京 
印刷 製本 大 日 本 印刷 株 式 会 社 


落丁 ・ 乱 丁 本 は お 取り 替え し ます 
定価 は カバ ー に 明記 【 
Printed in Japan 


編集 株 式 会 社 ウ ィ ー ヴ (石川 裕人 田代 豪 大 久保 圭 ) 

有限 会 社 メ ガロ マニ ア 

(加藤 和弘 山田 展 寛 桑木 貴章 鈴木 秀治 ) 
執筆 

、 深野 洋一 (C.P.Tom's) 、 木下 と も た け 
尾 卓 弥 、 柳 瀬 敬 之 、 森 下 直 親 、 

大 本 海図 、 鵜 沼 安 希 雄 、twinbell (湯沢 時 子 
デザ イン  L.S.D. (角田 正明 ) 

YUMEX 
監修 株 式 会 社 ガ イナ ックス 


GAINAX・ カ ラー 
GAINAX・ - Project Eva 
GAINAX・ EVA 製作 委員 会 


一読 者 お 問い 合わ せ 先 (制作 部 ) 

TEL : 03-5211-6261 (平日 13:00 一 18:00 

画 乱 丁 ・ 落 丁 本 に 関す る お 問い 合わ せ 先 (お 客 様相 談 係 ) 
TEL : 03-3234-7375 (平日 10:00-12:00、13:00-17:00 


エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 
バイ ンダ ー & バッ ク ナ ン バー ご 購入 の 案内 


3 冊 ま で が 一 括 送料 190 円 、4 冊 以 
便 で の 発送 と な り 、 一 括 送料 525 円 と な り ま す 


圏 フリ ー ダ イヤ ル 

0120-7 40 (受付 時 間 平日 9 : 00 一 18:00 

受付 後 、 代 金 を お 支払 送り し ます の で 、 指 
定 の 期日 まで に コン ピ メト ア か ら お 振込 くだ さい 。 お 振 


ymagazineS.jp/eva 

: ド に な り ま す 。 代 引 

セス 後 、 お 問合せ 窓 

お 問合せ くだ さい 
携帯 電話 か ら の 受付 も 可能 ! 
ト に modep http://www.catchbon.jp/i 
EZwebp http://www.catchbon.jp/ez 
Yahoo! ケ ー タ イ bp http://www.catchbonJjp/V 


誌 創刊 号 
定価 590 円 (本 体 562 円 + 税 
較 本 誌 2 号 一 30 号 
定価 690 円 (本 体 657 円 + 税 


ペグ 5732 バ 1 パー 


価格 1.600 円 (本 体 1.524 円 + 税 ) 
※ 全 30 号 を ファ イリ ング する に は 
3 冊 必 要 で す 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ル ペ ー ジ 


エヴァ ン ゲ リオ ン の リア ル タ イ ム 情 報 は ・ 


PC サイ ト 
p http://www.gainax.CO.jp/anime/eva 
携帯 サイ ト 
P http://wDpp.jp/eva 

ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ルス ト ア 
b http://www_evastore.jp 


企画 ・ 原 作 : GAINAX 

企画 : Project Eva. 

掲載 : 角川 書店 月 刊 少年 エー ス 

キャ ラク ター デザ イン : 貞本 義行 

メカ ニッ ク デ ザイ ン : 山下 いく と 庵野 秀明 

副 監督 : 摩 砂 雪 鶴巻 和 蔵 

美術 監督 : 加藤 洗 

色彩 設定 : 高 星 晴 美 

撮影 監督 : 黒田 洋一 

音響 監督 : 田中 英 行 

音響 制作 : オー ディ オタ ナカ 

音楽 : 牙 巣 詩郎 

音楽 協力 : テレ ビ 東京 ミュ ー ジ ッ ク 

広報 : 穴 見 礼 (テレ ビ 東 京 ) 佐藤 裕紀 (CAINAX) 
アニ メー ショ ン 制 作 : タツ ノコ プロ GAINAX 

プロ デュ ー サ ー : 小林 教子 (テレ ビ 東 京 ) 杉山 豊 
総監 督 : 庵野 秀明 

製作 : テレ ビ 東京 NAS 


アニ メー ショ ンプ ロ デ ュ ー サ ー : 植田 も と き 内 山 秀 二 


山 賀 障 之 


Air プ まごころ を 、 君 に 


色彩 設定 : 高 星 晴 美 

美術 監督 : 加藤 洗 

撮影 幻 督 : 白井 久男 

編集 : 三木 幸子 

音響 監督 : 田中 英 行 
制作 担当 : 松井 正 一 西沢 正智 
監督 : 鶴巻 和哉 

総監 督 : 庵野 秀明 


#25「Air」 


脚本 : 庵野 秀明 

絵 コ ン テ : 稚 巻 和哉 樋口 真嗣 摩 砂 雪 
キャ ラク ター 作画 監督 : 黄 瀬 和哉 

メカ ニッ ク 作 画 監 督 : 本 田 雄 


歌 : CLAIRE 

作詞 : Bart Howard 

作曲 : Bart Howard 

編曲 : Toshiyuki Ohmori 


ここ 


#26「 ま ご ころ を 、 君 に 」 


脚本 : 庵野 秀明 

絵 コ ン テ : 庵野 秀明 樋口 真嗣 基 目 喜一 
作画 監督 : 鈴木 俊一 平松 袖 史 庵野 秀明 
ビジ ュ ア ルウ ォ ー タ ー ア ー テ ィ ス ト : 摩 砂 雪 
作画 監督 補佐 : 古川 商 哉 吉成 曜 


人 シ ンジ : 緒方 恵美 

葛城 ミサ ト : 三石 琴乃 

赤木 リツ コ : 山口 由里子 

綾波 レイ : 林原 めぐ み 
物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー : 宮村 優子 

人 ゲン ドウ : 立木 文彦 

冬 月 コウ ゾウ : 清川 元 夢 

日 向 マコ ト : 結城 比呂 

伊吹 マヤ : 長沢 美樹 

青葉 シゲ ル : 子安 武人 
加持 リョ ウジ : 山寺 宏一 

キー ル ・ ロ ー レ ン ツ : 麦 人 

鈴原 トウ ジ : 関 逢 一 

相田 ケン スケ : 岩永 哲哉 

洞 木 ヒカリ : 岩男 潤子 

赤木 ナオ コ : 土井 美加 

済 カ ラル : 石田 彰 

教師 : 丸山 詠 二 

時 田 シ ロウ : 大 塚 芳忠 

オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 艦長 : 西村 知道 
オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 副長 : 山野 井 仁 
アス カ の 父 : 関 俊彦 

物流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ッ ペリ ン : 川村 万 梨 阿 
女医 : 勝 生 真 沙 子 

戦 自 師団 長 : 沢木 郁也 

戦 自 副長 : 松本 保典 

首相 : 沢木 郁也 

秘書 : 川村 万 梨 阿 

人 類 補完 委員 : 清川 元 夢 、 長崎 高士 、 鈴木 勝美 、 長野 広一 
子安 武人 ほか 


ジャ ズ の スタ ンダ ー ド ナン バー の アレ ンジ で ある TV 版 の エン ディ ング ソン グ 。 
放映 当時 、 話 数 に よっ て アレ ンジ の 異な る バー ジョ ン が 用 いら れ た 。 
な お 、 月 を 背景 に 、 綾 波 レ イ が 水 の 中 へ と 逆さ ま に 沈 ん で いく か の よう な 映像 は 摩 砂 雪 氏 に よる 構成 ・ 作 画 。 


